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　ノイズしか映さないテレビをずっと眺めていた。多分、眺めていたんだと思う。

　自分のことなのに多分というのは、意識がはっきりしたのが今だからだ。──で、意識が遠くなるくらいそれを眺めていたけど、変化が何もなかったので私はテレビの前からようやく離れることにした。だって暇すぎて死にそうだから。

「あれ」

　そんなことを思ったとき、今度は場面が一気に移り変わった。チャンネルが切り替わったかのようで世界がぐるぐると回っていた。気持ち悪くなるかと思ったら、そんなに気分は悪くなかった。

　数十分は経過したのだろうか。ぐるぐるしていた私は何故なぜかテレビの中にいた。

　テレビから外の世界が見えた。世界はいつも通りに進んでいた。私には意味が分からなかった。

　ぐるぐるが緩やかになり、どこからかやってきた二つの光が私と混ざり合ったとき、今までにない強烈な光が私たちを包んだ。なんとなく浮遊感があり、どこか遠くへと飛ばされてしまったような感覚だった。

「トンネルを抜けたら、そこは？」

　何も見えないトンネル──黒色を抜けて、とても冷たい海中──青色を掻かい潜くぐって、なんだか纏まとわりつく靄もや──紫色を切り開いて、私たちはようやく白く眩まばゆい明るい出口を見つけた。そこに一歩足を踏み入れた瞬間、背中に感じていた重い何かが消失し、まるで大空へ、いや宇宙へ飛び立ったかのような凄すさまじい解放感に浸ることができた。最初に私たちの頭に浮かんだのは。

『この世界は私のために回っている』

　──もちろんそんなわけはないのだが、それくらいのハイテンションな感じで世界を眺めていたら、いつの間にか白いお髭ひげがダンディなおじさんに抱きしめられていた。

　ああ、私は目覚めていたのだ。





◆






「おお、おおッ!?」

「？」

「か、神が、ようやく、ようやく、我が祈りを聞き届けてくださった。い、偉大なる神よッ、心より感謝いたしますっ！」

「？」

　せっかくのダンディフェイスなのに、何故か鼻水と涙で顔はぐしゃぐしゃであった。とりあえず何か声を掛けようと思い口を開いてみたのだが、喉が凄まじい痛みを訴えて言うことを聞いてくれない。扁へん桃とう腺せんをやってしまったかなと思った。前から私は扁桃腺が弱かった気がする。本当にそうかは分からない。

「……ア、アれ？」

「──ど、どうしたのだ。ま、まさか。また。いや、やはり不完全だったのか？」

　顔を青あお褪ざめさせて慌てるおじさん。ムンクの叫びみたいで面白かったので思わず笑ってしまったが、私の表情は上う手まく動かせなかった。ガチガチに凝り固まっている。というか、初対面の人なのに笑ったりしたら失礼である。

「…………」

「ミ、ミツバ？　大丈夫、なのか？　か、身体は」

「ウ、……ア」

「や、やはり、今回の魔術も完璧ではなかったのか？」

　魔術がどうのと、よく分からないことを言うおじさん。アニメの見すぎかなと思ったが、いわゆるひとつのジョークの類いなのだろう。私の緊張を解ほぐすための。

「し、しかし、ど、どうすればよいのだッ！　ニコレイナスを呼んでいる時間なぞとても──」

「…………」

　しばらく目を閉じて考えた結果、声を出すのを諦めて自分の喉をツンツンと指し示すことにした。最初からこうすればよかったのだ。沈黙の後、おじさんは安あん堵どの息を吐いて、笑みを浮かべる。

「か、身体は大丈夫なのか？　苦しいところはないか？」

　うんうんと頷うなずき、喉を再度示す。

「の、喉か？　喉が痛いんだな!?」

　うんうんと頷く。ようやく理解してくれたようだ。

「おお、おお、ミツバよ。我が最愛の妻の忘れ形見よ！　目覚めたばかりだというのに、もうその声を私に聴かせてくれようというのか！」

「…………」

　浸っているおじさん。水はまだこない。

「なんと心優しい──い、いや、今はそれよりも水、水だッ。おいっ、そこで立ち尽くしていないで早く水を寄よ越こさぬか！　ミツバが喉を痛めているのだぞ！」

「す、すぐに用意いたします！」

　喉はガラガラだが、視界の方はしっかりしている。ダンディなおじさんに命じられた使用人のおばさんが、大慌てで水差しを差し出した。おじさんが、私を片手に抱いたまま、水差しを傾けてくれる。なるほど、どうやら私は看病されていたらしい。

「さぁ、慌てずに飲みなさい。もう大丈夫だ、何も心配はいらぬぞ」

「…………」

「あらゆるものから私が守ってやる。今度こそ守ろう。誰が何を言おうとも、お前は私が全身全霊を懸けて守る。そしてお前が全てを受け継ぐのだ。そう、お前以外の誰にも渡さぬ」

「？」

　私が頭に疑問符を浮かべると、おじさんは苦笑して首を横に振った。

「……ああ、嬉うれしさのあまりつい先走ってしまったようだ。積もる話は山のようにあるが、何も慌てることはないのだ。……うむ、軽い食事を用意させるから、まずは落ち着くといい。私も一度顔を洗って出直さなければならないな。こんな顔ではとても父親面などできぬ。とにかく、話はそれからにしようではないか」
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　おじさんの優しい声に、私は軽く頷く。

　状況把握がさっぱりなので、その配慮はとてもありがたい。

　だが、とりあえず一つだけ聞いておこう。これを聞かなくては、全くもって落ち着かない。

「ひとつだけ」

「なんだ？　どうしたのだ」

「……ひとつだけ、教えてください」

「うん？　何でも遠慮なく聞いて構わないぞ」

「私は、一体誰なんです？」

　その言葉に一瞬だけ落胆の様子を見せるが、すぐに笑顔に戻るおじさん。

「お前はミツバ・ブルーローズ・クローブだ。クローブ家の令嬢にして、偉大なるローゼリア七しち杖じょうの一つ、ブルーローズの名を継ぐ者だ。だが、今はそんなことはいいのだ。私の最愛の娘だということだけは知っておいてほしい」

　ゴツゴツした硬い手で私の頭を撫なでると、使用人に合図をしておじさんは部屋を出ていこうとする。

「最高の食事を用意するように。着る物もすぐに手配せよ。急ぎ頼むぞ！」

「お、お待ちくださいご主人様！　お、お食事と申されましても、その、私どもにはとてもお嬢様に触れられません」

「戯たわけが！　何を馬鹿なことをぬかすか。もう魔光石や触媒なぞ必要ないのだ。ミツバの初めての食事になるのだから、とびきりのものを用意せよ！」

「し、しかしながら。私たちだけでは、何かありましたら、その、手に負え──」

「ならばピエールに伝えて手配させればよかろう！　私はミツバのために急ぎやらねばならんことがあるのだ！」

　使用人のおばさんはブンブンと首を振っていたが、おじさん──多分お父さんは聞く耳を持たずにずかずかと歩いていってしまった。後に残されたおばさんは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　──私の名前はミツバというらしい。

　部屋に飾ってあった装飾豊かな鏡に視線を向けてみる。

　そこには、真っ白い肌をした銀髪青目の人形みたいな少女がいた。人形みたいなというと聞こえはいいが、実際は死人みたいだなと思う。自分の頬ほおに両手を当ててみる。冷たい。が、一応生きてはいるようだ。一安心。自分がゾンビの可能性はなくなった。良かった良かった。

　使用人さんに視線を向ける。何故か、ヒッと小さく悲鳴をあげて、直立不動の姿勢。

「あの」

「は、はい、はい。な、ななななな、なんでございましょうか」

「──ここは、どこなんですか？」

「ミ、ミツバ様のお部屋でございます。わ、私はミツバ様のお世話を命じられただけの、しがない使用人めにございます」

「そうなんだ。で、貴方あなたはだれです？」

「ル、ルビナ、使用人のルビナと申します。半年ほど前より、この館にお仕えしております」

「あ、そう」

「ミ、ミツバ様。ど、どうか、私どもの魂を吸うのだけはお許しくださいませッッ！」

　そう言うと、使用人のおばさんはその場にいきなり正座して礼拝を行ない始めた。祈りの対象は私らしい。何か祝詞のりとみたいなものを唱えているけど、当然私は成仏しない。なぜなら霊魂ではないから。ちゃんと肉体はあるし。

「魂を吸う？」

「ひ、ひいいいいいっ！」

「私は、魂を吸えるの？」

　私はいつから魂吸いに変化したのだろうか。それともこれもジョークの類いなのだろうか。よく分からない。魂が美お味いしいかどうかは私には分からない。多分ソフトクリームみたいな形だとは思う。これは私ジョークである。

「わ、私めは存じ上げません！　何も存じません！　見ておりません、聞いておりません！」

「ねぇ。私は、貴方の、魂を吸えるの？」

「お、おおおおお、お許しを、お許しを！　ああ、神よお助けください！」

　残念なことにおばさんからは話を聞きだせそうにない。

　ふと隙間風の気配を感じて、そちらに目をやる。ドアが半開きになっており、そこからメイド服を着た女性たちや執事っぽい人がこちらを覗のぞき込こんでいる。どれもこれも顔色が悪い。

　ベッドから抜け出し、震える足を堪こらえながら、フラフラと立ち上がる。なんだか肩や腕がぎくしゃくする。変な歩き方になっているような気がする。

　使用人のおばさんが歯をガチガチと鳴らしながらこちらを凝視している。

　私は安心させてあげようと、そのくしゃくしゃ頭に手を置いた。

「──げぷっ」

　変な悲鳴とともに、おばさんは泡を吹いて前のめりに倒れこんでしまった。あわあわ呻うめいているので、生きてはいるようだ。仕方ないのでドアの向こうに再び視線を向ける。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　という盛大な悲鳴とともに、女性メイドたちは蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出してしまった。その場に残されたのは、腰を抜かしている哀れな執事っぽいおじさん。

「──わ、私は、こ、腰が、抜けて。だ、誰か」

「それで、貴方は誰です？」

　腰に手を当てているおじさんを見下ろしながら問いかける。おじさんはあわあわと周囲を見渡した後、観念したように口を開く。

「こ、この館に長年お仕えしております、ピ、ピエールと申します。執事として、使用人たちの統括を──」

「ピエールさんですか。じゃあ、貴方でいいや。うん、貴方にしよう。この世界のお話、色々と聞かせてね？　私、何も分からないので。初心者なんです」

　私はニコリと笑みを作ると、執事さんの方へとゆっくりと歩き始めたのだった。今度は驚かさないように、慎重に、一歩ずつ、着実に床を踏みしめながら。ピエールは、なんだか泣きそうな顔で一生懸命に頷いていた。これでは首が痛くなってしまうだろう。

　何はともあれ、なんだか忙せわしない日々がやってきそうな気がする。まぁ、なるようになるだろう。
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　いまいち要領を得ないピエールさんとの会話を通じて、私は現在の状況をそこそこ把握することに成功していた。

　ここはブルーローズ公ギルモア公爵の城館なんだとか。そして私は今は亡き第一夫人ツバキの忘れ形見と。ツバキ夫人は私が産まれた後、産後の肥立ちが悪化し亡くなってしまったとか。その上、残された赤子の私も意識不明のまま植物状態へ。生まれは高貴でも実に悲惨な状況である。全然嬉うれしくない。

　本当はとっくに私は死んでいるはずなのだが、そこは伝統ある公爵家の財力と権力。私を延命させるために莫ばく大だいな私財を投じてしまったらしい。

　よく分からなかったが、王国魔術研究所所長さんの力を借りて、魔光石と触媒を利用しての魔力注入とやらを十年間も続けてしまったらしい。さんざん散財したり、怪しげな儀式を行なったりしたとかなんとか。詳しく聞きたくないのでそこらへんは軽くスルーしてしまった。

　誠実そうな顔とは裏腹に、ぺらぺらとおしゃべりな執事のピエールはしきりにハンカチで汗を拭っている。最初は何も心配いりませんとか話をごまかそうとしたのだが、私が延々と質問を繰り返した結果、呻うめき声ごえをあげながら素直に返答してくれるようになった。渋い顔に似合わず意外と根性がない。

「なるほど。じゃあ、私のためにお金いっぱい使っちゃったんですね。貴方あなたも大変だったんじゃない？　お給料とか」

「……いえ、そのようなことは」

「あ、他の皆も私を恨んでるんじゃない？　本当はさっさと始末したかったとか！」

　私がニコニコと語りかけると、ピエールはビクッと一瞬震えたあとすぐにぶんぶんと首を横に振った。

「め、滅相もない！　とにかく、どうかギルモア様には内密にお願いいたします！　このようなことをミツバ様に話したと知られたら、どんな罰を受けることか」

「もちろん内緒にしておくけど。それで、私の他の家族は何も言わなかったんですか？　だってそんなに無駄遣いしてたら怒りますよね」

「……そ、それは。わ、私の口からはなんとも」

「そっかそっか。うん、それはそうですよね。死体同然の、しかも腹違いの娘にお金を注つぎ込こんで良い顔するわけないよ。私も嫌だと思うし」

　うんうんと頷うなずくと、ピエールの顔が更に青くなっていく。

　現在、父ギルモアの正室を務めているのは、第二夫人だったミリアーネとかいう人らしい。私の継母にあたる人だ。私の本当の母親が、いつまでたっても子供をつくれなかったため、周囲の圧力に負けて父は嫌々娶めとったとか。夫婦仲は当初からぎくしゃくしていたようだが、私の誕生、母の死亡、延命のために私財投入の経緯で更に悪化したと。今ではこの城館のすぐ近くにわざわざ別館を建てて別居するほどの仲だそうだ。会うのが楽しみで仕方ない。どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけてくれるのだろう。楽しみでドキドキしてきた。

　私が思わずニコリと笑っていると、ピエールの顔の青みが深くなってきた。貧血なのかもしれない。

「で、ですが。ギルモア様は、ずっとお待ちになられていたのです。ツバキ様が亡くなられてからというもの、周りの者はこの館から距離を取り始め、ギルモア様も人を避けるように。……あの時から、全てが変わってしまったのです」

「そっか。貴方も大変だったんだね。執事さんは苦労人だね」

「い、いえ、滅相もありません。私のことはどうでもよいのです。ただ、ギルモア様があまりにおいたわしく。周囲からは色々とよからぬ噂うわさを立てられたりと、さぞかし心労を重ねられたことと存じます」

　私は運ばれてきたスープに柔らかいパンをつけて食べる。あんまり美お味いしくない。

「んーそういえば」

「な、なにか？」

　おかしなことに気がついた。

　私が誰なのかは大体分かったのだが、〝私〟は一体誰なのだろう。

　だって、私は産まれてすぐに植物状態になったのだから、言葉を喋しゃべれるのはおかしい。それに、なんか違う世界の知識が大量にある。ここにはテレビはないけど、私はテレビを知っている。あっちには魔法はないけど、こっちにはあるらしい。一体どういうことなんだろう。

「えっとね。私は、誰でしたっけ？」

「……ミツバ様にございます」

「うん、それは知ってるんだけど。でもよく分からなくて。聞いておこうかなって」

「…………」

「あ、頭はたらいてますから大丈夫ですよ。全然大丈夫だから、安心してくださいね？」

　ピエールは、腫れ物を触るような視線を私に向けている。

　残念ながら、多分私は正常だと思う。それとも、こういうことを考えることが異常な証左なんだろうか。

　よく分からないので、私は「もう一度寝ます」と呟つぶやいて、ベッドの中に潜り込むことにしたのだった。




　次に目が覚めたとき、また父ギルモアの顔があった。

　何度も抱擁され、頭を撫なでられた後は、大量のお人形や玩具おもちゃをプレゼントしてもらった。あまりに多すぎて、部屋内は足の踏み場がないほどだ。少しずつ買い溜ためていったら、倉庫を埋め尽くすほどになってしまったとか。この部屋にあるのはほんの一部。散財の原因の一つに違いない。このクローブ家の家計は相当にやばそうだ。

　こんな人が当主をやっているらしいので、このブルーローズ州の領民は大変だろうなぁとピエールにそれとなく聞いたら、内政は行政官がおり、軍事は派遣された国軍が担当しているから何も問題ないそうだ。中央集権化がかなり進んでおり、貴族には些いささか世知辛い世の中のようだった。それでも働かずに贅ぜい沢たくな暮らしができちゃうのだから、貴族万歳である。きっとそのうち罰が当たるに違いない。

「どうだねミツバ、何か気に入ったものはあるか？　この中になければ、なんでもすぐに買いにいかせよう」

「いえ。なんだかたくさんありすぎるので、ちょっとずつ遊んでいきますね。当分飽きません」

「……そうか。お前のために買っておいた服も、それはもうたくさんあるのだよ。お前の母の故郷から取り寄せたものから、王都で流行のドレスまで。なんでもあるし、なんでも用意させる」

「ありがとうございます、えっと、お父様」

「ははは、なに、構うものか。今まで何もしてやれなかった分、いくらでも我わが儘ままを言いなさい。どんな願いだろうとなんでも叶かなえてやる。必ずだ。なんでも言いなさい」

　これではただの親馬鹿である。

　執事ピエールさんによると昔は武闘派の指揮官で、ブイブイ言わせていたとか。王国陸軍の将官として領土拡張、植民地獲得に東西南北を駆け回っていたらしい。

　その頃の逞たくましい写実画が部屋に立てかけてある。若い頃の父ギルモアと、母ツバキが並んでいる。正装を着込んだギルモアはそれはもうエリートっぽい感じ、母の方はなんだか着物みたいなものを着込んでいる。父いわく、異国の魔術師──陰陽師だったそうだ。ギルモアとは魔術交流がきっかけで知り合ったのだと、惚のろ気け話まで聞かされてしまった。

「ご覧、これがお前の母さんだぞ。髪の色は私と同じだが、目や顔立ちは母さんにそっくりだ。将来は、間違いなく美人になるな」

「これが、私のお母さんですか」

　母の黒の長髪。私は銀色。父も銀髪。髪色は父から遺伝したようだ。他の要素は間違いなく母譲りだろう。何せ、人形みたいなまん丸の瞳はさっき鏡で見た私とそっくりだ。この母を夜中に見たら、多分驚くと思う。市松人形っぽいし。私は銀髪なので、市松人形にはなれないのである。使用人たちが私を見て挙動不審だったのは、この瞳が原因かもしれない。

　と、アルバムには他の写実画も挟まれている。不機嫌そうな顔をしたギルモアの右側に表情の硬いツバキ、左には見慣れぬ金髪をした気位の高そうな女性が並ぶ。その手前に小さな子供が二人、緊張した様子で直立していた。

「こっちは？」

「……一応、今の私の妻にあたるミリアーネだ。そして、こいつらが長男のグリエルと二男のミゲルだ。ああ、もう少し早くお前が生まれていれば、あんな女を迎える必要はなかったのだがな」

　嫌悪を露あらわにして、絵を睨にらみつけている。この絵をわざわざ残しているのは、多分ツバキが描かれているからだろう。




「兄上たち？」

「ああ、まぁ、一応はそうなる。……グリエルは軍属としてこの近くの駐屯地に、ミゲルは上院議員として都にいる。会う機会はほとんどないだろうから、気にしなくていい」

「こちらの母上は？」

「ふん、何をしているかなど知らんし知りたくもない。いや、むしろ知る必要もない。どうせ別宅に若い男でも連れ込んでいるんだろう。金と権力以外興味のない女なのだ！」

　そう吐き捨てると、苛いら々いらした様子で絵を端へと追いやる。夫婦仲が非常に宜よろしくないのは理解できた。

「さて、ミツバよ。悪いが、これを持ってみてくれないか？」

　どこからか杖つえを取り出したギルモアが、私へと差し出してくる。

　先端には青い水晶がくっついており、その中には薔薇の花が埋められている。杖の握りの部分には、何だかとてもきめ細かな装飾がほどこされており、年季を感じさせる色合いだ。

「青い水晶、ですか。えーと、これは薔薇の杖ですか？」

「うむ、中々綺き麗れいなものだろう。少し早いかもしれないが、いわゆる保険というやつをかける。さぁ、遠慮なく握りなさい」

　なんとなく、このまま手に取っていいものかどうか悩む。この杖から妙な気配を感じる。オーラというかなんというか、普通じゃない感じ。

「どうかしたのか？」

「えっと。この杖、なんか普通じゃないというか、その」

「流石さすがは我らの娘、早速杖の性質に気付いたか」

「？」

　悪そうな顔でニヤリと笑うギルモア。その目には異常な色が浮かんでいる。

「……確かにこれは普通の杖ではない。だが、決してお前の害になるようなことはない。だから、安心して手に取るが良い」

「はい。分かりました」

　遠慮した方がよさそうな気がプンプンしたが、私が持たないことには話を終わらせてくれる気はないようだ。仕方なく、その青水晶の杖を握り締める。うん、やっぱり違和感しかない。これは、私のものではないという感じ。杖も嫌そうな感じだし。というかこちらに敵意を向け始めた気配がある。長く持っていると危険かもしれない。とりあえず投げ捨てようかと考え始めたところ。

　──と。ギルモアが何かブツブツと小声で呟き始め、私に向かって手を翳かざした。青く眩まばゆい光がギルモアから私の中へと入り込む。痛みは感じない。同時に、先ほどまでの違和感が消失していた。今は、これは私のものであるという感じ。杖も反発していない。

「今のは、なんです？」

「ちょっとしたおまじないだ。今、この杖に、お前という存在を深く刻み込んだ。魂の刻印とでも言おうか。とにかく、これで、あらゆる災禍からお前の身を守ってくれるだろう。これは、お前のものだ」

「そうなのですか」

「うむ。部屋から出るときは、常にその杖を持つようにしなさい。少し荒療治だった分、徐々に慣らしていかねばならぬ」

　どうやら親馬鹿パワーが炸さく裂れつしたようだ。高級品の杖をわざわざプレゼントしてくれたのだろう。最初の違和感が気になるところだが、ここはちゃんとお礼を言うべきだ。私はまだまだ半病人だし、この父がどれだけ散財マンだとしても、今のところ唯一の味方である。

「ふふ、しかし、まさか一回で上う手まくいくとはな。流石は我が娘、眩いばかりの才能よ。……誰が売ばい女たどもにこの家をくれてやるものかよ。ブルーローズの名は、私とツバキの娘こそが受け継ぐべきなのだ。誰が何を言おうとも、グリエルなどにくれてやるものかッ!!」

　目に暗い光を携えて、ブツブツ呟いている。複雑な家庭環境なのはさっき知ったので、それ関連のことなのだろう。私としては平和にそれなりに優雅な毎日を送れればそれがベストである。詩とか書いて、お茶を楽しんだりとか優雅っぽい。なにせ十年間植物状態だったのだから、いきなり貴族特有のごたごたにぶち込まれるのはごめんである。死にたくはない。

「お父様？」

「……いや、なに、なんでもない。さて、少し外を歩いてみないか。中庭には、お前の母が好きだった花をたくさん植えてあるのだ。これからは、お前の好きな花もどんどん植えていこう。体力が付いたら、最高の教育を受けさせて、最高の生活を送らせてやる。いずれ大人になったら、最高の婿も見つけてやる。今までの分を取り返すのだから、誰よりも幸せな人生を送らねばならん。この父が必ず叶えてやる」

　駄目な父親が一人。そんな財産が残っているといいのだけど、はたしてどうなることやら。ピエールや今の奥さん──ミリアーネが聞いたら憤死するんじゃないだろうか。私はそんなことを考えながら、適当に杖を振り回していた。ギルモアは上機嫌で私の頭を撫でると、一緒に中庭に向かって歩き始めた。
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「それで。意識を取り戻したという報告は聞いていたけれど。最近の呪い人形の様子を詳しく教えてもらえるかしら」

「は、はい。ギルモア様はそれはもう毎日お幸せそうです。玩具おもちゃを買い揃そろえるばかりでなく、つい先日も新しいドレスを新調なさいました。後は、画家を呼び出して、親子の永遠の記録とすると仰おっしゃられて」

「あ、そう。実に馬鹿馬鹿しいわね。そんなものを描き残したところでゴミにしかならないでしょうに。お前もそう思うでしょう？」

「は、はい」

「それにしても忌いま々いましいわ。不愉快極まりない」

　──ここはブルーローズ家別館。ギルモアの今の正妻であるミリアーネは、執事ピエールから報告を聞いて心底苦々しい顔をしていた。

　あの呪い人形が復活してから一か月。──魔光石と子供の死骸から採取した触媒をブレンドした秘薬とやらを、約十年もの間投与され続けてきた呪い人形だ。その顔はあの女──前妻ツバキと瓜うり二ふたつ。その上、使用人たちの話ではまるで悪魔のような表情で笑うのだとか。

　悪評が広まるのも時間の問題だ。そんなことでブルーローズの名に泥を塗られてはたまったものではない。さっさと死なせてしまえば良かったものを。

「本当に救えないわね。金は減る一方なのに、本人にはまるで自覚なし。当主の資格があるのかしら？」

「…………」

「黙っているけど。お前も他ひ人と事ごとではないのよ？　破産したらどうやって食べていくのかしら」

「し、しかし私どもにできることなど」

「まぁ期待などしてないけどね、愚痴ぐらい言いたくなるものよ」

　一体あの男は、どれだけの財産を浪費すれば気が済むのか。ブルーローズ家所有の芸術品、武具などはかなりの数が既に売り払われている。挙句の果てには、土地にまで手をつけようとする始末。これはミリアーネが裏で手を回して即座に握りつぶした。いずれこの土地は息子グリエルが継承するのだ。芸術品などはどうでもよいが、土地だけは絶対に許さない。貴族の誇りにして魂である。売り払うなどありえない。

「とっとと後を追って死ねばよかったのよ。愚かなほど長生きするというのは本当なのかしら。羨ましい限りね」

　ピエールから差し出された報告書をビリビリと破くと、ぽいっと投げ捨てる。慌てて拾い集めるピエール。ピエールは外見だけみると誠実かつ忠誠心に篤あつそうに見えるが、中身と一致していない。保身が第一であり、ギルモアへの忠誠心はないと言っていい。現に逼ひっ迫ぱくしていく資産を見てミリアーネ側に簡単についた。もっとも、ミリアーネは使用人全員を引き込んでいる。報酬は、現在の給金とギルモア死後も引き続き雇用を続けるという保証だけ。これだけで、ギルモア周囲の情報が全て入ってくる。

「さぁて、どうしようかしら」

　イエローローズの家から政略結婚で嫁いだ身。二人の男子を儲もうけたことで十分にその役目は果たしている。ギルモアの役目ももう終わっている。後はとっとと引退、もしくは病死してくれれば全てが上手くいく。

　イエローローズ家は国王に近しい家で、議会でも王党派の筆頭だ。中立を保つブルーローズ家を味方に引き込むことができれば、イエローローズ家にとって都合の良い政治が行なわれることになる。国王ルロイとの水面下での折衝も父が終わらせており、ブルーローズの家を継ぐのはグリエルと報告済みだ。ギルモアがどれだけ抵抗しようと、ミツバなどという呪い人形がその座につくことは絶対にない。

「奥様、一つ悪い知らせがございます」

「あらあら、なにかしら。怖いわねぇ」

「青薔薇の杖の継承を、ギルモア様は既に行なわれたようです。杖の所有権は、その、ミツバお嬢様に。今ではお嬢様が常に持ち歩いていらっしゃいます」

「まぁ、それは大変。でも、そんな勝手なことをして、自分がどうなるか考えていなかったのかしらねぇ」

　ミリアーネは薄く笑う。

　由緒ある七しち杖じょ家うけ継承者の証あかしである、各色の薔薇の杖。その杖は継承の儀式を行なわなければ、握ることすらできない。薔薇の杖は持ち主を選ぶのだ。資質のない者が無理に握ろうとすれば死の代償を得ると伝わっている。ギルモアはその杖を死守することで、自分が当主であり、後継者を選ぶのも自分であると広言していた。

（余計な仕事を増やしてくれて。本当に面倒なことばかりしてくれるわね）

　だが、特に問題はない。杖が本物であろうとレプリカであろうと誰も気にしない。当主自ら先頭に立って戦場に出ることはもうないのだ。ここ二十年で戦争は大きく様相を変えた。だから、本物の杖を誰が持っていようが気にしない。ブルーローズの家に存在しているだけでいい。

　ミリアーネがギルモアの浪費に目を瞑つぶっていたのは、穏便に家督継承を済ませたかったからに過ぎない。医者が言うには、酒に溺れていたギルモアの内臓はボロボロとのこと。麻薬と言い換えることのできる鎮痛剤を毎日飲んでいることも知っている。他にも重い病を患っている可能性も高い。だから見逃してきた。

　だが、それももう終わりだ。杖もなく、ひたすら財産を食いつぶす害虫。当主としての役割を何一つ行なうこともせず、呪い人形にかまけてきた哀れな男。そんな男の妻とされた自分も十分哀れだろうが、ブルーローズ家乗っ取りには成功した。何ら恥じることはない。

「……奥様？」

「ああ、少し考え事をしていたわ。……さて、お前の報告によると、来月お披ひ露ろ目めのパーティーを計画しているのだったかしら」

「は、はい」

「ふん。あの男、恐らくそこでミツバに家督継承を発表する気でしょうね。ふふふ、それはそれで面白いかしら。ならば、そこで決着をつけましょう」

「け、決着ですか」

「ええ。グリエルとミゲルは忙しいでしょうし、後で色々言われるのは可哀かわい相そうだから欠席させましょう。いつものように、私が全部掃除しなくてはね」

　いずれにせよ、ことを行なえば多かれ少なかれ悪い噂は流れる。ギルモアの今までの所業を利用して、自業自得という風に揉もみつぶしていくつもりだが。くだらぬ悪評は母である自分が背負えばいいだろう。グリエルは立派な当主として、ミゲルには上院議員として立派に働いてもらいたい。そうすれば自分も報われるというもの。

「さてピエール。あとであるモノを渡すから、それをあの男のグラスに仕込みなさい。臨時報酬は百万ベルよ。大変な仕事だけど、やってみたいかしら？」

「……それは、ま、まさか」

「ええ、そうよ。これはお前の忠誠心を試すためのテストでもあるの。もちろん断ってもいいわよ。罪深い行為であることには違いないし。どちらにせよ、お前がしくじった場合に備えて、客の中に手の者を数人紛れ込ませるから心配は無用、結末は一切合切何も変わらない」

　そう言って笑うと、ピエールは暫しばし悩んだ後、跪ひざまずいて頷いた。

「聞き分けが良くて助かるわ。色々あったけど、最後には全て上手くいきそうねぇ。後はあの呪い人形をどうするか、かしら。一緒に始末できればいいのだけど、なにせあの女が目をかけているからねぇ」

　ミリアーネは髪を弄いじりながら、しばし思考する。

　ギルモアは確実に殺す。ついでにミツバも殺してしまいたい。だが、あれは王国魔術研究所が関与してしまっている。植物状態だったあれを無む理り矢や理り生存させてきた常軌を逸した連中だ。生いけ贄にえの実験動物ではなく、魔術の観察対象として見ていた場合、後で揉めるはめになる。

　特に所長のニコレイナスと敵対するのは避けたい。あの女は近代の戦争のあり方を変え、王国躍進の一翼を担った天才。敵対するよりは協調していった方が得策だ。

「それとなく聞いてみるとしましょうか。ピエール、ニコレイナス所長に使いを出しなさい。娘のことで早急にお会いしたいとね」

「かしこまりました」

　ピエールが下がった後、机をトントンと叩たたいて命令する。前には誰もいないが、背後に複数の気配を感じる。

「呪い人形の悪評をばら撒まきなさい。死体の血を啜すすって蘇よみがえった化け物、母親を殺し、次は父親を呪い殺そうとしていると。後はギルモアの体調が急激に悪くなっているともね」

　どうせ悪評は広まるのだ。ならば先手を打って操作してしまった方がいい。こちらには非が及ばないように浸透させる。

「…………対象地域は？」

「ブルーローズ州だけでなく、王都周辺にもよろしく。あそこに撒いておけば、ローゼリア全土に風評として流れることでしょう。金はイエローローズの家に請求しなさいな。そっちの利益も大きいのだから、嫌とは言わせないわ」

「承知しました」

　背後から気配が消える。いわゆる子飼いの密偵だ。イエローローズから連れてきた連中で、荒事から裏工作までお手のもの。

　これで、来月のお披露目会までには愉快な風聞に塗まみれていることだろう。ギルモアはどんな顔をしてそれを聞くだろうか。ミリアーネは楽しそうに笑った。

「黄と緑に青が加わる。王党派内での勢いを増せば、私たちは更に栄えることができる。国王も私たちの勢いを無視できないわ。まさに、ローゼリア万歳、議会政治万歳ってとこかしら」

　国軍結成による私兵所有の大幅制限。その代わりに受け入れさせた議会制。一時はどうなるかと思ったが、貴族の世はどうやらまだ終わらないようだ。ローゼリアは大陸有数の強国となり、王権は制限され、貴族の力は更に強まっている。いずれは、自分も議員とやらになるのも悪くないかもしれない。可能性は十分にある。

　ミリアーネは湧き上がってくる大量の野心に、思うがまま身を委ねることにした。
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　──ブルーローズ家城館。

　普段は閑散としている大広間だが、今日は多くのテーブルが並べられ、豪勢な料理が用意されている。着飾った客人たちが、思い思いに歓談している。だが、どれもこれも表情が硬いことに、当主のギルモアは当然気がついていた。

　原因はミツバに関する忌まわしい噂の数々である。母を呪い殺し、今度は父まで病に陥れているなど。それを聞いたときは、憤りのあまり一瞬気を失ってしまうほどだった。

（くだらぬ噂のせいで、せっかくの披露会にケチがついたわ。だが、それぐらいは構わん。女狐めぎつねめ、精々ふんぞり返っているがいいわ）

　ギルモアは、隣で扇子をあおっている女、ミリアーネを睨みつける。

　視線に気付いたのか、こちらに視線を向けると鼻で笑ってくる。あの不愉快極まりない噂をばら撒いたのは、間違いなくこの女狐である。今すぐにでも斬り殺してやりたいが、こいつの背後には武器を隠し持った使用人が常に控えている。外見は見目麗しい女使用人だが、正体はイエローローズの密偵である。この館はそんな人間ばかりだ。

「あら貴方、どうかなさいましたの？」

「……なんでもない。耳障りだから私に話しかけるな。今更私の機嫌を取る必要もなかろう」

「本当につれないお方。全く、どうしてこうなってしまったのかしらねぇ」

「戯たわ言ごとをぬかすな。私の知らないところで好き勝手動いていることぐらい、百も承知なのだ。近いうちに全て掃除してくれる。覚悟しておけ」

「あらあら、それは怖い」

　肩を竦すくめてみせるが、全く恐れてはいないだろう。ミリアーネの後ろには実家のイエローローズがついているのだから。

　ブルーローズは王党派内で中立を保っている。黄、緑の派閥と、白、黒の派閥が二大巨頭。それに続くのが人数に劣る王家主導の赤と桃──最近は寛容派などというものを結成したらしいが。ギルモアが受け継いだ青の派閥は、中立を保つことで王家内の各派の融和を図ってきた歴史がある。それをこの女は変えようとしている。実家であるイエローローズのためだけにだ。

「私と貴様は水と油、最初から分かっていたことだ。私の最大の過ちは、王家や親族どもの圧力に負けて貴様を受け入れてしまったことだろうな。ツバキにもっと早く子ができてさえいれば、貴様など誰が受け入れるものかよ！」

　ギルモアは最後まで断ろうと思っていた。だが、周囲はツバキに圧力を掛け始めたのだ。ゴロツキどもを使って罵声を浴びせたり、夫人同士のパーティーで嫌がらせを行なったり。最後には、国家同士の揉め事に発展すると国王から脅しをかけられたツバキに、土下座されて頼まれた。表情はいつもと変わらなかったが、一番無念だったのは彼女だったろう。

　その後は第二夫人となったミリアーネが家のことを仕切り始め、二人の男子を儲けてしまった。本当に最低限の回数しか交わっていないのにだ。本当に自分の子かも怪しいところだ。今となってはどうでもいいことだが。

「お察しいたしますわ。ツバキ様のことは本当においたわしいことでした。私は今でも悲しく思っておりますのよ」

「──黙れ女狐ッ！」

「黙れと言われても。先ほどから声が大きいのは貴方でしょうに」

　クスクスと笑うミリアーネ。思わず怒鳴ると、周囲の視線が集中する。咳せき払ばらいをして会釈すると、元の空気に戻る。

「ピエール、水を寄よ越こせ。女狐のせいで喉をやられたわ」

「は、はい。かしこまりました」

　喉が渇いたので、水を受け取り一気に飲み干す。一瞬ピリッとした感触が舌に走る。気持ちが引き締まる。魔術により冷やされた水が心地よい。後味も爽やかで、なんだか甘い香りがした。普段からの飲酒のせいで、舌がおかしくなっているのかもしれない。

　ミツバが目覚めるまで、酒の量は自然と増していた。薬の量も増えている。久々に大勢の前で挨拶をしなくてはならないのだ。気をしっかり持ち、今日の会を立派に執り行なわなくては。

　そんなことを考えていたら、ミリアーネが隣に座っているミツバに声をかけていた。

「貴方がミツバね。目覚めたと聞いて、いてもたってもいられなかったの。本当、ずっとお会いしたかったわ」

「……はじめまして」

「ええ、はじめまして。そのお人形さんのような目、本当にツバキ様に似ていらっしゃる。そうそう、私のことは母と呼んで構わないわ。私たちは家族になるのだから、敬語も必要ないわよ？」

「ミツバよ。この女の傍そばには今後は近寄らぬようにせよ。何をしでかすか分からんからな。この女狐は笑いながら毒を盛れる女なのだ。そしてこいつからは何も受け取ってはならん。こいつこそが我が家に不幸をもたらした呪いの元凶よ」

「貴方。私はこの子の母になるのですよ？　そのような粗野な言い方はおやめなさい。みっともない」

「笑わせるなよミリアーネ。ことが終われば、貴様らは全員追放する。今すぐ殺されないだけありがたく思え」

「まぁ。貴方は本当にお冗談がお好きで」

「精々笑っておけばいい。後で必ず思い知らせてくれる」

　ミツバはいつもと変わらぬ表情で、ミリアーネとのやりとりを眺めている。ツバキに似て感情をあまり表に出さない。淡々とした言葉遣いだが、ちょっとした仕草で何をしてほしいかが最近は分かるようになってきた。それもツバキに似ている。

（私は恐らく、それほど長くないだろう。だから、それまでにできる限りのものを残してやらねばならん。最も重要な仕事は、この家に巣食う害虫どもを一掃することだ）

　ドレスで着飾ったミツバの腰には、青薔薇の杖が備え付けられている。客人たちの目に嫌でも入るようにだ。これがどういうものかは、ここにいる上流階級の連中ならば誰もが知っている。つまり、次のブルーローズ家の後継者は、ミツバであると示しているのだ。

　ミリアーネは、口く惜やしさを隠すためか、笑顔の仮面を外そうとはしない。ギルモアの傍で控えているピエールなどは顔を真っ青にしているというのに。気配りはできるが、小心な男だ。次期後継者がグリエルではないと知って驚きょう愕がくしているのだろう。

「……ピエール、そろそろ乾杯の準備をしようではないか。客人の皆様に記念の酒をお配りしろ」

「承知いたしました」

「本当に奮発したのねぇ。どこに隠していらっしゃったのかしら」

「貴様に教える必要はない」

「これだもの。大事なことは何も教えてくださらない」

「こそこそ嗅ぎ回ってる女狐と野良犬にかける慈悲などない」

　この日のために用意しておいた、プルメニア産の高級ワイン。ギルモアがかつて指揮を執った戦いで勝利した際、先代国王から戦利品として賜ったものの一つ。有利な和平を結んだ際に、プルメニア皇帝から奪い取った代物だ。ギルモアの栄光を表わす酒。この日のために寝かせておいた逸品だ。

　ピエールが、そのワインをギルモアのグラスに注いでくれる。宝石のような紫色の液体から、馨かぐわしい香りが漂う。普段の酒とは格が違う。ミツバの小さなグラスには、林りん檎ごジュースが注がれる。

「お前にはまだ早いから、我慢してくれるか。あと数年もしたら、ともに飲むこともできよう」

「はい、お父様」

「良い返事だ。それとだ、今日でこの女とはお別れだからな。さようならを言ってあげなさい」

「…………」

　そうミツバに声を掛けると、少しだけ眉を顰ひそめる。そして無言を維持する。

「あら、貴方は頭の良い子なのね。口は災いのもとと、こんなに幼いのに理解できている。碌ろくに教育も受けていないでしょうに。本当に賢い子」

「ふん、お前は最後まで理解できなかったようだがな。口で身を亡ほろぼすのだ」

「ふふふ。今日は本当に手厳しいですわね。いつにも増してお口が流りゅう暢ちょうですわ」

「ああ、それはそうだろう。今日の私は解放感に包まれているからな。貴様の顔をもう見なくて済むかと思うと、思わず小躍りしたくなるほどだ」

「あら。それには同意見ですわ。珍しく気が合いますわね」

「ほう、そうかそうか。ならば、何も問題はないな。実にめでたいことだ。今ならお前と乾杯してやれそうだ」

「ふふ、素敵な提案ですがやめておきましょう。今更ですわ」

「実に同感だ」

　ギルモアはそう言い放ち、周囲を見渡す。客人たちの中には、七杖の各家から使わされた者や、王国魔術研究所のニコレイナスの姿もある。後でミツバのことについて相談しなければなるまい。彼女に後見役を頼むことができれば全てが安泰だ。

　ギルモアは立ち上がると、グラスを手に取り挨拶を始める。

「今日は、我が娘ミツバのために皆様に集まっていただき、このブルーローズ家当主ギルモア、心から嬉しく思っておりますぞ」

　感謝を伝えることからはじめ、ミツバについての紹介、巷ちまたで流れている噂をやんわりと否定する。あまりムキになって否定しても、こいつらの噂好きに火をつけるだけ。少しずつ鎮火を待つのが正解なのだ。

　ここまでは順調だ。後はミツバに挨拶させ、青薔薇の杖を彼女に継承したことを発表するだけだ。あともう少し。──だというのに、何故なぜか、ひどく喉が渇く。

「きょ、今日は、快気祝いを兼ねて、皆様に、重要な、は、発表が──。ご、ゴホッッ!!」

　咳が出る。隣で座っているミツバがこちらを見上げてくる。大丈夫、心配無用だ。そう目で伝える。咳がひどくなる。喉が渇く。焼けるようだ。咳が出る。血ち反へ吐どが出る。

「わ、我が、ブ、ブルーローズのか、家督は──」

　手からグラスが零こぼれ落おち、赤い印が点々とあるテーブルクロスに酒が染みていく。身体が膝から崩れ落ち、テーブルごと前のめりに倒れ込む。悲鳴があがる。来客席からニコレイナスや顔見知りの連中が近づいてくる。ミツバは心配そうに近くで佇たたずんでいる。そして、視界に入ったミリアーネの顔は。──口が嗤わらっていた。

「ミ、ミリアァネェ……ッ!!」

（き、貴様の仕業か!!　ミリアーネ、貴様という女はああああああッッッ!!）

「貴方、気をしっかりもって！　貴方がいなくなっては、ミツバはどうなるのです！　貴方ッ!!」

「ギ、ギギ、グアアアアアッ!!」

　手を握り締めてくるミリアーネ。ギルモアはその左手を取り、全力で握り締めてやる。呪いを篭こめられるなら、怨念全てを篭められるようにと。僅かに顔を歪ゆがめるミリアーネ。だが、表情はそれ以上変わらない。

「ああ、神よ！　これは一体どういうことなのでしょう!!　ミツバの快気祝いのめでたい宴の日に、なんというむごいことを！　ああ、神よ！」

　演技ぶった口調のミリアーネが、偽りの涙を流している。ピエールは顔をどす黒くして、口元を押さえている。

『こ、これが呪い』

『お、恐ろしい』

『まさに悪魔の所業よ』

　来客者たちは、呪い人形の仕業、父親まで呪い殺した、あの氷のような表情に虫みたいな目、悪魔が体内に潜んでいるに違いないなどと囁ささやいている。

　違うのだ。全て、この女狐の仕業なのだ。誰か、気付いてくれ。お願いだから、ミツバを守ってくれ。私はまだ死ねないのだ。何も残していない、何もしてやれていない。このままではツバキに合わせる顔がない。誰か助けてくれ。

「お父様、大丈夫ですか？」

「ミ、ミツバッ。す、すまぬ。こ、こんなはずでは」

「……………………」

「ゆ、ゆるし」

「…………さようなら、お父様」

　薄れていく視界。灼しゃく熱ねつが走る喉元。頬ほおに感じた冷たい雫しずく。そして、暗闇。何故か、今までの苦しみから解放されたような安あん堵ど。苦しみは一切なかった。最期にギルモアが感じていたのは、ミツバの小さな手の感触だけだった。

　ブルーローズ家当主、ギルモア・ブルーローズ・クローブ。プルメニア帝国、リリーア王国との戦で多くの戦功を挙げた、優秀な軍人であり魔術師だった。だが、ツバキ夫人の死と娘の病で精神を衰弱させ、最期は最愛の呪い人形により魂を吸われて悲惨な死を迎えた、と人々は噂した。
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　当主代行にはミリアーネ・ブルーローズ・クローブが就任。軍務が落ち着き、国王の認可が下り次第、長男のグリエルに譲ると表明。既に名ばかりの当主であったため、特に州内に混乱が広がることはなかった。

　ミツバについては各種の疑いが晴れるまで隔離塔に幽閉と決まった。青薔薇の杖については、正式な当主が決定するまで城館で保管されることとなる。





◆






「ピエールが死んでいたですって？」

「……はっ。いかがいたしましょうか」

「当初の予定通り、殉死ということにするしかないでしょう。こちらがやるべきことを減らしてくれたことには感謝すべきでしょうけど、少し気持ちが悪いわね」

「……調べますか？」

「適当でいいわ。毒の入手経路とピエールの周囲で不審な点がなかったかだけ報告しなさい。まぁ、無駄でしょうけどね」

「はっ」

　──ギルモアの死の翌日。執事ピエールの死体が城館の執事室にて発見される。ギルモア毒殺の口封じのために、ミリアーネの放った刺客が、死体を発見したのだ。ピエールの死因は、ギルモアと同じ毒によるもの。その死に顔にはこの世にあらざるものを見たかのような恐怖が貼り付けられていた。

　ミリアーネがピエールに渡した毒は、ギルモアを殺すための量しかない。ピエールが同じものを手配することなど不可能である。手に入れようと動いていれば、必ずその動きを掴つかむことができるからだ。

　密偵たちはピエールの周囲を洗ったが、特に不審な点はなし。金回りがよくなってご機嫌だった、これからは死ぬほど贅沢すると吹いていたなどという情報だけである。

　結局、主あるじギルモアの後を追っての自殺として、ピエールの死は内密に処分されることとなった。ミリアーネの心中に僅かばかりの疑念を残して。
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「……うーん」

　気がついたら、私は隔離塔とやらに幽閉されていた。

　父親を呪い殺したという容疑がかかっているらしい。呪いとは穏やかじゃないが、生あい憎にく私にはそんな能力はないはずだ。魔術とやらの才能はあると父は言っていたが、そもそも使い方を教えてもらっていない。なので私はやっていない。魂を賭けてもいい。

　というわけで、真犯人ができるだけ苦しんで死ぬように昨夜はお願いしておいた。お願いで人が殺せるなら苦労はないので、いわゆる徒労というやつである。がっかり。

「うーん。やることもないし超退屈です」

　薄暗くて不気味極まりない部屋を見渡す。お化けが出てきそうでちょっと怖い。ゴキブリが出たらもっと怖い。そんな殺風景でカビ臭い部屋には、ボロいベッド、ボロいテーブルと椅子だけ。トイレのときは鍵のかかったドアをノックすると、警備の兵が付き添ってくれる。逃走できないように足かせはつけられるけど。食事は一日二食、おやつなし。不ま味ずいけれど、お腹なかは膨れる。お風呂も時間になれば水と布を渡される。

　容疑者とはいえ、当主の娘だったこともあり一応それなりの対応だ。室内では手かせと足かせはないし。でも窓は完全に封鎖されていて、外とやりとりできるのはドアに作られた監視口だけ。なんとも悲しい世界である。せっかく新しい世界に来られたような気がするのに、これではがっかり極まりない。お外に出たいものである。前の世界というのがどういう世界だったかは、いまいち曖昧なので外の景色を味わいたい。それにしても私は一体誰なんだろう。教えて偉い人。

「あー。暇だし寝飽きました。壁の染みを数えるのも流石さすがに飽きました」

　というか、父が死んだというのに何の感慨も湧かないというのはどういうことだろう。

　父が苦しんでいるときは大変だと心配したし、息絶えてからしばらくしたら目から涙も溢あふれてきた。お別れの言葉も勝手に出た。でも、まだ一か月と少しだけの付き合いだったしそんなにダメージはない気がする。悲しめと言われても中々に難しいのだ。事実、一週間この塔に幽閉されているけど、思い浮かぶのは父とのことより、退屈で死にそうだということだけ。

　最初のうちは警備兵に色々と話を聞こうと頑張ったが、ほとんど無視された。教えてくれたのは、父の葬儀は終了し遺体は埋葬されたということ。ほかには、執事のピエールさんが死んだことか。父の後を追って自殺してしまったらしい。いわゆる殉死。それほどまでに慕われていたとは、父もあの世で喜んでいるだろう。あちらで仲良く暮らしてほしいものである。

「これの中身も分からずじまいだし」

　作業着みたいな質素なズボンのポケットから、小ビンを取り出す。

　あの騒ぎのときにこっそり拾ったものだ。小ビンの中には透明な液体が少しだけ入っていて、とても甘酸っぱい香りがした。超貴重なジュースかなにかだと思う。甘かん味みに飢えていたので既に飲み干してしまい、中には何もない。残っているのは香りだけ。残念。屋敷のことを何でも知っているピエールさんなら中身を教えてくれただろうが、もう聞くことはできない。死人に口なしである。

「暇だから、玩具おもちゃを要求しようかな。強引に閉じ込められている私には、退屈を紛らわせるための要求をする権利があります」

　ドンドンと無骨なドアを叩たたく。返事がないので、ドンドンドンドンと連続で叩く。

　小さな監視口が慎重に開かれる。あからさまに警戒している警備兵の顔が目に入る。嫌な感じである。

「…………何の用だ？」

「暇だから何か玩具をください。お父様から貰もらったものならなんでもいいので」

「駄目だ。お前には許可されたもの以外、何も渡すなと命令を受けている」

「そこをなんとかお願いします。退屈で死にそうなんです。というか死んじゃいます」

「絶対に駄目だ。むしろ死にたいならそうしてくれると助かる。誰も止めないからな。遠慮なく死ね」

　無慈悲な物言いとともに、監視口が無慈悲に閉まってしまった。しかも酷ひどいことを言われてしまったので、超がっかりである。はあーっと溜ため息いきを吐つく。

　そして退屈の時間がまた始まる。

　──やっぱり暇だ。室内に篭こもるのは嫌いじゃなかったと思う。でも、テレビもゲームもスマホもない。記憶は曖昧だけど、私は現代社会の申し子だったに違いない。つまり、瞑めい想そうは趣味じゃない。というわけで、この無機質なドアを使って一人寂しくリズムゲームをやることにした。

　延々とドアをドンドンドンドンと叩き続けて、時折小気味良くトントンと入れたりする。

　扉の外で、何か倒れたような物音がした。居眠りでもしているに違いない。ならば遠慮なく叩かせてもらおう。

　そんな感じで一時間ぐらいやっていたら、ドアの向こうが急に騒がしくなった。監視口が乱暴に開く。

「お、お前ッ、一体何をした!!　何をやったんだッ!!」

「リズムゲームです。ドンドンドンと刻むんです」

「わけの分からんことを！　とにかく絶対に何もするな、そこを動くな!!」

　お怒りの警備兵さん。先ほどの無慈悲な人とは違う人である。監視口から、外の声が入り込んでくる。ぐちゃぐちゃとなんだか不思議な音もする。なんとなく懐かしい臭いが漂ってくる。蠅はえの飛ぶ音が聞こえた気がした。

『そいつを早く運んでやれ！　まだ息をしている！』

『し、しかし。これは、どう見てももう──』

『くそっ！　とにかくミリアーネ様に連絡しろ！　ニコレイナス所長にもだ！』

「あのー。早く玩具をください。新しいものを、早く。早く早く早く」

　なんだかビビってるので、それっぽい口調と顔をしてみる。だらりとした腕を振りかぶり、ドアを全力で叩こうとしたら。

「──ッ!?」

　脅おびえたような表情で監視口が素早く閉められた。

　ドアを叩くのも飽きたので、ひとまず終わりにしよう。手が痛くなってしまった。次は丸いものが欲しい。手まりかボール。歌いながらポンポンとつくのだ。楽しいかは知らないが、時間は潰せるはず。




　──夕方くらいになっただろうか。手まりやボールはまだこない。時計がないので時間の感覚がさっぱりである。時間が補正されるのは、朝と晩の食事のときだけ。トイレで室外に出ても、空の様子が分からないのでどうしようもない。がっかりな暗闇の世界である。

「あー、暇だなぁ。暇だから芸術活動でもしようかな」

　あまりに暇なので、ボロい床からささくれだった木片を慎重に抜いていく。座り込んだ私は、それを、ボロい椅子の隙間に無造作に突き刺していく。とげとげが一杯の拷問椅子になってしまうが、後で抜くので問題ない。というか暇すぎるので、それくらいしか遊ぶことがない。片目を瞑つぶり、集中して木片を突き刺していく。先ほどまで、こんなところに黒い隙間はなかった気がする。でも、丁度良い感じの大きさなので、気にせず突き刺していく。

「えいえいえいっと。気持ちよいぐらいサクッと刺さりますね。椅子がもろいのか、この木片が硬いのか。どっちだろう。両方なのかな？」

　サボテンみたいになった哀れな椅子さん。暗闇の世界に輝かしい芸術品が誕生してしまった。いわゆる前衛芸術。満足した私は、思わず拍手してしまった。

　すると、私の体から紫の毒々しい光が椅子に向かって集まっていく。そして微妙な感じに飛び散った。よく意味は分からなかったけど、ちょっと面白かった。いわゆる魔法というやつだろうか。何の意味もないけど宴会芸くらいにはなりそうである。

「それにしても暇だなぁ。なんか面白いことでも起きないかなぁ。この世界のこと、まだ全然知らないし。魂が抜けちゃいそうなほど暇です。暇暇暇」

　色々と妄想しようにも、この世界のことを知らないのだ。前の世界のこともやっぱりいまいちくん。断片的にあるのは、どこかの誰かのいつかの知識と経験の断片。これが真実なのか空想のことかは判断できない。私には正確な知識と経験が足りないのである。がっかり。溜息を吐きながら私は、だらんとベッドに横たわる。

　──と。

　今度は監視口ではなくドアが乱暴に開かれ、武装した警備兵と紋章つきのローブを着た人たちが大勢入り込んできた。その顔はとても険しい。警備兵たちは私が作った前衛芸術を見つけると、目をカッと見開くと震えながらそれを指さす。

「──隊長。これを」

「やはりお前の仕業か、この呪い人形めッ！　お前は、お前は一体何人殺せば気が済むのだ！」

「えーと、何のことですか？　私が何かしましたか？　ねぇ、教えてください」

　怒鳴る警備兵たちに、微笑ほほえみかける。警備兵たちは、ヒイッと悲鳴をあげて腰を抜かしてしまった。

「大丈夫ですか？　手を貸しましょうか？」

　私が近づこうとすると、顔を真っ青にしてぶんぶんと首を横に振る警備兵。ちょっと面白い。更に近づこうとすると。

「──警備兵は私たちの後ろへ下がれッ！　全員、対魔障壁を多重展開しろ！　惜しまず全力だ！」

「はっ！」

　ローブを着たフードつきが数人前へ出て、キラキラ輝く綺き麗れいな壁を作り出した。

　凄すごい。やっぱりこの世界に魔法はあったんだ。これはバリアーかな？

「本当に凄いなぁ。これ、やっぱり魔法ですよね。キラキラで綺麗ですね。触ってみていいです？」

　私は拍手しながらそれに近づいていき、ツンツンと触ってみる。見かけと異なり、感触はスポンジ的だった。穴がぼこぼこ開くし。すると、障壁とやらは穴から紫色が広がってドロドロに崩れ落ちてしまった。見かけは綺麗だけど、とても脆もろかった。がっかり魔法である。

「馬鹿な」

「我らの多重障壁が、た、たった一撃で!?」

「隊長、攻撃許可を！　こいつはとても我々の手には負えません！」

「駄目だッ。それはニコレイナス所長がお許しにならない！　死力を尽くし拘束せよ！」

「こ、拘束術を展開します!!」

「今度は鎖の魔法ですか？　こっちも綺麗ですね」

　変な形の杖つえから光の鎖がたくさん飛び出てくる。私の体に巻きついた。摘つまむと、ボロボロに崩れていく。やっぱり脆い。劣化したビニール紐ひもみたい。

「ひいいいいっ!!」

「こ、この装備と人数ではとても相手にならん！　所長に報告して増援を要請せよ！」

「あのー」

「退ひけ退けッ！　こいつと目を合わせるな、呪い殺されるぞ!!」

「呪い人形め、さっさと地獄に戻れ!!　神よ、ご加護を！」

「あのー」

「親殺しの化け物めがッ！　ここで永遠に隔離されていろ！」

　こちらの話を全く聞いてくれない。警備兵とフードつきたちは悲鳴と罵声をあげながら逃げ去っていく。ドアが閉められてガチャガチャと凄い勢いで音がする。しばらくすると、再び室内に静寂が戻ってしまった。

「なんだかよく分からなかったけど、今のはかなり面白かったです。それにやっぱり魔法はあったんだ。私にも使えるのかな？　えいっ、とかやって格かっ好こよくやりたいです。いつかできるかな？」

　手をにぎにぎしてから力を篭こめてみる。そういうフリをする。なにか溜たまっている様な気もするし、そうでない気もする。試してみようか。魔術というからには対象が必要だろう。

「誰にしようかなぁ。まぁごっこだから適当でいいですよね」

　よし、さっき私を親殺しって言ったあの人にしよう。しかも永遠に隔離されていろとまで言われてしまった。無期懲役とは非常に心外である。私は完全無欠に無罪なので、いわれのない悪口を言われる筋合いは全くないのである。

　しかし呪いって言うくらいだから、髪とか落ちてないかな。ロックオンするのに必要だと思う。伝統ある丑うしの刻こく参りってやつを参考にしてみたい。そんなに都合よくないかーと思ったら、床に紫色に光る謎の髪の毛が見えた。誰のか分からないけど、これを使ってみよう。自分のだったら呪い返しみたいでちょっと面白い事態になりそう。

　髪の毛をさっきの椅子に結び付けて、えいっと適当に念じてみる。すると、紫の光がそこに集まっていく。腐食が進んでいたらしい元前衛芸術の椅子は、ボロボロに崩れ落ちてしまった。どこかで凄すさまじい悲鳴があがった気がするが、きっと気のせいだろう。この塔は隔離されてるから外の音はほとんど聞こえないはずである。

「……魔法なんだろうけど、ただ光っただけ。というか効果が超絶に地味でしたね。しかも芸術品が壊れちゃったし。無意味でした」

　芸術品は壊れるから価値があると誰かが言っていた気もする。でもちょっと早すぎる。とりあえずがっかりしておこう。──がっかり。





◆






「……にわかには信じがたいですわね。この短期間で十三人が変死などと」

「ですよねぇ。でも、事実なんですよ。お疑いでしたら、実物を御覧になられますか？　全員素敵なオブジェになってますけど。どれもこれも逸品に仕上がってますよ。一見の価値はありますね」

「遠慮しておきますわ」

　深い溜息を吐いて、こめかみをほぐすミリアーネ。机の向こうには、丸眼鏡を触り、ニコニコと笑うニコレイナスがいる。

　ギルモアの死後、大輪教会主導の下で葬儀はつつがなく行なわれ、埋葬も終了した。せめてもの情けで墓はツバキの横にしてやった。愚かな男だったが、おかげでブルーローズ家は手に入ったし、優秀な息子二人を遺のこしてもくれた。父親の良いところだけを抽出したような立派な息子たちである。

　当主代行の地位に正式に就いたミリアーネは、早速イエローローズ本家と連携を取り、人脈作りにとりかかった。行政官に任せっぱなしだった州行政にも口を出さなければならない。それには情報が必要だ。軍備についても知らなければならない。陸軍大佐の地位にある長男グリエルからいくらでも情報は手に入ってくる。議員のミゲルにはもっと援助して、派閥の勢力を伸ばさなければ。あれもこれもやることが多い。

　執事のピエールを除く判断は間違いだったか。軽薄な男だったが、仕事はそれなりにこなしていた。後々のことを考え、厄介なことになる前に口封じしてしまえと思ったのだが。小心な男だったから、敵対派閥に脅迫されて余計なことを囀さえずられてはたまらないと考えた。それが勝手に自殺してしまった。理解はしがたいが、まぁ、もう終わったことだ。結果は当初の予定通り。とにかく、家のことを任せられる新しい執事を雇い入れなければなるまい。

　そんなことを考えていたら、厄介事が浮上した。城館から少し離れたところにある、隔離塔。そこで異変が生じているというのだ。そこで幽閉しているのは、ミツバ・クローブ。既にブルーローズの名誉姓は根回しして剥はく奪だつ済みだ。後は死ぬまで塔で幽閉してしまえと考えていた。王国魔術研究所の観察終了後は、餓死させるなり毒殺するなり自由自在である。生活費はあちらがもってくれるそうだから、こちらも不満はない。存在は心底邪魔臭いが。

「警備兵が三、そちらの家に仕える使用人があわせて十名が死亡。警備兵のうち一人は胴体だけ奇妙なことになってましたし。あれでしばらく生きていたというのが凄いです。それはもうぐちょぐちょのねちょねちょで。もう片方は未知の毒が侵食し、全身紫色になって苦しみぬいた挙句に死亡。いやぁエグイエグイ。久々に芸術的な死体を連続で拝見しましたよ。芸術と死というのは切っても切り離せませんからねぇ！」

「…………」

「今は優雅に素敵な歌を口ずさんでいるそうです。それがまた素敵な歌詞なんです。カゴメカゴメとかいう、どこぞの童歌らしいですよ。聞いてるだけで寒気がするとのことですが、歌にあわせてグルッと監視口を向くんです。いきなり、グルッと！　うっかり目を合わせてしまった警備兵は精神崩壊してしまったそうですよ！　あははは、回復の見込みなしですね!!　実におかしいですよね！」

「失礼ですけど、おかしいのは貴方あなたのほうじゃなくて？」

「あはははは！　相変わらず手厳しいお方ですね。いやぁ、当主になっても変わりませんねぇ」

「当主代行よ」

「意味はそんなに変わらないでしょう。ならいいじゃないですか」

　何故なぜか先ほどから嬉うれしそうなニコレイナス。王国魔術研究所の所長を長年務めている。

　この女の活躍があったから、王国では女性の進出が進んでいると言っても過言ではない。それほどの才覚の持ち主だ。華々しい栄誉、身分も高く見た目も悪くないのに未いまだに独り身の理由がこれだ。この破綻した性格に普通の常識的な人間はついていけないのである。先代国王はそれを何とか受け入れていたらしいが、今の国王ルロイはどちらかというと遠ざけている。王国に必要不可欠だが、積極的には関わりたくない存在。それを本人も自覚しているらしく、必要なとき以外は研究所に篭りっぱなし。

　この女は兵器開発だけでなく、不老の研究者としても名高い。こちらは凄まじい悪名であるが。ニコレイナスの不老秘術最初の実験体は自分自身。成果は見ての通りで、噂うわさによると六十も半ばを過ぎたというのに、三十代前半の外見を維持し続けている。本人は『魂の寿命がくればそのうち死ぬんじゃないですかね。そこは試してないのでなんとも。肉体も微妙に劣化してますし。ほら、最近は白髪が増えてきてしまって』とおどけていた。ニコレイナスいわく、不老ではなく不死も実現したいとのことだ。

　それでも、この奇跡とも言える秘術は驚きょう愕がくを貴族階級にもたらした。なにせ不死ではないとはいえ若さを維持できるのだ。栄華を極めた貴族たちからしたら垂すい涎ぜんである。先代国王は直ちに門外不出を厳命した。

　王族の特権、外交の切り札や家臣への最上級の報酬として採用される予定だったらしいが、実験体に志願してしまった勇敢かつ愚かな貴族たちは今では全員墓の下だ。ミリアーネも挑戦する気は皆無である。

「──で、我が家の使用人の方はどうなったのかしら？」

「あれれ、ご存じありません？　お抱えの犬さんから聞いたのでは？」

「詳しくはまだよ。酷いことになっているというのは聞いているけど」

「いやぁ、あれは本当に一見の価値がありますよ。隔離塔の外壁に使用人たちが串刺しにされているんですよ。大胆かつ繊細な構図に思わず鳥肌が立ちましたねぇ。ただ、鳥たちの餌になってしまっているので、そのうち消えてしまいます。御覧になるならお早めに」

「遠慮しておくわ。……王魔研の見解としてはどうされるのかしら？　陛下に報告されるのでしょう？」

「そうですねぇ。集団自殺と、謎の病、ということにでもしておきましょうか。もちろんミツバお嬢様への処分はなしです。そちらの家への醜聞は避けられないでしょうが、それは必要経費ということでご容赦を」

「曖昧にごまかして終わりにするつもり？　どうみてもアレの仕業でしょうに。あの呪い人形の」

「ま、そうなんですけどね。世間の皆さま方に信じてもらえるかは分かりませんが、間違いないでしょう。怪しげな噂で脅えるくせに、実際に被害が出るとそんなことあるわけがないと大騒ぎ。ま、世間というのはそういうものです。だってそんな呪いが実在したとしたら怖くてしかたない。なにせ呪いを防ぐ魔術なんて存在しませんから」

「手ぬるいわね。どうして始末なさらないのかしら。私やブルーローズ家に遠慮は無用です。さっさと始末していただきたいですわね。こうなった以上、手段は問いませんわ」

「あははは。母親として、それはどうなのでしょうねぇ。世間の評判によると、貴方は家族への愛情に溢れる素晴らしいご夫人だったのではなかったでしたっけ？」

「私の家族はグリエルとミゲルだけですわ。あんな不気味な人形を産んだ覚えはありません」

「はは、そうですかそうですか。大事なご主人を忘れている気もしますが、それも仕方ないでしょう。だって死んでますし」

「…………」

「それにミツバお嬢様は一見近づきがたい容姿ですからねぇ。そこが可愛かわいいんですけど。ええ、そこだけは亡きギルモア卿きょうとも話が合いましたね。あははは、私が言うのもなんですがあのお方は些いささか精神を病んでいましたからね！」

　ご機嫌なニコレイナスにあきれ果てる。お前が言うなと喉元まで出かかってしまった。第一、ミツバを子供などと思えるはずがないのは当たり前だ。あの憎々しい女、ギルモアのもう一人の妻ツバキの生き写しである。違うのは髪の色ぐらいか。黒髪が銀髪に変わったからといって、愛らしいなどとは思わないし思えない。何より、あの目が不気味極まりない。ギルモア同様に一刻も早く排除したい。

「こうなった以上仕方ありません。それでは、正式に依頼しますわ。そちらの実験と観察が終了したら、直ちにミツバを処刑してくださいな。絞殺、斬首、生き埋め、銃殺、お好きなようにどうぞ」

「それはできませんね。絶対にお断りします」

　ふざけた顔を一変させ、強烈に拒絶してくるニコレイナス。

　渋るかもというのはあったが、ここまで強烈に拒否してくるのは想定外だった。

「それは何故かしら。遠慮は無用ですわよ」

「あはは、遠慮するに決まってるじゃないですか。迂う闊かつに手を出したら、どうなるか分からないですしね。下手すると、この素敵なブルーローズの土地が死の大地になってしまうかもしれませんよ？」

　ニコレイナスが大げさにおどけてみせる。

「ふん、馬鹿馬鹿しいわね。そんなことできるわけ──」

「今のは言いすぎでしたが、命じた私に不幸がもたらされるのは確定なので、全力で遠慮します。まだ不死は実現できていないので。王国魔術研究所所長として、正式にお断りします」

「言っている意味がまるで分かりませんわ」

「分かりませんか？」

「分からないわね」

　短く吐き捨てる。すると、ニコレイナスは真顔で口を開く。

「あの子はですね。凄まじい威力を秘めた榴りゅう弾だんなんですよね。知ってますか、榴弾って。中に魔力を詰め込んで、大砲で豪快に撃ち出す弾の一種なんですけど。それはもう素敵に炸さく裂れつしますよ。人間の身体も素敵に吹っ飛びますから。あ、大砲ってご存じです？」

「……大砲は貴方が作り出したものでしょう。で、それが何か？」

「あははは、流石にご存じでしたか。今じゃ大陸中で独自のを作ってますけどね！　発明者としては負けていられませんよ。って、そういう話ではなくてですね。あの子の中には、それはもうとんでもない量の何かが溜まっているんですね。何かはよく分かりませんが。それをですね、悪意を以もって殺そうなどとしたら、嗚呼ああ、どうなることやら」

　身体を抱きしめて、脅えるフリをしている。その顔にはまた先ほどの軽薄な笑みが浮かんでいる。

「一体どうなるというのです」

「さてさて、それは分かりません。まだ観察中ですが、悪意を向けられると強烈に悪意を返す性質、もしくは癖があるようで。それだけじゃなく、気が向いたら自分から仕掛けることもあるみたいですよ。まぁ必ずじゃないというのがまた困りものなんですが。子供だから気まぐれなんですね」

「悪意には、悪意。自分から仕掛けることもある……？」

　ミリアーネの背筋に冷たいものが走る。

「うふふふ、怖いですか？　とにかく、それはもうすごいことになるんですよ。どうしてもというなら、ご勝手にどうぞ。死刑執行時には、私はできる限り遠くに逃げておきますのでご安心を」

「──ギルモア主導とはいえ、あれも貴方が作り出したようなものでしょうに。一体、あの呪い人形に何をしたのです？　いえ、貴方たちは何を作り出したの？」

「呪い人形とは酷い言い草ですね」

「はぐらかさないで頂戴ッ」

　ミリアーネは精一杯の威圧を込めて睨にらみつける。ニコレイナスはどこ吹く風だ。眼鏡の位置をニコニコしながら直している。

「申し訳ありませんが。それは亡き当主様とのお約束があるので、お話できませんね。まぁ、色々集めて混ぜて投入したり、神様に言えないことをたくさん繰り返したというところですけど。いや、あれだけの力があれば一人でも十分に生きていけるでしょうね。素晴らしいですね。子供は強く逞たくましくないといけませんから」

「馬鹿なことを！　一体何が素晴らしいのですッ！」

　思わず激げき昂こうしてしまう。ただの死に損ないの小娘が、行動を予測できない本物の呪い人形になってしまったのだ。笑えるわけがない。

「まぁまぁ、そう興奮なさらずに。ならば精々優しくして差し上げればよろしいじゃないですか。貴方はまだ生きているでしょう？　ということは、特に何とも思われていないということですよ！　貴方は彼女にとって本当にどうでもいい存在なんですね。いやあ、良かったですね」

「くっ！」

「それとも、御ご馳ち走そうは最後に残しておく癖でもあるのでしょうか。それは今後に期待というところですね。あははは！」

　能天気なニコレイナスの言葉に思わず頭を抱えそうになる。今はいいが、このまま放置というわけにはいかない。魔術師を雇って、本格的な結界でも用意させてみるか？

「……幽閉しているだけで、これだけの被害をもたらすのよ？　何とかしてもらわないと困るわ。このままでは直接陛下にお願いすることになるわよ。それでもよろしいのかしら？」

「あははは、それは困りますね。いや、そんなに困らないかもしれません。でも少しは困るかもしれません」

　こういった脅しが効く相手ではないのは承知だが、予算は削られるかもしれない。ニコレイナスもそれは本意ではないだろう。王国はそれでなくとも厳しい財政状況なのだから。

「ならニコ所長、塔に結界を張って封印することは可能かしら。こちらに被害を出さなければ構わなくてよ」

「絶対にやめてください。実は、それが一番マズイんですよ。これは後で言おうと思っていたのですが、あの塔に今の状態で置いておくこと自体、非常にマズイんですよね。それをですよ。万が一にも封印なんてしたら、時間経過で塔ごと吹っ飛ぶでしょうね。どこまで被害が拡大するかは見てのお楽しみで」

「……どういうことかしら？」

「あの子を悪意を以て閉じ込めておく、それはつまり、アレの濃度が加速度的に増していくということでして。アレが何なのかはさっきも申し上げた通り分かりませんが。ただ、絶対にマズイんです。圧縮された悪意が、スポーンとね」

　親指にコインを乗せ、上空に弾いてみせる。それを魔力で消し飛ばすニコレイナス。彼女は魔術師でもある。

「…………もう一度聞くわ。貴方とギルモアは、一体何を作り出したの？　何を作り出してしまったの？」

「さぁ。今となっては私にもさっぱり。でも、素敵なレディに成長すると思います。未来が楽しみですよね。私もこの目でしっかりと見守るつもりですから。それまでは絶対に死にませんよ。ゾンビになってでも見届けます」

　正気でないようにケタケタ笑っているニコレイナス。自分の研究で多くの人間を既に殺しているのだ。今更何が起ころうと気になどしない。多分、自らが死に直面しても笑っていることだろう。頭のネジが全部すっ飛んでいる女なのだ。天才だが精神異常者である。

「…………」

「先に言っておきますが、ウチでも今はちょっと預かれないんです。私は心底預かりたいんですが。ほら、好奇心旺盛な研究者が多いから、うっかり手を出して嫌われたりしたら大変ですし。王都ベルが死の都になっちゃうかもしれません。それもちょっと面白そうですがね。ただ、まだ私もやりたいことがそれなりにありましてね」

「…………」

「私には理解できませんが、どうしても遠ざけたい、適当なところで不運にも死んでもらいたいと仰おっしゃるのなら、微妙に良い考えがありますけど、陸軍の士官学校に放り込んでしまってはいかがでしょう。不人気な科にでも放り込むんです。そこで適当に過ごしてもらいましょう。海軍でもいいですけど、あっちは人気がありますから。で、適当に迷惑を振ふり撒まいてもらった後は、得意の裏工作で激戦地行きにでもしてしまえばどうでしょう。それからは適当なところで戦死してもらえば万事解決ですね。そこまでやるのは義母としてどうかと思いますし、どうせ上う手まくいくとも思えませんけどね。あはははは！」

　ニコニコと笑っている。目的のためなら手段を選ばない女、性格と思考は全く違うが、ミリアーネも似たようなものだ。

「…………士官学校、ねぇ」

「戦争は無数の悪意が飛び交いますからね。流石のあの子でも、対象を絞れないでしょう。吹っ飛ぶ可能性が高いのは敵兵ですし。しかも爆発するのは戦場、これほどの場所はありませんよ。私たち善良な市民に迷惑は一切かからない。悪意はやがて分散して、空に還かえるのです。これでまるっとハッピーエンドですね」

「……前向きに考えておきますわ。その時は、是非、協力をお願いしますわ。貴方にも多大な責任があるでしょうし」

　釘くぎを刺しておくが、全然聞いていない。

「いずれにせよ、できるだけお早めに。早くしないと、貴方に照準が合わせられるかも。子供は気き紛まぐれで、しかも残酷ですからね」

　クツクツと笑うと、ニコレイナスは優雅に一礼して退出していった。

　ミリアーネは、壁に飾り付けられている青薔薇ばらの杖に目を向ける。これは本物の杖。ミリアーネが普段所持している、レプリカとは異なる。その本物の杖の先端についている青色水晶は、毒々しい紫色に濁ってしまっていた。

（本当に呪い人形だとでもいうの？　しかも、私を恨んでいない？　まさか、私など眼中にないとでもいうの？）

「全く理解できないわ。ギルモアもツバキもそうだったけれど。本当に、親子揃そろってどこまでも忌いま々いましい連中ッ」
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「かーごめ、かーごめ。かーごのなーかのとーりーは──」

「う、歌うな！　その歌を止やめろ!!　一切喋しゃべるんじゃない！」

　いまだに幽閉は解かれない。ということで、私のワンマン歌謡ショーはいつまでも続く。と思っていたら、無粋な警備兵に止められた。監視口すら封鎖され、話をやりとりするための小さな穴しか残っていない。声を聞く限り、多分新しい人だ。ここは入れ替わりが激しいブラックな職場なのだ。可哀かわい相そうに。それはともかく。

「どうしてですか？」

「いいから止めるんだ！　もう口を開かないでくれ！　頼むから！」

「そう言われると、歌いたくなっちゃいます。じゃあ遠慮なく続きを」

「やめろッ!!」

　バタバタと騒がしい音。そこまで嫌がらなくてもいいのに。私はそんなに音痴だっただろうか。よーしこうなったら全力で──。

　大きく口を開けたところで、パンパンと手の叩たたく音が響いた。綺き麗れいに響くものだなぁと思わず感心してしまった。

「はーいはいはい、死にたくないならそこまでになさい。ほら、貴方あなたは早く出ていかないと、腐って死ぬか、胴体が素敵な肉塊になるかもしれないですよ。そんな耳栓なんて全くの無意味！　大体、声は聞こえちゃってるんでしょう？　あははは、私は別に構わないんですけどね！　経過観察もしてみたいですし」

「──ニ、ニコレイナス所長」

「ささ、理解できたなら鍵を開けてください。この子のお引っ越しが始まるんですから、ちゃんとお話ししておかないと。馬車の中で全員皆殺しなんて嫌でしょう？」

「りょ、了解しました」

　ガチャガチャという音の後、重々しいドアが開かれた。オープンザドアー。現れたのは、凄すごい頭の良さそうな丸眼鏡を掛けた女の人。金髪で、紋章つきの白衣、こちらを楽しそうに眺めている。エリート科学者っぽい。

「はじめまして、ミツバさん。体調はどうですか？」

「身体が硬いです。後、暇すぎて死にそうでした」

「そう。それは大変でしたね。早く出してあげたかったのだけど、色々な手続きがありまして。ごめんなさいね」

「お気になさらず」

　私は汚れるのも気にせず、床に座り込んでいる。椅子はないし、ベッドもなんか臭いから。白衣の女の人は、私と同じように座ると、両手で私の手を包み込んだ。うーんクールビューティー。

「私は王国魔術研究所所長の、ニコレイナスです。貴方のお父さんに協力して、貴方の治療を行なっていました」

「そうなんですか。それは、ありがとうございます」

　そういえば、魔術師に協力してもらっていたとか父が言っていたような。それがこの人なのだろう。多分、かなり偉い人。ドアの向こうには、この前よりも気合の入った装飾つきの魔術師っぽい人がたくさんいるから。

「お父様のことは本当に残念でした。以前から、お酒は控えるようにと言っていたのですが」

「父は病気だったのですか？」

「ええ。前の奥様をなくされてからお酒の量が増え、それが原因で身体が弱り、病に。痛みから逃れるために、最近は鎮痛薬の量を増やしていたようです。それらが複合して、今回の不幸な結果になったと言えるでしょうね」

「そうなんですか」

「悲しいですか？」

　あまりに他ひ人と事ごとに聞こえたのか、ニコレイナスが問いかけてくる。

「まだ一か月程度の付き合いなので実感はありませんが、多分。死ぬほど悲しいわけではないです」

「ふふ、正直なんですね」

「嘘うそをついても仕方ないので」

「なるほど。私もそういう性分なので、理解できますねぇ」

　この人はかなり話しやすい。なんというか、波長が合う気がする。なんでかは分からないが。少なくとも、いつもの警備兵やら使用人、義母よりは相性が良い。
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「それで、今まで貴方にここで過ごしていただいたのは、周囲の誤解を解くためだったんですよ。まだ完全ではありませんが、少なくとも裁判にかけられて直ちに処罰、などということはもうありません」

「そうなんですか」

「ええ。何の教育も受けていないのに、魔術の行使などできませんし。呪いで祟たたり殺したなどというのは、馬鹿馬鹿しくてお話になりませんよね。そんなことができたなら世の中は死体だらけですよ。あははは」

　上品に微笑ほほえむニコレイナス。だんだん喋り方がくだけてきた気がする。こちらが素なのだろう。

「それは、つまり？」

「間もなく自由の身になれるということです。いやいや、ご迷惑をおかけしましたね」

　ニコレイナスは、そう言うと軽く頭を下げた。私は気にしないでと言って立ち上がり、ベッドに座りなおした。

「ということは、またあの館で暮らせばいいのですか？」

「そのことなんですがね。お義母様──ミリアーネ様と、上う手まくやっていけると思いますか？　唐突な質問だとは思いますが、一応お聞かせください」

「無理だと思います」

「そうでしょうねぇ！　ええ、ええ、見れば分かりますとも。お互いに、関わらないのがベストだと思いますよ！　あんなのは放っておくのが一番です！」

　何故なぜか凄い嬉うれしそうなニコレイナス。それはもう名前がニコニコレイナスになるくらいのスマイルである。しかもあんなの呼ばわりだ。クールビューティーはどこかへ飛んでいってしまったらしい。

　まぁ、ニコレイナスの言葉は正しい。多分、ミリアーネ義母様は私を嫌いだろうし。確認しなくても分かる。でも、何かされるまでは特に私は何も思わない。というか、この世界で好きな人などまだ一人もいないし。良くしてくれたギルモアお父様はさっさと死んでしまったし。まだ仲良くなったとはとても言えなかったが、好きになれたかもしれない人である。がっかり。

　嫌いな人はそれなりにできた。意地悪をする人、悪口を言う人、邪魔をする人である。パッと色々な顔が頭に浮かんだが、名前は分からない。まぁ、もうどうでもよいことである。いつかそこにミリアーネ義母様が加わったら楽しそうである。こういうことを考えるということはやっぱり嫌いなのかもしれない。ま、楽しみは最後にとっておこう。後に回した方が、きっと面白くなるから。私の中の私が楽しそうに囁ささやいた。

「これから何がしたいとか、何処どこをぶっ潰したいとか、誰々をぶっ殺したいとかありますか？　あ、もちろん内緒にしておきますよ。夢や希望は大事ですからね！　乙女おとめの秘密というやつです」

　後半が不穏なものだったが、多分これはニコレイナスジョークだろう。曖昧に笑っておく。すると、向こうも笑ってきた。とても悪い顔である。

「まだこの世界のことがさっぱり分からないので。というか、私に何ができるかも分かりません。ただ、なんだか偉い人の娘に生まれたということは分かるし、魔法が存在するというのも分かります」

「いやー。まだ十一歳になったばかりというのに、大人びた言葉遣いに冷静な思考能力を持っていますね。素晴らしいですよ。流石さすがです」

「あ、私って十一歳なんですか？」

「ええ、そうですよ。貴方の誕生日は六月六日です。世界一大事な記念日ですね。言い忘れていましたが、お誕生日おめでとうございます。もう過ぎてしまいましたが」

「ありがとうございます。多分、嬉しいです」

「あははは、それは良かったです。ところで、他にも、色々な知識や覚えのない記憶がなぜか頭に浮かんだりしませんか？　いわゆる不思議体験ですね」

　なんだか意味ありげに笑う。何かを知っているのだろうか。それとも、カマをかけているのか。どちらかは判断できない。ここはごまかしても仕方ないので素直に認めてしまおう。

「はい、たまにありますけど。でも、どうして知ってるんですか？」

「ふふ、色々とありましてね。ま、細かいことは貴方が大人になったときにお話ししましょう。今たくさん詰め込んでも、いいこととは思えませんしね。混乱するだけですよ。私は当分死なないので、それはご心配なく」

　私の頭を撫なでてくるニコレイナス。その目に敵意はない。なんというか、見守る系の暖かい目だ。その奥に不穏な何かが見えるけど。なぜ分かるかというと、その瞳に映る私の目と同じだから。濁ってる。

「──で、私から一つ提案があるのですがね。将来、何でもできちゃうように、まずは勉強してみるというのはどうでしょうか」

「勉強ですか」

「ええ。この国には中々素晴らしい学校がありましてね。貴族や裕福な商人、一部の市民の子供たちが通っているのです。そこから、それぞれが選んだ道に進んでいくのです。皆、夢や希望に溢あふれた若者ばかりですよ」

「…………」

　学校。パッとイメージするのは、教室でわいわいがやがやと楽しく授業する光景。平和で楽しいイメージだ。勉強は大変だけど、歌ったり、運動したり、旅行したりと楽しいこともいっぱいだ。うん、中々良い感じ。ノーと答える理由は一つもない。

　思わず笑みが零こぼれると、ニコレイナスの口角が素敵な角度に上がっていく。「嗤わらう」を表現したらこうなるだろうという顔。二人で笑う光景は外からどう見えるのか。

「うふふふ、本当に良い笑顔ですねぇ。私の笑顔も中々のものだと思っているのですが、貴方はそれを上回りそうです。いやぁ、素晴らしい。常人だったら悲鳴をあげますね！　私も思わず叫んじゃうところでしたよ。してやられるとは、油断大敵です」

「それは褒められているんですか？」

「もちろん超絶に褒めてるんですよ。──で、行っちゃいますか、学校」

「凄く唐突ですね」

「あははは、私はせっかちな性た質ちでしてね。で、行っちゃいましょうよ、学校。楽しいですよ？　まぁ寮に住んでもらうので、今までみたいに使用人がついたりはしませんが。生活費等は完全無欠に保証します」

「じゃあ行っちゃいます、学校。この塔にいるのも飽きたので。暇つぶしに勉強したいです」

　勉強が好きなわけではなく、暇が嫌いなのである。

「なら決まりですね！　では、こちらにサインを。怪しい契約書じゃないのでそれはご安心を。あ、文字は書けちゃいます？　多分書けるはずなんですけど」

「えーっと、どうだろう」

　ニコレイナスが差し出してきた用紙の記名欄。入学願書と書かれている。最初は謎の暗号にしか見えなかったが、今では読むことができる。変換機能っぽいなにかが働いたのか。よく分からない。ならば、書けるかもしれない。適当にペンを走らせると、なんだか素敵な筆記体で自分の名前を書くことができた。

「おや、これは達筆ですねぇ。ミツバ・クローブ、ですか。ブルーローズの名誉姓は、貴方が大人になったときに、きっちり返してもらえるように図ってみますよ。それまでは、ちょっと我慢してください。ムカついたら自分で頑張ってもいいですけどねぇ！　言ってくれれば、私もそれはもう本気で手伝いますよ？」

　狂気の笑みを浮かべるニコレイナス。それでもなんとなく親しみが湧くのはなぜだろう。もしかして同類なのかも。私ってそういう性質なのだろうか。多分常人だと思うんだけど。こういうのは客観的評価が重要である。つまり、私は私らしく生きるのがベストであるということだ。簡単な話だった！

「で、どうします？　一切合切まるっとやっちゃいます？　なんなら今から──」

「気にしないでいいです。長い名前は面倒なので、むしろ気楽になったかもしれません。愛着もないですし」

「あははは、それは前向きで素晴らしい！　そうそう、貴方のお父様──ギルモア卿きょうからですね、こっそり後見役を頼まれていたのです。当主代行にはミリアーネ様が就かれましたが、ちゃんと貴方をバックアップしますので。最初から最期まで、私がきっちり面倒を見させていただきます」

　親指を上げてグッとポーズを取る所長。リアクションを取りにくいが、私も同じポーズで感謝をしておく。

「本当にありがとうございます、ニコレイナス所長」

「ああ、堅い堅い。ニコ、と縮めて呼んでください。いつもニコニコ、ニコ所長です。この名乗りと同時に笑うんです。これ、私の持ちネタなんですけどね。これをやると皆、顔が引ひき攣つるんですよ！　おかしいですねぇ！」

　そう言って、ニコニコとは程遠い笑顔で嗤う。ニタニタというかケタケタが似合いそう。でも、私には良くしてくれるらしいので、ちゃんと頭を下げておく。色々と手配をしてくれるし、ここから連れ出してくれるのだから何も文句はない。ありがたい話である。ここはもう全力で頼ってしまおう。

「それで。学校では、魔法の使い方とかも勉強できるんですか？」

「ええ、もちろん。生きていくのに必要なたくさんのことを学べますよ。その逆もですけど」

「逆？」

「生き方とか殺し方とか。まぁ色々ですね！」

「殺し方？　……それって、どんな学校なんです？」

「将来安泰の王立の学校です」

　ということはエリートなのかも。いわゆる国立学校である。凄い。

「学校の名前を聞いてもいいですか？」

「ローゼリア王立なんたら学校です」

「なんたら学校？」

「おや、うっかり忘れてしまいました。ま、行けば分かりますよ。この時期ですから編入という形になりますが、貴方はかなり頭が良さそうですし、きっとなんとかなります。体力勝負なところもありますしね！」

　ちょくちょく不穏なことを言っている気がする。スルーすべきかどうか悩む。悩んだところで結論は変わらない気もするし。

「さてさて。それではお名残惜しいですがそろそろ」

　さっさと入学願書をしまい込むと、立ち上がるニコレイナス。本当にせっかちらしい。それか所長というくらいだから本当に忙しいのだろう。慌てて私も立ち上がる。

「ニコ所長、色々とありがとうございました。なんだか、よく分からないうちにこんなことになってしまって」

「あははは、感謝なんていりませんよ。目覚めてから今まで、色々と大変だったでしょう？　でも、これからは好きに生きられます。存分に好き勝手に生きてください。この大陸の情勢もこれからは激しく動きますよ。王都もなにやらキナ臭いですし。厄介なカビも蔓まん延えんしてきているようで。それなりに安定していた時代は終わりを告げ、これからは激動の時代です。ワクワクドキドキが止まりません。貴方も私も、頑張って生き抜いていきましょう！」

　そう言って強引に握手すると、踵きびすを返して鼻歌交じりに出て行ってしまった。まさに嵐のような人である。

「激動の時代。どういうことなのかなー」

　よく分からないのでもっと質問したかったが、ニコ所長はもういない。代わりに険しい表情の魔術師さんたちが入ってきて、色々な荷物をどんどんと置いていく。わざわざ袋を開けて見せてくれる。制服、着替え、生活用品、勉強道具が入っているらしい。ニコ所長と違って不愛想だった。けれど親切である。

「丈が合っているか試着してもらいたい。他に必要なものがあれば遠慮なく言ってくれ。用意できるものはすぐに手配する」

「は、はぁ。ありがとうございます」

「翌朝、王都ベルに向けて出発する。ミリアーネ様や、他の者に何か伝えたいことがあれば聞いておく。手紙でも構わない」

　特に思いつかないので、結構ですと言おうと思ったら口が勝手に開いてしまった。どうやら私は言いたいことがあったらしい。

「色々とお世話になりましたと。このお礼は、いずれ、必ずしますと、お義母様にお伝えください」

「……た、確かに承った。そ、それでは、失礼する」

　僅かにうろたえた魔術師さんは、早足でさっさと出て行ってしまった。他の人たちはへっぴり腰で出て行く。所長に似て忙しい人たちである。

　私は用意された制服を早速身につけ始める。鏡がないので、似合っているかは分からないのが残念。

　……なんだか、第一印象は軍服みたいだなーである。というか、帽子は明らかに軍帽である。格かっ好こいいけど、学生としてこれはいかがなものだろう。ついでに、刃が潰されたサーベルまで用意されている。実に謎である。

「うーん。こうかな？」

　ぎゅっと柄を握り締めてみる。それなりに重いけどなんだか格好いい。私のサイズに合わせてあるし、本当の剣士になったみたい。思わず笑みがこぼれる。すると手から何故か紫が出てきたので、意識して刀身に向かわせてみる。

「すごい。紫ソードになった。あー、どこかで見た光る玩具おもちゃの剣ですね」

　何か標的はないかなーと思って周囲を眺めてみる。なかった。仕方ないので、無意識に任せて振るってみることにした。

「──えいっ、と」

　ブオンとなんだか不気味な音を立てて、紫の光は壁にぶつかっていき消失した。『お抱えの犬』さんの悲鳴が聞こえた気がしたけど気のせいである。だって、それがどの犬なのか私にはさっぱり分からない。第一私は動物が多分好きなので、無意味に攻撃なんてしないのである。

「しかし、本当に無意味な光芸です」

　やっぱり私の魔法は宴会芸と分かってしまった。今回のは名付けるとしたら、がっかり必殺剣か。勉強したら立派な魔法が使えるようになるだろうか。うーん、どうも使えない気がする。そうしたら諦めて、紫の光を使った宴会芸をマスターすることにしよう。ニコ所長の持ちネタみたいに、人付き合いの潤滑油になるかもしれないし。
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　ガタゴトと景気良く揺れる車内。魔法がある素敵な世界でも、移動手段は原始的なものになってしまうらしい。魔法の絨じゅう毯たんや空飛ぶ馬はないのかと聞いたら普通にスルーされた。ニコ所長と違って、他の皆さんはドライなのである。かなしいおはなし。

　かなしいおはなしと言えば、がっかり剣紫ソードができなくなってしまった。人生で一回だけの超必殺技だったのだろうか。出発の景気づけにぶんぶん振り回そうと思ったのに。どうしてですかねーとフードつきの魔術師さんに聞いたら、また普通にスルーされた。流石にムカついたので、もう一度お願いしようと思ったら「すぐに確認する！」と青白い顔で全力で駆け出していってしまった。そして一時間後くらいに汗をだらだら流しながら答えを聞かせてくれた。──ニコ所長いわく、『外に出て解放感に浸れたのと、そういう気分じゃなかったからじゃないですかね。あははは！』だそうである。意味が分からないけど、ニコ所長が言うのだからそうなのである。がっかり剣乱舞は残念ながら当分は封印である。実にがっかり。まぁそれにしてもである。

「……腰が痛いです」

　そう、私は馬車に乗ってだらだらと王都とやらに向かって移動中なのである。座布団くらい用意しておいてほしかったのだが、しょぼい布が一枚だけ。というか、この馬車は明らかに普通じゃない。囚人護送用っぽいし。だって、中からは開けられないドアだし、覆いは幌ほろじゃなくて頑丈な鉄板だし、なんと私は鉄格子の中。鉄格子つき鉄板の向こうには先日の強そうな魔術師さんたちが待機している。

　鉄板ボックスの中から御者っぽい人が馬を駆っているのが見える。本当なら文句の一つは出そうなものだけど、これはこれでちょっと面白いので文句を言うのは止めておく。──何故かというと。

「ここから出してぇ」

「ひいっ！」

　震えた声を出しながらゾンビっぽく鉄格子から両手を伸ばして上下させると、魔術師さんたちの反応が良いのである。思わず笑ってしまうくらいに。でも、そんなことを数十回も繰り返していたら流石に飽きてしまった。脅かす、怯おびえる、腰が痛いの繰り返しだから。いくら面白くても、マンネリというものは起こってしまうのだ。人間って我わが儘ままだね。

　外の様子を眺めたいのだが、窓は残念ながら開いていない。見える景色は、無骨な鈍にび色いろと、鉄格子から覗のぞく僅かな人だけ。なんともがっかりな旅である。

　というわけで、私は退屈と腰の痛みを紛らわせる必要がある。今までの私は流されるままだったけど、これからは少しだけポジティプにいかなければならないのだ。ニコ所長もそう言っていた。

　私のことはよく分からないけど問題ない。分からないことは聞けばいいし、それでもだめなら自分で調べればいいのである。そのためにも、まずは身近なところから話しかけてみよう。私はコミュ力抜群なのだ。

「あのー」

「…………」

「あのー！」

「…………」

「あーあー、私の声が、聞こえますか？　もーしもーし」

「…………」

　こちらをチラッと一いち瞥べつすると、何か石のような物をぎゅっと握り締めて、再び視線を落とす魔術師さん。脅しているときから、ずっと握り締めている。何かお守りだろうか。他の人たちは身動きせず、ひたすら口をもごもご動かしている。お祈りだろうか。いや、もしかしすると魔術師さんたちはお疲れなのかもしれない。起きてるように居眠りできる人がいると聞いたこともあるし。子供と遊ぶと変な体力を使うらしいし。それならば仕方ないので、この鉄格子つき鉄板を叩いて起こしてあげることにしよう。

　大きく息を吸い込み、集中してみる。握りこぶしを作り、腕をしならせて頑丈そうな鉄板に全力で打ちつける。

「えいっ！」

　鉄を叩く独特の音が聞こえるかと思ったのに、鉄格子つき鉄板は紫色に変色したあと、ドロドロに錆さびて崩れ落ちてしまった。

　あー、これは経年劣化というやつだ。経費節減するのはいいけれど、こういう地味なところに歪ゆがみが出るのである。何事にもメリットとデメリットはあるんだなぁと私が頷うなずいていると。

「お、王魔研特製の対魔術師用の檻おりが」

「……嘘だろ。や、やめろ、頼むからやめてくれ」

　遮るものがなくなって、前半分がよく見えるようになった。ちょっと開放感がある。石をこちらに向けながら、魔術師さんが顔を青あお褪ざめている。石は何だか光り輝くと、結界のようなものを作り出した。がっかりバリアーである。早速ツンツンしようとすると、慌てて制止される。

「ま、待て、待ってくれ！　慌てるな早まるな！　どうか、落ち着いてくれ」

「あれれ、起きてたんですか？　もしかして、狸たぬ寝きね入いりで無視してたとか？　ひどいです」

「ち、違──う、うげえっ」

　ジト目で睨にらむと、いきなり口元を押さえてその場で嘔おう吐とする魔術師さん。ばっちい。船酔いならぬ馬酔いである。トマトでも食べていたのか、赤いものまでまき散らしている。これは後で掃除が大変だ。馬車が饐すえた、あと鉄てつ錆さびの臭いで充満する。私は全然気にならない。酔いには強いのである。

「ち、違うんだ。君を無視していたわけではないんだ。た、ただ、任務中の私語は禁じられていただけで。ゆ、許してやってくれ」

　と、別の魔術師さんが、慌てて弁解してくる。別に怒ってないけど、そう見えてしまうらしい。私の顔はそんなに怖いだろうか。鏡で今度じっくり見ることにしよう。笑顔の練習もしてみちゃったり。

「それじゃあ、とっても大事なお願いがあるんです。実は腰が痛いんです。お尻も。それと外の景色が見たいんですよね」

　待遇改善を訴えてみる。結果はともかく、自分の意志を表明するのは大事である。

「き、君には極力干渉するなという命令を受けている」

「とにかく何か敷くものください。お願いします」

「…………し、しかし」

「腰とお尻がとても痛いんです」

「わ、わ、かった。わかった、から、その目で、見ないで、くれ」

　さっきの人みたいに口元を押さえてしまった魔術師さんが、誰も座っていないクッションもどきをくれた。使い込まれていて、あまり綺麗じゃないけど気にしない。早速それを敷いて座る。かなり快適になった。あのままではお尻が筋肉痛で、腰がぎっくりしてしまう。がっかりならぬぎっくり少女爆誕だ。

「で、景色はどうすればいいです？」

「は、半日もすれば、王都に到着する。その後で、ゆっくりと眺めてくれ。頼むから、頼むからどうか、あと半日だけ、大人しくしていてくれ。それからは好きにしてくれていいから」

「うーん、分かりました」

　歪いびつな感じに開いてしまった鉄の壁。その前で私は正座しながら、待機する。居心地が悪そうな魔術師さんたち。馬酔いでダウンしてしまった可哀相な魔術師さんをニコニコと眺め続ける。白目を剥むいたまま身動きしない。でも呼吸はしてるっぽいから大丈夫。人間って意外と丈夫なのだ。

「ひッ」

　チラッと視線を向けたら、御者さんは慌てて前方を向いた。何故かこちらを不安そうに窺うかがっていたから気になったのだ。凄い涙目だったし。気になったのでジーっと見ていると、御者さんの背中がガクガクと震え始めた。馬の嘶いななきが聞こえ、馬車の揺れが更に酷ひどくなる。──と、それを遮るように、何かが差し出された。コップかな？

「の、飲むか？　水分補給は、きょ、許可されている」

「あ、いただきます。喉が微妙に渇いていたんです」

　水筒からお茶を入れて、こちらに渡してくれたのだ。ありがたく受け取って飲み干す。冷たいが、かなり苦かった。苦いのも大丈夫だが、甘い方が好きだ。この前飲んだ、空き瓶のあれはとても美お味いしかった。また飲みたいものである。──あ、揺れが収まった。

「そういえば、王都ってどんなところなんです？」

「も、もうすぐ到着するから自分で確認するといい。あと、君への干渉は──」

「ちゃんと内緒にしておきますので。で、どんなところなんです？　教えてほしいです」

　できる限り悪戯いたずらっぽく微笑んでみる。私が言わなければいいだけの話。本人の良心が咎とがめるとか、そういうことは知らないのだ。

「……王都ベルは、エウロペ大陸有数の大都市で、我らがローゼリアの首都だ」

「なるほどー」

「花の都として世に名高く、著名な芸術家や魔術師を多数輩出した歴史がある。死ぬまでに一度は見ておけと、ローゼリアの民は親から教えられるほどに有名だ」

「……あ、それってパリですか？　聞いたことありますよ、パリ。あれ、パリってありましたっけ？」

　記憶が混濁する。パリは知ってる。誰でも知ってる。でも私は知らないはず。あれ。やっぱりベルでいいんだっけ。分からなくなった。

「違う、パリじゃない。ベルだ」

「でも花の都といえば、パリじゃなかったでしたっけ？」

「どこの街かは知らないが、私は聞いたことがない」

「じゃあパリパリなら？」

「だからベルだと」

「そうなんですか」

　ちょっとした小粋なジョークはスルーされた。ニコ所長の気持ちがちょっと分かった。

　それにしても、ここはやっぱり違う世界らしい。じゃあ、何が正しい世界なんだというと、中々答えにくい。正しい世界ってなんなんだろう。これは哲学的な分野であるから、暇なときに考えることにして。記憶では、花の都はパリであると主張している。でもここではベルらしいし、何より魔法があるからかなり違いがありそう。七しち杖じょ家うけなんて聞いたことないし。まぁどうでもいい話である。どうせ記憶は曖昧さんなのだから。

「ところで、今って、何年です？」

「大輪暦五八五年、六月十三日だが……」

「大輪暦？　えーっと、それってなんですか？」

「大輪教を信仰しているローゼリアでは、大輪暦を採用しているんだ。……本当に知らないのか？」

「知らないです。でもこれから覚えるのでご心配なく！」

　全くピンとこない。ピンとこないので深く考えるのは止めておこう。知らないことは勉強すればいいのだ。

「あ、そうだ。魔法ってどうやって使うんです？　私も色々使いたいんですけど、魔法。紫に光るやつじゃない系でお願いします」

　宴会芸もいいけど、他のも使ってみたい。空を飛ぶ魔法があったらいいなぁと思うが、馬車で地味に移動しているということは多分ないのだろう。じゃあ、派手な魔法とかあるのだろうか。変身魔法とか。なんだか楽しそう。攻撃魔術とかもあったら護身用に一つ二つは覚えておきたい。

「…………詳しいことは、学校で聞いてくれ。私たちにはどうにもならない話だ。教える時間もないし、許可もない。不可能だ」

「そうなんですか」

「わ、悪いが、私はそろそろ報告書を書かなければならない。話はここまででいいだろうか。君も、静かにしていてくれ。頼むから、何もせず大人しくしてくれ」

　もう話をしたくないといった感じで、強引に打ち切られてしまった。

　また退屈になった私は、景色でも眺めることにした。劣化が著しい鉄板なら、一撃で粉砕できるだろう。

「いっせーの、せっ！」

　掛け声とともに全力パンチしたら、錆び付いていたオンボロ壁は景気良く外側に吹っ飛んでいった。爽やかな風が吹き込み、心地よい日光が降り注ぐ。お日様が気持ちいい。お昼寝にもってこいだ。

「い、言ったそばから！　どうして大人しく──」

　さっきの魔術師さんが大声を出すが、先ほどから黙っていた年配の魔術師さんが首を横に振っている。

「……もう止めておけ。彼女は私たちには止められない。何をやろうが言おうが無駄なことだ。ニコ所長の仰おっしゃられた通り、普通の馬車にするべきだった。これは、絶対に閉じ込めるべきじゃないんだ」

「し、しかし！　それではいざというときに困ると、貴方も同意されたはず！」

「だから間違いだったと言っている。死にたくないなら、これ以上手を出さず、口も挟むんじゃない。到着まで好きなようにさせてやるべきだ。後半日の辛抱なのだ。何事もないよう、大輪の神とニコレイナス所長にでも祈るのが最善だろう」

「な、なにもするなと。な、ならば私たちは一体」

「どうしてもというなら、私はここで降りさせてもらうぞ。最も早はや護送任務など知ったことではない。どんな罰だろうが受けるさ。あんな死に様だけは、私はご免だ。絶対にな」

「…………」

　なんだか重々しい空気が前の方から漂ってくるが、後方のここは爽やかさで溢れている。ただ、期待していた景色は大したことがなかった。木々と畑しかない。たまに民家とか。最初は色々と新鮮だったが、すぐに飽きてしまった。何度も繰り返されれば飽きてしまう。だって人間だもの。

「ふぁーあ。なんだか疲れたし、もう寝ようかな。学校初日から寝坊はまずいですよね」

　大きな独り言を呟つぶやいて、私はごろんと横になる。新品の制服なので、まだ身体に馴な染じんでいない。革靴もなんだか違和感がある。別にドレスが好きというわけではないけど。ただパジャマが異様に楽だっただけで。あのパジャマだけはちゃんと荷物に入れてもらった。肌触りが素敵で寝心地が良いのである。

「…………うん？」

　と、馬酔いでダウンしている人と目が合った。と思ったらやっぱり合わなかった。だって焦点が合っていないんだもの。可哀相に、きっと酷い夢でも見ているのだろう。でもちゃんと生きているので安心だ。

「後遺症も全然ないよ」と太鼓判つき。「リアクションが良かったからうっかり見逃してあげた」と、私が言っていたからだ。あれ、よく分からなくなった。誰がなんで満足したんだっけ。私って誰だ。哲学的な意味じゃなく。

　うーん、とにかく、私は眠いので寝ることにする。私は楽しい夢だといいなぁ。そんなことを考えながら、私は暖かな陽ひ射ざしの中で、まどろんでいくのであった。
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　──ローゼリア王立陸軍士官学校。未来の陸軍を担う人材育成のために、先代国王肝いりで設立された機関である。四年間で一定以上の成績を挙げて卒業することが求められる。入学条件の一つ目は原則として十六歳以上であり、身体と精神に問題のないこと。そして二つ目は、多額の入学金を支払う、もしくは入学試験をクリアするかのどちらかである。

　難関試験を突破すれば、入学金と授業料は免除されるのでそちらを突破しようと夢見る市民階級層も多い。ただし、卒業できなければ、授業料返還の義務が生じ、士官候補生ではなくただの一兵士として、借金返済のために軍隊にそのまま放り込まれてしまう。かなりの数の学生がこの詐欺にひっかかって前線に放り込まれているのは言うまでもない。

　そして、貴族の子息たちが卒業できないことは、まずありえない。市民出身の学生と違い、士官の道は確約されている。階級だけ貰もらって元の貴族生活に戻る者もいる。士官学校出という箔はくをつけたい者たちだ。そんな有様なので、卒業生の能力にはひどくばらつきがあり、当初期待されていた成果は、未いまだ挙げられていない。卒業認可制度が適正かつ厳格に作用しているのは、市民階級の学生だけである。

『騎兵は戦場の華』

『歩兵は戦場の仇あだ花ばな』

　学科選択でも貴族と市民の間には大きな壁がある。

　貴族階級の学生は魔術科や騎兵科といった花形の学科に進む。戦場では使われることがなくなった詠唱魔術の習得や、突撃用障壁を用いた騎兵突撃で、いかに雑兵を華々しく蹴散らすかという時代遅れの訓練に心血を注ぐことになる。騎乗、あるいは魔術の詠唱ができることは貴族令嬢への受けがいいのである。戦場での活躍などどうでもいいのだ。また、家督を継承できない貴族の二男、三男坊にしてみれば、軍人であるということはステータスにもなる。全てがこういった輩やからではないのだが、比較的やる気のある貴族の子息は予あらかじめ情報収集し、まだまともな教官の下につけるように根回しを行なっている。もしくは、はじめから海軍士官学校を選択してしまうかだ。海軍は植民地獲得競争に参加したいという野心と欲に溢れた連中が多い。無論、海軍でも貴族と市民のヒエラルキーは変わらない。

『貴族は王国の剣となり、市民は王国の盾となれ』

　国に尽くそうという愛国心に溢れていた市民階級の学生は、人気のない歩兵科、砲兵科からの選択を強制される。騎兵科、魔術科は満員であると予め弾かれるからだ。

　歩兵は泥臭いイメージがあり、前線で盾になる兵科。士官になれば、まともな訓練を受けていない兵士たちを最前線で指揮しなければならない。戦争の主役、最も重要な兵科であるが故に、死傷率は当然高い。対物障壁など支給されるわけもない。士官学校で学ぶことは、隊列行進と長銃の扱い方、兵の指導方法である。戦列歩兵の先頭に立つ、戦列の後ろで兵の脱走を防ぐことが前線士官の役目である。前線士官を指揮するのはもちろん騎兵学科を卒業した貴族様たちである。前線指揮官たちの怨えん嗟さの声が聞こえてきそうな有様だ。

『いかに人間を効率よく殺すか。現段階での結論がこちらになります。そうそう、味方へのうっかり誤射には気をつけてくださいね！　皆さんも砲兵には恨まれないように気をつけましょう！』

　──そして去年新設されたばかりの砲兵科。大砲が戦場に登場してからまだ日が浅く、教官も戦場で知識と経験を積んだ退役軍人だ。求められるのは大砲の撃ち方と扱い方を覚えることである。量産体制の整っていない大砲はまだ高級品であり、雑兵に簡単にくれてやるわけにはいかない。裏切らず、逃亡しない人間による指揮が必要とされる。

　大砲を用いた戦術は一応学ぶことができるが、それを活用できることはほとんどない。命令された通りに移動し、大砲を撃つ態勢を整えるのが士官の役目である。

　高級品を扱えるのに人気がない一番の理由は、非常に重い大砲を移動させる地獄の訓練が待ち受けているからだ。歩兵科にも増して人気がない。大砲は敵に狙われやすい上、戦場では逃げ遅れやすいというのが常識となりつつある。命令なく高価な大砲を放置して逃げたりすれば、罰則が待ち受ける。人の命は武器よりも安いのだ。

「……納得がいかん」

　そんな、国民の血税が有効に活用されているとは言いがたい陸軍士官学校に、一人の厄介者が送り込まれることになった。

　ミツバ・クローブ。ブルーローズ家、ギルモア卿が残した呪い人形である。

　学長のパルックは、禿はげ上あがった頭をポンポン叩きながら、これみよがしに溜ため息いきを吐いた。

「……何故よりにもよってこの陸軍士官学校に押し付けるのだ？　海軍にでもやればよかろうに」

「ニコレイナス所長が強く推薦したようです。ここに推薦状が届いております」

　事務官が手紙を差し出してこようとしたので、思わず一喝する。

「それはさっき見せられたから知っている！　それにしてもニコレイナスめ、私に迷惑を掛けておいて謝罪の一言すらないというのはどういうことだ」

「ご不満ならば、弾いてしまえばよろしいのでは？　この娘は、入学条件である『十六歳以上』を満たしておりません。まぁ、原則として、ではありますが」

「『彼女を特例扱いしろ』とわざわざ連絡があったわ。それを落としたりしたら、どんな報復を受けることか分からん。あの女、笑いながら人を殺せるからな。本気でこの学校に大砲を撃ち込んでくるぞ。一発ではなく、灰かい塵じんと化すまでやる」

「恐ろしい話です」

「まったくだ」

　原則では十六歳以上という入学条件だが、今まで何度も例外は存在した。十代前半の我が儘な貴族の子息様たちが、格好いい軍人に今すぐなりたい、などとぬかして押し寄せてきたことがある。その際は、強い圧力もあったため特例ということで全員入学を認めてしまった。結果は半年で飽きて通わなくなり、一年後に卒業ということになった。流石に士官の資格は与えられなかったが、貴族に対して『退学』などという不名誉は許されない。

「では、入学試験を課して、普通に不合格にしてしまえばいいのでは。彼女は貴族出身ですが、ブルーローズ名誉姓は剥はく奪だつされております。もはや遠慮は不要かと」

「それも考えたが……よからぬ噂うわさがあるのだ」

「よからぬ噂というと？」

「あの娘にちょっかいを出した人間には、恐ろしい呪いが降りかかるという噂だ。既に、両親だけではなく、警備兵、使用人合わせて百人は祟り殺したと」

「ははは！　学長も冗談がお上手で。私も魔術師のはしくれですが、魔術にそのように不合理なものはありません。己の体内の魔力を、触媒、あるいは杖つえを媒介して、具現化して放出する。術式を組み込めば更に洗練されて発現する。これこそが魔術の理ことわりです」

「そんなことはお前に言われんでも分かっている！　だが、万が一ということもある。いいか、よく考えてみろ。名誉姓を剥奪されるということは、少なくともギルモア卿殺しは黒に近いということだ。だというのに、何故わざわざ自由にさせるのだ。おかしいではないか」

「まぁ、それは確かに。妙な話ですね」

　事務官も首を捻ひねる。全くの白ならばブルーローズ名誉姓を剥奪する理由がない。逆に黒ならば、外に出すわけがない。内々に処刑、あるいは永遠に幽閉が妥当なところだ。手を打たなければ、ブルーローズの名に傷がつく。なぜ士官学校になど送り込んでくる？　存在が邪魔ということだろうか。ならばやはり幽閉してしまえばいいと思うが。理解しがたい。

「ミリアーネ夫人にはお会いしたことがあるが、聡そう明めいかつ怜れい悧りな女性だ。情に流されて判断を誤るとはとても思えん。つまり、何か裏があるのだろう」

「はぁ。そうなのですか」

「この馬鹿者が。頭を使え頭を。そうでなければ、これからの出世は難しいぞ」

「私は今の仕事が向いていますので。偉くなりたいとは思いません」

「それはそれで幸福なことかもしれんな。私も貴族の一員だが、上を見ればキリがない。足るを知るというのはいいことだ」

「ははは。今のお言葉を学生の前で話せば拍手喝采間違いなしですよ」

「ふん。誰も私のような下級貴族の話など聞かんわ。ボンボンどもは好き勝手、市民の糞くそ餓が鬼きどもは僻ひがみや妬みばかり。全くよくもまぁゴミばかり揃そろえたものだ。まぁ、トップが私だからそれも止やむを得えんことだな」

　自嘲を篭こめてパルックは吐き捨てた。そういう学校を変えようと努力したこともあったが、長い努力の結果は全て徒労に終わった。よって、もう流れるままにすることにしたのだ。頑張っても何も変わらないのだから、後は適当にやって次代に回す。それが最善なのだ。

「とりあえず、本人に会ってみるとするか。希望を聞くだけ聞いて、歩兵科か砲兵科にでも突っ込んでしまえばよかろう。ゴネたら即席の適性試験でもやらせて、強引に突っ込んでしまえ」

「それがよろしいでしょう。しかし、その娘は、一応貴族扱いということでよろしいので？」

「うーむ、どうだろうな。貴族とも市民とも言いがたい。私に言わせると、ただの厄介者だな」
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「パルック学長。ミツバ・クローブ嬢の身柄の引き渡しに参りました」

「おお、お待ちしておりましたぞ。……ううん？　ちょ、ちょっと。いきなり何をなされるのか」

「極めて大事なお話が。ミツバ、君はここで待っていてくれ。頼むから動かないでくれ」

「分かりました」

　ミツバと呼ばれた少女は興味津々に周囲を見回しながら空から返へん事じをした。

　銀髪の小柄な少女。だが、その目がいけない。目が合いそうになったので、思わず逸そらす。直視してはいけないような気がしたのだ。

「学長、移動しましょう」

「そ、そんなに慌ててどうされたのですか？　……なにやら、顔色が悪いですぞ」

　ミツバを応接室に通した後、護送の魔術師に腕を掴つかまれて廊下へと移動させられてしまう。

　年若い魔術師だが、装束についている紋章は王国魔術研究所。かなりのエリート。魔術科から所長によって選抜された極めて優秀な者たちである。

「失礼をいたしました。しかし、彼女の扱いにはどうかご注意なされますよう。敵対するような行為は慎まれるべきです。一切の容赦なく、殺されます」

「は、はぁ。生あい憎にく、仰おっしゃられている意味が分からないのですが。確かに、異質な感じは受けましたが」

　あの目。人形のような目。一瞬だけしか見ていないのに、強烈に印象に残った。奥にあるのは濁りだったのか。

「……嫌でもすぐに分かるでしょう。数ある噂は、ほぼ真実であるとだけ、言っておきます」

「まさか」

「外に、今回使用した王魔研の護送馬車があります。後でご自分の目で確認してください。……対魔術師用の檻が、容易たやすく破られました」

「そんな、馬鹿な」

　魔術を使う囚人を連行する際に用いられる、王魔研特製の対魔術師用の檻。魔力を大量に帯びた魔光石で作成された高価な代物。戦場で使われるものとは違い、対象を限定し膨大な魔力を常に注ぎ込むことで、凄すさまじい対魔防御力を誇る。しかしコストが通常のものとは比べ物にならないほどに嵩かさむため、使用は限定される。

「犠牲者を御覧になりたいのでしたら、王魔研までお越しください。何体かは回収してありますので……当分、食事が喉を通らなくなるでしょうが」

　思い出してしまったらしい魔術師は、口元に手を当てている。

「ま、待っていただきたい。そんな危険人物を、何故こんな場所に──」

「この世界のことを色々と勉強したいそうです。ならばここが適任だと、所長が推薦を」

　ふざけるなと思わず叫びそうになるのを堪こらえる。何か聞き捨てならない単語が聞こえたから。

「こ、この世界？　ちょっと待て。何かおかしいぞ。どういうことかちゃんと説明を──」

「私の任務は完全に終了しました。後は、宜よろしくお願いします。なにかありましたら、王魔研までご連絡を。私以外の誰かがきっとなんとかするでしょう」

　魔術師は素早く敬礼すると、そのまま逃げるように立ち去ってしまった。触らぬ悪魔に祟りなしとでも言いたげな顔で。後に残されたのは、学長パルックと、こちらをいつの間にか観察していた呪い人形──ミツバである。その目と合ってしまった瞬間、意識を失いそうになる。何故かは分からない。だが、直視できない。

「──ううっ」

「…………」

「よ、ようこそ、り、陸軍士官学校へ。ささ、そんなところで立っていないで、ま、まずは座りなさい」

「はい、パルック先生」

「ううっ。き、君は耳が良いみたいだね」

「ありがとうございます、パルック先生。明るいお名前ですね！」

「は、ははっ。お世辞でもうれしいよ。ははは」

　乾いた笑いしか出てこない。

　既に名前を覚えられてしまった。呪いとは、名前と顔で発動するのだろうか。分からない。呪いなどという魔術は存在しない。ならばどうしたら回避できるのだ。対魔障壁では駄目らしい。大輪教会の護符でも買うか。百枚あれば足りるだろうか。

「き、君の名前を、教えてもらえるかな。いや、一応知ってはいるのだが、本人の、口から聞かせてもらおうかと」

「はい、パルック先生。私の名前は、ミツバ・クローブです。どうして士官学校に入れられるのかは分かりませんが、全力で勉強します」

　それを聞いて、パルックは強い眩暈めまいを覚えた。この場にニコレイナスがいたら、顔面を全力で殴打してやりたいと思う。思うだけ。なぜなら、一撃も入れられずに殺されるのでやらないのだ。

　しかしおかしいだろう。これが、十一歳そこそこの子供？　ありえない。

　醸し出す雰囲気が異質すぎる。この目もおかしいが、それだけじゃない。全部おかしい。悪魔に少女の皮を被かぶせているのではないのか。魔術を少しでも齧かじったことがある者なら、感じられるはずだ。とにかく、禍まが々まがしく毒々しい。青き薔薇ばらの娘？　とんでもない。これは忌まわしい毒草だ。

「……ここがどんな学校か、全く聞いていなかったのかな？」

「はい。学校で勉強させてくれるとしか、ニコ所長は言ってませんでした。私は将来軍人になるのですか？」

「そ、そういうことになるのかな。無事、卒業できればだが。ははは」

「じゃあ、頑張って人殺しの勉強をしますね。戦争でたくさん殺せば、英雄になれるってどこかで聞いたことがあります。一人だと人殺しでも、いっぱい殺すと英雄なんですよね。立派な殺人鬼になれるように頑張ります！」

　これに余計なことを吹き込んだのはきっと悪魔に違いない。早く帰って眠りたい。

「そ、そうかい？　どこの話かは知らないが、中々興味深いお話だ。でも殺人鬼はやめようじゃないか。聞こえが悪いしね」

「あははは。ただの冗談です。えーっと、ローゼリアンジョークですね。面白いですか？」

「そ、そうだね。あははは、き、君は本当に面白いね。うん、存在がユニークだ」

「学長も明るくて面白いですね。特に頭が。名前と一致してていい感じです」

「ははは！　君がそう言うならそうなんだろうね！　意味は分からないけれども！」

　あはははと二人で笑い合う。冗談になっていないのが極めて恐ろしい。

　護送に使われた特別馬車を確認するのは精神を維持するためにもやめておこう。はずれしか入っていないクジを引くことはない。

「で本題なんだけども。君は何を勉強したいのかな？　ウチは一応軍人を養成するための学校だからね。多分、気に入らないと思うんだ。べ、別の素敵な学校を紹介するのもやぶさかではないよ。うん」

「私は魔法を勉強してみたいです。面白そうですし」

「うんうん分かるよ。そうだよね。うん。わかるわかる。私も魔法が大好きなんだ。ただ、大人は魔術と言うんだ。洗練されている気がするだろう？　そこは宜しく頼むよ。うん」

「じゃあ魔術を勉強したいです」

「そうか、そうだよね。ただね、生憎、魔術科は既に満員でね。空きが出るのはまだしばらく先なんだ。うーん、どうしようか」

　お願いだから、別の学校に行ってくれと神に祈る。海軍なんかオススメである。船って楽しいし。蛆うじの湧いた料理を食わされるのが現実だが。

「他の学科だと、勉強はできないんですか？」

「いや、ちょっとはできるよ。魔術学初級なら履修することができる。これはいわゆる一般常識というやつだね。魔術適性の有無は問わないんだ。ただの座学だからね」

「じゃあ、他でいいです」

「他というと、ウチ以外の学校かなっ!?　すぐに案内を──」

　つい嬉しさが滲にじみ出でてしまう。

「いえ、この学校が良いです。校舎に趣きがあって気に入っちゃいました」

「……そ、そうかい？　それは嬉しいけど、やっぱり君の年齢では難しいんじゃ──」

「それで、他の学科は何があるんです？」

　人の話を全く聞いていない。無表情で次を促してくる。

　呪い人形というが、近くで見ると吸血鬼に見える。銀髪に、死人のように白い肌、どことなく甘い香り。なんにせよ、恐ろしいことだ。

「き、騎兵科も満員だね、うん。ほ、歩兵科と砲兵科があるにはあるが、これは君のような高貴で可か憐れんな人間には相応ふさわしくないんじゃないかなぁ。だからね、他の」

「じゃあ砲兵科でお願いします」

「り、理由を聞かせてもらっても？」

「大砲が一番破壊力がありそうですし。多分、戦争で重要っぽいですし。あと、派手にぶっ放すのは楽しそうです。賑にぎやかなのも楽しそうでいいですよね。それはもういっぱい撃ちますね！」

　大砲が楽しいというのは初耳だ。賑やかなのは間違いないだろうが、別に楽しくないと思う。世間一般的には。それに、これは死神に鎌を持たせるようなものではないだろうか。いや、悪魔に大砲か。最悪の組み合わせにしか思えない。なんとか、別の学校に行ってもらえないものだろうか。具体的に名案は思い浮かばないが、修道院とか良さそうだ。神の力を以て封印してもらいたい。

「そ、そうか。だが、君は女子であるし、その年齢と体格で大砲を扱うのは……」

　必死に翻意を促すが。

「なら、人一倍がんばります」

　駄目だったようだ。パルックはハンカチで額を拭うと、頑張って愛想笑いを浮かべることにした。何かが起こらないうちに、早く卒業させてしまおう。それが最善だ。
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　親切な学長先生に細かい説明を受けた私は、これから所属することになる教官に紹介されることとなった。各期ごとの、各学科がいわゆる一クラスに当たり、それぞれ担当教官が就いているらしい。私が所属するのは、二十期砲兵科である。ちょっと格かっ好こいい。学校には二十年の歴史があるらしいが、砲兵科は去年新設されたばかり。一月からスタートしているので、私はなんと半年の遅れ。本当に大丈夫だろうか。結構不安である。

「それじゃあ、ガルド君、後は任せるよ。何かあったら君に一任するからそのつもりで宜よろしく」

「は、はぁ。まぁ分かりました。でも、本当にいいんですか？　ウチは砲兵科ですよ？」

「うん、今回は特例だからね。でも、特別扱いは本当にしなくていいんだ。普通にね、普通に。他の学生と揉もめ事ごとを起こさせないよう、そこだけは宜しく頼むよ。特に、私にだけは、絶対に、迷惑をかけないように。いいね？」

「はぁ。まぁ分かりましたがね」

　ゴツい肉体の日焼けしたおじさん──ガルドが立ち去っていく学長に敬礼すると、私に向き直る。怪け訝げんな表情でジロジロと視線を向けてくる。

「特例、ねぇ。確かに普通じゃなさそうだ。どういういわくつきなのかね」

「一応普通のつもりです」

　そう言ったが、全く納得いってなさそうな表情だった。

「俺は二十期砲兵科の連中の面倒を見てる、ガルドだ。お前の家柄がどうだとかは全く知らん。他の奴やつらは知らんが、俺は一切考慮しない。入学の遅れも年齢についても特別扱いはしない。分からないことがあったら聞くなり調べるなりして、自分で努力して追いつくことだ。お前に一々合わせていたら、他の連中が迷惑するからな」

　転入生に合わせて授業を遅らせてくれる学校はないだろう。多少便宜を図ってくれてもいいと思うけど。このガルド教官はそこらへんは厳しいらしい。顔もなんだか険しいし。

「はい、よく分かります」

「宜しい。ならば早速案内しよう。そういえば、授業を受ける準備はできてるのか？」

「はい、一応は」

　筆記用具にサーベル、普通の制服とは違う軍服っぽいものをたくさん貰もらっている。着てみると、一般兵その一になった気分になれる。頑丈な素材っぽいけど弾が当たったりしたら、普通に死んじゃうだろう。鎧よろいや兜かぶとというのは時代遅れということなのか。よく分からない。分からないから勉強するのである。なるほど、納得だ。
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　二十期砲兵科の教室に案内される。なんか汚いけど、それなりに広い教室だ。人数は五十人ぐらいだろうか。これが私の同級生になるようだ。やっぱり女性は少ない。見る限り二人だけかな。女性の社会進出云うん々ぬんと怒る人が出そうだけど、よく考えるとここは士官学校である。軍人になりたい女性は少ないだろう。

『…………』

　気のせいではなく、本当に空気が悪い。なんというか、あまり歓迎されてない雰囲気。とりあえず会釈しようかと目を合わせる努力をする。が、ほとんどの学生たちが露骨に目を逸そらしている。

　唯一反応があったのは、さっき見つけた女子二人だけ。金髪ぼさぼさ頭の大柄の人と、インテリメガネ風の茶髪の人である。ぼさぼさ頭はニヤニヤ笑顔、もう片方のインテリメガネは、こちらを見定めるように観察する目だった。ピースしたら、溜ため息いきを吐かれた。がっかりである。

「喜べ諸君、君たちに新しい仲間ができたぞ。嬉うれしいだろう？　まだ半年なのに、既に十人ほどが退学してしまったからな。ああ、久々に良い話ができて俺も嬉しい。諸君はなおさら嬉しいだろう」

『…………』

　反応なし。ざわめきもなし。超シーンとしている。

「嬉しさのあまり言葉もないそうだ。さて、時間がもったいない。自己紹介を頼む」

「はい」

　自己紹介。ウケを狙おうかと思ったが、コケたら恥ずかしいのでやめておこう。ここは軍人を養成する学校だから、まともなことを言わなければ。

「今日からここで勉強することになりました、ミツバ・クローブといいます。まだ十一歳ですが、皆に追いつけるように頑張ります。将来は、ここで勉強したことを活いかして、いっぱい人を殺せるように頑張りたいと思っています。どうぞ宜しくお願いします」
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「……ミツバ。国のために働けるようにと言い換えろ。正直なのは良いことだが、言葉は選ぶようにしろ」

「はい、分かりました。将来は国のために働けるように頑張りたいです」

『…………』

　ガルド教官が乾いた拍手をしてくれる。学生は金髪ぼさぼさ以外の拍手はなし。やっぱり歓迎されていなかった。

「実に素晴らしい挨拶だったな。まさに士官候補生の鑑かがみと言えるだろう。諸君らも彼女に負けないように、今以上に勉学、訓練に励め。それでは、各自授業の準備をしておけ。ミツバは適当に席についていろ。俺は講師を呼んでくる」

「はい、分かりました」

　どうやら科目ごとに講師がいるらしく、担任のガルド教官は教室から出ていってしまった。

　どこに座ろうかなーと眺めていると、露骨に空席に荷物や上着を置き始める学生たち。なんだか嫌な感じだが、最初だから仕方ない。人見知りする人たちなのかもしれないし。

　私も彼らだったら、いきなりは嫌だなーと思うだろう。挨拶とかした後に教科書とか見せなくちゃいけないのはハードルが高い。なんか気まずいし。

「おーいチビ。こっちこっち。私の隣にきなよ！」

　一番後ろの席で、両手で合図してくる大柄の女。周囲の空気を読まずに、とてもアピールしている。それはもう大声で喧やかましいぐらいに。

「…………えーと」

「ほらほら、早くしなよ。立ってても始まらないでしょ。時間の無駄さ！」

「はい」

　流されるままに頷うなずき、一番最後尾の空席へと腰掛ける。私の目は悪くないようなので、黒板の文字はしっかり見える。が、前の震えている男子学生が非常に邪魔である。つい舌打ちしてしまったら、男子学生は慌てて別の空席に移動してしまった。うん、とても見やすい。

「お、さっそくご利り益やく発動ってね。どんな悪評でも、それはそれで立派な武器になるよなぁ。うんうん」

　ニヤニヤ笑顔の金髪ぼさぼさ頭の女。いや、一応少女か。身体つきを見る限り、かなり身長は高そうだ。机を乱暴にくっつけてくると、「それじゃあ宜しく！」と大声で挨拶してきた。と、今度は小声で耳打ちしてくる。忙しい人だ。

「いやいや。お前が来る前にさ、前に座ってたあいつをちょいと脅しておいたんだよ。背後で呪じゅ詛そを呟つぶやくらしいぞ、ってね。そうしたらあのザマさ。これが流言飛語ってやつで、何事も実践してみないとというわけで。私も将来はいっぱい使っていくとしよう」

　ペンをさらさらとノートに走らせている。

「あのー」

「でさ、知ってた？　チビの最初の授業は歴史学。偉大なローゼリアの偉業を学べてしまう授業なんだけど」

「はい？」

　こちらの声は彼女の耳には届かないらしい。がっかり。

「この授業は眠気が一番の大敵でね。偉大な王様が偉大なことを偉大にやったから、最後は偉大な功績を収めましたでいつも終わるんだけど。何もかもが良いところばかりで凄すごいのさ。それなのに最近景気が悪い理由は一言も説明してくれないんだよ。数年前のドリエンテの負け戦も完全になかったことになってるし。やっぱ、偉大だからなかったことになったのかな？　やっぱ偉くなりたいよね」

　大あくびをすると、机に突っ伏す金髪ぼさぼさ。やる気の欠片かけらもなさそうだった。

「でさー。チビはそんなチビなのになんで軍人になりたいの。例の悪評とか噂うわさを払拭するためとか？」

「──凄い。いきなり突っ込んできますね」

「まぁね」

　グイグイと近づいてくる。わが道を行くタイプらしい。

「私は自分のペースを重視する性た質ちでね。自分を変えるんじゃなく、相手を変える方が好きなのさ。その方が人生楽だよね」

「そうなんですか」

　巻き込まれる方は大変だ。主に私。でも教科書見せてくれるし、なんか色々面白い小話を聞かせてくれるので差し引きゼロ。オッケー。

「うん。で、どうなのさ。お国のために命を捧ささげますとか言って頑張っちゃうの？　名誉の戦死とかしちゃう系？」

「そういうあれはないんですけど。もう家にはいられそうもなかったですし。そうしたら、ここを紹介されました」

「へー。そりゃ大変だね。ま、どうでもいいんだけど。しかし、よりにもよって砲兵科とはね。チビは当たりを引いたね」

　だるそうに突っ伏すと、横顔だけでこちらを見て笑いかけてくる。からかうような顔で。

「当たりってどういうことです？」

「砲兵科はさ。歩兵科と全く同じ授業に加えて、大砲についても学べてしまうんだけどさ。大砲の移動の大変さを知ったら、思わず辞めたくなるみたいで。もう十人も脱走してるから。女子で残ってるのは私ともう一人だけさ」

「…………」

「でもでもでもだ。ぶっ放すときのあの爽快感は堪たまらないんだよね。あれを一列に並べて撃ったら、それはもう豪快でさ。障壁を張った偉そうな騎兵だって、あれなら一網打尽だよ」

「はぁ」

「でもさ、経費節約とかいって、一週間に一回しか撃てないんだよ。馬やら魔道具はたくさん買うくせに。ずるいよね。そんなものより砲弾だよ砲弾。もっと実弾演習すべきだよ」

「そうなんですか」

「そうなんですよ。だからさ、なんとかしたくなるだろう？」

「まぁ、なんとかしたくなりますね」

「話が分かるねぇ。嬉しいよ」

　私と金髪ぼさぼさ頭は、視線を合わせると、ニヤリと笑い合った。多分、良い笑顔だったと思う。

　そういえば。相手は私の名前を知っているけど、私は知らないのであった。少ない女性同士、ここはちゃんと聞いておこう。

「で、貴方あなたのお名前はなんですか？」

「ははっ、お前の名前はミツバだろ。覚えた覚えた。私の背をお前が抜かすまではチビって呼ぶからよろしく」

「じゃあ、私はデカ女かノッポさんって呼んでいいです？」

「それは駄目だね。却下だ。主に私が傷つくから」

「そうなんですか」

「そうなんですよ」

　得意気に頬ほおを掻かく金髪ボサボサ頭。

「チビと呼ばれる私の精神についてはどうお考えで？」

「いいじゃん、事実だし。それにチビには可愛かわいらしい響きがあるけど、デカ女やノッポはいまいちだしね。私の心にはさっぱり響かない」

「──まぁそれはともかく。貴方のお名前はなんですか？」

　軽く応酬をした後、本題に切り込む。どうやら、このでかい金髪ぼさぼさとは相性が良いらしい。私も遠慮してないし、相手からも遠慮を感じない。何でかは知らない。

「あれ、言ってなかったっけ」

「はい。言ってません」

「クローネ。クローネ・パレアナ・セントヘレナ。まー没落した元貴族ってやつだね。落ちぶれてもパレアナの名誉姓だけは売らなかったのさ。くだらない意地だねぇ」

「名誉姓ですか」

「こんなものただの飾りだよ。さっさと売っちゃえば良かったのにね。持ってたってパンをくれる人はいなかったしさ。でも、大して食べてなかったのに、こんなにデカくなれるんだよ。人間って不思議だねぇ」

「そうですね」

「あ、ブルーローズ家には全く敵かなわないけど、うちの兄貴と結婚すればパレアナ姓になれるよ。どう？」

　名前の話から結婚相手の紹介に話が飛んだ。色々と凄い。多分、この教室では浮いた存在だと思う。ん。もしかして私も浮いているのかも。大声で話してるのに、誰もこっちを見てくれないし。

「一応考えておきます」

「あ、全然心が篭こもってないね。ま、大した兄貴じゃないから止やめた方がいいよ。じゃあ、私は寝るから、この教科書をチビに貸してあげよう。後で新品を貰えるんだろうし、あれなら脱走した馬鹿どものを使ったっていいさ。ほぼ新品」

「ありがとうございます」

「いえいえ、お気になさらず。でも今度倍で返しておくれ」

「考えておきます」

「よろしく！」

　教科書をこちらにぽいっと放り投げると、クローネはぐーすか居眠りを始めてしまった。

　不良学生かと思いきや、歴史の教科書には色々なことがペンで書かれている。質問したことに対しての講師からの返答。それに対しての疑問を書き加えたり。他にも中々鋭い考察が多い。ずぼらに見えたけど、頭は良いようだった。

　私も負けずに頑張ろうと思ったが、隣で寝ている呑のん気きな女を見ていたら、なんだか眠くなってきた。講師の話は全然面白くないし。何を言っているのかさっぱり分からない。固有名詞が多すぎて、それは何かを教科書で調べているともう次にいってるし。それに半年も遅れがあるから授業内容が全く頭に入ってこない。お経みたいだ。成仏しちゃいそう。

　役に立たなそうなので、私は教科書に意識を集中させることにした。クローネのメモつきを読んでた方が色々面白いし役に立ちそうである。そう思って、視線を戻したら、クローネが面白そうに笑っていた。狸たぬ寝きね入いりしてこちらをさっきから眺めていたらしい。

　全然似てないけど、なんとなくニコ所長的な人だなぁと思った。
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　歴史やら語学やら算術といった一般的な授業を終えた私は、だらーっと机に突っ伏していた。集中して授業を受けるのはとても疲れるのだ。

　語学でよく分からないところがあったから、手を上げて質問しようとしたのに、講師の人は一回も当ててくれなかったし。というか目を合わせてくれなかった。本当に酷ひどい話である。そのうち酷い目に遭うと思う。バナナで滑って頭を打つとか。実に楽しそう。

　そんなことを考えていたら、同級生たちはさっさと手荷物を纏まとめて、教室から続々と出ていってしまう。多分食堂にでも移動するのだろう。私のお昼はあるのでしょうか。お金はないけど、お腹なかは減る。だって人間だから。可哀かわい相そうなお子様がここにいるのに放置プレイ。誰かに奢おごってもらえないかな。と、奢ってくれそうな人が声をかけてきた。

「うわ、凄い顔だね。死体が目を覚ました瞬間みたいだよ。まさに恐怖体験だね」

「そうですか？　じゃあちょっとそれっぽい動きをしてみますね。お代はお昼奢りでオッケーです」

　悪霊に取り付かれた人間風に、カタカタと人形めいた動きをしてあげる。そして、飯をよこせーとくぐもった声を出してみた。クローネは、うわぁと三歩後ずさった。残っていた他の学生は悲鳴をあげて教室から出ていってしまった。

「本当に凄い。夜に見かけたら間違いなく悲鳴をあげるね。そのまま演劇の道に進めそうだよ」

「でもクローネは平気なんですね」

「あはは。ちょっとビビったけども、まぁ。私は好奇心が強い方でね。そういう話は大好きなんだ。呪いで人が死ぬとか、恨みで化けて出るなんて理不尽でいいよね」

「変人ですね」

「チビに言われたらおしまいだよ」

　クローネが笑って、鞄かばんに荷物を纏め始める。私は慌てて声を掛ける。

「ちょっと待ってください。お弁当は買わなければいけないんですか？」

「いや、ちゃんと給食が支給されるよ。気分的にはタダ飯だね。お代わりは自由だけど、美お味いしくないから全く嬉しくないけど」

「そうなんですか」

「うん。それじゃあ行くかい。数少ない女子同士、仲良くするのはいいことだと思うね。徒党を組むってやつだ。政治結社かな？」

　クローネが立ち上がると、勢いよく手を叩たたく。やっぱりデカい。百八十センチ半ばくらいあるだろうか。私も立ち上がる。それなのに見上げる形だ。小人と巨人の完成である。

「あれ、もう一人女子がいるのでは？」

「あー、変人のサンドラのことかな？　授業以外ではほとんど、全く、これっぽっちも喋しゃべらないね。私は男子に混ざったりするけど。あいつは図書館に入り浸り。真面目で堅い上に、変人なんだ」

「へー」

「仲良くするしないは任せるとして。ま、これからは多分、女三人で大砲運ばされるんじゃないかな。チビが力持ちなことを祈っておくよ」

　そう笑うと、私の頭を軽く叩いてずんずんと背中を押し始める。相当ひょうきんな性格らしい。男所帯ではモテそうだが、はたして。




　士官学校の食堂はそれはもう広かった。十七期から二十期の全学生を一遍に収容できるらしい。色々な催しもここでやるんだとか。卒業パーティーとかかな？　気になるのは、向こう半分は綺き麗れいな食器の上に、いろとりどりの凝った料理が並んでいるのに対し、こちら半分はパン、肉、黒ずんだ野菜、チーズが適当に載っかっているだけ。なんか澱よどんでる空気も出てるし。見るからに酷い格差である。

「やっぱり気になるよね。うん、わかるわかる。でも諦めな。あっち側は貴族様の席でね」

「貴族席？」

「そそ。太陽の光も当たって暖かいし、椅子もそれはもう柔らかい。で、こっちは市民やその他席。砲兵科に進むような間抜けな没落貴族と、噂の元ブルーローズ家御令嬢もこっち側だね。ま、住めば都っていうし我慢しな」

「でも、あっちの方が美味しそうですね。凄く良い匂いがします」

「そりゃそうだ。ただ、歩兵科砲兵科の生徒は絶対に食べられない。伝統のある身分制ってのは厳しいよね。これを毎日見てたら思わず共和制信奉者になる理由も分かるね」

　強引に私を座らせると、クローネが料理を取りに行く。貴族様はウエイターっぽい人が注文を取るのに対し、こっちはバイキング形式。自分で取りに行けということだ。

「はいよ。お代わりは自分でよろしくね」

「ありがとうございます」

「うん、最初だけね。いやー、どんな顔して食べるのか興味があったんだ。さ、食べてみて」

　意味が分からなかったが、とりあえず勧められた野菜から口にする。萎しなびたピクルスもどき。酸っぱい。思わず顔を顰しかめる。

「──凄く普通だ。もっと酸っぱい顔してくれるかと思ったのに。蛸たこの口みたいに」

「ご期待に添えなくて申し訳ありません。がっかりでしたね」

「全くだよ。しかし、その顔だとカードゲームとか得意そうだね。感情が読みにくい。将来は外交官になるといいんじゃないかな」

「うーん。でも砲兵科ですし」

「なに、世の中どうなるか分からないよ。ここだけの話、誰が王様になってもおかしくない。東の帝国では、愛人の子が大帝に成り上がったとかなんとか。血縁全員ぶっ殺して、宮殿をぶった切って一気に制圧したとかすごい胡う散さん臭くさい噂もあるし。どんな化け物なんだってね」

「へー。半分嘘うそでも凄いですね」

　りょふさんでもいたのかな。会うことはないけど、いつか新聞とかで見れるかも。楽しみである。

「間違いなく世の中は動き出すよ。そのうち、こっちもひっくり返るかもね」

　パンを貪りながら、貴族席を小馬鹿にした表情で眺めるクローネ。その目には野心が滾たぎっている。私もあやかろうと、似たように貴族連中、中でも一番偉そうな顔でベチャクチャ喋っている優男に視線を集中させた。なんというか、典型的である。で、気になったのはその隣の人。

「どれどれ。あ、あの人没落しそうですね。それに隣のあの人、顔に死相が出てます」

「うん？　あー、あれは──」

　──と。

「この無礼者がッ!!」

　いきなり怒鳴り声をあげる優男の付き人その一。なんか死相が出てた人である。死相ってなんだという話だけど、ピンときてしまった。しかし、なんで怒鳴っているのかが分からなかったので、周囲を見渡す。皆、関わりたくないといった感じで顔を背けている。距離を取り始める。

「そこの貴様だ!!　同じ空間にいるだけでも汚らわしいというのに、こちらに不ふ埒らちな視線を向けるとは何を考えている！　下げ賎せんな身の分際で!!」

　指をこれでもかとさしてくる。どうやら下賤な輩やからは私らしかった。

「あれれ。もしかして、私ですか？」

「いきなり偉いのに喧けん嘩か売られちゃったね。あ、もしかして挑発でもしちゃったとか？」

「そういうつもりじゃなかったんですが」

　だって、美味しそうなソースの掛かったステーキ、なんだか彩り豊かな野菜、ついでにケーキまで用意されているんだもの。ずるいなぁと少し妬みの視線が混ざってしまったのは否めない。それが相手の不興を買ってしまったのか。うっかりである。

「あれは十七期の騎兵科の連中さ。卒業が確約されてるから、好き放題遊び呆ほうけてる馬鹿ども。で、中央にいる一番馬鹿っぽいのがイエローローズ家の未来の当主様さ。確かリーマスとか言ったっけ？」

「なるほどー」

　イエローローズ家といえば、義母ミリアーネの実家だったはず。つまり、義理の親戚さんだったわけで。ブルーローズ姓はないから、もう過去形だ。残念。

「全く興味なさそうだねぇ。向こうはいきり立ってるけど、どうする？　叩きのめすにはちょっと今は人数が足りないねぇ。いっそのこと逃げる？」

「ということは、いつもは人数がいるんですか？」

「うん、大抵は私の仲間が結構いるんだけどね。今日はほら、いきなり男ばかりじゃチビが萎縮しちゃうかと思ってさ。他よ所そに行っててもらったのさ」

「なるほど。じゃあ、どうしたら許してくれるか聞いてみましょうか」

　相談しているうちに、付き人その一さんが近くまでやってきていた。それはもう見下した視線である。

「──おい、貴様」

「はい。なんでしょうか」

「なんでしょうか、ではない。何を偉そうに椅子に座っている。お前らは床這はいつくばって、惨めにブタの餌を食ってればいいんだ。我らとは何もかも違うということを理解しておけ。下民の頭でもそれくらいは分かるだろう？」

「はい、ごめんなさい」

「薄汚い下民が。謝るときは床に跪ひざまずけッ!!」

　椅子を蹴り払われ、私は床に転げ落ちた。ついでに、付き人さんの汚い足でぐりぐりと頭を踏みつけられる。髪が汚れてしまった。がっかり。

「ちょっと待ちなよ」

「うん？　誰かと思ったらパレアナ島の没落ノッポか。目障りだからすっこんでいろ」

「誰が没落ノッポだよ。ぬるま湯に浸つかりすぎて、頭だけじゃなく目も腐ったんじゃないのか？　よーし、身分と腕っぷしは全く比例しないってことを証明してやるよ」

　クローネが手を出そうとしたので、私は首を振って制止しておく。

　しかし、そろそろ頭が痛いので、付き人さんの足首を両手で握って動かすことにする。憎しみを篭こめて、全力で。精々苦しめと強く強く祈りつつ。あれ、勝手に祈られてしまった。まぁいいか。どうせ死ぬんだし。

「え？　──っ！　あ、足が！　ぎゃあああああああああああッッ!!」

「ど、どうした!?」

「騒がしい、何事だ！」

　付き人さんその一は悲鳴をあげながら暴れはじめ、貴族さんのテーブルに向かって全力ダイブしていった。コントみたいでかなり面白い。思わず笑ってしまう。ついでに指もさしちゃおう。

「お、俺の足がッ！　や、焼けてる！　骨が、焼けてる!!　あ、熱い、なんだこれはあああああああッ!!」

　付き人さんその二が、その一のズボンを捲まくって足首を確認している。普通の足首で、別に異常はない。それはそうだ。私の力で骨が折れるわけがない。

「……特になんでもないようだが。まさか、その年で贅ぜい沢たく病か？」

「違う違う違うッ！　ぐあああああああああああ!!　い、医者を呼んでくれ！　ほ、本当に死ぬ!!」

「ええい、全くやかましい奴だ。もういい、私は食欲が失うせた。君たちは彼を医務室に運んでやれ。悪いが先に失礼する」

　イエローローズ家のリーマス君が、ナプキンで口を拭いて、立ち上がる。私を冷たい目で一いち瞥べつすると、そのまま食堂を出ていってしまった。続いて、付き人さんズがてんやわんやで立ち去っていく。忙しい人たちである。

「……なんだか分からないけど、してやったね。毒でも刺したのかい？」

「いえ全くなにもしてないです。なんで痛がってたのでしょうか」

　握ったところが丁度弁慶の泣き所に当たってしまったのか。それとも本当に痛風だったのか。それなら地獄の苦しみである。

「ま、普段良いものばっか食ってるから、贅沢病にかかるのさ。本当に馬鹿な奴だ。それより、美味しそうな料理が一杯残ったままだし。チビ、これもらっちゃおうよ」

「それは、とても良い考えですね。グッドです」

　私は諸もろ手てを挙げて賛同する。慌てて制止しようとするウエイターだが、ちょっと及び腰だ。

「ちょ、ちょっと待て、お前たち！　それはお前たちのでは──」

「でも残したらもったいないだろう。だから私たちが美味しくいただこうっていうのさ。じゃ、そういうことで。ほら、暇なら他の貴族様のお世話をしてなよ」

　手づかみで豪勢な肉料理をむしゃむしゃ食べていくクローネ。まさに野生児そのもの。私は一応フォークと皿を持って、美味しそうな菓子に手を出していく。私は甘党なのだ。

　貴族席の人たちは嫌な顔をしているが、わざわざ立ち上がって注意するのが面倒くさいようだ。クローネ、私と目を向けると、目を見開いて小声で話し始める。

　市民席の人たちは、相変わらず顔を伏せて黙々と食べている。触らぬ神に祟たたりなしを体現しているのかもしれない。それはそれでありである。私はなしだけど。それでは面白くない。

「いやぁ。一足早く席が入れ替わっちゃったなぁ。ま、今回のは予行演習ということにしておこうか」

「やっぱり、こっち側に来たいんですか？」

「それはそうだよ。美味しい食事に美味しい酒、でっかい家にだだっぴろい畑、たくさんの家来に綺麗な花嫁！　金銀財宝、酒池肉林。男なら誰しもが描く野望らしいよ。それを、女の私が実現してやろうと思ってさ。こういうこと言うと、皆笑って馬鹿にするんだけど」

「いえ、素敵な夢ですね」

　若き野心家、クローネさん。目がキラキラと輝いている。体格が立派なので、なんだか迫力がある。彼女にはカリスマ性があるかもしれない。もう仲間もいるらしいし。

「そうだろう？　チビもさ、あの馬鹿に抵抗した気概は立派だったよ。チビが優秀でその気があるなら、私の仲間にしてあげるよ。私が偉くなったら、一気に減らすからさ。あれなら、入れ替わりにチビが座ってもいいと思うな」

「減らす？　何をです」

「んー。他の連中には内緒だよ？」

　骨をくわえながら、私の耳に近寄ってくる。他の人には聞かせたくないようだ。小声でクローネが囁ささやく。

「──多いんだよ。このエウロペ大陸にはさ」

「多い？」

「王様やら皇帝やらがさ。ちょっとばかり多すぎる。詐欺師の売る奇跡の壺つぼじゃないんだから。ま、エウロペに小さい国が多すぎるのがいけないんだけど。だからさ、私が偉くなったら片っ端から整理していくよ。それで綺麗に一つにしちゃうんだ。そのときの地図は見物だと思うね」

　そう言って白い歯を見せて笑うクローネ。大きな夢というか野望である。私は思わず凄いなぁと感心してしまうのであった。

「だから、私はここにいるんだ。故に私は学ばなければいけない。──近い将来、私の指揮する大砲が世界を変えるのさ」

　クローネはきわめて真剣な顔で強く言い切った。その光景は、まるで名画みたいだった。あるいは映画のワンシーン。……口にソースの汚れがついている以外は、本当に完璧だった。周囲の視線が気になるところだったが、私は盛大に拍手しておいた。
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　午後の授業を受けようとのんびり歩いていたら、いきなり生徒指導室に呼び出しを喰くらってしまった。内申点システムがあったら大減点間違いなしである。

　生徒指導室には、パルック学長と、ガルド教官、ついでになんか顔を真っ赤にして怒ってる茹ゆで蛸だこおじさんもいた。

「一体何をしたのかね？　いや、やらかしたのかね？」

「なんのことかさっぱり分かりません」

　パルック学長の問いに正直に答える。全くもって見当もつかない。前衛芸術を作り出した覚えもないし、リズムゲームをやったりもしていない。私は真面目に学生生活を満喫するつもりなのである。

「とぼけるなッ、この呪い人形め！　私の生徒に呪いをかけただろう!!」

　真っ赤な顔のおじさんが騒いでいる。この茹蛸おじさんは顔は面白いけど、正直声が大きくてうるさい。

「……昼食時に騒ぎを起こしたと聞いているが、それは本当か？」

　ガルド教官の問いに、悩んだ後一応頷く。

「私は騒いでいませんが、頭を踏まれたので足を掴つかんでどかしました」

「そのときに呪いをかけたのか!?　なんて奴だ、この化け物め！」

　掴みかかってきそうな茹蛸先生をガルド教官がなだめている。漁師と暴れる蛸である。ちょっと面白い。パルック学長の頭も蛸っぽいので思わずクスリとする。そうしたら丁度目が合ってしまった学長の顔が真っ青になってしまった。こっちは青蛸である。大漁だ。大漁旗を掲げるガルド教官を思い浮かべてしまう。……かなり面白いけど笑ってはいけない。深呼吸して堪こらえよう。

「まぁまぁ、少し落ち着こうじゃないですか。そんな都合の良い魔術なんて存在しないのは貴方も知ってるでしょう。それにこいつは詠唱魔術なんて知りもしない。目撃者の話を聞いても、そんな素振りはなかったそうだ」

「し、しかし、現に私の生徒が！」

「第一、騎兵科の連中はお守り代わりに対魔障壁を常備してるんでしょう？　つまり、魔術対策は完璧ってことだ。それを掴んだだけで破ったというのは無理があるんじゃないですかね」

　腕組みをしたガルドが馬鹿馬鹿しいと斬り捨てる。

　私はガルド教官頑張れと心の中で応援する。ここを退学になったら、私は本格的に行き場がない。スラムに潜り込んで、浮浪児になる人生が待ち受けてしまう。ちょっと面白そうだけど、なんか疲れそうだし止めておきたい。ネズミさんとお友達になれるかもしれないけど。よし、スラムにいったらネズミ使いに転職しよう。

「ぐ、ぐっ。な、ならば、握力で骨を握りつぶしたとか」

「外傷がないのは貴方も見たはずだ。そして生徒の〝骨〟自体には異常なし。第一、この小さな身体で、足を潰すってのは中々難しそうだ」

「……そ、それはそうだが！　な、ならば、一体どうして彼は──」

「精神的なもんじゃないんですかね。詳しくは知らないですがね」

　湯気があがりそうだった茹蛸おじさんは、肩の力を落として座り込んでしまった。可哀かわい相そうに。寿命が縮まってそう。

「こ、このままでは私は──」

「さて、納得していただいたようだし、これで無罪放免だな。……お前に色々な噂があるのは知っている。あの不幸な生徒は怖がりすぎてしまった結果、幻痛を感じるようになってしまった──ということになるのだろう。つまりは、自業自得ってことだな」

「ふ、ふざけるなッ！　そんな馬鹿馬鹿しい弁解で納得できるわけがない！　被害者は名のある貴族で、しかも、あのリーマス・イエローローズの友人なのだぞ！」

「そう言われてもですな。足に外傷はないし、どうしようもない。どういう罪状を押し付けるおつもりで？　証拠はあるんですかね」

「…………」

　よく分からないが、私が足首を掴んだ付き人その一さんは、痛みが引かず歩くことすらままならないらしい。今は絶賛失神中だとか。

　でも、頭を踏みつけられた恨みがあるので特に思うことはない。苦しみ抜いた後で知らないうちにさっさと死んでほしい。できれば全身に痛みが回るとなお良いね。その方が賑にぎやかになるだろうし。徐々に痛みが全身に広がって、最後には頭が吹っ飛ぶとか、インパクト抜群だ。

　これは、私の希望なのでそうなるかは知らない。普通に治って明日にはピンピンしてるかも。生きるか死ぬかなら確率は五分五分！　でも私は呪術の使い手じゃないから特にこれ以上できることもなく。不幸が訪れるようにお祈りするだけである。人を呪わば穴二つとあるけど、私は十分に不幸を味わったので問題なし。墓穴から這い上がった気分でいっぱいだもの。……あれ、そうだったっけ。なんだかよく分からなくなった。まぁいいや。さっさと死んじゃえ。

「……では、ミツバ君には午後の授業があるから、これで話は終わりにしよう。最後に、何か言いたいこと、彼に伝えたいことはあるかな？」

　学長先生が震える声で尋ねてくる。

「特にないです。どうでもいい人なので、どうなろうと知ったことじゃないかなーって。あ、一応騒ぎを起こしたことは反省してます。ごめんなさい」

　反省の態度が見えないと後で文句を付けられたら嫌なので、ちゃんと反省していますと表明しておく。これは大事である。

　なんだか複雑な視線を浴びせられた気もするけど、気にしないでおこう。長生きの秘ひ訣けつである。
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　結局二時間くらいは拘束されていただろうか。ようやく解放された私は、フラフラしながら教室を目指す。チャイムというか鐘はさっき鳴ったから、今は移動兼休憩時間だと思う。

　廊下を色んな科の学生が歩いている。私と距離が近くなると、モーゼの十戒みたいにすーっと割れていく。中々面白い光景である。

　せっかくなので、近くにいた学生にすすーと近づいていき、顔を下から覗のぞき込こんであげた。これ見よがしに視線を避けている人を見つけると、なんだかちょっかいを出したくなるものである。当てられたくないときに、先生に当てられてしまうアレである。

「──ひ、ひっ!!」

「こんにちは」

　見知らぬ学生は金縛りにあったように身動きしない。声もあげない。反応が鈍くていまいちくんである。ぎゃーとか叫んでくれないと驚かしがいがない。そういう遊びをしてるわけじゃないけど。せっかく呪い人形という評判があるんだから、そういう反応してくれないと。で、私は指さしてゲラゲラ笑って、彼が顔を真っ赤にして怒る。そして最後に仲直りして、私は実は洒しゃ落れの分かる面白系女子なんだよーとアピールする遠大な計画なのである。千里の道も一歩から。呪いを解くのも大変なのである。

「う、ううっ」

「どうして、目を逸らすんです？　ね、どうして？」

「う、うわあああああああああ!!　助けてくれぇええええええええええ!!」

　慌てて逃げていってしまった。それを茫ぼう然ぜんと見送る私。

　前々から思っていたのだが、私の顔はいわゆるそっち系の顔であるっぽい。それとも醸し出す雰囲気だろうか。鏡で見る限り、少し目つきの悪い、色白で銀髪の小柄で可愛い系女子なのだが。まさか気付かず睨にらんでしまっているのか。それとも内面から不可思議な何かが出てきているのか。実に謎である。

　そもそも、私の正体自体が謎だから仕方がない。私は一体何なのでしょうか。いずれ解き明かせることを祈っておく。こういうことを考える私は意外とお茶ちゃ目めな性格なのだろう。多分。たまに違うものが混じったりする気もするけど。そういうこともあるよね。そうだね。

　──自分のことを色々と考えるというのは中々面白い作業だった。周りにはもう誰もいないけど。なんだか微妙に楽しくなってきた私は、鼻歌交じりに教室に戻るのであった。

「…………あれれ。誰もいない」

　教室に入ったら、誰もいなかった。今日はもう終わりなのかもしれない。やったね。ということで散歩に行こう。

「ちょっと待て」

　ウキウキで教室を出ようと思ったら、背後から肩を掴まれて強引に引き戻される。

「うわー」

「無表情で叫ぶな」

「どなたですか？」

「……私はお前の同級の人間だ。数少ない女子の一人だな」

「で、今日の授業は？」

「もう終わっている。でだ。私はお前に聞きたいことがあって待っていたというわけだ」

「クローネは？」

「少し前までいたが、仲間と自主練があるから先に行くと言っていたな。『後で寮で飲もう』と伝言を強引に頼まれたから、ついでに伝えておく。享楽主義の馬鹿女め」

　不本意そうな茶髪メガネの女子。

　クローネが飲もうと言ってるのはアルコールだろうか。さて、私は飲んでもいいのだろうか。未成年だけど、この世界ではいいのかもしれない。私の予想だとワインがとても美味しいような気がする。楽しみである。

「そうなんですか。それじゃあ、お邪魔しました」

「話はまだ終わっていない。……私の名はサンドラだ。お前はミツバで合っているな」

「あ、はい」

　茶髪メガネのインテリ女史、サンドラさん登場。笑顔は全くない。自己紹介も勝手に終わってしまった。多分お友達が少なそうである。なんとなくシンパシーを感じる。きっと頭がアレな人である。

「お前はブルーローズ家から追放されたと聞くが、事実なのか？」

「色々あって、そうなりました」

「そうか。それで、追放された今、貴族をどう思っている。それを聞きたい」

「とても偉そうだなと思いました。あと贅沢三ざん昧まいです」

　インタビュータイム突入である。我が道を行く人だなーと思わず感心する。クローネといい、これくらい我が強くないとここではやっていけないのかも。

「同じ人間なのにだ。流れている血も同じ色なのにだ。だが、奴らは我々とは全てが違うと言う。……何故なぜ奴らが、そこまで偉そうにできるか分かるか？」

「貴族だからです」

　すごい。誰でも正解できるクイズ！

「なるほど。それも正解だ。正確には貴族が偉そうに振る舞うことを〝許容する体制〟があるからだ。血統だけで一国の指導者となれる仕組みが全ての元凶なのは言うまでもない。そしてそれに連なる屑くずども。こいつらが我々の血税を貪っている害虫。いわば、国に巣食う白しろ蟻ありだ」

「害虫に白蟻ですか」

　王様を元凶、貴族を白蟻呼ばわり。中々ヤバそうな話だが、幸い周囲に人はいない。聞かれていたら、またもや生徒指導室行きである。多分私だけ。私は誤解を受けやすいのである。

　長くなりそうなので、適当な椅子に座る。空が明るいや。まだまだサンドラさんの演説は続く。目がヤバイ。なんというか、狂信的な何かを感じる。

「……であるからして、このままでは、更に取り返しのつかない事態となるだろう。国に巣食う白蟻のせいでだ。いいか、我々は皆平等なのだ。神の下には、貴族も王も市民もない。血統で指導者を選ぶ時代は終わらせなければならない」

　サンドラさんと話すのは初めてなので興味深いが、まさか政治の講義を受けるハメになるとは思っていなかった。

　私は机に突っ伏すのを必死に堪こらえながら聞いた。

「──さて、ここまで聞いてお前はどう感じた。何を考えた」

「やっぱりさっぱり、私にはよく分かりません」

「こんな話をお前にした理由の一つは、食堂での一件を聞いたからだ。あの傲慢なあり方こそが貴族どもの性根。お前はそれに屈せず戦った。抗あらがったのだ。お前はもう貴族ではなく、我らの側だ。だから、もうすぐ変わるということを伝えようと思った。──もうすぐ、世界は動くぞ。我々が、私が変えるのだ」

「サンドラが、変える？」

「人任せでは何も変わらない。訴えていかなければならない。私は卒業後、規定軍務を終えた後にまずは議員を目指そうと考えている。ニコレイナス女史のおかげで、この国では女性議員も存在できる。唯一他国に誇れるところだな」

「議員さん……。サンドラは将来、市民議会に？」

「ああ。そのつもりだ。無論、それは最初の一歩に過ぎない。目指すところは全く別にある。この国を変えるための最後の一押しには多くの同志が必要になるだろう。お前に意志があるならば、我々はいつでもお前を歓迎する」

　力の篭った、魂の篭った演説だった。何がそこまで彼女を動かすのかは分からなかったが、とりあえず深々と頷いておいた。サンドラは満足したらしく、私の肩に優しく手を置いた。

「まずは勉強してから、考えます」

「ああ、それが正解だ。やっぱりお前は賢いな」

　上機嫌に笑うと、私の頭を撫なでてからサンドラは先に行くと言って教室を出ていった。

　私と違って、皆色々なことを考えているなぁと思うのであった。私が思うのは、とりあえず楽しく過ごしたり、思うように生きていこうというだけ。これを、享楽的というのである。

「自由万歳、か。とりあえず、寮に戻って本場のお酒を味わおう。享楽人生に乾杯しなきゃ」

　こんなことでいいのだろうか。どうも、自分のことなのに俯ふ瞰かん的てきに見てしまう癖がある。自分というレンズを通して、物事を見ているというか。たまに勝手に手が出たり、口走ったりしている気もするし。何だか変な感じだ。私は一体何なのだろうか。この思考している私は本当に私なんだろうか。いつか正解をニコレイナス所長は教えてくれるのだろうか。

　──ま、どうでもいいか。私がどうであろうと、世界は回るんだもの。





◆






「ただいまー。ってこの部屋に入るの初めてですけど」

　手荷物を抱えた私は、見慣れぬ部屋の鍵を開けてこそこそと入る。陸軍士官学校の寮は、基本的に四人で一部屋らしい。もちろん、歩兵科と砲兵科のみ。貴族様は一人一部屋。だからこんなに広い敷地が必要になるのだなぁと、私は納得したのであった。

　そんなわけで、私はクローネとサンドラと同室となることが決定。二十期砲兵科の女子は二人だけだったから、必然的に私がそこに投入となる。一応男女の区別はしてくれるらしい。本当はもう二人女子がいたらしいけど、とっくに脱落してしまったとか。色々と見切りをつけたんだろうとクローネがさっき言っていた。と、そのクローネが素晴らしい笑顔で迎えてくれる。

「お、来たねミツバ。さぁさぁ、どうぞ中へ中へ」

「あ、ありがとうございます。やっぱり一緒だったんですね」

「うん、女子の仲間が増えてめでたくもあるが、今晩からこの部屋における私の領地が減ってしまうわけでもあるんだ。だから、歓迎会と残念会を兼ねて、安物のワインを用意してきたんだけど。どう？」

　色気のない室内着に着替え済みのクローネが、見るからに安っぽい瓶とあんまり綺麗じゃないグラスを掲げた。服はアレなのに、やたら色っぽい。それに背だけじゃなくて胸もでかい。これはきっと男連中にモテモテである。

「…………」

　サンドラは呆あきれた表情で、寝る準備を整えている。出迎えの言葉もなく、完全に放置プレイ。でも目は合ったのできっと意思疎通はとれている。多分。手を振ってみる。スルー。がっかり。

「ありがとうございます。でも、私が飲んでも大丈夫でしょうか」

「ま、いいんじゃないの。酒飲んだって別に死ぬわけじゃないし。死ぬときは死ぬしね。とはいえ、二日酔いでも、明日の授業と訓練からは逃げられないけどね」

「じゃ、じゃあいただきます」

　遠慮がちにいただく。でも飲む気満々である。酒は百薬の長だしね！

「先に言っておくが、私は眠らせてもらう。享楽主義者に自分のペースを崩されたくない」

「あーはいはい、知ってるよ。だから誘ってないんだよ。未来の議員様はとっとと寝ちまいなよ」

　露骨に嫌そうな顔でしっしっと追い払う仕草をとるクローネ。

「ならいいんだが。ミツバも馬鹿に付き合わずにとっとと寝ることをお勧めしておく。……おやすみ」

　一応挨拶はしてくれたサンドラ。だが、部屋の明かりは消され、中央に強引につけたと思われる仕切りの安物っぽいカーテンもピシャッと締められた。容赦のない性格である。

「やれやれ。これだから過激思考のインテリ女は嫌なんだ。こんなものまでつけちゃって。妥協を知らないのさ」

　クローネが苦笑しながら、備え付けの小さなランプを取り出す。魔光石を使ったランプ。でも安物だからあんまり明るくないとのこと。がっかりランプ。

「はい、これでよしっと。……いつもこんな感じさ。私とは相性が悪い上に、性格も正反対でさ。だからチビが同室になってくれて助かるよ。いやぁ、二人きりだと空気が重くてさー。いつも男連中のところで飲んでたんだ」

「クローネの仲間の人ですか？」

「そうそう！　歩兵科や砲兵科在籍で頭の悪い連中ばかりだけど、それが意外と面白いんだよ。馬鹿貴族よりは遥はるかにマシってね。私も貴族の端くれらしいけどさ」

「なるほど。面白いなら楽しみです」

「そのうち紹介するつもりだけど、どいつもこいつもチビの噂にビビっててさ。本当に情けない連中だよ。腰抜けかっての。あ、とりあえず乾杯しようよ乾杯。──はい私たちの明るい未来に乾杯！」

「乾杯！」

　いつの間にかワインの注がれていたグラスを軽く打ちつけ、口を付ける。うん、甘あま味みはなくてとても渋い。というか渋すぎ！　芳ほう醇じゅんな香りとかそういうのないし！　ワインのことは分からないけどこれ絶対安い！

「お、『安物だこれ！』って顔だね。大当たり！　あはは、私もようやく表情を読み取れるようになってきた。チビは顔立ちは良いんだからさー。いつもの良い笑顔と無表情だけじゃ、味気ないよね」

「えーっと。私の良い笑顔ってなんです？」

「そりゃもうあの悪い顔さ。いやぁ、なんというか凄みがあるよね。真夜中に出くわしたら殺人鬼も腰を抜かすね。そうか、あれなら恐怖で兵を縛れそうだ。チビはチビだけど、それがあれば軍でも大丈夫っぽいね」

「それは良かったです」

　今度は意識して悪そうに笑ってみる。歯をむき出して、若干顔を造る。多分、嗤わらえているはず。なんか、そういうオーラを勝手に纏ってそう。よく分からないけど。

「……うわー、それそれ。いやー本当に良い笑顔だね。お姉さんが花丸をあげよう。さ、続いてもう一杯。あと、本当に怖いからそろそろ顔を戻してね」

　頬をツンツン突つつかれた後、もう一杯強引に注がれる。

「あの。これ本当に超渋いんですけど。しかもなんというか、アレです」

「そりゃ驚くほど安物だからね。満足できる高級品が飲みたいなら、もっと頑張って偉くならないと。今満たされたら向上心がなくなっちまう。そういう自分への戒めも篭めて、私は安物を飲んでいるんだ。いい心がけだろう？」

「かもしれませんが、ただお金がないだけでは」

「ははははは！　チビは鋭いね！」

　景気良く一気飲みするクローネ。豪快だ。私は普通に飲む。うーん赤ワイン独特の渋みが凄すさまじい上になんというか軽いし匂いもあれだ。まさに安物ここに極まる。

　なんでワインの味が分かるかは、多分、どこかで飲んだことがあるからだろう。良いのか悪いのかは知らない。言えるのは、もっとおいしい物を飲みたいということである。

「あ、そうそう。私の夢はさっき話したよね。今度はチビの夢も聞きたいね」

「私の、夢？」

「そそ。夢や野望もなく、流されるままに生きるってのは、つまらないと思うなー。何か持ってた方が人生楽しくない？　あ、もしかしてお国や王様のために頑張ろうとかそういう奴だったり？」

「全然そういうのはないです。会ったこともないし、本当にどうでもいいです」

「あはは。はっきり言うね。普通は濁すところだけど」

「はっきり言います」

　義理もなければ忠誠心もない。国や故郷への愛情もない。ないないづくしである。滅んじゃっても多分なんとも思わないか、へーで終わると思う。なるほど、私は薄情なのかもしれない。知らないけど。手を叩いて喜んだりはしないと思う。多分。私は。

「じゃあ、軍人になりたいのは食べるため？　よくある話だけど」

「それもありますけど、勉強したいならここが良いって教えられました」

「そうかー。チビの動機はサンドラに似てるんだね。んー、もう少しアレだ。ギラギラとした野心が欲しいね。溢あふれるような金が欲しいとか、死ぬほど偉くなるとか、いい男を捕まえるとかさー」

　どこからか豆菓子を取り出すと、小皿にじゃらじゃらと入れる。手でどうぞどうぞと合図されたので、つまんで口に放り投げる。これは塩がききすぎている。でも安物ワインにはピッタリだ。相性抜群。

「──私の夢、野望。したいこと、かなえたいこと」

　夢、希望、野望。なんだか私には縁遠いようなことに思える。

　生きてこそ、という生存第一の考えがまず浮かんだ。人間、生きてるだけで丸まる儲もうけと偉い人が言ってた気がするし。やっぱり安定こそ第一！

　次にぼやーんと浮かんできたのは明るく楽しく生きたいという前向きな考え。とても無邪気で夢に満ち溢れた空気が湧いてくる。面白いことにたくさん触れて、たくさんの友達を作るのだ。世界はこんなにも楽しいことで溢れているのだから。

　……最後にそれを包み込む靄もやのように浮かんできたのは──。残念だけど、人にはとても言えないようなことである。それをごまかすために、豆をばりぼりと口に放り込む。

「お、今度はしょっぱい顔だね。何かごまかしたかったのかな？　ふふ、私はチビの表情研究の第一人者になれそうだ」

「誰でも分かりますし。そんなものになっても良いことはないですよね。多分」

「いやいや、この先にあるかもしれないじゃないか。チビがどこかで偉くなったら、交渉で有利になるし」

「そうですかね。って私といつか対たい峙じするんですか？」

　どんな場面なのか想像もつかない。

「そういう可能性もあるだろう。私とチビの夢がぶつかりあったらさー。でも男を取り合うとか、修羅場はいやだよね。うん。大体は譲るから言ってね！」

　そう言ってグラスを飲み干すクローネ。かなりご機嫌だ。このうるさいなかで寝ていられるサンドラも只ただ者ものではない。

「……まぁ、とりあえずですけど」

「うん？　あ、好みの男の話？　私は私の言うことを聞く奴がいいなぁ。優男でも強こわ面もてでもなんでもいいけど、命令は遵守してもらわないと。たてつく奴は鉄拳だよね」

　それは恋人ではなく上司と部下の関係だと突っ込みたいが、ここはスルー。せっかくいい話をしようとしているのだから。

「いえ、夢の話ですよ。今の私にははっきりとした夢がないので、まずはしっかりと生きていこうと思います。なにせ、私は意識を取り戻してから半年しか記憶がないんです。この先、どうしたいかなんて全然分からないというのが正直なところです」

「…………ふむ」

「……でも、全力で生きないと、最初に面倒を見てくれたお父様に顔向けできないかなって思うんですよね」

　父ギルモアは死んでしまったので、もう恩返しとか親孝行はできない。唯一できそうなのは、精いっぱい生き抜くことだ。私が誰なのかすら分からないけれど、まずは生きてこそ。生き抜かないと駄目だ。精いっぱい頑張った上で死んじゃったなら、そのときは仕方ない。色々苦労してくれたお父様にも顔向けできる。多分。想おもい出ではないけど、恩はある。

「そっかそっか。確かに、大きな夢や野望があっても、死んじゃったら何にもならないよね。生きてこそか。チビは中々良いことを言うね。ささ、もう一杯いっちゃおう」

「ありがとうございます」

　酒のペースが早くなる。渋みに慣れてきたおかげ。でも、酔いは全然回らない。気分が良くなるということもない。渋いジュースをひたすら飲んでいるような感じ。でも、クローネと飲むのは面白い。

「中々強いんだね。私も結構強いつもりだけど、チビは全然顔色が変わってない。あ、無理してるならいつでもやめなよ。楽しくないと意味がないからさ」

「全然平気っぽいです。やりました」

「そっかそっか。じゃ、遠慮なくやってくれ。へへ、在庫は机の下にしまい込んであるのさ。腐るほどというか腐ってるのもあるよ！」

　机の下を指差す。古い木箱からは、瓶の上部分だけが覗いている。本当にカビが生えてるのもあるし。在庫放出の日が恐ろしい。

「──というわけで、私の当面の方針を発表します！」

「お？　うんうん、ばしっと決めちゃおう。勢いは大事だよね」

「臨機応変に生きていくことにします。だから、無事卒業して軍人になっても、いざとなったら逃げることにします」

「うーん？　でも敵前逃亡は銃殺だよ。その方針で本当に大丈夫かな？　執行人になったら泣いちゃうかも。いや、多分泣かないけど」

　クローネがちょっと真面目に忠告してくる。それはそうだろう。むしろ、敵前逃亡する兵を始末するのが士官の役目なんだし。でも、命あっての物種と今の私は考えるので、きっと逃げるだろう。──私が私のままならば。

「ほら、戦っても死ぬって分かってるなら、逃げた方が生き延びる可能性がありますし。第一、敗軍の将は死罪っていうのが古来からの定説ですけど、実際に処刑された人ってあんまりいないはずです。……それにこの顔なら、死人のフリができそうですしね。敢闘した体ていで逃げます」

「あはは！　確かにチビの顔色と身体つきならごまかせそうだけど。あはは。いやぁ、チビは見かけによらず中々話ができるね。うんうん。良いルームメイトになれそうだ。よーし、チビを砲兵科での女友人第一号にしてあげよう！　というかなっておくれ！」

　クローネが手を差し出してきたので、握り返す。友達ゲット。

「それはどうもありがとうございます。……あれ、サンドラは？」

「あれはただ部屋に一緒にいるだけかな。本当に話が合わないし。酒も付き合ってくれないし。つまらないからどうでもいいよ」

「クローネは結構毒がありますね」

「うん、私は正直者なんだ。さぁ、わが友よ、もう一杯飲もう！　安いけど量だけはあるよ」

「カビたのはやめてくださいね」

　それから空が白みはじめるまで飲んだ私たち。

　なんと最後はクローネを潰すことに成功してしまった。私はやっぱり全然酔わなかったし酔えなかった。でも、トイレには結構な回数行きました。まる。





◆






　──朝。私は学校に到着するまで馬車で寝てたから大丈夫だったけど、クローネは死んだような顔をしていた。サンドラは心底呆れた表情をしていた。そして、部屋が死ぬほど酒臭いことにプンプン怒っていた。『享楽主義者への天罰』と古新聞を丸めて頭を叩かれてしまった私は、相当情けない顔をしていたことだろう。

「夢、希望、そして野望。全部良い言葉です。本当に、明るくて素敵ですね」

　──そうそう。最後に、私の頭の中に浮かんでしまった靄だけど。それはドス黒くて、禍まが々まがしくて、真っ暗で、咽むせるような死の臭いで溢れていた。この世界に悪意と苦痛をばら撒まいてやる、みたいな感じだったし。あまりに毒々しい紫色で一瞬意識が途切れそうになった。でも私はとても落ち着いていた気がする。

　さっぱり意味が分からなかったので、とりあえずなかったことにしておこう。長い間植物状態だったから、その後遺症なのかもしれない。そういうことにしておく方が良いと思う。私の精神を安定させるためにもだ。

　私は多分大丈夫だ。最近は私が私に定着してきたような気もする。城館や塔にいた頃より、気分が楽なのだ。私は私になれてきた。私は私。だから、大丈夫なのである。でも、誰かが保証してくれると嬉しいな。ミツバはミツバなのだと。
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　今日はお待ちかねの銃を使った授業である。ちなみに大砲は一週間に一度だけしか撃てない。それはなぜか。経費がかかるから。世知辛い。当然マイ大砲なんていう素敵なものはなく、軍で古くなった物のお下がりである。小汚いそれをピカピカに磨くのも訓練の一種なのだ。

　射撃訓練は担任のガルド教官が教えるらしい。射撃訓練場で、整列してお話を聞く態勢。私はチビなので一番前に並ばされた。

「さて諸君。今日は編入したばかりのミツバもいるから、もう一度初歩から学びなおすことにしよう。何事も基礎が肝心だからな。では質問するぞ、ライトン」

「は、はい！」

　ライトンと呼ばれた生徒が立ち上がる。いたって平凡。一般兵その一って感じ。いわゆる地味。ちょっとうらやましい。

「魔術大国の異名を取ったこともある我が国だが、なぜ〝魔光銃〟などという誰も名を呼ばない、覚えていない無粋なものを使用しなくてはならなくなったのか。答えてみろ」

　皆普通に『長銃』と呼んでる。テストには出るけど、覚えなくても生きていける。人生ってそんなものだよね。

「はい！　怨敵プルメニアの研究者が〝対魔障壁〟の開発に成功したからです！」

「その通りだ。優勢だった我が国だったが、それを境に一気に流れが変わった。プルメニアが、技術を秘匿せず他国に積極的に障壁技術を伝えていったのも一因だ。それ以降、我が国は劣勢に追い込まれた。対魔障壁は、魔術師が具現化した魔力を阻む。無敵の精兵が、ただの烏う合ごうの衆になってしまったのだ。失った領土と植民地は数え切れないのは諸君も知っての通り。我が国の屈辱の歴史だ」

「……………………」

「──故に敵を殺す手段としての魔術はほとんど廃れ、医術や生活術の類いが貴族の嗜たしなみとして伝えられることとなったわけだ。全員、ここまでは問題ないな？」

　全員と尋ねているが、視線は私を見ている。これはアピールチャンス。私はこれでもかと大きく手を上げておく。通信簿では『やる気がある』と評価されるに違いない。多分。でもなんとなくスルーされているような。がっかり。

「……よろしい。さて、窮地に追い込まれた我が国にも、プルメニアの研究者に匹敵する鬼才が誕生した。それがニコレイナス女史だ。彼女はローゼリア人が持っていた魔術適性の優位性を何とか活いかせないかと考えていた。そして研究を重ね『でかい魔力を使って鉛の塊を景気よくふっ飛ばせば全ての面倒事は一発で解決する。極めて単純なことだった』と先代国王に進言したんだ。──新型武器を携えてな。それが、このニコ壱式長銃だ。こいつは最初期のものだから、かなり希少なものだぞ」

　ガルド教官が慣れた手つきで長銃に弾と火薬みたいなものを込め、棒で忙せわしなく突いている。そして、何か紙みたいなものを銃の中央にある穴に挟み込むと、構えて狙いをつける。そして発射！　目標である案か山か子しの胸部に命中。お見事である。

「頭を狙ったんだが、外してしまったな。初期型は命中率が酷ひどく悪いのが欠点だ。ついでに撃った後が非常に煙い」

　ボリボリと頭を掻かいて、銃からもくもくと漂っている白煙を手で払うガルド教官。あんなのが大量に並んでたらすぐに周囲が見えなくなりそう。

「こいつは、魔光石を砕いた粉を使って術式を発動し、衝撃を起こして鉛弾をぶっ放す武器だ。だから『魔光銃』。誰も呼んでないから覚えなくていいが、短銃と長銃があることは覚えておけよ」

　テストにも出ないようだ。でも不意打ちで出たら困るので頭の片隅に置いておこう。明日には忘れそう。

「連中ご自慢の対魔障壁ではこいつは防げない。なぜなら、敵を殺すのは優雅な魔術ではなく、この無骨極まる鉛弾だからな。解決策は馬鹿馬鹿しいくらい単純だったのさ。──では、セントライト、質問するぞ」

「はい！」

「これを開発し、量産に成功した我が国はどうなったか？」

「はい！　新型武器に敵国は激しく動揺し、我が国は連戦連勝。飛ぶ鳥を落とす勢いで、失った領土を取り戻していきました！」

「正解だ。今の我が国の栄光があるのもこの銃のおかげだ。まぁ俺たちが障壁をパクったように、敵もパクりやがったから、現在は五分五分の状況だがな。優位性も消え、我慢比べの消耗戦の時代に突入ってわけだ」

　今の流行は対魔障壁ではなく、対物障壁なんだとか。敵の物理攻撃を防ぐ障壁。銃弾のような物理的な攻撃の威力を緩和してくれる。けど対魔障壁ほどの効果はないそうで。物理完全無効とかそんなにうまい話はなかった。

　ついでに前線の歩兵の皆さまにはそんな素晴らしい障壁発生装置は配布してくれない。製造コストがひどく嵩かさむから。優先的に配られるのは貴族や将官、そして精兵。前線の雑兵たちは消耗品だからどうでもいいらしい。

「騎兵が息を吹き返しやがったのもこの障壁のせいだな。全く面倒なことだ」

　プルメニア帝国の意地により編み出され、騎兵用に改良された〝突撃用対物障壁〟とかいう意味の分からないものがあるそうで。騎兵がそれを展開して派手に突っ込んでくると、兵は気持ちよく吹っ飛ばされてしまう。その後はそれはもう悲惨なことになるらしい。プルメニアのお家芸だと教官が説明してくれた。

　そんな面倒くさい対物障壁をぶち破るために、ニコレイナス所長は銃口を馬鹿でかくした大砲と弾薬を開発。性能が認められると他国もそれを模倣して製造を開始。そんなことが繰り返されて、現在の泥沼みたいな状況に至っていると、ガルド教官は最後に付け加えた。うーん、歴史って面白い。すっごい血塗られてる。

「以上でおさらいは終了だ。何故なぜ魔術や弓が廃れ、銃の時代になったかをちゃんと理解しておけ。この先、大砲が更に量産されれば、死にぞこないの騎兵どもも戦場から追い出せるのは間違いない。なにせ戦争は常に進化しているからな。意地と誇りだけで戦える時代じゃないのさ。お前らもいち早く状況に適応して学んでいくことだ。死にたくなかったらな」

　ひとしきり説明を終えたガルド教官が、別の長銃を手に取ると私に放り投げてくる。

　チビの私には、かなりの大きさであるが、よろけることなく受け止められた。なんだか手に馴な染じむ。待ってたのはこれだよと、誰かが景気よく手を打ったような。そんな気がした。しただけ。

「これはなんです？」

「そいつが現在陸軍で採用されている、ニコ参式長銃だ。旧式のこいつに比べると、命中精度が上がり、更に耐久性も増した。それに素晴らしい利点がこいつにはある」

「素晴らしい利点？」

「前もって自分の魔力をそいつに篭こめておけば、魔粉薬を入れる手間を省けるようになったのさ。銃に自分の魔力を溜ためる機能がついたわけだ。六発程度はもつし、このレバーを切り替えれば普通に魔粉薬を詰めることもできる。長期戦において、物資を節約できるのは大きい」

「なるほど」

　弾を入れる手間は変わらないようだけど、数秒は変わるから利点には違いない。物資も節約できるし。それに弾倉が開発されればいずれ機関銃もできるのかもしれない。そうなったらもっと一杯死ぬね！

「弾がなくなったらそこらの小石でも代用できる。威力は極めて低くなるが一応散弾銃としても活用可能だ。まぁ、そうなる前に大抵は死ぬから豆知識と思っておけ」

「…………」

　弾が尽きて、石を代わりに使うようじゃ完全に終わってる気がする。しかもどれくらい射程があるのかも謎である。そうなったらとっとと逃げた方が良い気がする。むしろ、死体から弾を回収した方がマシである。

「ついでにちょっとばかり重いのが難点だが、どうせ最後は鈍器になるんだから気にするな。極めて頑丈だから多少乱暴に扱っても大丈夫だしな。まぁ相手もこいつをパクりはじめてるから実戦での優位性はそんなにないんだが」

　最後の方の言葉は聞かなかったことにしたいが、ガルド教官の顔は真剣そのものだった。いよいよ弾がなくなったら、これに銃剣をつけたり、これで殴りかかるのだろう。石を拾うのもあれだが、銃剣突撃もいかがなものか。なにせ、小柄な私には死活問題である。剣先が届くのか心配だ。

　……何故か突撃して喜んでいるクローネの姿が脳裏に浮かんだ。彼女はそういうのが似合いそうだ。喜んで先頭を突っ走るに違いない。

「こういう話をすると、どいつもこいつも不安そうな顔をするんだがな。全く表情を変えないお前は中々度胸がある。最近じゃ改良された参式突撃長銃も出回ってるし、新型の四式長銃も開発中って噂うわさだ。楽しみに待っていろ」

「はい、分かりました」

　十分不安なんだけど、教官には伝わらなかったらしい。新型はどうでもいいので、弾を切らさないように気をつけよう。そうしよう。

「良い返事だ。ではいよいよ、ミツバ女史の記念すべき初射撃といこうじゃないか。全員で見届けた後は、自己魔力を使っての空砲演習とする。かなりキツいが、士官たるもの、兵卒の見本とならなければならん。終了までに魔力が尽きた軟弱者はいつも通り銃を担いで校庭を走っているように！　分かったか！」

『はい、教官殿！』

　訓練で実弾など使わせてくれるわけもない。自分の魔力を燃料にして、空撃ちしなければならない。それが尽きたら、疲れた精神でひたすらランニング。脱走する人間が出てくるわけである。

　砲兵科はなおさらだろう。歩兵科同様に銃の訓練をしなきゃいけないし、重い大砲を意味もなく担いだり磨いたりしなくてはいけない。超大変で汗臭い上に泥臭すぎる。全然花形じゃない！

「ではミツバ、心の準備ができたら長銃に弾を込めろ。今回は小石だな。そして、術紙を差し込んでから魔力を込めるように。無理なら最初だけ魔粉薬を渡す」

「……えっと。はい」

「当たり前だが、普段は魔力は充じゅう填てん済だ。そんな悠長なこと、戦闘中に一々やっていられるわけがないからな。だが、基礎は知っておくに越したことはない」

　ゴツい銃に、教官がくれた小石を突っ込んでロック。本当にただの小石で絶対に砕けること間違いない。術紙とかいう謎のブツも差し込む。後は魔力を込めるだけらしいが。上う手まくいくかな？

「魔力を込めて、狙いを定めろ。絶対にこちらに銃を向けるなよ？　使い手が誰でも、ある程度の威力が保証されるのが銃だ。小石とはいえ、この距離なら危険だからな」

「…………」

「どうした？」

「あのー、どうやって魔力を込めるんですか？」

　知らないことはできないのは当然である。ガルド教官はそこからかよと一度溜ため息いきを吐いた。ローゼリア人なら知ってて当然のことだったようだ。せっかくやる気を見せて授業ポイントを稼いだのに、また内申点が減っていく。そんなのがあるかは知らないけど。あったらヤバいかも。最後には最前線送りとか。

「まずレバーが充填仕様になっているか確認しろ。適当に集中した後、息を吹き込むようにその銃身に念を込める。一度コツを掴つかめばどんな馬鹿でもできる。ただし、魔力が枯渇すると意識を失いかねないから気をつけろ。それについては個人差が大きいからな」

「はい」

　念念念。むむむむと祈りを込める。なんだか不思議な感覚だ。確かに、何かが湧き出てくる。いや、私の体の中、奥の方、中心からたくさん滲にじみ出でてくる。また紫だ。ブルーローズなんだから青がいいのだが、私は紫らしい。

「お、おい。待て、ちょっと待て！　お前、一体、何をやっている？　というか、それは──」

「頑張って魔力を込めてみました。アレに向かって撃てばいいですか？」

　立ったまま銃を構えて、視線の先に案山子を捉えた。兵隊さんになった感がある。

　早く撃ってみたい。撃ちたい。撃とう。殺そう。せっかくだし案山子じゃなくて本物に。誰かの頭に当たったら、きっと綺き麗れいな色が飛び散ると思う。考えるとワクワクする。誰の頭がいいかな。誰でもいいかな。

「だから、その紫の靄もやはなんだッ！　ま、待て！　撃つのを止やめ──」

「発射っ」

　邪魔が入りそうだったので、さっさと発射してしまった。

　ドンと重い手ごたえ。紫の靄を纏まとった小石はキーンと高い音を響かせて、案山子に命中。さらに砕けることなく、そのまま後方の防壁を貫いていく。

　最後は謎の建屋、油かなにかにでも直撃したようで盛大に炎上してしまった。

　結構造りのいい建屋なので、歩兵科や砲兵科のではないと思う。バチバチ火の粉が飛んでて、中々盛大である。世界が少しだけ明るくなった。実にいいことである。小石じゃなかったら、誰かの頭まで届いたかもしれない。初の試射としては中々の結果と言っていいかも。

「…………」

「…………」

「…………」

　沈黙が場に流れている。なんだかやってしまった感が強い。おかしい。あんなテンション上がるなんて思わなかった。ガンナーズハイだろうか。知らないけど。私はアハハと笑っておくと、銃を置いてさっさとお暇いとましようとした。が、近づいてきたクローネに首根っこを掴まれた。

「ぐえっ」

「おい、すごいじゃないかチビ！　いやあ、見事にやったね！　見なよ！　魔術科の連中のたまり場が燃えてるぞ！　あはは、ざまぁみろってやつさ！」

「あの威力はミツバの魔力量が要因か？　……次は大砲で試してみたいところだな。宮殿を吹っ飛ばすのに使えるかもしれん」

　クローネはご機嫌で、サンドラはなにやら思案顔だ。張本人の私はどうだろうねとクビを捻ひねっておく。

「お、次は魔術科ご自慢の占星術館に燃え移りそうだ。目障りだったから丁度良いさ。ほら、後少しだよ。風よ吹けーってね」

「あ、本当だ」

　なんだか装飾の凝った建物に火がずんずんと近づいている。風の具合次第では、即座に燃え移りそう。

　と、我に返ったガルド教官が怒鳴り声をあげる。

「本当だじゃない！　直ちに消火しなければ責任問題だぞ！　男子は俺に続いて全員バケツで水を用意しろ！　女子は銃と弾薬を片付けておけ！　煙に気をつけろよ！　それと占星術館だけは絶対に死守だ、死ぬことは許さんが死ぬ気で守れッ！」

『は、はいっ！』




　──結局、占星術館はちょっと焦げただけだった。だというのに私は晴れて二度目の生徒指導室送りになってしまった。一週間で二回は記録更新だとクローネが腹を抱えて笑っていた。全然嬉うれしくない。

　その上、いけ好かない魔術科の茹ゆで蛸だこ教官のお説教つき。

　でも、主な標的はガルド教官だった。魔術科の教官は私を一切視界に入れたくないようで、いないものとして扱ってくれた。私は空気私は空気。それはそれで寂しいものである。いますよと盛大にアピールしてやったら、泡を吹いて倒れてしまった。ちょっと面白かったので指をさして笑ってあげたら、「……もういい」と疲れた顔の学長先生により解放された。パルック学長は話が分かる人で助かった。

　ちなみに一応責任者だったガルド教官は、銃の手入れを怠っていたことでそれはもう責められてしまったようだ。あれはガルド教官の管理下にある銃だから、事故の責任は重大だと。つまり、今回の一件は魔力充填機能の故障による、銃の暴発が原因ということで落ち着いたわけである。これで私の無罪が確定である。

　でも、説教タイムから解放されたガルド教官は私を訝いぶかしげに見ていた。『絶対に銃の暴発が原因なんかじゃない。もっと別の──』と深刻そうな顔で呟つぶやいていたし。実は私もそう思う。

　私の魔力って、もしかしてだけど、なんだかアレなんじゃないだろうか。

　いや、魔力だけじゃなくて、主に私自身だけど。色々と良いか悪いかは別として、ちょっと気をつけた方がいいのかも。でも、気をつけなくてもいいって気もするし。ぐるぐるぐるぐると思考が回る。相反する色々な何かが混ざり合って、『結局なるようになる』ということで落ち着いた。というわけで、これからも出たとこ勝負である。




　──ガルド教官、減俸三か月。私、謹慎一日と色々な後片付けの手伝い。無罪放免かと思ったのに、連帯責任なんだとか。私は命令通りに撃っただけなのに。士官学校はやっぱり厳しいね。

　顔やら服を煤すすまみれにして片付ける私を、クローネが腹を抱えて笑っていたので微妙にイラッとしたけど、差し入れついでに掃除を手伝ってくれたのだった。色々アレだけど良い人である。何故かサンドラも無言で手伝ってくれたし。こちらも色々アレだけど良い人なのかもしれない。うーん、青春物語だ。





◆






　今日は砲兵科の花形教科、砲撃実習の日だったというのに私は反省部屋で絶賛謹慎中である。

　ボロい机にお尻が痛くなりそうな椅子。もう初夏だというのにこの寒々しい感じ。鉄格子の向こうには見張り役の監督官が目を光らせている。実に素晴らしい環境である。ここは教官に逆らうなど、学生にあるまじき行為を行なった不良学生をぶち込むための部屋らしい。まぁ、私に言わせると単なる牢ろう獄ごくである。

　見つからないように、こっそりと次の飴あめ玉だまを口に入れる。甘くておいしい。ばれないように食べられる飴玉は、クローネが差し入れてくれた。持つべきものは友達である。

　ちなみに、サンドラは『勉強しろ』と本を差し入れてくれた。暇つぶしにはなるのでこれも嬉しい。表紙に記されているタイトルは、『偉大なるローゼリアの歴史』。でもこれはダミーで、表紙の裏には『王、貴族、市民、そしてカビ』とあった。シーベルさんという市民議員が発行しているそうで、ベルの街でかなりの評判を呼んでいるとか。何だか肩が凝りそうだが、せっかくなので読み込んでみる。時間だけはたくさんあるのである。

「ふむふむ」

　適当に流し読みでどんどんとページを進めていく。この本の主張は、人口の九十パーセント以上を占める市民こそが国の主役であり、それを抑圧する体制や、利潤を貪る王や貴族連中を徹底的に批判している。過激な文言が至るところに入ってるし。これは市民にはウケがさぞかし良いだろう。共和制、国民主権というなんだか馴染み深い単語まで飛び出してきた。どの世界でも頭の良い人はいるものである。

「カビ？」

　そして、王都ベルの一部に蔓延はびこるカビについて。緑化教徒なる無政府主義者の言うことは決して信じてはならないと強く主張している。教えに染まった忌むべき緑化教徒──無政府主義者どもはカビと同じであり、もはや救いようがない。一片の慈悲も掛けずに徹底的に消毒すべきと断じている。緑化教の教えに従えば、死後神の住む楽園に行ける、などというのは妄言に過ぎない。我らローゼリア人は大輪教徒であり、偉大なる大地の神の庇ひ護ご下にある。死後は母なる大地に帰り、転生の時を待つのみである、と結んでいる。

「なるほど。頭にお花が咲いている人がいっぱいいそうです」

「黙っていろ！　読書くらいは認めてやるが、発言することは認めていない！」

「はい、ごめんなさい。凄すごく反省してます」

　独り言をつぶやいたらいきなり監督官に怒られた。仕方ないので反省の意を示してから更に本を読み込むことにする。結局言いたいことは、さっさと国王を引ひき摺ずり下ろして、市民による市民のための国を作りましょうということだった。そういうことなので、無政府主義者どもは消えてくださいということである。大いに納得する。

　で、ここで考えてみる。私は一応貴族出身だと思うが、現在はなんなのだろうかと。

　もう貴族ではないと思う。名誉姓とやらを取り上げられてしまったから。特にいい思いをした覚えもないので、特に執着もなし。

　では市民かというと、それもどうなんだろう。まだ暮らしに困窮した経験はない。士官学校ではまずいけど食事は出るし。軍人になって前線に送られれば、また意識は変わるのかもしれない。

　王様への恨みつらみも溜まってないけど、貴族の人たちにいい思い出はあんまりない。クローネは没落貴族とか言ってたから、もう貴族としての意識はないのかも。むしろ蹴落としてやりたいと笑っていたし。サンドラは全員ぶち殺してやりたいとか考えていそう。聞くのはやめておこう。なんか危ないから。

　まぁ、なるようになるかと大きく伸びをする。とりあえずは、生き抜くことが重要である。

　多分、亡きお父様もそれで喜んでくれるはず。その上で、友達のクローネや、なんだかんだで構ってくれるサンドラに協力していくのも悪くないかもしれない。クローネは偉くなったら家来にしてくれるとか言ってたし。好待遇間違いなし。そのまま頑張って偉くなってほしいと思う。サンドラには清き一票を入れてあげよう。目指すは総理大臣か大統領に違いない。私は秘書にでもなろうかな。

　そんなことをぼけーっと妄想していたら、誰かが部屋に入ってきた。

「失礼しますよ」

「……一体どなたですか？」

　フードを着た謎の人。表情は見えない。問い掛ける監督官も怪け訝げんな表情だ。

「急にお邪魔してしまい、申し訳ありません。あるお方から、これをミツバ嬢に届けるように頼まれましてね」

「生あい憎にくそういうわけにはいきません。この学生は謹慎中なのです。用件があるならば、明日以降にお願いしたい」

「いえ、是非とも今がいいのです。そうだ、これは少ないですがほんの気持ちです」

　懐から何か布袋を取り出し、監督官に手渡している。結構重そう。ジャラジャラなってるし。あれは多分お金である。いわゆる心配り。黄金色の饅まん頭じゅう。初めて見るシーンに感動し、思わず私は唸うなる。

「いや、しかしですね」

「お受け取りください。絶対にご迷惑はおかけしません。貴方あなたには、これからしばらく用を足しに行っていただきたい。十分程度で構いません。その間に終わらせますので」

「…………」

「万が一の場合でも、こちらで貴方を雇い入れますのでご安心を。さらに、後で同じだけのものをお渡ししますよ」

　紙を差し出すフードつき。それを読んだ監督官は、驚きで目を大きく見開いている。そんなに素晴らしい就職先を斡あっ旋せんされたのだろうか。うらやましい。黄金色の饅頭にコネ入社。最高の待遇である。私もあやかりたい。

「…………分かりました。万が一のときは、本当によろしくお願いしますよ」

「ええ、もちろんですとも。ささ、しばらくの間、休憩をお楽しみください。〝何か〟あった場合はこちらで手て筈はずは整えますので、貴方はいつもどおりの仕事をしていただければ結構です」

「…………」

　監督官は小さく頷うなずくと、こちらを複雑な表情で眺めてからさっさと立ち去っていってしまった。

「…………」

「さて、と。これで落ち着いて話ができますかね」

　フードつきの男が、こちらの鉄格子に近づいてくる。私はそれを腰掛けたまま見上げてみる。

　フードからは白髪と無精髭ひげが覗のぞいている。痩せた体つきで、その腰にはなんだか怪しげな杖つえが身につけられている。なんというか、悪魔召喚とかで使われそうな感じの装飾だ。

「いやはや、魔術が伝統芸術とやらに押しやられてからは汚れ仕事ばかりでして。戦場の花形と呼ばれていた頃が懐かしく思えますよ。要領の良い連中は上手くやってるんですがね。本当に、時代の変化というのは早いもので」

「そうなんですか。大変ですね」

　愚痴に付き合ってあげる。だって暇だから。

「ええ、いわゆる過去の栄光というやつですね。時折思い出してしまうのですよ。……さてさて、早速本題に行きましょうか。貴方、先日食堂である学生に魔術を掛けましたよね。ほら、貴方がある方の足首を押さえたときですよ。もちろん、覚えていますよね」

「……？　えーっと、魔術なんて私は使えないんですけど。何かの間違いじゃないですか？」

「そのガラス玉のように無機質な目でそう言われると、やけに説得力がありますね。思わず信じてしまいそうです」

「だって本当ですし」

　そう言うと、フードつきが大きく溜息を吐く。とてもわざとらしいので、嫌な感じである。

「もしかすると、それが真実なのかもしれませんがね。全く新しい魔術、あるいは呪いとやらを無意識に掛けてしまったのか。いずれにせよ、厄介極まりない。貴方が忌み嫌われる理由も分かりますよ。貴方、同じ学生たちからなんて呼ばれてるか知ってます？」

「さぁ、全然知らないです」

「呪い人形、もしくは毒人形ですよ」

「そうなんですか」

「ふふ、貴方がお友達だと思っている、同室の方々も本心ではどう思っているやら。いやいや、これは失言でしたか」

　ドクンと鼓動の音がやけに大きく聞こえる。感覚が変な感じになる。なんだか知らないが、無性にイライラする。視界が紫に侵食されていくような。

「それでですね。貴方が魔術らしきものを掛けた哀れな学生のことです。あれ以来、足が動かなくなっていたのですが。何故かその範囲が広くなって、今では下半身不随なんですよ。本人は止まぬ激痛に苛さいなまれ、眠れず食事もとれないありさま。これでは医者も手の打ちようがない。しかも、徐々に上へと痛みの範囲が進行している。このままだと、近いうちに心臓に到達します。そうなれば間違いなく、死に至るでしょう」

「…………」

「不幸な諍いさかいがあったとはいえ、ここまでやることはないでしょう。貴方に慈悲の心があるなら、アレを解除していただけませんか。これはお願いです。先日の無礼は、学生に代わりお詫わびしますので、許していただきたい」

　フードつきが鷹おう揚ように頭を下げる。形式だけというのはその態度と顔を見れば分かる。

　さてさて私に慈悲の心はあったかな。さっき民主主義の本を読んだことだし、多数決で決めてみようかと思ったがやめる。全会一致で否決されるに違いない。

　というわけで私の口が勝手に開く。顔も笑っている気がする。不思議なことである。でももしかすると、私の意志だったのかもしれない。混濁しているから、もう分からない。

「もちろん嫌ですけど」

「ふふ、そう言うと思っていましたよ。なにせ、忌むべき毒人形ですから。──では次は〝命令〟します。死にたくなければ直ちに解除しろ。あのお方はお前のような屑くずとは命の価値が違うのです。家督を継承し、いずれは尊きお方の右腕とならねばならない。お前如ごときが手を出していい存在ではありません」

「絶対に嫌です。そのままのた打ち回って苦しみぬいてから死んでください」

「強情ですね。実に愚かなこと。──では、これでも答えは同じですか？」

　腰から杖、ではなく、短銃を抜き出した。背中側に隠し持っていたようだ。そして私の頭に銃口を突きつける。既に弾込めと魔力充填は済んでいるようだ。古いデザインの割になんだかサイレンサーっぽいのがついてる。こんなところだけ技術は進歩しているらしい。とても素晴らしいことである、と私は思った。

「こうやって目立つように杖を持っていれば、先入観からか銃を持っているとは思われないんですよ。対魔障壁を持つ連中は、うっかり油断してくれます。本当に単純なのですが、中々上手くいきましてね。たとえ対物障壁を持っていようと、この距離では無意味。まぁ、貴方が持っているとは思えませんが、念のためです」

「やっぱり私を殺すんですか？」

「ええ、そうですよ。貴方に解除する気がないなら、殺すしかありません。そういう依頼ですので。それに、貴方を殺せば解除される可能性はあります。私としては子供を殺すのは忍びないですが、毒人形である貴方なら話は別ですし。心は特に痛みませんね」

「もしかして貴方は暗殺者なんですか？　本物を見たのは初めてです」

　こんな状況なのにどうでもいい質問が飛び出てきた。私は好奇心が強いらしい。フードつきも思わず苦笑している。

「このご時勢、私の様な流れ者は仕事を選んでいられません。汚れ役だろうがなんでもやりますよ。──それで、答えは変わりましたか？」

「あはは。死んでも嫌です」

「なら死になさい」

　カチッという小さな音が鳴り、何かが噴き出していく感覚。身体が床に崩れ落ちる。同時に額に灼しゃく熱ねつを感じ、私は意識を失っていく。多分、後ろの壁は脳のう漿しょうでひどいことになっているだろうなぁと思った。まだ半年しか生きていないのに死ぬんだなぁと私は思った。これには父ギルモアもがっかりだろう。でも仕方ない。どんなに頑張って生き抜こうと思っても、死ぬときは死ぬのである。人生とはそういうもの。私の死はニュースにもならず、死体は多分無銘の墓にでも埋葬されるのだろう。下手すると野の晒ざらしかも。腐った後は蛆うじが湧いて大変だ。でも死んでしまってるからどうでもいいかな。

「あ」

　──そういえば、サンドラに本を返すのを忘れていた。それと、まだ飴玉もまだ全部舐なめていないし。他にもやることはあったような。確か、ミリアーネ義母様にお礼をしないといけなかったんだ。どうでもいいからすっかり忘れてた。後はニコレイナス所長にも色々な秘密を教えてもらいたいし。つまり、まだまだ死ねないなと私は思うのである。やること盛りだくさんである。口からごぼごぽと何かが溢あふれていくけど、気にせず上半身を起こす。下半身は動くかな？　でも意識が飛びそうでちょっと危ない。とても眠い。
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「ば、馬鹿な。ど、どうして動ける。絶対に死──」

　ぞわっとした感触が全身を包むと、徐々に意識が薄れていく。紫の視界が黒に染まっていく。最後に見たフードつきの心底驚きょう愕がくした顔はちょっと面白かった。逃げ腰だったし、それでは暗殺者失格である。そんなことを思いながら、今度こそ私は意識を失った。

　それじゃあ、おやすみなさい。おやすみなさい。良い夢を。
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「失敗した、だと？」

　イエローローズ家当主、ヒルードが不機嫌そうに眉を顰ひそめて訊きき返す。

　苦く悶もんの表情で跪ひざまずいているのは、代々召抱えている密偵集団『毒蛇』の頭領である。主あるじの命に従い、情報収集やら流言飛語、暗殺から人さらいまでどんな汚れ仕事でも行なってきた。無論、それに見合った報酬と栄誉も与えてきた。持ちつ持たれつで、お互いに栄えてきた間柄だ。先日、当主の座を継いだばかりのヒルードも、当然関係を引き継いでいる。

「……はっ。対象の始末に失敗しました。同時に呪いの解除にも失敗。リーマス様の御友人は、心不全により死亡したと連絡が入っております」

　息子リーマスの頼みにより、ヒルードは『毒蛇』に呪い人形への対処を指示。呪い人形を脅迫あるいは拷問し、魔術を解除させた後で始末しろと。解除がどうしても無理なら、そのまま殺してしまえとも伝えていた。妹のミリアーネから『折を見て厄介者を始末していただきたい』と依頼もあったので、これを機に処理してしまう算段だったのだ。それがご破算となった。考えてもいなかった事態に、ヒルードは苛いらつきを抑えられない。

「何故だ。お前たちの働きぶりは亡き父から聞いている。それが嘘うそではないということもこの目で見てきたつもりだ」

「…………」

「失敗した理由を聞かせよ」

「……今回は、僅かとはいえ足がつかぬようにと暗殺者を雇い入れました。かなりの手て練だれだったのですが。我らには想像もつかぬ、異常事態が起こったとしか考えられません」

「どういうことだ。まさか、失敗原因の調査すらできていないのか？」

　ヒルードが頭領を睨にらみつけるが、その表情は先ほどから変わらない。口く惜やしさというよりは、どうしようもないという苦悩が滲にじみ出でている。裏稼業の人間がこのような表情を浮かべるのは実に珍しいことだ。

「部下を見届け役としてつけたのですが、精神に異常をきたしております。回復するまでは、ご報告はできません。また、回復の見込みもありません」

「…………。それで、雇い入れた者はどうなったのだ。死んだのか？」

「……暗殺者の身体は液状化して紫の肉塊となっておりました」

「肉塊？」

「はっ、髪、肉、骨、臓器がドロドロに混ざり合っていると申しましょうか。煮に凝こごりが一番近い状態かと。装束と装備品から判別したのですが。なによりも恐ろしいことに、あの状態で死んでいないのです。騒ぎが大きくなる前に控えていた部下が全ての肉塊を回収。それは三時間奇声をあげ続けた後、ようやく動きを止めました」

「それで、ミツバはどうしたのだ」

「呪い人形の周りには常に紫の靄が漂っており、準備なしに手を出すことは危険と判断し撤収を指示いたしました」

　頭領の顔色が更に悪くなっていく。情報を武器とするのが密偵だ。それが、分からないと報告しなければならないのは屈辱なのだろう。

「ミツバは丸腰で、鉄格子の中だったのではないのか。一体何をしたというのだ。たかが小娘に何ができるというのだ」

「……暗殺者は対魔障壁を所持しておりましたが、あのような状態に陥りました。隠し持っていた短銃でミツバを始末しようとしたようです。部下の報告によれば、確かに発射した痕跡はあったとのこと。あの至近距離で外すとは思えません。銃弾は、確かにミツバを貫いたはずなのです。……先ほども申し上げましたが、何らかの異常事態が発生したと考えます」

「……異常事態」

　ヒルードは顎に手を当てる。ミツバに胡う散さん臭くさい噂があることは知っている。両親を呪い殺した、幽閉した塔には串刺しに死体が貼り付けられていた、執事と使用人を皆殺しにしたなどなど。だが、当然ながら信じていない。ミリアーネが己のために流した悪評だと確信している。流言を用いるのが妹の得意な手段だからだ。その手を使ってブルーローズ家第一夫人の座を獲得し、最後には丸ごと乗っ取ってしまった。妹ながら恐ろしい人間だと思っている。

「銃が暴発した可能性は？」

「ないとは言えませんが」

「……ならばもう一度試してみるか。息子の友人は助からなかったが、やることは変わらぬ。始末することに変わりはないのだ」

　護身用の対魔障壁を暗殺者は持っていたと聞いた。では、一体肉塊とされた原因はなんだ。そして銃弾は当たったはずだという報告。ならばどうしてミツバは死んでいない。正体が全く分からないことにヒルードは不安を覚える。

　なにせ、ミツバやその父を姦かん計けいで陥れたのはミリアーネ。ミリアーネの出身がイエローローズ家であることももちろん知っているはず。その兄であるヒルードは当然怨敵の一人とみなしていることだろう。厄介な敵を抱えるのは望ましいことではない。偶然の事故に過ぎないとしても、直ちに始末したいところだ。

「恐れながら申し上げます。次の襲撃では直接的な手段は避けるのが賢明かと」

「何だと？　まさか毒蛇の頭領ともあろう男が、小娘ごときに脅おびえているのか？」

「そうではありません。ですが、直接手を下す場合ですと段取りに幾らかお時間をいただかねばなりません。代わりに手早く始末する手段を準備してございます。僅かな量でも内臓を腐食させる猛毒を奴やつの食事に仕込み、ご子息の友人と同様の最期を遂げさせます。調理人は既に買収しておりますので、ご命令さえいただければ直ちに」

　先ほどまでの苦悶の表情は掻き消え、頭領が殺意を露あらわにする。常じょう套とう手しゅ段だんが効かないとしても、やり方はいくらでもあるのだ。これならば任せても大丈夫だろうとヒルードは確信する。

「なるほど。それならば、友人を失ったリーマスの怒りも少しは和らぐことだろう。よし、一切をお前に任せる。見事仕留めてみせよ」

「ありがとうございます。直ちに取りかかります。朗報をお待ちください」

　頭領は頭を下げると退出していく。後ろ姿を見送ったヒルードは、何な故ぜだか分からないが落ち着かない気分になる。泥沼に手を突っ込んでいる、そんな印象が脳裏から拭えなかったのだ。
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　──陸軍士官学校、学長室。

「…………職員が自殺？　いきなりなんの冗談だ」

「残念ですが、冗談ではありません。自室で首を括くくって死亡しているのが発見されたそうです。勤務態度に問題があるとは聞いておりません」

　事務官が冷静に報告してくる。ここ最近面倒ごとが立て続けに発生している。占星術館の小火ぼや、反省部屋の異臭騒ぎに謎の銃痕、騎兵科学生の変死。どれもこれもあの厄介者が絡んでいる。どうせ今度もそうだろうと、パルックには確信がある。

「首くび吊つり自殺。で、またあのミツバと関連があるというのだろう？」

「はい。自殺したのは、謹慎の際に監督官を勤めていた職員です。例の異臭騒ぎの後、錯乱状態にあったようですが。遺書の代わりに、このようなものが」

　差し出されたメモ。そこには、蚯蚓みみずがのたくったような字で『溶けたくない』と書かれている。さらに差し出された報告書を眺めてから、深い溜息を吐く。

「……一体なんだというのだ、あの少女は。彼女が来てから、異常なことが立て続けに起こっている」

「もしかすると、本当に呪い人形なのでしょうかね。そうだ、景気づけに悪魔祓ばらいの札でも貼っておきましょうか。私はお守り代わりに常備しているのですが」

　懐から多種多様な護符を取り出して見せてくる事務官。実に怪しげで効果がありそうには思えない。対魔効果すらなさそうだ。この事務官はいつもこんな感じで他ひ人と事ごとなのだが、今回ばかりはからかわれているようで思わず苛立ちを覚える。

「やけに他人事じゃないか。いつ君に不幸が降りかかるか分からんのだぞ。もう少し真剣にだな」

「それなら大丈夫ですよ。私は絶対に彼女に近づきませんから。彼女に関する指示をいただいた場合は即座に退職させていただきます。触らぬ神になんとやらです。嫌な予感がするので絶対に近づきません」

　事務官は表情を真剣なものに変えて断言してくる。

「何を大げさな。まさか、本気なのかね」

「ええ、命あってこそです。貯金はそれなりにありますので、商売を始めるのも悪くありません。幸い軍に人脈も構築できましたし」

　本気で辞めるつもりなのだろう。懐から封筒を取り出すと、退職願と書かれた書類を見せてくる。『命に都合が悪いので本日をもって辞めさせていただきます』と達筆で記されている。わざわざ退職届まで用意してある段取りのよさに、苛立ちは呆あきれに変わってしまった。

「……全く、本当に世渡りが上手い奴だ。だが私はそういうわけにはいかん。立場上逃げられないし近づかないわけにもいかないぞ。全く、どうしたらよいものか」

　パルックは禿はげ上あがった頭を乱暴に撫なで回まわす。何故自分が学長のときにこんな厄介なことが起こるのか。さっさと退職金を貰もらって楽隠居したいというのに。ここにきて不祥事など冗談ではない。

　騎兵科の学生の変死はかなり危ういところだった。ミツバとの関連が知れ渡っていなければ、自分のせいにされていたかもしれない。恨みと怒りの矛先はミツバに集中してくれた。まさに不幸中の幸いである。

「それは困りましたね」

　全然困ってなさそうである。完全に他人事だ。これくらいの割りきりも必要かと、大胆な考えを口に出してみる。

「よし。ならばいっそのこと卒業させてしまうか。例えば今月末にだ。大砲の取り扱いだけでも覚えさせておけば問題はあるまい。私が太鼓判を押そう」

　思い付きだが、中々いい考えに思えてくる。その方向でいってみようかと、思考が前のめりになってくる。

「それは、まさか一か月でということですか？」

「そういうことだ。在学期間の規定は四年だが、最短の縛りはない。無理やり加点して卒業試験不要にしてしまおうではないか。卒業試験についても学長権限で全て免除だ。そうだな、極めて優秀なため、これ以上の学習の必要を認めず、でどうだろうか。軍に押し込んでしまおう」

　自分でも相当苦しいと思う。が、自分の命と名誉と楽隠居が第一である。送り込まれた先のことなどどうでもいい。ミツバの将来のことなどそれこそ知ったことではない。保身こそ全て。

「それは難しいと思います。というか無理ですね」

「どうしてもか？　頑張ればどうだ」

「頑張っても無理です。そんな特別扱いをすれば嫌でも目立ちますよ。しかもたった一か月で卒業なぞ前代未聞です」

「むむ」

「しかも彼女は十一歳という最年少卒業の栄誉を背負っての卒業になります。しかもしかもです、ありとあらゆるいわくつきの呪い人形。そんな少女を厄介払いとばかりに軍に送り込んだと知れれば、学長の名は軍だけでなく王国中に広まりますね。おめでとうございます」

「……それは、なんというか、非常にまずいな。私の家に銃弾どころか砲弾が撃ち込まれかねん。ただでさえ、貴族様方を特別扱いしてることで、下級士官から逆恨みされているからな。命が何個あっても足りんぞ」

　自分のせいではないのに、叩たたき上げの士官連中からは恨まれる。しかも前線でしぶとく生き延び戦歴を重ねてきた連中である。怒らせたら怖い。だから夜には出歩かない。

「残念ですがせめて一年間は我慢すべきでしょう。その間に、砲兵科での経験を積み重ねさせてしまえばよろしいかと。何か課題を与えて加点するのも良いかもしれません。例えば、実戦に参加させてしまうとか」

「ア、アレを、じ、じ、実戦だと!?　君は正気なのか!?」

　思わず目を見開く。が、事務官はなんということはないと淡々と続ける。

「ええ。緑化教徒──カビどもの鎮圧戦とかいいんじゃないですか。それか共和派のイカれた連中を相手にさせるとか。相手方に犠牲が増えるなら皆さん大喜びです。誰も困りませんし」

「……なるほど、毒をもって毒を制すか。それに万が一彼女が死んでも誰も文句を言わない。なるほどなるほど、確かにそれはいい。あー、これはどこに許可を申請すればいいのだ？　陸軍本部かね？」

「はい。後はそうですね。王都警備局、治安維持局、それと王魔研の方にも根回しが必要でしょう。つながりがあるようですから」

「ああ、ニコレイナス所長か。理由を考えるのが手間どりそうだが」

　奴とミリアーネのゴリ押しで入学を認めたのが最大の間違いだった。とっとと引き取らせたい。退学させてしまえと一瞬頭を過よぎるが、後が怖い。自分の葬儀の画えが浮かんでしまい、慌てて首を振る。

「ニコ所長ならばむしろ喜ぶのでは？　これまでのことを報告したときも、全く問題にしていないようでしたし」

「アレは天才だが変人だからな。全く度し難いよ。……ああ、しかし疲れた。もう今日は何もしたくない。悪いが早引きすることにしよう。なんだか胃も痛くなってきた」

　嘘じゃなくキリキリと本気で痛い。強力な胃薬を処方してもらわなければ。いつもは嫌いやみの一つでも飛ばしてくるのだが、苦しみが伝わったらしく事務官も素直に頷く。

「承知しました。お体が第一ですからね。お大事に」

「ありがとう。後は任せるよ」

　パルックは手を上げると、帰り支度をいそいそと始める。何か起こる前にとっとと退散したい。今日はきっと厄日に違いないという直感がある。賭け事には弱いのに、こういう予感だけは当たるのだ。

　そこへ慌ただしくドアが開き、事務官に何かを伝える職員。事務官の顔が嫌な感じに歪ゆがむ。死ぬほど聞きたくないなとパルックは思った。だが、聞かずに帰ったらきっと寝れない気がする。先送りすればするほど苦しみは強くなるものだ。

「……今度はどうしたというのだね」

「先に胃薬を貰いに行くことをオススメしますけど。今すぐに聞きたいですか？」

「いいから言いたまえ」

「はい。我が校の第二食堂調理人が、休憩室で死亡しました。検死した医師によりますと、全ての臓器が腐り落ちていたようです。どうもスープが原因のようですが。本人が自分の昼食用に調理したものとのことなので、自殺の可能性が高いと」

「…………」

「ちなみに、ミツバは指導室で自習中ですので、何かするのは無理ですね」

「…………おお、神よ」

　パルックは額を押さえてソファーにもたれかかってしまった。やっぱりあれは呪い人形だった。一度抱えてしまった以上、簡単には手放せないのは当然だ。美人だが狡ずる賢がしこいミリアーネが押し付けてきた理由も分かる。それが最善だと判断したからに違いない。

　ならばやるべきことはただ一つ。なんとか目をつけられないように生き延びて、次のなすりつけ先を探し出すことである。視線を事務官に向けると、ぷいと顔を逸そらされた。

　──誰でもいい。誰でもいいから、アレを引き取ってくれ。

　パルックはそんなことを考えながら、最後は己が信仰している大輪の神へと祈りを捧ささげ続けた。
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　何故なぜか謹慎期間が三日に増えてしまった不幸な私であったが、ようやく解放された。二日目からはあの鉄格子の部屋ではなく、自室での謹慎だったので不満もないけど。勉強が更に遅れると心配だったけど、普通に休日だったので特に問題なし。同情したクローネがたくさん安いワインを用意してくれたので、一人部屋に篭こもって延々と飲んだくれていた。酔えないけど、楽しくはなる。部屋がお酒臭かったので、サンドラには嫌な顔をされたけど。

「で、今日からようやく復帰ってわけだね」

「はい。授業より謹慎してる期間の方が長くなってしまいます」

「ははは、確かに。本当に笑える話だよ。指さして笑ってあげようか？」

「やめてください。本当にへこむので」

「元気だしなって！」

　クローネが大笑いしながら背中を叩たたいてくる。そこそこ痛いけど悪い気はしないのである。

「あ、そうだ。またチビの噂うわさが増えてたんだけど。ね、聞きたい？」

「……あまり聞きたくないですけど。なんですか？」

「サンドラ、アンタが教えてあげなよ」

　何故か不敵な表情をしたクローネが話を振る。サンドラは眼鏡をくいっと持ち上げて、こちらを睨にらんでくる。怒ってるわけではなく、これが素の表情なのだ。無駄に威圧感がある。

「くだらん噂だが、職員と調理人が自殺したのは確かだ。相当悲惨な死に様だったらしく、色々な憶測が流れている。で、巡り巡ってお前のせいとなった。おめでとう」

　全く感情の篭ってないお祝いの言葉であった。私としては異議を申し立てたいところだ。いわゆる風評被害である。

「なんで私のせいに」

「私は知らん。興味もない」

「悪評なんて気にしない方がいいよ。ほら、このサンドラも変人って評判だけど元気にやってるし。友達いなくても生きていける証拠だね」

　完全に悪口を言っている気がするので私は曖昧にうーんと唸うなっておく。普段サンドラもクローネを馬鹿にしているのでお互い様なのである。まさに水と油。

「指をさすな享楽主義者め。第一、こちらこそ馴なれ合あうつもりなど毛頭ない。志を共にできない仲間など必要ない」

「そういう生き方もあるよね。でも、私は嫌だなぁ。というわけで、チビ、今度の休みは街に遊びにいこうよ。友情を深めようじゃないか」

「あ、はい、お願いします」

　私がクローネに二つ返事で頷うなずくと、サンドラが不機嫌そうに腕組みをする。

「そいつは刹那主義の享楽主義者だからな。あまり見習わない方がいい。それでいて多少頭が回り要領も良いというのが尚なお更さら性質たちが悪い。ヘタに真ま似ねをするとお前だけ卒業できなくなる。こいつの周りにはそんな馬鹿な連中ばっかりだ」

「そ、そうなんですか」

　よくいたような気がする。塾とか行ってないのに、何故か頭が良い子供。テスト前に一緒に遊びほうけていたのに、何故か満点取ってる裏切り者。

「馬鹿とはひどいね。ちょっと頭は悪いけど気のいい男どもさ。あいつらは私の子飼いの将にするんだ。偉くなったら古参になるわけ。うん、きっと大喜びだね」

「何が子飼いに古参の将だ。そういうことは偉くなってから言え。しかもお前より年上しかいないじゃないか」

「たかが数年なんて誤差だよ。学校を出たらそんなの関係なくなるだろ？　私は時代を先取りしてるだけさ」

「偉そうに。意味も分からん」

　サンドラとクローネがやりあっている。サンドラは眉を顰ひそめて、クローネは不敵な表情。これは仲良しさんにはなれなさそうだ。というか私も早く着替えないと、そろそろ朝食の時間である。二人はいつの間にか制服に着替え済みだし。本当に要領が良い人たちである。私はチビなので、その分素早く行動したいものである。

「お、なんだか動きにキレがあるね。顔は病的に白いのに」

「もう体力があり余ってるので。今日は最初から全力でいきますよ」

「お、いいねいいね。ちなみに、復帰一発目の授業は行進訓練だよ」

「行進訓練？　どんな授業なんです？」

「歩兵科と合同訓練さ。大砲と一緒に楽隊のリズムに合わせて移動していくんだ。歩兵連中は戦列を組んでそれを乱さないようにってね。砲兵は十九期と二十期しかいないけど、歩兵連中は全員参加するはずだから、結構本格的だよ。ま、最初だけは楽しいけど、半日もやってると苦痛だね。ちなみに休憩挟んだ午後も同じだから」

「一日中ですか」

「その通り！」

　少し眩暈めまいがした。

「しかもチビが来たから、男が抜けて多分この三人組になるね。大砲は結構重いから頑張らないと駄目だね」

「あの教官は男女で体力差があるのを考慮していないのだ。面倒だから纏まとめてしまえという考えだな」

「それが男女平等ってやつだろ？　アンタが好きなやつだ」

「それは平等とは違う。馬鹿馬鹿しいことを言うな」

「……うーん」

　体力に自信はそんなにないので、途中でへばらないといいけど。どうなることやら。

「おや。表情から察するに、更にやる気になったというわけだ。頼もしいね」

　私の気落ちした顔を見たクローネが軽快に笑う。サンドラは心なしか憂鬱そうだ。

「隠し持った体力と腕力に期待している。見かけ相応なら、中々の苦痛を味わうだろう。主にお前と私がだ」

「えっと、頑張ります」





◆






　行進訓練が始まった。歩兵科の学生たちは重い長銃、格かっ好こいい制服、長い帽子を被って隊列を組んでの行進だ。私たち砲兵科は、三人一組で車輪のついた大砲を移動させている。軍隊のお下がり大砲だから、形もばらばらだ。重さをあわせるために、わざわざ荷袋をつけて増量してくれている大砲もある。そういうところだけは気配りが細かい。いわゆる余計なお世話なのに。十九期の先輩たちが基本的に良い物を使い、二十期の私たちがお下がりの中でも更にボロい物。これだけ傷だらけだと、頑張って磨いても徒労に終わるだろう。で、二期生分しかいないのは、去年新設されたばかりだから。まだまだ砲兵科の歴史は浅いのだ。

「よいしょよいしょ」

　言葉を吐き出しながら一緒に呼吸をする。声を出した方が力が出るとどこかで聞いたことがあるような。

「うーん。思ったより辛くないね。というより楽チンだ。チビって意外と力あるんだね」

「正直想定外だった。ミツバ、お前は中々やるな」

「あはは。ありがとうございます」

　右側にクローネ、左側にサンドラ。私は一番負担が少ない中央である。ぶっちゃけ右と左の車輪が動けばいいわけである。バランスが崩れると、大砲は変な方向に進んでしまう。

　太鼓のリズムに合わせて、歩兵隊の後ろを行進する砲兵たち。といっても最初は馬鹿広い校庭の外周をグルグル回ってるだけ。そのうち指揮官役の教官が合図を出してくるらしい。

「しかし、なんで音楽を演奏してるんです？」

「その方が楽しいからさ。ドンドンドンとね。身体が勝手に動き出すだろう？」

　全然動き出さないけど、歩調は自然と合わせられるかも。

「全然違う。私たちは訓練を受けているから、太鼓がなくても普通に歩調を合わせられる。が、戦場に掻かき集あつめられる市民にそれはできない。故に、あのリズムに合わせて一緒に歩けと合図するわけだ。早足、もしくは突撃するときは、太鼓もそれに合わせることになる」

「へー。なるほど」

　納得した。サンドラは頭が良いので、色々教えてもらえる。実は、謹慎中に飲んでいないときは寝る前に講義を受けていた。この世界のこととか色々である。教師に向いていそうだった。

「でも、楽しいっていうのも全くの嘘うそじゃないんだよね。悲鳴が飛び交うのが戦場なんだってさ。それを紛らわせるために明るくいこうってね」

「それもなくはないが、お前のは極端すぎる意見だ」

「はは、素敵な演奏を聴きながら死ぬってどんな気分だろうね」

　あははとクローネは笑う。まぁ、悲鳴を聞きながら苦く悶もんのうちに死ぬよりは良いのかもしれない。レクイエム代わりになるかも。そんなことを楽しめるうちは死ぬこともなさそうだけど。

「味わいたいなら最前線を志願するといいだろう。祖国のために死んでくれ」

「アンタに言われたくないよ。私は私のために戦って死ぬのさ」

「まぁまぁ。数少ない女子同士、仲良くやりましょうよ」

　愛想笑いを浮かべるが、上う手まく顔を作れたかは分からない。というか、二人ともこっちを見てくれないし。

「それは無理な話だな。思想、主義が致命的に相あい容いれない。つまり不可能だ」

「チビ、それは私に死ねって言うようなもんだよ」

「どうしてそうなるんですかね」

　ぐだぐだと世間話をしていると、合図があった。私たちは職員たちが旗で示している目的地へと行進方向を変える。

　ちなみにクローネは大砲の中を拭くお掃除棒と砲弾の入った鞄かばんを持ち、サンドラは砲弾を詰め込む棒を背負いながら大砲を動かしている。私は撃ち出すときに使う呪紙が巻きついた着火棒を持っている。大砲を一発撃つだけでも色々な作業が必要らしい。だから、基本的に三人から四人で大砲一台を受け持つんだって。で、実戦では、砲兵士官一人に数人の兵卒がつけられる。そのための指揮の仕方やら、段取りなどを覚えるのも砲兵科の大事な使命である。これはガルド教官からの受け売り。こう見えて私もちゃんと勉強しているのだ。大砲撃つの楽しそうだし。どかんといきたい。

「お、そろそろ教官の合図が出るから突撃の準備をしよう。最下位組は腕立てだから飛ばしていくよ。昼の休憩時間が少なくなるから死活問題だ」

「何で分かるんです？」

　ガルド教官の動きに特に変化はない。表情から察したのか。そういえばクローネは私の表情についてもどうこう言っていたし。というか、話をしながら教官の様子も窺うかがっていたらしい。

「なんとなくかな。ま、あの人はパターン化されてて分かりやすいのさ」

「私には分からないがな」

「人間を分かろうとしないからだよ。頭でっかちさん」

「余計なことに意識を向けたくないだけだ」

「またこれだ。主義主張だけじゃなく、少しは人間の中身に興味を持ちな」

「まさに余計なお世話だな。人間を完全に理解するなど、時間がいくらあっても足りないだろう」

「はいはい。チビはこうはならないようにね」

　口くち喧げん嘩かと規則正しい演奏の最中、教官の怒声の合図で突撃ラッパが一斉に吹き鳴らされる。歩兵隊列は慌てて銃剣を長銃に装着し、大声をあげながら突撃開始。前もって準備していた私たちは一気に駆け足だ。私は大砲を一気に押し込んで全力ダッシュ。

　車輪がひどく軋きしむが、これくらいで壊れるようでは戦場では使えない。もう壊しちゃってもいいや的な感じで走る。同期の大砲を景気よく追い抜いて、走る歩兵のすぐ後ろにまで迫る。

「ちょ、ちょっと速い。というかチビ、お前押しすぎだ！」

「わ、私は押していないぞ！　ま、待てミツバ！」

「よいしょよいしょ！」

　大玉を転がすような勢いでわっしょいわっしょい押していく。なんだか気分が良いから楽しくなってきた。前方の歩兵がこちらを見て悲鳴をあげる。戦列が乱れていく。なんだか波を掻き分けているみたいだった。

　突撃の怒声、私たちの突撃による悲鳴。それを掻き分けて、目的地らしい旗の下に到着。流石さすがに歩兵を抜いての一位は無理だったが、三割くらいは追い抜けた。砲兵科の中では晴れて一位。競争じゃないけど、結構嬉うれしかった。

「よーしお疲れだったな諸君！　だが、無能に食わせる昼飯はない！　よりによって後輩の女子砲兵組に抜かれた間抜け歩兵は昼食抜きだ！　ここでしばらくの間腕立てしているように！」

　そんなーという悲鳴が周囲から沸き上がる。そして、こちらに向けられる刺とげ々とげしい視線。と、すぐに溜ため息いきとともに逸そらされた。私の噂のおかげである。嬉しくない。

「そして優秀かつ馬鹿力な女子砲兵！　気合があるのはいいことだが、突撃の際は周りに合わせろ！　大砲が一気に最前線に躍り出てどうする!!　真っ先に潰されるぞ!!　だがそのやる気に免じて今回は腕立てなし！」

　ガルド教官に叱られたが、お咎とがめなし。良かった良かった。腕立てを開始した三割の歩兵科の学生たちを置いて、残りは食堂に向かって歩き出す。なんだかヒソヒソ話が聞こえるような。

「アハハ、怖がられるだけじゃなくて、恨まれるハメになったね！　チビはそういう性分なのかな？　道を歩けば敵が千人！　人生賑にぎやかで楽しそうだね！」

「なんでそんな笑顔なんです。というか敵が千人って全然嬉しくないです」

「いやいや、いいことじゃないか。今回のは根も葉もない噂じゃない、ちゃんと実力を示したんだから。チビの力に私たちが振り回されるのを、抜かれた連中は見ているんだ。そうやって噂だけじゃなくて、本当に力があることを証明していけば、悪評は畏怖に変わるんだ。どうだい、いいことじゃないか」

「んー。そうかもしれませんけど、なんか腑ふに落ちないというか」

　結局怖がられることに変わりはない。このままだとクローネとサンドラ以外に友達ができないような。

「後は普通に面白かったから、いいことにしよう。うん。愉快痛快ってね！」

「ですよね」

　クローネはそういう性格だった。短い付き合いだがなんとなく分かってきた。

「小さいくせに馬鹿力。大人しそうに見えて暴走する気性。なんとも理解しがたい生き物だ」

　サンドラが溜息を吐いて、私の頭を小突いてくる。私はあははと笑っておいた。

　食堂に入ったら、何故か見知らぬ給仕係が昼食を用意してくれた。セルフサービスじゃないのかと聞いたら、貴方あなたは特別ですと青い顔で言っていた。よく分からないので、スープのお代わりをお願いしておいた。この前食べたどろどろスープよりも美お味いしかった。





◆






　──王都ベルの繁華街。士官学校に編入してから二回目の休日だ。一週目の休日は無実の罪で謹慎中だったから初めてのまともな休みといえる。謹慎中もぼーっとしてたり本を読んでたりと、ぐーたらしていたけれども。

　しかし、流石に首都ど真ん中だけあって人通りも凄すごく多い。軍人やら商人やら市民やらがそれぞれの目的をもって往来している。目の色に違いがあって面白い。ニコニコしてたりギラギラしてたりどんより死んだような目をしてたり。

　時折すれ違う人たちに手を上げて挨拶するクローネ。学生やら兵隊やらケバい女の人やらちょっと怖そうな男の人まで。顔が本当に広いらしい。私も見習いたいものである。なにせお友達が全然増えないのだ。何が原因だろう。

「そういえばチビは王都に来たのは初めてなんだっけ？」

「はい、いわゆるおのぼりさんです」

　キョロキョロしながら歩いている私と、どしんと構えているクローネ。どちらが田舎いなか者ものまるだしかは言うまでもない。

「はは、ここに比べりゃ大抵は田舎になっちまうよ。それで初の花の都はどうかな。私も最初に来た時は戸惑ったんだよね。広すぎるしゴチャゴチャしてるからさ」

「確かに、迷いそうですね。しっかり付いていくので、置いていかないでください」

「はは、迷子にならないように気をつけなよ。なにせ夜の裏路地に入ろうもんなら、人買いやら盗ぬす人っとやら碌ろくでもない連中が闊かっ歩ぽしてる。あーチビの場合は格好の獲物……じゃなくて、相手が逃げていきそうだけど。例の怖い顔を夜に見たら叫ぶだろうね」

「じゃあ迷ったら幽霊の真似をすることにします」

「それがいい。明日は『王都にさまよえる亡霊』の噂で溢あふれるだろうさ。ま、迷子にならないのが一番だけどね。ほい、これ」

「あ、ありがとうございます」

　露天商から買った瓶のジュースをクローネから受け取る。嬉しいことに奢おごってもらった。

　ちなみに、生活費はブルーローズ家から渡されているようで、お小遣いも事務局の人からいただいた。必要なものがある場合は申請しろとも言われている。早速自分の長銃が欲しいと申請したら却下された。大砲も右に同じである。

「えーっと、まずは美術館に行ってから、無駄にでかいベリーズ宮殿を見て馬鹿にして、酒場に寄って美う味まい酒を買って帰ろうか。実は在庫が切れかかってるんだ」

「あんなにあったのにですか？　私が飲みすぎたせいです？」

　結構夜にガブ飲みしている。飲んでも酔わない、酔えないんだから仕方がない。でも他に飲むものもないのでガブガブ飲む。渋いけどジュース代わりである。

「そうだよ。全く、水じゃないんだから」

　クローネが口を尖とがらせる。背は大きいけど、意外と仕草はかわいらしい。が、腰のサーベルが似合いすぎている。大人びているし、すぐにでも軍人になれそうだ。

「じゃあ次は私が奢りますよ」

「チビは何歳だっけ？」

「十一歳です」

「私は十七だ。……流石にチビに奢ってもらったら私のプライドがずたずただよ。遠慮なく飲んでくれていいよ」

「じゃあ、つまみの方は私が」

「ならそっちは宜よろしくね」

　道行く人々がこちらにちらりと視線を向けてくる。士官学校の制服は結構目立つのだろう。子供が軍服もどきを着ているのだから。普段着の方が良くないかと思ったのだが、こっちの方が面倒事を避けられるらしい。貴族の子息も制服は一緒なので軍人や警備兵からは因いん縁ねんをつけられず、性質の悪い市民は後難を恐れて寄ってこない。最強の身分証だと言っていた。

「ここが国王陛下御自慢の美術館だね。はてさて、どれだけの金がかかったことやら」

「ほえー。立派ですね。……中に入らないんですか？」

　何故かいきなり立ち止まるクローネ。中に入ろうとはせず、苦笑いを浮かべている。

「外の石像を見るのはタダだけど、入るには安くない金を払う必要がある。どうする？」

「私は芸術センスがなさそうなので、やめておきます。お金がもったいないですし」

　前衛的に仕上げてしまった芸術品、とげとげ椅子を思い出す。あれはなかったことにしよう。

「はは、それなら私と同じだね。堅苦しいのはどうも苦手でね。華やかなのは大好きだけど」

「じゃあ次に行きますか？　綺き麗れいな庭園もあるみたいですけど」

「いや、庭園はチビの気になる奴やつと行くと良いよ。雰囲気も良いからね。それより、大事なものを見ていかないとね。あれは色々な意味でこの王都を象徴する逸品だよ」

　クローネがそこそこ人だかりのできている一画を指さす。ちょっとした広場みたいな感じの場所に石像が配置されている。結構な芸術品なのに、なぜか警備兵はいない。というかその人だかりもただ座り込んだり、ぼけーっと空を眺めたりと芸術を楽しんでいる様子には見えない。身なりも粗末だし。

「こいつは『ローゼリア建国の父』の石像だ。どうだい、立派だろう？」

「うーん、なるほど。かなり良い仕事してますね。お高そうです」

　私がうーむと感心していると、身なりの良い人たちがこちらを眺めて、鼻で笑って係の人間にお金を払って中に入っていく。なんだか馬鹿にされてしまった。ハンカチでわざとらしく鼻を押さえていたし。というか結構離れているのにひどい連中である。警護の兵が入り口周辺やら通路を固めているからなんだか隔離されている感が凄い。

　こちらにいるのはなんだか疲れた顔をした人たちばかり。石像やら石碑やらを見ているのではなく、ただ暇を持て余してだらだらしているように見える。後は、なんだか身なりの良い連中を睨んでいるようにも見える。黒いオーラが滲にじんでるし。本当に出ているわけもなく、そんな感じがするだけ。人間らしくてとても良いなぁと思う。この街はすばらしい。淀よどんでいるから。

「うんうん、見とれるのもよく分かるよ。中々よくできてるし。残念ながら、ただの模造品なんだけど」

「え、そうなんです？」

「最初は私も本物と思ってたけどね。そんな貴重品を外に出しておくわけがないさ。盗まれちまう」

　よくよく見ると、造りは結構精巧なのにお手入れがいまいちである。手を触れさせないための柵とかも設けられてないし、それを咎める見張りもいない。こうしてツンツン偉そうなおじさんの像を触っても怒られたりしない。

「本物は宮殿の中だよ。装飾には本物の宝石が使われてるし。外にあるのは全部偽物さ。お優しい王妃マリアンヌ様が、『貧しい下々の者にも芸術に触れる機会を与えましょう』って進言したんだよ。ま、評判を上げたかったんだろうけど、見事に逆効果さ。貴族様や金持ち連中は貧民を見てせせら笑い、下々の者は憎悪を更に膨らませるってわけさ。暴動が起きかけたこともあるね」

「あらら」

　周りでぐだぐだしていた男たちが、国王やら王妃の陰口を叩き始めた。警備兵には聞こえないように小声でだ。耳に入りでもしたら大変な目に遭うから仕方ない。でも、士官学校の服を着ている私たちは気にしないようだ。どうやら外見が貴族様っぽくないと判断されたらしい。いわゆる下々の者側である。

「王妃様もなんとかしたかったんだろうけどね。ま、ずっと贅ぜい沢たくな暮らしをしてきたんだからこちらの考えは理解できないさ。上から眺めるだけじゃなく、実際体験してみないとね」

　クローネいわく、元々王妃マリアンヌは国民に憎まれていたらしい。理由は簡単でマリアンヌがカサブランカ大公国出身だから。カサブランカとは戦火を交えた仲であり、停戦時に関係改善のために当時王太子だったルロイと婚姻が結ばれたと。政略結婚かと思いきや、二人の仲は睦むつまじいらしい。が、国民からのウケは非常に悪い。なぜなら元敵国の余よ所そ者ものだから。

「色々と難しいですね」

「そんな美術品より、税を安くしろってのが本音さ。ここの石像も何回か壊されてるし。腕とか頭とか。人間、腹が減ってたら芸術も楽しめやしない」

「じゃあ誰かが教えてあげたらいいのに」

「教えてあげようとした真面目な連中はクビになったよ。偉大なる国王陛下のなさることにケチをつけることになるからね。というか本当の意味でクビになった奴もいるから恐ろしいよねぇ」

　クローネも石像の王冠を背伸びしてつんつんしている。私ではどう頑張っても届かない。

「そうそう、王都ベルのデートコースはここが定番さ。庭園の散歩だけでもそれなりに雰囲気出るし。でもこの偽石像広場だけはやめた方がいいけどね。愚痴を言いに来るにはいいけど」

　苦笑いを浮かべるクローネ。確かに、この澱んだ一画に連れてこられて喜びそうなのはサンドラくらいだ。

「後は洒しゃ落れた喫茶店でお茶をして、街の露店を見て回るんだ。で、夜になったら……あー、チビにはまだ早いか。とにかく、機会があったら遊びに行くといい。他にも大抵は知ってるから聞いてくれていいよ」

「クローネはモテそうですもんね」

「はは、老若男女問わずに引っ張りだこさ。ま、人間楽しければどうでもいいよね。大体、こんな風にだらだらできるのも今だけさ。だからどんどん遊んだ方がいいよ」

　ぼさぼさ頭を掻きあげると、大きく伸びをしてあくびをしている。人生心から楽しんでいそうである。私も見習いたいものである。




「ここからはあまり派手に悪口を言わないようにね」

「言いそうなのはクローネです」

　次に到着したのは、ベリーズ宮殿だ。偉大なるローゼリア国王ルロイ陛下がおわす超高貴な場所である。宮殿を囲う城壁はそれはもう高く、門は長銃を担いだ立派な装束の警備兵が厳重に固めている。その後ろには何故か大砲が一〇門並んでいる。よく見ると、城壁の上にも大砲がずらりと並んでいるし。臨戦態勢にしか見えない。

「この前暴動一歩手前になったって言ったよね」

「ええ」

「それ以来、王様がビビっちゃってさ。ああやって自分の武力を誇示するようになったのさ。そうしたら余計に市民の怒りを煽あおることになってね。守るべき民に武器を向けるのか、それでも国王なのかってまた押しかけられて。それでも武装解除しないところを見ると、本気で脅おびえてるみたいだね。人はいいんだろうけど、肝が小さいのさ」

　門にいる警備兵が、こちらに不審そうに視線を向ける。こちらは士官学校の制服なので問題ないだろうと思ったが、私を見て明らかに表情を曇らせている。が、面倒くさくなったのかすぐに視線を元に戻す。

「チビがちょっと怪しまれたっぽいね」

「身に覚えがありませんけど」

「身に覚えしかないの間違いじゃないかな」

　クローネがニヤニヤ笑っている。

「だってただの子供にしか見えませんよね」

「ただの子供には見えない、の間違いだね。そうそう、たくさん牛乳飲んで背をでかくするといいよ。私は毎日飲んでるからね」

「あー、私はあんまり牛乳は……」

　なんだか味が生臭くてキライなのである。生命の源を飲んでるみたいで、なんだか嫌だ。とにかく相性が悪い。朝食に出たので飲んだら吐きそうになった。身体が受け付けない。

「はは、好き嫌いも個人の自由だから好きにすればいいさ。でも後で泣かないようにね。ちなみに私に好き嫌いは存在しないよ」

　ふふんとドヤ顔のクローネ。

「別に羨ましくないですし。私も嫌いなのはいまのところ牛乳だけです」

「これから増えないといいけどねぇ。さて、チビをからかったところで、王妃様ご自慢の庭園でも見ていこうか。実はちらっと見える角度があるのさ」

　門前を西側に移動し、角度を変えて眺めることにした。先ほどの警備兵は完全に呆あきれ顔がおだ。門を覗のぞくと、大砲の代わりに綺麗な赤い薔薇ばらが目に入ってきた。でもちょっとだけしか見えない。

「国王陛下が王妃様に情熱的にプレゼントしたんだって。詩人様いわく、プロポーズのときに渡した赤い薔薇があれなんだって。王様が自分の手で育てたらしいよ。今では入り口だけじゃなく、中庭にもたくさんあるんだってさ」

「うーん、ちらっとしか見えませんね。真っ赤で綺麗っぽいですけど、ちょっと物足りないです」

「はは、もっと近くで見たかったら偉くならないとね」

「あ、ブルーローズ姓を持ってたら入れましたかね」

「そいつなら十分すぎるね。間違いなく顔パスだよ。後は、お抱え画家やら音楽家、料理人、召使いとかになればまぁ入れるかな」

「うーん、よく考えると別にそんなに入りたくなかったかも」

　所詮花だし。一本貰もらえるなら入りたいかもしれない。

「はは、まぁそうだよね。それに、ここは無意味に大きくて広いから掃除が大変そうだ」

「…………」

　二人でまた正門正面に移動する。豪華な馬車が中に入っていく。見覚えのある紋章。あ、あれはブルーローズ家のだ。ということはミリアーネお義母様が乗っているのかも。まぁ、どうでもいいんだけど。

「そういえば、王妃様って若いんですか？　マリアンヌ様でしたっけ」

「えーと。確か、今二十代後半じゃなかったっけ。王様が三十そこそこ？　心底どうでもいいからよく覚えてないね」

「二人ともまだ若いのに大変ですね」

　クローネが吹き出した。子供が知ったようなことを言ったからだろう。警備兵の手前、必死に笑いを堪こらえている。

「チ、チビに若いって言われちゃアレだよね。ま、まぁ貴族様も苦労してるかもね。その分美味しい物食べたり飲んだりできるんだけど」

「クローネは偉くなりたいんでしたっけ？」

「そりゃもちろん。偉くなって贅沢して幸せいっぱいに暮らすのさ。でかいお城でたくさんの人間を抱えて大宴会、楽しそうだろう」

　クローネが夢を語りながら不敵に微笑ほほえむ。野心がギラギラしていて、力がみなぎっているように見える。夢は子供っぽいけど、そこに向かって全力で駆け出していきそう。周りを巻き込み、あるいは跳ね飛ばしながら。

「じゃ、私たちも将来の栄達を願って乾杯しましょうか。まずは野外の小宴会といきましょう」

「はは、それはいいね。享楽主義に乾杯！」

「サンドラに怒られますよ」

「知らないね」

　空からになりかけのジュース瓶を打ち付けて、笑いながら乾杯しておいた。ごくごくと飲み干し、空き瓶を鞄にしまい込む。

「そろそろおやつ買いたいですね。お腹なかがすいてきました」

「じゃあ露店を回ろうか。ついでに昼飯も買っちゃおう。そろそろあの怖いおじさんが怒り出しそうだし、お暇いとましないとね」

　警備兵のこめかみに青筋が立っていたので、覚えたばかりの敬礼をして退散することにした。クローネはそこそこ完璧、私はどうみても兵隊さんごっこであった。自分でもアレだなと思っていたが、クローネが腹を抱えて笑い出したので、すねを蹴飛ばしてやった。全然効いていない。どうやら私は格闘戦には向いていないようだ。
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　──士官学校での生活もようやく一か月が経過した。そして今日は待ちに待った大砲演習である。

　一回目は謹慎中のため、二回目は何故なぜか参加を認められず私だけ自習と待ちぼうけをくらったのである。未来の砲兵としてそれはどうなんだということで、ガルド教官に直訴した結果、すったもんだで参加を認められることに。良かった良かった。

「お、チビ。なんだかウキウキしてるね」

「そうか？　私にはいつもと同じに見えるが」

「ふふん、私には分かるのさ。ほら、目の雰囲気が違うだろう」

「……私にはいつもと同じに見えるが。どうでも良いことか、碌ろくでもないことを考えているに違いないのは分かるが」

「おやおや、サンドラ様ともあろうお方が観察力が足りないね。そんなんで立派な議員様になれるのかなぁ？　民意を汲くみ取れないんじゃダメダメだよねぇ」

　けけけと邪悪に笑うクローネ。サンドラの機嫌がみるみるうちに悪化していく。

「貴様に言われる筋合いは全くない」

「それになんだか顔色まで悪いね。くくっ、そんなに大砲演習が嫌いなのかな？」

「うるさい。余計なお世話だ」

　着替えながら二人で、がやがやとやっている。大砲演習は王都の外、砲兵演習場で行なわれる。ここは軍人も使用しているから、週に一回しか使えないわけだ。さらに大砲が高価なのは聞いていたが、その弾薬も高いらしい。景気良くぶっ放していたら、更に軍事費が増大すると。なるほど。

「私は毎度憂鬱になる。毎回無意味に大砲を移動させるくらいなら、常にあの場に置いておけばいいだろうが」

「何を軟弱なことを言ってるんだよ。必要な場所に移動して、必要なところにぶっ放すのが大砲の利点だろ」

「それはあくまで実戦の話だろう。訓練でそこまでする必要があるのか？」

「ふん、訓練で泣き言を言ってる奴やつは、実戦で逃げ出すに決まってるのさ。それを叩たたき直すのが訓練の目的だよ」

「知ったような口を。実戦経験などないくせに」

　ああ言えばこう言う。二人の応酬は始まると結構長い。

「ま、そうなんだけどね。でも人の頭を吹っ飛ばした経験はあるからさ。それと大体同じだよ」

　なんだか物騒な言葉が飛び出してきた。クローネは人殺しの経験があるみたいだ。私は──あったかな。どうだろう。どうでもいいか。知らない人が何人死のうとどうでもいいし。

「殺しの経験を誇るなど、実に馬鹿馬鹿しい。私には理解できんな」

「別にしてもらいたくないしね。でもそういう世界にアンタは足を突っ込んでるんだよ」

「課された義務をこなすのみだ。私の思考まで縛られる筋合いはない」

「一々小難しいことばかり言いやがってさ。本当にぶん殴りたくなってきたよ」

「先に手を出すということは、『私は野蛮な馬鹿で会話を理解することができません』と主張するのと同義だ。遠慮せず存分にやるといい」

「いい覚悟だね！　着替えるからちょっと待ってなよ。半身不随程度は覚悟しな」

「正当防衛の権利は私にもある。遺言は残しておけ」

　と、クローネとサンドラの口げんかが段々とエスカレートしてきた。サンドラなんてこっそり袖から短銃を取り出してるし。暗殺者みたいで凄すごい。というか確実に校則違反である。

　私がここに来る前は必要最低限のことしか話さなかったらしい。が、私が来たことで、会話をするようになったとか。結果はご覧の通り。相性が悪い。二人とも頭は良いのに、考え方が合わないようだ。そしてその仲介役は私である。

「まぁまぁ、喧けん嘩かはやめましょう。さっさと着替えないと遅刻しますよ。ほら、今日は私が一番です」

「ああ、しまった。チビに抜かれるとは失態だ」

「…………」

　目も合わせずに着替えを再開する二人。多分、これからもずっとこんな調子なのだろう。

　クローネとはよく遊びに行ったり飲んだりするが、サンドラは馴なれ合あいを好まない。つまり、三人で仲良く遊びに行く、昼食を共にするということは未み来らい永えい劫ごうなさそうである。残念。
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　大砲、必要器具、砲弾各種を担いで私たちは移動中である。最初の内は道が整備されていたけど、一時間も過ぎた頃からもう農道に近い感じ。ある男子組はバランスを崩して水路に落っこちてしまった。大砲の車輪を大破させてしまい、どうなるかと思ったら、その場で修理を命じられた。実際にも起こり得ることらしいので、気をつけないといけない。

「それにしても、大砲って人力移動じゃないと駄目なんですか？」

「いや、馬を使うこともあるよ。でも私たちは訓練だし、そんなもの用意してくれないさ。ついでに、戦場での移動は大体人力だね。道なんて整備されてないし、気合で押さないとね」

「なるほど」

　戦場までは、馬二頭で大砲を牽けん引いんするのが現在の定石だとか。各国は、量産化に努力すると同時に、軽量化も目指しているらしい。大砲の難点は高価なこと、重すぎること、故に移動に時間がかかることである。

「はぁ、はぁ」

「サンドラ、顔色が悪いですけど大丈夫ですか？」

「……うるさい。余計なお世話だ」

　なんだか疲れているようだ。各種弾薬はクローネが背負い、お掃除棒や呪紙棒をサンドラが背負っている。私はチビだから押すことに専念しろと言われた。

「チビは本当に余裕だね。というか大砲がいつもより軽く感じるし、私もラクチンだ。頑張って押してるねー」

「じゃあもっと飛ばしますか？」

「いやいや、水路に落ちたり、くぼみに嵌はまると面倒だ。のんびり行こうよ」

「この前みたいに、暴走したら、撃ち殺してやる」

　汗だくのサンドラがこちらを睨にらんできた。

「わぁ、怖い」

「こいつは思考がアレだからね。普通にやりかねないよね」

「本当にやる、お前たちに、言われたくはない」

　言葉にいつものキレがない。丸眼鏡も曇ってるし。おかっぱの茶髪がおでこにべったり張り付いている。

「後どれくらいなんです？」

「後一時間くらいじゃないかなぁ。二時間移動で三時間現地演習、また二時間移動がいつものパターンだね」

「本当にピクニックですね」

「誰かさんには死の行進だけどね。あー情けない。本ばっかり読んでるとこうなるんだ。軍人を目指すんなら、身体が資本だよね」

「…………」

　いつにも増してクローネの嫌いやみが炸さく裂れつしている。サンドラは歯を食い縛っている。と、よく周囲を見ると男子学生もかなり苦しそう。余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくで無駄口を叩いてるのは私とクローネだけだった。

「もしかして、私たちの方がおかしいとか？」

「ん、それほど優秀ってことかな？」

「……体力馬鹿なだけだ」

　──そして演習場に到着。宿舎やら倉庫やらが立ち並び、銃撃、砲撃演習用のスペースが用意されている。ここなら遠慮なくぶっ放すことができる。

「よし、大砲をそれぞれの持ち場に配置しろ。十分の休憩後、砲撃演習を行なうぞ。おら、へばってるんじゃない！」

「は、はい」

　座り込んでいた痩せ気味の学生が叱られている。私たちはさっさと大砲を移動させ、水筒から水を飲む。

「ふー。良い汗かいたね」

「…………」

　無言のサンドラ。そこで私はふと気がついた。

「ところで、今日ってお昼ご飯はあるんです？　あの建物が食堂ですか？」

「…………あー」

「え？」

「うっかり伝え忘れてた。弁当は各自持参するんだよ。わざわざご飯を用意してくれるほど優しい学校じゃないよ」

「あらら」

「んー困ったね」

「よし、誰かから奪いましょう。実戦形式の演習なら文句も言われないですよね。弱肉強食です。文句言ったら始末しちゃえばいいですし。死人に口なしです」

　口から勝手に言葉が出てきた。でもよくよく考えるとそんなに間違ってない。いわゆる現地徴用である。使えないへばっている連中から拝借し、有意義に使うのだから問題ないはず。

　舌なめずりしながら品定めをする。太り気味の学生に目をつける。目が合ったが、なんだか汗がひどい。奪ったら餓死してしまうかも。次に叱られていた痩せ気味の学生。ひっ、と痩せ気味の学生が悲鳴をあげる。よし、小食っぽい彼にしよう。足を踏み出そうとしたら、肩に手を置かれた。

「冗談にしちゃ目が本気だったね。大丈夫、安心しなよ。私のを分けてあげるから。味は保証しないけどね」

「く、クローネ」

　奪うことを即断した私が恥ずかしい。顔が赤くなりそう。なってないだろうけど。

「ん？」

「ありがとうございます。今度奢おごりますね」

「あはは。別に気にしなくていいよ。お優しいサンドラ様も分けてくれるだろうし」

「……勝手に決めるな」

「いつも残してるじゃないか。好き嫌いは良くないね」

「残してはいない。あれは二度に分けているだけだ。……仕方ない、今日だけはお前にくれてやる」

「サンドラも優しいですね」

「こいつは身体の芯から捻ひねくれてるだけさ。ま、元はといえばこいつが悪いんだけど。知ってて伝えなかったんだからね」

「そうなの？」

「……朝言おうとしたら、馬鹿が騒いだせいで忘れてしまったんだ」

　珍しくバツが悪そうなサンドラ。眼鏡の位置を所在なさげに直している。

「そそ。景気が悪いのも税金が高いのも治安が悪いのも全部こいつが悪いんだ。まさに諸悪の根源だね。粛清しなきゃ」

「なんでも私のせいにするな！　諸悪の根源は一番目立つところにいるだろうが！」

　冗談に真顔で返すサンドラ。人生苦労しそうである。なんでも真剣に考えてしまうのだろう。だから若いのに国と政治を憂い、議員を目指そうとしている。だけど勉強するお金がないから、遠回りをして士官学校にやってきてしまった。色々手を尽くしたのだろうけど、これしか道がなかったのだろう。うん、白しら髪がが増えそうな人生だ。

　そんな感じでわいわいやっていたら休憩時間終了。サンドラは全然休めなかったらしく、疲れきった顔をしている。可哀かわい相そうに。

「これからやるのはいつも通りの砲撃演習だ。これもいつも言っていることだが、一発目は実弾を使うから扱いに気をつけろ。訓練で手足を失うなんて無駄もいいところだ。口うるさく言うのは、それだけ失うものが大きいからだ。分かったか？」

『はい、教官殿！』

　私も合わせて斉唱だ。はい、教官殿、が了解の合図らしい。へい、と言ったら拳げん骨こつをおとされそうなので言わない。格好つけて敬礼したら、まだ早いと怒られたし。

「よし、今日はミツバがいるから説明から行なう。二度目だから、他の者は復習のつもりで聞け。大砲の原理は長銃と一緒だ。魔力を砲ほう腔こう内で爆発させ、その勢いで弾を放つわけだ。違うのは弾の大きさと、種類があることだな」

　鞄かばんから形状の違う三個の弾を取り出す。

「それぞれ、砲弾、榴りゅう弾だん、散弾だ。砲弾は単純に鉛の弾。これをぶつけて敵をぶっ殺したり、施設を破壊する。普段お前らが使うことになるのは、これだろうな」

　砲弾をポンポンと叩き、地面に落とす。ドスンと地面にめりこむ砲弾。

「これだけの重さだ。身体にぶつかりゃそのまま持ってかれるぞ。対物障壁だろうと無駄だ。銃撃は緩和できても、こっちの前じゃ紙くず同然だな。突撃騎兵なんて一発だ。──ま、当たればだが」

　ガルドがニヤリと笑いながら砲弾を拾い上げ、布巾で拭いてからしまい込む。

　確かに、当たれば痛いというか死ぬだろうけど、大砲の数はそんなに多くない。素早い連射も無理だろう。騎兵科が存在する理由が分かった。

「次に榴弾。こいつは、特別な素材で作られていて、中に魔力を溜ため込こんである。敵陣で炸裂して、魔力の衝撃と砲弾の破片で敵を殺す。もちろん対魔障壁は役に立たない。術式なんて組んでないからな」

「凄く便利ですね」

　私の独り言が聞こえたガルド教官が、深々と頷うなずく。なんだかその目は警戒しているようだけど。

「ああ。だが、コストが高い。一発作るのに普通の砲弾十発分だ。特別製の砲弾、製造魔術師に魔力を充じゅう填てんさせる手間がある。ここぞというところで撃つのがベストだな。ま、乱戦時以外は上官の指示に従うように」

「あの、中身が空からっぽの弾はないんですか？」

　気になったので聞いておく。空っぽなら、そんなに高くならないのでは。暇なときに自分で溜めればいいじゃんみたいな。

「……言いたいことは分かるが、やめておけ。溜めている最中に爆発されたら困るからな。一度試して死人が出てからは、訓練を積んだ魔術師にしかやらせていない。第一そんな悠長な時間もないからな」

「分かりました」

　自分の魔力を溜めた榴弾ってなんだか面白そう。花火みたい。今度なんとかして空のを手に入れて撃ってみよう。楽しそうだし。

「そして最後に散弾だ。この弾の中に、更に小型の弾が入っているんだが。発射と同時に外殻が砕け、小型の弾が前面に展開するというわけだ。見かけは派手だし、複数の敵に当たって便利なんだが。射程が驚くほど短いのが欠点だな」

　ガルド教官が弾を割って、中に入っている小型の弾を見せてくれた。あれが当たったら身体が蜂の巣である。

「こいつが出番のときは、敵がビックリするほど迫っているということだ。周りの大砲と連携して発射間隔を合わせろ。交互で撃ちまくれば、時間を稼げる。その間に味方の援護が来ることを祈るわけだ。逃げ出そうとした奴は殺されるから注意しろ。むしろ、お前たちはそれをやる側だ」

　ガルド教官の楽しい砲弾解説が終了した。ああ、早く撃ってみたい。最後の散弾とか、たくさんの人間にぶっ放したら凄いことになりそう。賑にぎやかになること間違いなし。とてもワクワクする。

　後、中に入っているのは小型の弾だったけど、代わりに錆さびた釘くぎとかでもよさそう。刺さったらとても痛い。もし散弾がなくなったら、代用してもいいかも。要は、大砲の中に入って、ぶっ放せればいいのだから。
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　いよいよ砲撃演習のときがきた。標的は、積み上げられた岩とプルメニアの国旗。仮想敵は東の強国プルメニア帝国だ。海軍では西の島国リリーア王国の旗を標的にするらしい。

「よーし、まずは砲身の掃除を行なえ。前回の発射の際に、魔粉薬が散ってこびりついている可能性がある。筒内爆発の原因になるから、発射前に必ず行なえ。砲身を長持ちさせることにも繋つながるからな。目の前に敵がいたら、気にせず撃ちまくれ。鹵ろ獲かくされるよりはマシだ」

『はい、教官殿！』

　サンドラがお掃除棒を使って砲身の中を突いてゴシゴシ掃除。撃ってないからもちろん汚れてない。毎日磨かされてるから大砲のお手入れは完璧だ。古くてなんか傷もいっぱいだけど。

「次、魔粉薬の詰まった布袋を大砲に押し込めろ。その後で砲弾だ。順番を間違えるな。大砲が導入された頃、馬鹿が味方陣で爆発させた事例がある。粉、弾だ。いいな！」

[image: ]

『はい、教官殿！』

　弾を先に入れて、その後に粉。着火したら、こっちに飛び出てこようとする。だが入り口は開いてない。ということは筒内爆発が起きて、大砲が勢いよく吹っ飛ぶんだ。びっくりである。

「実戦時には気が動転するもんだ。掃除、粉、弾だ。頭じゃなく身体に覚えさせろ。よし、無事に入れられたら呪紙棒を用意しろ。それ以外の者は照準合わせ。狙って当たるもんじゃないから、敵陣に着弾するようにすれば良い」

　呪紙棒を構えるのは私。これを大砲の上についてる、着火点に接触させることで術式発動、魔粉薬が爆発するわけだ。棒を握る手に汗が滲にじんできた。

「チビ、緊張してる？」

「ちょっとだけ。何で分かったんです？」

「頬ほおが一瞬引ひき攣つったから」

「なるほど」

　私が頷くと、クローネがどんと肩を叩いてくる。鼓舞してくれたらしい。将来は良い指揮官になるだろう。陸軍元帥とかになってたりして。家来にしてくれるらしいから、凄い大砲を回してもらおう。それで大きな建物を粉砕するのである。とても賑やかで楽しいだろう。

「この状態がいつでも撃てる態勢だ。後は砲兵隊指揮官の合図を待て。命令があるまで勝手に撃つな。基本は『射撃態勢』で準備、『撃て』で発射だ。『各自砲撃せよ』の命令が出たら、弾の続く限り撃ちまくれ」

『はい、教官殿！』

「よし、ではプルメニア陣に向かって撃て!!」

　教官がサーベルを抜いて、振り下ろす。各砲兵組がそれぞれ着火をはじめ、大砲をぶっ放していく。中に入ってるのは普通の砲弾。ドンドンドンと景気の良い音が響いていく。

「チビ、掛け声を忘れるな。発射、って大声でね。私たちに知らせる意味もあるから」

「分かりました」

「頼むから、私が準備している最中に着火するなよ」

「分かりました。ではいいですか？　──発射!!」

　耳を押さえるクローネとサンドラ。私は呪紙棒を着火点に接触させる。一瞬光ると、ジッという音とともに呪紙が燃えた。そして、大砲から砲弾が発射される。──砲弾は残念ながら積み上げられた岩の少し右に着弾。ハズレである。

「おしい！」

「当たる方が珍しいからな」

「そうなんですか」

「うむ。熟練砲兵でも狙い通りにはまず当たらんそうだ。射撃間隔を短くすることが技量上達の証あかしらしい」

「なるほど」

　私は納得して、着弾跡を眺めていた。そして、疑問に感じたことがあったので挙手をする。警戒心を露あらわにしてガルド教官がこちらを向く。

「なんだミツバ」

「大砲には参式長銃のような機能はついてないんですか？」

「どういうことか」

「魔力貯蔵装置です」

「ない。馬鹿でかい弾を飛ばす量が必要だからな。一発で意識を失う奴が多発するから存在しない。魔粉薬の量を見ただろう。その布袋に入ってるのは、一般的なローゼリア人数人分の魔力量と同等だ」

　触媒やらを使って具現化する方が魔力の消費が少ないらしい。原始的な分だけ、消費量が多いとかなんとか。上う手まくいかないものである。そもそも魔力というのがなんなのかよく分からないんだけども。でも、体力だって目に見えるもんじゃないからそういうものかもしれない。気力に至っては言うに及ばずだ。

「余計な機能をつけたところで、コストが嵩かさむだけだ。今はとにかく、量産、そして軽量化が第一だからな。ニコレイナス所長の手腕に掛かっている」

「試しに、魔力込めていいです？」

「──おい。人の話を聞いていたか？　貯蔵装置はついていないと」

「だから、試しに。ようは弾が前に飛べばいいんですよね」

　大砲内で魔力を爆発させればいいわけだ。どうやれば良いのか分からないけど、なんかやってみたい。手を大砲にかけたところで、慌てて飛んできたガルド教官に手首を押さえられる。

「やめろ。非常に嫌な予感がする。どこぞの屋敷を吹っ飛ばすわけにはいかん。だから、やめろ。そういうのは俺がいないところ──じゃなくて実戦でやれ」

「……はい」

　がっかり。しかしいつかやってみよう。

「次からは空砲だ。弾も魔粉薬もなし。空砲用弾包を各自使用するように。『各自、砲撃を開始せよ！』」

　早速掃除しているサンドラ。クローネは鞄から別のものを取り出した。なんというか、適当に造りました感に溢あふれる茶色い包み。

「これ、しょぼいんだよねぇ。音も造りもしょぼい。そのくせ重いし、撃った後は焦げ臭い」

「空砲用のですか」

「ああ、音と光だけ出すんだ。撃ったつもりになれるってね」

「訓練で実弾を使うなど無駄もいいところだからな。おい、さっさと詰めろ。教官が発射回数を測ってるぞ」

「分かってるよ。一々煩うるさい奴だね」

　舌打ちしながらクローネが茶色い包みを詰め込んでいく。本当ならこの後に弾だが、空砲なのでなし。

「あ、チビ。その呪紙巻き直さないと駄目だよ。使い切りだ」

「分かりました」

　そういえばなんかいっぱい紙を渡されていた。慌てて黒ずんだ呪紙を外して、新しいものを結びつける。

「よし、発射態勢完了！」

「発射！」

　ポフッとなんだか気の抜けた音とともに、光が砲口から迸ほとばしった。火花っぽく見えなくもないが、安っぽい。確かに偽物である。あんまり面白くなかった。やっぱり実弾がいい。

「砲身清掃を開始する」

　サンドラが中からボロボロになった空砲弾包を掻かき出し、お掃除棒で掃除。クローネが新しいものをつめる。発射態勢、発射。ルーチンワークでだんだん眠くなってきた。五回くらい繰り返したところで。

「お、おいチビ。寝るな。起きろ！」

「──はっ」

　目を見開いて、周囲を確認する。うっかりしていた。でも着火はちゃんとやっていたようだ。

「確かに空砲だけども。砲撃演習で居眠りする奴は初めて見たよ」

「豪快なのか馬鹿なのか。多分私は後者だと思う」

「違うんです。集中していたんですよ」

「嘘うそつけ。涎よだれたれてたよ」

「嘘」

「涎は出ていないが、完全に目は閉じていたな。居眠り以外の何ものでもない」

　あははと私はごまかし笑いを浮かべた後、発射態勢を待つ。

「──発射!!」

　ボフッ。

「大声出しても、居眠りしてた事実は消えないんだよね」

「そのうち、目を開きながら眠ってしまうかも」

「それは怖いからやめろ。また悪評が広まるぞ」

　呆あきれたようにサンドラが呟つぶやいたところで、ガルド教官が笛を鳴らした。砲撃演習は終了のようだ。

「そこまで！　二十回発射できなかった組は、休憩時間半分だ！　飯の前に腕立てしておけ！　残りは休憩にしてよし！」

『はい！』

　午前の授業終了。お昼の時間だ。午後も砲撃演習をした後で帰還するんだろう。大あくびをしたクローネと、汗を拭っているサンドラの後を追って、宿舎へと向かっていく。昼食はそこでとるらしい。

　──二人からお裾分けしてもらった後、昼寝をした私。寝起きでまた居眠りをしてしまい、二人から盛大に突っ込まれたのだった。やはり空砲演習はいまいちだ。全部実弾にしてほしいな。ブルーローズ家から出してくれないかなぁと思ったが、絶対に無理だと思うのであきらめよう。世の中の景気は悪いみたいだから仕方がない。
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　──毎日忙しい日々を過ごしていたら、あっと言う間に三か月が過ぎていた。季節は秋です。ちなみに夏休みなんていう洒しゃ落れたものがあるわけもなく、汗だくの毎日を過ごしていたわけで。水泳訓練はあったので、まぁまぁ良かったけど。それと、日焼けすれば多少は死体じみた肌の色が変わるかと思ったけど無理だった。赤く腫れたりもせず、真っ白のままだった。もしかして本当に私は死体なのかと思ったけど、そんなに食欲旺盛な死体はいないとクローネに笑われた。

「暇です」

「…………」

「はー」

「…………」

　今日は休日。試験も終わったので、もう勉強することはない。

　クローネはデートだそうで、青春を謳おう歌かしている。羨ましい。一度紹介してあげると言われたので、ものは試しと喫茶店に行ったら、ごつくて精せい悍かんな先輩士官候補生がいた。なのに相手は私の顔にビビってしまって話は全く盛り上がらず。珈琲コーヒーと安いお菓子を食べて終了。積み重なる悪評のおかげで私に男の縁はないらしい。残念。私はお化けか。

　積み重なる悪評については、素性不明の男の死体が校庭から見つかったり、演習場に何故なぜかいた素性不明の男が私の撃った弾に直撃してしまったりと。砲撃演習場の的の傍そばにいるのが悪いのに。

　前者については知らないし、後者は不可抗力である。狙って撃って当たるものじゃないので、私は放免されたけど。謹慎回数はもう二桁である。栄えある記録は現在も更新中。何故だろう。

「それにしても暇です。暇暇暇暇暇暇」

「やかましい！」

　同室のサンドラが仕切りのカーテンを開けて怒鳴り込んでくる。休日はいつも読書か自習している真面目なサンドラ。私としてはたまには遊んでほしいところなのだが、そうはいかないらしい。彼女は議員になるためにいっぱい勉強しなくてはいけない。しかしたまには息抜きも必要である。私は気を使ってみたのだが、逆効果だった。

「あの、どこか遊びにいかないです？　暇すぎです」

「私はいかない。お前一人で行ってこい」

「そうですか。分かりました」

　けんもほろろだったので、諦めて一人で出かけることにする。そういえば、一人で王都を散策するのは初めてだった。どこから行ってみようか。まずは露店か。制服に着替えて、お小遣いを持って出発だ。

「行ってきますよ」

「…………」

　もしかしたらとも思ったが、特に返事はなかった。いつものことなので気にしない。我が道を行くのがサンドラなのである。というわけで私も我が道を行くのであった。





◆






　露店でなんだか分からない焼き菓子を買った私は、それをパクつきながらぷらぷらと王都を散策していた。時折通りかかる警備兵にはほぼ確実に立ち止まれと大声を出される。

　制服が身分証にならないと前回学習した私は、ちゃんと学生証を持ち歩いている。しょぼい紙きれなので、普段は持ち歩かないのだが。なくすと再発行とか面倒くさいらしいし。それを見せると、なんとか解放してもらえる。歩くだけで職質される哀れな少女である。

「なんだか賑にぎやかだし、あっちに行ってみようか」

　繁華街と住宅街の境目にある広場、そこには綺き麗れいな噴水がある。そこに、演説台を作って、腕を振り上げて熱弁してる人がいる。それに群がるように熱狂する人たち。一番後ろについて、話を聞いてみる。

「──よって、我々市民こそが国なのである！　いいか、貴族ではなく我々市民の意見こそが尊重されるべきなのだ!!　国のために血を流し、その命を捧ささげているのは誰か？　貴族ではない、我々だ！　国のために大地を耕し、汗を流して税を納めているのは誰か？　貴族ではない、我々だ！　国のために剣を鍛え、銃を作り、弾を運んでいるのは誰か？　貴族ではない、全て我々だ!!　我々こそが全てなのだ！」

『その通りだ!!』

『全部我々の働きだ!!』

「そうだ諸君！　我々市民の持つべき権利は、貴族に不当に奪われてきた！　ただ生まれの幸運に甘え、ろくに働きもせず贅ぜいを貪るのが貴族どもだ！　それを愚かにも許容するのが国王だ！　この不平等な状況を変えるには、我々はもう行動で示すしかないのだ！　国王にこの窮状を理解させなければならないのだ！　そうだろう諸君!!」

『そうだ！』

『貴族は我々に権利を返せ!!』

『国王は我々に寛容を示せ!!』

「彼らは剣と銃で我々を弾圧しようとするだろう！　恫どう喝かつしようとするだろう！　だがそれに決して屈してはならない。皆が纏まとまって声をあげるのだ。一つの声は小さくても、それが集団になれば決して掻かき消けすことはできない！　力で自由を欲する心を弾圧することは、断じてできないのだ!!」

『そうだそうだ!!』

『決して屈しないぞ!!』

　──凄すごかった。一応皆に合わせて拍手しておいたけど、熱気にちょっとついていけなかったので、私はその場を離れることにした。いずれは、サンドラもこんな感じで演説するのだろう。私に選挙権があったら一票を投じてあげよう。一定以上の税金を納めてないと駄目らしいけど。

「共和派の屑くずどもが！　許可のない演説は禁止されている！　何度言わせるつもりだ!!」

「さっさと散れ!!　逮捕されたいのか!!」

『貴族の犬が来たぞ！』

『脅しに屈するな！　追い返せ!!』

　と、警備兵の集団が押し寄せてきた。頭に血が上っている群衆の一部が物を投げつけると、警備兵も剣を抜いて応戦。もう入り乱れてぐちゃぐちゃだ。血ち飛沫しぶきも舞い上がる。だが、人数が違う。警備兵たちは剣を取り上げられた挙句、暴行を受けて逃げ去っていった。

「見たか諸君！　我々を力で弾圧することはできないのだ！」

『うおおおおおおおおおおおおッ!!』

　そのまま革命が起こりそうな雰囲気だったが、最後に冊子が配られて集会は早々と終了した。本隊が来たら流石さすがに耐えられないと煽せん動どう者も冷静に判断していたのか。

　それにしても、群衆も熱しやすく冷めやすいのか、切り替えが早い。まぁ激しい怒りを持続させるのは大変だし。だけど、こうやっていくうちに不満は汚泥のように蓄積していく。聴衆がこの話を人々に広めれば、不満は更に拡大していく。演説してた人もそれが狙いなのかも。

　それと、国もそこまでまだ本腰を入れていないような。本気で鎮圧するつもりなら銃撃するだろうし。甘く見てるのか、何も考えていないのか、ただ舐なめているだけなのか。こちらも全部かもしれない。

　まぁ、下手に最大武力で鎮圧でもしたら一気に火が付きかねない気もする。今は燃料がそこら中にばら撒まかれている状況なのかな。──どうでもいいけど。なんにせよ賑やかなのが一番である。

「どれどれっと。しかし、良いタイトルですね」

　押し付けられた冊子を見る。『自由をその手に』。帰ったらサンドラにプレゼントしてあげよう。

「そこの学生、少し待て、何を持っている」

　それをひらひらさせながら街を散歩していたら、また警備兵に拘束された。今度は煽動容疑をかけられた。流石は歩くだけで職質される少女。何の自慢にもならない。助けてクローネ。

「貴様、栄えある陸軍士官学校の学生のくせに、何故共和派の冊子を持っているっ！」

「違います。無む理り矢や理り押し付けられただけです。本当です。立派な軍人を目指すただの子供です」

　でも捨てなかったので有罪認定喰くらっても仕方ない。しかもタイトルを褒めてしまったし。

「嘘うそをつけ！　ただの子供がそんな目をするか!!　それに貴様、士官学校で煽動活動を行なうつもりか！　この怪しい奴やつめ！」

　違うと言ってるのに、なかなか解放してくれない。段々面倒くさくなってきた。

「本当に違うんです。どうしたら信じてくれますか？」

「ならば、それを捨てられるか？　全力で踏みつけてみろ！　できないようなら──」

「はい」

　特に何の感慨もなくビリビリと破り、そのまま踏みつけてあげる。あまりに淡々としていたからか、警備兵のおじさんも一瞬呆ぼう然ぜんとしていた。そして、ごまかすようにゴホンと咳せき払ばらいすると私の肩をようやく離してくれた。目はまだ疑っているようだが。

「……学生なら、勘違いされるような行動は慎むことだ。その目は、どう見ても常人のものじゃないからな。ただの子供には全く見えない」

「気をつけます」

　常人の目じゃないと言われてしまった。なるほど、呪い人形が反体制派の冊子を握り締めていたらそりゃあ怪しい。しかもそいつは士官学校の学生なのだ。怪しさ百倍。職質されて当然だった。だが話の分かるおじさんで助かった。

　踏み絵を行なったのでなんとか許してくれた。私は千切れてしまった冊子を拾って、鞄かばんに入れる。ゴミはゴミ箱へ。でもゴミ箱なんて街に設置されているのだろうか。そんなことを考えながら歩いていたら。

「…………ん？」

　見覚えのない、なんだか暗い路地。自分の居場所が分からなくなってしまった。なんだかヤバイ雰囲気も感じる。だって、懐かしい臭いがするし。あの、血の臭い。でも全然気にならない。むしろ、気分が落ち着く。なんだか凄く爽やかな臭いもするし。

「緑の旗？」

　路地の壁には、『我々を導きたまえ』の字と緑色の薄汚れた旗が貼り付けられている。

　と、後ろの方から爆発音が鳴り響く。後ろは住宅街かな。悲鳴と逃げ出す人々、黒煙も上がっている。警備兵も駆け付け始めた。

「へっ、いい気味だ。カビも金持ちも全員死にやがればいいんだ」

「…………？」

「お前、とっとと出ていった方がいいぜ。もうすぐ日も暮れる。そんな格好でここにいたら、襲ってくれと言ってるようなもんだ」

　汚れに塗まみれた服を着た、頬ほおに傷のある壮年の男。なんだか凄みがあるし、わずかに血の臭いもするような。

「あの爆発は？　それにカビって？」

「……俺の話を聞いてなかったのか？　死にたくないなら、今すぐ出ていけ。ガキだから見逃してやるだけだ」

「はい」

「こんな場所に二度と来るんじゃねぇ」

　しっしっと追い払われたので、私は薄暗い路地を出ていく。途中、爆発現場を目撃した。緑の鉢巻を巻いた男の死体があった。臓ぞう腑ふがばら撒かれて、腕が千切れ飛んでいる。

　一方、同じ鉢巻をした女は、半身が焼やけ爛ただれているが生きている。

　野や次じ馬うまの話をまとめると、緑化教徒とかいう人たちが自爆したそうだ。榴りゅう弾だんでも抱えていたのだろうか。中々元気な人たちである。もう元気じゃないけど。あ、また死体と瀕ひん死しの女の人から爽やかな臭いがする。なんでだろう。香水だろうか。

　そういえばサンドラは緑化教徒をカビとか言ってたような。でもカビの臭いはしない。

「むしろさわやか。変なの」

　まぁ、目の前にいる死体と瀕死の女がさわやかな人たちでないのは間違いない。無政府主義を標ひょう榜ぼうする傍はた迷めい惑わくな連中らしいけど。王政を否定したい共和派からも忌避されているとか。国なんていらない、死ぬまで自由に過ごし、自然の中で死ぬべきというのが緑化教会の教えだとか。資金源は大いなる自然の恵み、麻薬である。こうして実物を見てみると、結構碌ろくでもない連中だった。自爆は危ないし、とても迷惑である。私に迷惑を掛けそうな連中は全員死んだ方がいいと思う。軍人になったら積極的に消毒していくことにしよう。

「この糞くそカビどもがっ!!　そんなに死にたいなら自分たちだけで死ね!!　俺たちを巻き込むな!!」

「こ、これで免罪符を、あ、与えて、もらえるの。わ、我々を導きたまえ。か、神よ、我々を、楽園に──」

「何が楽園だ！　お前たちは全員地獄に落ちるんだよ!!」

　思わず同意の拍手をあげようと思ったが、それは周りの野次馬がやってくれたので控えておこう。目立つとまた職質される。死ぬと暗いところに行くから、あそこが地獄なのかもしれない。知らないけど。明るいところは天国かと思ったけど、この世界は天国じゃなかった。残念。

「お、愚か者め。貴様らは、罪を抱えて、地獄に、落ちるの。ふ、ふふ、わ、私は、楽園であの人と、永遠に」

「とっとと死ね、罪人めッ!!」

　いよいよ怒りが頂点に達した警備兵が、銃剣で女の顔面を突き刺した。既に瀕死だった女は、悲鳴をあげることもなく息絶えた。多分、麻薬常習者だから痛みなんて感じないのだろう。ある意味幸福な人である。それを、汚いものでも見るように眺めている群集たち。現在進行形で燃え上がっている料理屋の店主は、この世の終わりのような顔をしていた。

「わ、私の店が。私の夢が、人生が燃えていく。なくなってしまう」

「男なら泣くんじゃないよ。それに怪け我がだけで済んでよかったよ。そうだろ、アンタ。死ななかっただけで運が良かったんだ」

「……しかし」

「もう一度頑張るしかないよ。生きてりゃ、いつかいいこともあるさ。ほら、体を動かしな！」

　奥さんに背中を叩たたかれている店主。泣いていた店主も、目元を拭うと消火活動にあたりはじめた。私の見る限り、この世界は女の人の方が精神的に強い。良くも悪くも。

「生きるって大変だね」

　しみじみと頷うなずいてみたが、同意してくれる人はいなかった。警備兵が怪しげにこちらを見ているので、退散することにしよう。

　しかし王都がこれでは、他の街は一体どうなってることやら。どうも、先行きはいまいち良くない気がする。国が大変だと、私の未来も大変になる。サンドラには頑張って良い世の中にしてもらいたいものである。

　楽しい土産みやげ話ができた私は、ウキウキしながら寮に帰宅した。が、鞄に入ったビリビリの冊子をうっかり発見されてしまい、サンドラから凄すさまじい怒鳴り声をあげられた。しかもそのまま『自由』についての授業開始である。事情を納得してくれるまで一時間もかかってしまった。サンドラは、興奮すると人の話を聞かないようだ。
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「なるほどなるほど。別に良いんじゃないですか？」

「本当に良いんですか？　十一歳で実戦参加なんて聞いたことありませんよ。いくら条件つきとはいえ」

「常識に囚とらわれては進歩がないですよ。それに可愛かわいい子には旅をさせないといけないでしょう。まぁ、既に元気すぎるほど学生生活を謳歌しているようだけど」

　副所長の呆あきれ顔がおを尻目に、あははははとニコレイナスはビーカー片手に大笑いする。と、ビーカーから強い光が生じ、勢いよく煙が上がり始める。そういえば今は実験中であった。特に慌てることもなく、おもむろに適当な壁にぶん投げる。爆発音とともに壁には大穴が開いてしまった。魔粉薬の更なる改良実験中だったのだが、結果は満足できるものではない。ニコレイナスはふーっと溜ため息いきを吐つく。

「うーん。ちっとも威力が安定しないですね。もっと威力をあげたいんですが」

「いや、十分ですよ。銃身改良により命中率と射程は著しく向上しましたし。所長が欲張りすぎなんです。試作品とはいえやりすぎです」

「いやいや、威力もあげないと面白くないですよ」

「面白いとか面白くないで物事を判断するのは危険と以前仰おっしゃってませんでしたか。面白くないことを面白くすることが肝心と」

「そうでしたっけ。いやぁ、歳としを取ると記憶が曖昧になりますねぇ」

　やれやれと肩を揉もむが誰も突っ込んではくれない。優秀な研究員たちだがユーモアが足りない。

「試作品としては十分すぎる結果です。むしろ四式は、これを採用してもいいと思います」

「私も同意見です」

「賛成です」

　紋章つきのローブを着た研究者たちが意見する。どうでもよくなったニコレイナスは、資料と作業中の試作品を彼らに無造作に渡した。

　これは参式長銃の弱点、重量を改善するための次期新型銃計画書である。長銃の重量を抑えつつ、命中率と威力の向上を図るのが主目的。銃身にらせん状の溝を刻むことで、命中率と射程距離は劇的に改善する。コストは激増し、重量も据え置き。とはいえ量産できれば敵味方共に死者が激増することだろう。できれば弾も自動で装そう填てんできればいいのだが、まだまだ技術が追い付かない。

「あっそう。じゃあ後は貴方あなたたちにお任せしましょう。私はとにかく忙しいので、こればかりにかまけていられないんですよ」

「いやいや、ほとんど完成しているじゃないですか。所長ほど仕事が早い人は世にいませんよ」

「仕事が趣味みたいなものですからねぇ。あははは、貴方たちは真ま似ねしちゃダメですよ。私みたいに仕事にかまけて人生台無しになりますから。家族を大事にしてくださいね」

　副所長を引き連れて、さっさと所長室に戻る。首をこきこき鳴らした後、椅子に腰掛ける。すぐに珈琲を注いでくれる副所長。流石優秀なだけある。惜しむらくは何かを生み出す才能に欠けることか。それをそのまま告げると傷つくだろうからと、遠回しに言ったら一週間も休職されてしまった。懲りたのでもう言わない。

「うーん、働いた後の一服が美お味いしいです。さて、なんでしたっけ」

　美味しい珈琲に口を付けたニコレイナスは、十分に一息ついた後で尋ね直す。

「ミツバさんの件です。パルック学長は厄介払いしたくて仕方ないようです。釘くぎを刺すなら、私がやっておきますが」

「別にいらないですねぇ」

「しかしです。既に陸軍本部、王都警備局、治安維持局の許可を取り付けたようです。こちらで手を打たなければ本当に──」

「いらないと言っているの。余計な手は出すんじゃない。これは、命令よ」

　表情を変え、語気を強めて厳しく警告する。仮面の使い分けが人心掌握のコツである。使い分けすぎて本当の自分が分からなくなってしまうのが難点だ。

「……分かりました」

「ふふ。とても不服そうな顔ですねぇ」

「所長が彼女に掛けていた熱意と執念はよく存じております。それが、万が一流れ弾にでも当たって無為に失うかと思うと」

「あー、それなら大丈夫ですよ。それくらいで死ねるわけがない。第一、そんな結末を私が許すと思います？　うふふ、冗談じゃないわ」

　時間、金、魔力と労力、そして執念。どれだけのものをあの子に注ぎ込んだのか。今は亡きギルモアもかなりの金を提供してくれたが、そんなものでは全然足りない。今まで蓄えてきた金、そして培ってきた人脈を活用して彼女をこの世に舞い戻らせた。

　何故そこまでしたか。絶対にこの世に遺のこしたいものがあったから。

　だから、全身全霊を懸けて挑んで挑んで挑み続けた。そして達成した。今のニコレイナスには、その成果を眺め続けるという夢、野望がある。

　素体を提供してくれたギルモアには深く感謝しているが、残念なことに完全に用済みであった。とっとと死んでくれてむしろ助かったくらいだ。あの男に束縛され続ける人生など、彼女には相応ふさわしくない。第一、ギルモアも死ぬ前に幸福を味わえたのだからさぞ満足しているだろう。

　ミツバには自由に思うがままにこの世界を生きてほしい。そう願っている。そうあるべきだ。

「……所長」

「どうしたんです。今日は珍しく食い下がりますねぇ。さぁ、怒らないから言ってみなさい」

「彼女をこの研究所に引き取りましょう。所長の下でしっかり育てるべきです。そうすれば、必ず立派な魔術師、そして研究者となるはずです。貴方の後継者として──」

　首を横に振り、その言葉を途中で遮る。

「ここをこうやって、私の言うことに従いしっかり進みなさい、と、道を敷くのは嫌なんです。私は束縛したくない。自由というのが最近の流行なんでしょう？　ま、彼女が自分でそうすることを選んでくれたのなら尊重するけど。友達もできたみたいだし、そのまま軍人になるんじゃないですか」

「それで、本当に宜よろしいのですか？」

「本当に宜しいのよ。やりたいように生きて、楽しんだら死ねばいいじゃないですか。それができない人が世の中多いですから、十分贅沢ですよねぇ」

　別に研究者になどなってほしくない。意地だけでここまで這はい上あがったが、失ったものも大きかった。家畜以下の蛆うじ虫むしからスタートし、ここまで上がるためにどれだけの努力をして、どれだけの代償を支払ったか。後悔はしていないが、納得もしていない。人間というのは複雑なのだ。特に女は。

「ところで、ミツバが士官学校に入ってからどれくらいでしたっけ？」

「大体半年でしょうか。途中、謹慎期間があるのであれですが」

「うーん。最低でも半壊ぐらいはやらかすと思ってたんですが。意外と大人しかったですねぇ」

「……そうでしょうか。所長は彼女に関与して死亡した人数をご存じですか？」

　書類を捲めくりながら、副所長が複雑そうな表情を浮かべる。そんなこと知るわけがない。自分と、自分の気に入ったもの以外、何人死のうと知ったことじゃない。

「あー、もしかしてクイズですか？　じゃあ、十人、いや、おまけして十一人！」

「直接的、間接的も合わせると三十三名です」

「ふーん。でも全員自業自得なんでしょう？」

「ほとんどそうですね。ただ、初期に関しては──」

「あー、怖がったり気味悪がったりしただけで死んじゃったでしたか。そうかそうか。ほら、まだ人格、魔力ともに暴走気味だったでしょう。だからです。まぁ、理由もなく悪意を向けるからそうなるんですがね」

　大体のことは金を握らせた職員やら潜ひそませた調査官からの報告で分かっている。密偵を飼っているのは貴族様だけではないのだ。執事ピエールはうっかり落としてしまった毒瓶をミツバに拾われ、逆に毒素を喰らって死亡。ほぼ事故のようなものだ。使用人たちの半数は副所長の報告の通りこれも事故。警備兵は余計なことを言ったせいで軟体生物化。残りはイエローローズの密偵だった者たちだ。始末しようと仕掛けたところで返り討ち。素敵なオブジェとして塔と一体化してしまった。

「でもまぁ、私の予想以上に短期間で制御が効いてますよ。意外と相性が良かったんですねぇ。不完全なのに、中々良いモノを拾ったみたいで。余計な知識があるのはいただけないけど、まぁ許容範囲内ですか」

「……しかし、このまま安定した状態が続くとは、とても思えません。何がきっかけになるか」

「まぁ、大丈夫でしょう。私は楽天的思考の持ち主だし、多分彼女もそうですよ。そういうところも私に似ていますよね」

　冷めてしまった珈琲を見つめる。ミルクが入っていないので、黒い。副所長が用意してくれたミルクと砂糖を入れてみる。ぐるぐる回る。回り続けて、だんだんと同化していく。

　──ほら、安定した。





◆






　──ベリーズ宮殿。舞踏会会場。

「これはこれはご機嫌麗しゅう。ミリアーネ様は今日もお美しいですなぁ。後で是非、私と踊っていただきたい」

「これはお上手ですね、ベイル伯爵。お誘いとても嬉うれしく思いますわ」

　内心馬鹿馬鹿しいと思いつつも、ミリアーネは見事な作り笑顔を浮かべて好色な伯爵に挨拶する。

　新しく手がける魔光石採掘事業への投資に協力を要請している最中だからだ。今は小康状態にある大陸情勢だが、後数年以内にプルメニア帝国との戦争が始まるだろう。お互いに力を蓄え終わる頃だからだ。銃による戦いにおいて、魔光石は大量に消費されていく。値上がりするのは確実だ。現在のブルーローズ家の財政は逼ひっ迫ぱくしている。他よ所そから大金を引き出し、それを使って倍以上に儲もうけを出す。金はなくとも、適切な指導者と七しち杖じょ家うけの信用があれば返り咲くのは簡単なことだ。

「ところで先日のお話の件ですが、喜んで投資させていただきますぞ。その代わりといってはなんですが──」

「ええ、お食事のご招待についてですわね。それも、もちろんお受けいたしますわ」

「それはそれは。貴方のようなお美しい方とお食事を共にできるだけで、いやはやなんとも」

　下げ卑びた笑みを浮かべるベイル伯爵。この男は未亡人に手を出すのが何よりも好きという情報が入っている。屑ではあるが、金は持っている。自分の広大な土地を農民に貸し出し、使用料をせしめているのだ。農民に知識がないのをいいことに、詐欺まがいの条件で荒稼ぎしている。最初はいいが、徐々に苦しくなる契約となっている。共和派の煽動家たちが言う『寄生虫の如ごとき貴族』の見本といったところか。

　しかし、取引相手としては全く問題ない。上う手まいこと転がして、こちらに有利な条件で投資を引き出したい。強引な手法は向こうも取れない。貴族相手に下へ手たを打つような相手ではない。その上こちらは七杖家当主代行だ。妄想に出されるだけで虫むし唾ずが走るが、それは手数料ということで堪えてやろう。

「それでは、また後ほど」

　適当に会話をした後、伯爵の傍を会釈しながら離れる。

　周囲の夫人たちと談笑しながら一息入れていると、見覚えのある顔が視界に入った。実の兄、現在のイエローローズ家当主、ヒルードだ。ミリアーネがブルーローズを乗っ取った後、父は見届けたかのように急死。急きゅう遽きょ後を継いだのがこのヒルードだ。父に似て、手段を選ばない冷酷な性格だ。ミリアーネもそうであるからして、きっと血筋なのだろうと思う。

　作り笑いを浮かべながら兄に近づく。予想に反して、兄は露骨に不機嫌な表情を浮かべてくる。まるで苦虫を噛かみ潰つぶしたかのようだ。

「ごきげんよう、兄上。……と思ったけれど、どうもご機嫌がよろしくないようね」

「ふん、リーマスと喧けん嘩かしてしまってな。餓鬼一人すら始末できない無能な親なのかと謗そしられたよ。実際その通りなのだがな」

　ヒルードが溜息を吐いている。他人を何人殺しても何とも思わないくせに、身内には甘いようだ。しかし、その餓鬼というのはもしかして。

「……兄上。餓鬼というのは、まさか、ミツバのことでして？」

「それ以外に誰がいるというのだ。息子の友人といざこざがあってな。えらく面子メンツを潰されたらしい。お前からの依頼もあったから、一気にカタをつけようとしたのだが」

「…………」

「見事に失敗したよ。完敗だな。くく、あんな餓鬼に手を出したばかりに、我が家が誇る『毒蛇』は半壊状態だ。もはや溜息しか出ない」

「そんなまさか。いつから兄上はそんな冗談を──」

「冗談なものか。殺された者も多いが、恐怖のあまり再起不能になった者も多い。なにせ、頭領が壊れた人形にされてしまったのだから。物理的な意味でだぞ。お前も知っているあの男だ」

「…………まさか」

「しかも、あのザマでしばらく生きていたのだ。私もこの目で見たがおぞましいものだった。…………実に恐ろしい。まさに悪魔の所業よ」

　ヒルードが顔を青あお褪ざめさせ、脂汗を流している。こんな情けない兄の姿は見たことがない。

「どうなされたのです。兄上らしくないですわね。どうして報復なさらないのです」

「報復、だと？　お前、アレの危険性を知っていたな？　何故私に何も言わなかった」

「……それは」

「貴様に貸し出した密偵に、口止めしていたことも分かっているのだ！」

　怒声とともにヒルードが敵意を向けてくる。周囲の視線を感じ、ハッとした兄が口を噤つぐむ。

　確かに、半ば脅して口止めはした。当然危険性も知っていた。できるならば、自分のあずかり知らぬところで、兄の手勢で殺してくれれば幸いとも思っていた。自分が呪いを受けるのは怖い。そんなものがあるとは思っていないが、可能性はゼロではない。だから兄を利用しようとした。それだけだ。

「何か誤解があるようですわね。いいですか？　私は一応アレの義母にあたるのです。直接的にせよ、間接的にせよ手を出せば噂うわさが流れるでしょう。ですから、兄上のお力を借りようとしただけのこと。始末は急がないともお伝えしたでしょうに」

「──黙れ。あわよくば私をアレに殺させて、イエローローズ家まで乗っ取ろうとでも企たくらんだか？　派閥を全て手中にしようとでも思いあがったか？　だが貴様の思い通りにはならんぞ。私は金輪際アレとは関わらん。息子にも厳命しておいた。……我が妹ながら、恐ろしい女よ。母娘ともども、中身は悪魔に違いない」

　舌打ちすると、ヒルードは足早に立ち去っていってしまった。

「私と、アレが親子ですって？　冗談じゃ──」

　ミリアーネは一瞬気色ばむが、すぐに微笑を浮かべる。兄も馬鹿ではない。せっかく乗っ取ったブルーローズ家と対立関係になりたいとは思っていないだろう。王党派本流として確固たる立場を築けたのだから。国王を牽けん制せいしつつ、議会の流れを握る。自分たちに有利な施策を押し通す。利益は放っておいても入ってくるのだ。金持ち喧嘩せずとはよく言ったものだ。

　ミツバに関しては一旦保留だ。兄も少し落ち着けば必ず報復を再開するに違いない。あれの性根は陰気で粘着質だから必ず逆恨みする。

　ミリアーネが薄ら笑いを浮かべていると、国王ルロイと王妃マリアンヌが近づいてきた。ついでにまだ幼い長男も連れている。これまた見事に平凡そうな顔である。そのまま立派な操り人形になれるよう育っていってほしいものだ。多少知恵をつけてしまったルロイのようになってほしくはない。王は馬鹿で単純で善良なほど好ましい。

「ごきげんよう、ミリアーネ。来てくれて本当に嬉しいわ」

「先日の謁見以来だな、ミリアーネ。今はブルーローズ当主代行だったか。今日は楽しんでいるかな？」

「これはこれは国王陛下、王妃陛下、そして王子殿下。このような素敵な催しにお招きいただき、恐悦至極に存じますわ。もちろん楽しんでおります」

「うむ、楽しんでくれているならいいのだ。最近は不幸が続いたからな。ところでな、マリアンヌが聞きたいことがあるそうなのだが」

　ミリアーネはこれでもかというほどの笑みを浮かべて、国王一家のご機嫌を取る。

　一応王党派とはいえ、国王はそれほどこちらを良く思っていないだろう。市民に寛容を与えようなどという愚かな政策を繰り返し提案してくるのを撥はねつけているからだ。赤、桃派を除く上院、下院議員の力で徹底的に否決している。皮肉なことに、市民議会からの受けが良いかというとそういうわけでもないのだ。市民のご機嫌を取りたいのは理解できるが、それならば贅沢な暮らしの一つでも改めればいい。だが、そこまでは考えが至らない。ゆえに口先だけで何も実行できないお飾りの王という悪評ばかりが蔓まん延えんする。そして市民に寛容を与えた結果、何が起こりどうなるかまで考えることもできない。馬鹿が多少知恵をつけると、碌でもないことしかしないという証左である。

「ブルーローズ名誉姓を取り上げられた、亡きギルモア卿きょうの忘れ形見のことなのです。私、とても気になっておりますの。まだ十一歳の少女と聞いていますわ。どうか、温かな寛容を与えてあげることはできませんか、ミリアーネ」

「……王妃陛下のお言葉ではございますが。それはできかねます。あれは我が家に恐ろしい災いをもたらしたのです。青薔薇ばらの杖つえを御覧いただければ、きっとご理解いただけるかと思います。掟おきてに背いて彼女が触れた杖は、今も毒々しい色を纏っております。どうして許すことなどできましょうか」

　何を言い出すのかとミリアーネは内心で激しく舌打ちする。興味本位でアレに手を出されては困るのだ。万が一、国王一家に何かあったら、巡り巡ってこちらにも災いがもたらされる。追放したとはいえ、一族は一族。必ず責任問題となる。だが、顔には出せない。苦渋の決断であったという表情を努力して作る。

「……そうなのですか。事情も知らずにごめんなさい。この通り、謝罪いたしますわ」

「そんな、どうか頭をお上げください王妃陛下」

　その言葉を待ってましたとばかりにニコっと笑うマリアンヌ。

　馬鹿だがそこそこに賢さかしいのが腹立たしい。国王に余計な知恵を与えているのもこの女である。

「ところで、聞いたところによると、今は陸軍の士官学校にいるとか。それは真まことですか？」

「生あい憎にくですが、私は存じ上げません。ニコレイナス所長に全てお任せしてありますので」

「そうですか。ならばこちらで調べてみることにします。災いの件についてはとても悲しく思いますが、それでも彼女には寛容が与えられるべきと考えております。できれば多少でも援助できればと思っておりますの」

「…………」

「はは、一度言い出したら聞かないのだよマリアンヌは。誰にでも幸福に生きる権利はあると言ってな。悪いが、そういうことになりそうだ」

　何が援助だと吐き捨てそうになるのを必死に堪こらえる。表情には出ていないが、腸はらわたは煮えくり返っている。

　隣で苦笑しているルロイ。相変わらず妻マリアンヌには甘いようだ。そんな様ざまだからカサブランカ人の女に骨抜きにされたなどと陰口を叩かれる。

「承知いたしましたわ。つまらぬことに囚われている私の愚かさをどうかお許しください。王妃陛下のお優しさに、世の者はさぞ感嘆することでしょう」

「ふふ、聞きたかったのはそれだけですわ。さぁ、行きましょうか、可愛いマリス坊や。この母と一緒に踊りましょう」

「はい、母上！」

「元気で良いことだ。それではな、ミリアーネ。グリエルとミゲルにも宜しく伝えておいてくれ。最近会えてなくて気になっているのだよ。特にグリエルはブルーローズ次期当主であろう。余が期待していると伝えておいてくれ」

「はい、必ず。我が子たちも喜ぶことと思いますわ。グリエルは、必ずや陛下のお力になれると思います」

「そうかそうか。頼もしいことよな」

　上機嫌で立ち去っていく国王一家。

　マリアンヌは恐らく本気だろう。あれはカサブランカ大公の娘のくせに、やけに市民に同情的なのだ。それがルロイに感染し、市民にも寛容をなどとぬかすようになった。しかも王党派に属する赤と桃の派閥を、寛容派などという愚劣極まりないものに塗り替えてしまった。市民の人気を取りたいのだろうが、愚かなこと極まりない。

　市民は諸悪の根源は国王だなどと言っているが、貴族からすればマリアンヌに他ならない。他国の女はさっさと死ねばいいのだ。どうせ国王と息子以外、誰からも愛されない他国者だ。

　──なるほど、呪い人形とは通じるところがあるのかもしれない。ならば、二人揃そろって仲良く地獄に行ってもらいたい。なんなら、国王一族全員に死んでもらってもいい。

　レッドローズ家には他の七杖家から養子を出して代わりの国王とすれば済むし、形骸化しているピンクローズ家などは取り潰してしまえばいい。お飾りは誰でも構わない。どうせ王権には多大な制約がかかっていて、自由になど振る舞えないのだから。自分たちがそれを許しはしない。

（何をしようが、私たちの時代は続く。この国を動かすのは、私たち選ばれし貴族なのだから。国王はお飾り、議会は我々に都合の良い世界を作り出すための道具。市民とは奴隷の別名。だから自由なんて市民には必要ない。働いて働いて働き尽くして死ねばいいの）

　──莫ばく大だいな土地と財産と名誉を築き、自らの血を継ぐ子にそれらを全て引き渡す。それが貴族に生まれた者に課せられた義務、使命だろう。その繰り返しが、我々の血を更に尊きものにしてくれるのだ。その定めから目を逸そらす者は、貴族を辞めて市民になるか、とっとと死ねばいい。そう、あの愚かなギルモアのようにだ。
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　──陸軍士官学校、校庭。

　座学という名の一般常識勉強を終えた私たちは、外で持久走中だ。

　半年も経たてば、授業の遅れも気にならなくなる。大して頑張ったわけでもないが、普通の学校とは違うのだ。軍人を育てることが目的なので、やっぱり体力訓練、銃、大砲の扱い方がメインである。そして、お金も掛からず手間も掛からず、それでいて実戦的であり根性も鍛えられる持久走は、教官たちが大好きな訓練である。

「この校庭を走るのもいい加減飽きてきたよ。たまには王都の中を走るってのはどうだろうね」

「馬鹿も休み休み言え。ただでさえキナ臭い情勢だというのに、私たちが駆けずり回るなどいたずらに混乱をもたらすだけだ」

　クローネにサンドラが突っ込んでいる。私は空を見上げて、気楽に走っている。全然疲れないので余裕である。スタミナがついてきたらしい。筋肉は増えてないし背も伸びてないけど。

「しかし平和ですねー」

「お、おい！　なんでお前はそんなに余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくなんだよ。はあっ、はあっ！」

「そりゃチビは小さいからでしょ。で、そっちは太ってるからその分疲れるんだよ。今何周遅れなんだい？」

「う、うるせぇな！　はあ、はあ」

　数周遅れの小太り体型の男子学生が嫌な顔をする。そちらから話しかけてきたのに。この小太りの名前はなんだったっけ。確か──。

「確か、ホットケーキ君でしたっけ。甘そうな名前の」

「違う！　俺の名前はポルトクックだ！　お前は何度間違えるんだ！」

「そうなんですか。で、ポルトガル君はもう少し痩せた方がいいですよ。なんだか太陽が沈まない国の人にやられそうな名前ですし」

「ま、また訳の分からないことを、くっ、嫌いやみなチビと話したせいで、い、息が。も、もう無理っ」

　ミスターポルトガルケーキ君が脱落していく。まだ一時間しか走ってないのに。膝をついたところを、教官が怒鳴りつけて容赦のない蹴りを入れている。可哀かわい相そうだが自業自得である。手を振ってお別れを告げる。

　半年もすると、私の雰囲気にも慣れてくるらしい。というより、クローネ、サンドラが気楽に話しているからだろう。最初はビビりまくっていた同級生ともこんな感じで一応話だけはできる。でも距離感は相当ある。残念ながら友達にはなれそうにない。

「チビはまたライバルを脱落させたのか。弁舌の才能もあるのかな？」

「……単純に口が悪いだけだろう」

「しかし、外を走るのはともかく、市街の警戒ぐらいはやってもいいと思うんだよね。私たち見習いもさ」

「それはどういう意味だ」

「糞くそカビどもだよ。この前なんか、私のお気に入りのパン屋で自爆しやがった。しばらくは休業だってさ。世知辛いねぇ」

　悲しそうなクローネ。サンドラは鼻を鳴らして吐き捨てる。

「連中は、徳を積んだ後に死ねば楽園に行ける、などと戯たわ言ごとをぬかしている。自分だけならともかく、善良な市民を道連れにする始末だ。あんな連中は害虫と変わらん。片っ端から殺してしまえばいい」

「また過激だねぇ。ま、それをやりたくても見分けがつかないから無理だよ。一見しただけじゃ一般人と変わらないわけだし」

「尋問の手間があるのは確かだな。だが私ならもう少し上う手まくやるし、その自信もある」

　眼鏡をクイッとあげるサンドラ。きっとえげつない拷問とかやるに違いない。多分じゃなくて絶対やる。

「あ、私も結構分かりますよ。あの人たち凄すごくさわやかな臭いがするから」

「お前は犬か？　というか、何がさわやかだ。この大馬鹿者め！」

「あはははは！　緑化教徒の麻薬常習者は生活が破綻しているからね。そりゃ臭うのは間違いないけど、さわやかな匂いとは言いがたいんじゃないかな」

　面倒だったので説明しなかったが、違うのだ。本当に特徴的なさわやかな臭いがする。ミントを更に強力にしたような。さわやかすぎてひどく鼻につく感じ。そういう人は、今までの経験上大抵が緑化教徒だ。大抵というのは、実際に確かめることはできないから。自爆した死体は何回か見たし、リンチにあって意識のない緑化教徒も結構見た。斧おので斬首される緑化教徒も見た。全員さわやかな臭いだった。普通の人からはしない。なんでかは分からないけど、麻薬探知犬のような特殊能力が私に芽生えたということにしておこう。結構便利だし。そういう臭いがする人には近づかなければいい。自爆に脅おびえる心配がなくなるし。もしくは先に撃ち殺すというのもありかも。あ、でも証明できないとただの殺人犯だった。

「ま、私から言わせれば共和派も似たようなもんだよ。段々活動も過激になってきてるしね。そのうち理想のために自爆しそうだよね」

「おい。今の言葉、直ちに取り消せ。我々はあんな無政府主義者ではないし、無差別殺人も行なってはいない」

「今は、だろう？　でも、そういうことならさっきのは取り消しておくよ。理不尽な粛清だけは勘弁ってね」

「…………」

　クローネが目を細めてサンドラを嘲あざ笑わらう。サンドラもそれに負けじと睨にらみ返かえしている。私がいなければ殺し合いになっていそう。怖い怖い。

「頑張っておくれよ、未来の議員様。ほら、どちらかというと、私も共和主義者だしさ、自由万歳ってね」

「ふざけたことを。貴様が共和主義者というならば、野良犬とてそうだろうな」

「あははは、それはちょっと言いすぎだよ。野良犬よりは私の方が教養も常識もあるさ」

　得意げなクローネに、サンドラは呆あきれて首を横に振るだけだ。ツッコミ役は主に私である。

「野良犬相手に勝って喜んでいていいんですか？」

「そりゃ勝つことが何よりも大事だからね。相手がなんであろうと関係ないのさ」

　と、ガルド教官が笛を二回ならした。最後の突撃の合図だ。そういう意識を持って、全力で教官の下に集合しろということである。私がいち早く走り出すと、歩幅をいかしてクローネが余裕で追い抜いていく。体力を消耗していたサンドラは出遅れたため、女子ではビリ確定。あ、ポルトケーキ君がまた転んでる。凄い勢いでゴロゴロと。転がるだけで面白い人間である。私は拍手しておいてあげた。

「よーし、ご苦労だな諸君。だが、女子のクローネ、さらにはミツバにまで負けるのはいただけない。最近女性が強くなってきたとはいえ、体力の差はあるはずだろう？　男子諸君には淑女を守れる立派な紳士になってもらいたいのだ。というわけで今から校庭二十周、行ってこい！」

『そ、そんな。ぜ、全力疾走の後で、足が』

「泣き言など聞く耳もたんな。突撃後に相手の奇襲があったらどうする。全力で走った後なので無理です勘弁してください、と誠心誠意謝るつもりか？」

『……ううっ』

「分かったなら駆け足だ！　次に文句を垂れた奴やつには俺が鉄拳をくれてやる！」

　笛の合図とともに、男子たちが死にそうな顔で校庭の外周に向かっていく。これから二十周だと、お昼休憩は半分になるだろう。可哀相に。でも私には関係のないことなので、それ以上思うことはないのである。

　ちなみに、私の横ではサンドラがぜーぜー息を吐いている。体力に劣るわけではないが、クローネは体力馬鹿だし、私はスタミナ抜群。これに気力だけでついてきていた代償を払っているだけ。

「はは、無理しなければいいのに。頭でっかちで融通が利かないねぇ」

「…………」

　クローネが茶ちゃ化かすが、無言で息を整えている。意地でも弱音を吐かないのは流石さすがである。ポルトケーキ君とは違うようだった。

「さてと。チビ、暇なら私と遊ぼうか。突撃って言ったらやっぱり白兵戦だろうし。今回は、銃剣なしでやろう」

「素手で格闘戦ですか？」

「乱戦で落としたらそうなるし。さ、好きにかかってきな！」

「…………流石に体格差がありすぎますよ」

　ファイティングポーズを取るクローネは百八十センチメートルぐらい、私は百四十ないくらい。年齢的には平均的だと思うのに、周りからはチビ扱い。なぜなら、彼らとは五～六年の年齢差があるから仕方ないけれど。永遠に縮まることのない差である。

「こないのかい？　じゃあ遠慮なくこっちから──」

「いきますね」

　機先を制して突撃開始。クローネの大振りの一発を回避、懐に入ってボディーに一発。これでクローネはノックアウトである。

「うん。まぁ、狙いは分かるけどさ。頭を押さえればこうなるよね」

「はい、参りました」

　大振りはもちろん牽けん制せい。その長い手で、私の頭は普通に押さえられていた。リーチの差というのはいかんともしがたいものだ。やはり文明の利器である銃や大砲を私は活用すべきであろう。

「うーん、チビがもう少しでかくなれば、格闘訓練もできるのにね。好き嫌いせずに牛乳も飲みなよ」

「あれは口に合わないので。生臭くて苦手です」

　生命の源っぽくて苦手である。気分がひどく悪くなる。

「でも魚は食べてるよね。あれこそ生臭いと思うけど」

「魚は美お味いしいから大丈夫です」

「ま、それはいいことだよ。私は魚を骨ごとバリバリ食べるからね。これがデカくなる秘ひ訣けつだね」

「私はまだ効果が出てないんですよ」

「チビは牛乳を飲まないからだろう。片方だけじゃ駄目なのさ！」

　あははと笑いながら私の髪をぐしゃぐしゃにしてくる。その間にサンドラも回復したようだ。こんな感じで、私たちの訓練は終わりを迎えるのである。ちなみに、午後も同じ訓練である。隣の騎兵訓練場では颯さっ爽そうと障害物を避けて馬を駆る男子たち。騎兵科である。コレを見ると、貴族様たちが歩兵、砲兵科に入らない理由も分かる。だって地味だし。




　──もう嫌というほど走ったその翌日。朝礼時に、ガルド教官が珍しく困惑した表情を浮かべながら口を開いた。

「あー、今日は諸君に伝えることがある。……正確にいうと、諸君というよりは特定の人間にだけなんだがな」

　頭に疑問符を浮かべる学生たち。私はあくびをしているので、全然聞いていない。隣のクローネも大あくび。人間、朝は眠いのである。クローネと目が合ったので、親指をあげてニヤリと笑うと向こうも真ま似ねをしてくる。何のサインかとクローネがこっそり尋ねてきたので、勝利のサインだと教えてあげた。ちなみに、サンドラにもやったのだが『死んでもやらん。馬鹿馬鹿しい』とそっけなかった。真面目である。

「クローネ・パレアナ・セントヘレナ、サンドラ・テルミドーレ、ミツバ・クローブの三名は、一週間の実地研修に参加できることになった。諸君が学んでいる砲兵科が新設されてから二年目になる。初の女砲兵というわけではないが、今名を呼んだ女子諸君は先輩に当たる十九期生以上に優秀な成績を修めている。よって、学長推薦により、特別に参加資格を得たというわけだ」

　ガルド教官の話を聞いた学生たちがざわめく。驚きと嫉妬を含んだ視線が私たちに向けられる。女のくせにやら、女だから贔ひい屓きされている、という情けない言葉も聞こえてくる。当然クローネが黙っているわけもなく。

「ん、文句があるのかい？　私に喧けん嘩かで勝てる奴がいるなら喜んで譲ってやるよ。ほら、今すぐ手を上げな」

『…………』

　当然いない。体力だけじゃなく、体術、銃剣術の技術も抜群である。戦うために生まれてきたような身体とセンス。クローネは間違いなく軍人として大成するだろう。太鼓判を押してしまう。

「あ、じゃあ私も譲りますよ。無条件で。行きたい人は両手を上げてください」

　その代わりにお手上げポーズくらいしてもらおうと皆に告げたら、全員一斉に視線を逸そらした。少しは打ち解けてきたと思うのに、相変わらず悪評や噂うわさについては払拭できていない。

「申し訳ありませんが、私は参加を辞退します」

「理由はなんだ」

「自己都合です。強制ならば従います」

　サンドラは普通に辞退を宣言した。本当にわが道を行く女である。

　極力余計なリスクを排除したいのか、もしくは勉強時間の邪魔とかいう理由かもしれない。軍で出世するつもりは最初からなさそうだし。

「……いや、強制ではないが。だが本当にいいのか？　卒業考査時に加点対象となるし、そうそうある機会じゃないんだぞ？　学長推薦だということも忘れるな」

「せっかくですが私には必要ありません。加点いただかなくても十分卒業できますので。推薦いただいた学長には申し訳ありませんが」

　学長からの覚えが悪くなろうがサンドラとしては全く困らないわけで。元々サンドラは勉強するためにここへ来ているわけだし。普通の学校と違ってお金がなくても勉強できるからだ。士官として数年働いたら、退役して議員を目指すと公言している。退役軍人が市民議員になるというのは珍しいことではないらしい。

「……そうか。ならばいい、俺から学長には伝えておこう」

「教官！　サンドラが行かないのであれば、僕たちの中から選んではいただけませんか？」

　意欲的な男子が立ち上がりアピールする。凄いやる気である。

「その意気込みは認めたいが、無理な話だな」

「それは何故なぜですか！」

「別に欠員が出ようが向こうとしては全く構わないからだ。ちなみに、二十期の歩兵科、騎兵科、魔術科からも選抜された学生も研修に向かうことになっている。女子だから選ばれたというわけではないことは言っておくぞ。あくまで成績、普段の訓練や学習態度などを考慮して選抜されている」

「…………」

　不満そうな顔を隠そうとしない学生。ガルドが腕組みして睨みつける。

「大体だな、文句があるならせめてミツバに持久走で勝ってから言え。分かったか？」

「……はい」

「返事が小さい！」

「はい、教官殿！」

「よし、良い返事を聞いたところで話を戻すぞ。クローネとミツバは、今から言う三つの中から希望を述べるように。もちろん希望については前向きに検討するが、必ず叶かなうわけではないことは理解しておけ。それが組織というものだ。ついでにこれ以上の辞退も認めない」

「あらら、ひどい話だねぇ。やだやだ、自由があるようで全然ないよ。もう辞退すらダメだってさ」

　クローネがおどけてみせる。ガルドも冗談だと分かっているのでそれを咎とがめない。

　というか、教官が辞退は認めないと言ったとき、主に私に視線を向けていたような。もしかしてご指名だったりして。

「何事も早い者勝ちというやつだ。不満なら自分で選べるくらいに偉くなることだな」

「了解しました、教官殿っと」

「さて、では説明を始めるからよく聞け。まず一つ目が陸軍東部方面軍だ。プルメニア帝国との国境最前線、将来の激戦予定地だな。今のうちに遠足に行くのも悪くはない。戦争が始まったら景色を優雅に楽しむことはできないからな。やることは大砲や長銃の手入れが主になる。ここに行ったら一早く前線の空気を感じられるぞ」

　うーん、そんなに行きたくない。クローネはここで決まりだという顔をしているが。よし、ここは友人に譲ってあげよう。遠足には興味を惹ひかれたけど、一人だけじゃつまらないので却下だ。

「二つ目は王都警備局だ。我らが首都の平和を守る誇り高き部署だぞ。ここに行けば警備兵になったつもりで、王都を散歩できる。やることは街の景観維持──ゴミ拾いと浮浪者の死体処理ってとこだ。市民から感謝されるとは実に羨ましい。間違っても王宮警備には回されないから心配するな」

　これもそんなにやりたくない。普段は楽しみながら散歩しているので、任務や仕事になったらつまらないことこの上ない。王宮に入れるなら行っても良かったけど。できればパス。

「三つ、治安維持局。ここはどんな奴でも人気者になれるぞ。税金を滞納する不届き者を叩たたきのめしたり、馬鹿なゴロつきを締め上げたり、イカれた緑化教徒をぶちのめしたりする花形だ。ローゼリア中に出張って治安を妨害する連中を排除するんだ。恐らく武器弾薬を担ぐのが主な仕事になるだろう。そうそう、任務中以外でも逆恨みによる報復があったりするから、油断しないように気をつけろ」

　なんとなくこれが一番楽しそう。報復は少し怖いけど、そうならないようにすればいい。緑化教徒をどんな風にぶちのめしているのかは見ておきたいところ。是非ともこれからの参考にしよう。私のお気に入りの店や場所で自爆されたら嫌だし、先手必勝だ。私はこれで決まりだ。

「騎兵科や魔術科の連中には王宮警備やら凱がい旋せん行進訓練なんて選択肢もあるらしいが、砲兵科は以上で終わりだ。どれもこれも魅力的な部署ばかりで悩むだろう。それじゃあ、クローネとミツバは帰りまでに考えておくように。男子諸君は嫉妬だけはするんじゃないぞ。男の嫉妬は醜い上に情けないからな！」

　心配しなくても、さっきまでの妬みの視線は同情に変わっている。一週間の遠足のつもりで精々楽しむことにしよう。サンドラへのお土産みやげも用意しなくては。適当な緑化教徒の首でいいかな。でも腐らせないようにするのは難しいかも。
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　ローゼリア治安維持局レッドローズ州リトルベル市駐在所。一個小隊三十名の隊員を率いるモラン大尉は、送られてきた命令書を握りつぶし、怒りで顔を真っ赤にしていた。

　モランの年齢は既に五十歳。軍歴は三十年を越えている根っからの軍人である。祖国ローゼリアへの愛国心は誰にも負けないと思っている。

「この糞くそ忙しいときに、なぜ私が子守をせねばならんのだ！　確かに人員が足りないと文句は言ったが、十一歳の子供を寄よ越こせとは言っておらんぞッ！」

「どうか落ち着いてください隊長。お気持ちは分かりますが、たった一週間ではないですか」

　副長のタルク少尉がなだめてくるが、怒りは収まるところを知らない。

「ほんの僅かだと頭では理解しているが、感情が承服せんのだ！　なぜ餓鬼を我々に押し付ける！　暇を持て余している王都警備局の連中にでも押し付ければいいだろうがッ！」

　モランは人一倍の愛国心を持っているが、悲しいことに市民階級の出であった。たったそれだけで、輝かしい出世街道を歩む道はほぼ完全に閉ざされてしまった。出自がどうであろうと軍歴さえ積めば、大尉にまではほぼ自動的に上がっていく。士官学校を卒業すれば准尉からスタートし、少尉、中尉、大尉と上がっていく。貴族階級に生まれればあっと言う間に佐官に到達だ。

　だが、市民階級出が佐官に上がるには何か特別な功績を挙げなければならない。将官になどは奇跡的な事態でも起こらない限り不可能だ。例えば、ニコレイナスほどの功績を挙げる必要がある。

　当然、能力的には特筆すべきところがないモランには不可能であり、こうして小さな市の駐在所に配置されたというわけである。プルメニアやリリーアとの戦争には流石に駆り出されたが、特に交戦することもなく停戦が行なわれる始末。予定では、後数年このリトルベル市で過ごした後、晴れて退役を迎えることになる。

「いいか、私にはこの市を守るという義務がある。それに心血を注いできたつもりだ。この情勢下、いつ不測の事態が起きてもおかしくないからな」

「はっ、よく存じております」

「それを呑のん気きに実地研修だと？　最近の不穏な状況を上の連中は理解しているのか？　自爆大好きなカビに、聞き分けのない共和主義者、食い詰めた浮浪者などがいたるところに溢あふれ返っている。外に一歩出るだけで頭痛の種ばかりなのだぞ！」

「……職を求めて王都に集まったものの、望む仕事に就けるのは僅か一握り。市民の生活は悪化するばかりです。それに比例して緑化教徒の数も増えておりますし。共和主義者などは臆面もなく白昼堂々演説する始末です」

　貴族の土地から逃げ出した農奴どもが、職を求めて王都ベルに集まってくる。そこでも食くい扶ぶ持ちを得られなかった者は、浮浪者となりスラムに住みつくか、またどこか棲家を求めて拡散していく。その繰り返しだ。それもこれも貴族が悪いとモランは思っているが口には出さない。最後は親愛なる王家に対する愚痴になってしまうから。

　市民には、まず国税が掛かり、その次に州税と市税が被かぶさってくる。当然モランも支払っている。これを滞納した者を取り締まるのも治安維持局の仕事だからだ。この三つの税だけでもかなりの負担だが、戦争が起これば更に戦争税が課される。特に理由もなく、適当な名前の税が増えたこともあった。その度に不平不満の徒が大暴れするので、治安維持局は大忙しである。

　貴族の土地に暮らす農奴は更に悲惨である。上記の税に加えて、貴族への土地代も払わなければならない。余裕などあるわけがない。当然不作時などは餓死者が増加する。それを免れようと子供を人買いに売ったり、あてもないのに逃げ出したり、自や棄けになって緑化教徒になるのがこの類いだ。共和主義を唱える連中は、まだそこまで追い詰められてはいない。だがそれも爆発寸前のように思える。

「ああ、子守などしている余裕がないことを理解してくれて、心から嬉うれしく思うよ少尉。それで、もう一度言うが、このミツバとかいう研修生、一体何歳だと思う。十一歳だぞ十一歳。士官学校の教官どもは頭がどうかしているぞ！」

「……しかし、書類を見る限りでは、かなり優秀と記載がありますが。銃、大砲の扱いに長たけ、持久力にも優れると」

「子供の遊びではないのだぞ。……だが命令は命令だ。我々は従わねばならん。軍人とは悲しいものだな」

「心中、お察しいたします」

　嘆息するモラン。

　自重しようと努力するが、口からは愚痴しか出てこようとしない。だが一週間の辛抱だ。

「タルク少尉。悪いがこの研修生の面倒は君に一任したい。最初の挨拶以外は私の前に連れてこないようにしてくれ。怒りで倒れてしまいかねん。退役前に憤死などという不名誉な前例を作りたくないものでね」

「はっ、了解しました。私にお任せください」
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　期待の新星、未来の大軍人──ミツバ嬢がいよいよ駐在所に到着した。

　なんと真新しい軍服まで支給されているではないか。こんな子供用の軍服があったのかと一瞬思ったが、よく考えると軍楽隊には普通に子供がいるのを失念していた。おそらくはそこから手配したに違いない。それと、何故か馬車の護衛には王国魔術研究所の魔術師どもがついていた。護衛の厳重さからミツバとかいう子供は貴族出身かとモランは一瞬考えるが、それはないとすぐに考えを否定する。この子供は砲兵科所属だからだ。泥臭い砲兵科に進む貴族などこの世には存在しない。まぁ、研修生に何かあったら面子メンツが潰れると、士官学校側がわざわざ依頼したのだろう。最近は街道に盗賊団が出没することもある。そういう心配りができるなら少しはこちらに回せと、モランは更に腹立たしさを募らせる。

「……ようこそ、リトルベル市駐在所へ。町の外観はもう見たかな？　ここは小さいが美しい町だろう。私の自慢の町なのだよ」

「はい、そうですね。とても綺き麗れいな町だと思います」

「そう言ってもらえて光栄だ。……私が隊長のモラン大尉だ。これから一週間、君の面倒を見るように命令された。遺憾ではあるが、命令とあらば断わるわけにはいかない。お互いに不幸だとは思うが、前向きにいこうではないか」

「ありがとうございます、モラン大尉。私は研修生のミツバ・クローブです。短い間ですが、宜よろしくお願いします」

「なるほど。挨拶だけは立派なものだな。よく仕込まれている」

　踵かかとを揃そろえて、敬礼をするミツバ研修生。さぞかし練習したのだろう、そこらの兵卒よりは上手い。なにやら色々な噂があるとタルク少尉が言っていたが、モランは全く興味がなかったので聞く耳を持たなかった。

　第一印象は『気味の悪いガキ』である。銀髪は腰のあたりまで伸びており、邪魔くさい前髪は目元まで届いている。士官学校では髪の長さに決まりがないのだろうか。面倒なので余計なことは言わないが。それに特徴的なのがこの青い目だ。人形の瞳のように造りは綺麗であるのに、何故かは分からないが薄気味悪い印象を受ける。透き通るように青いのに、感情が読めない。ジッと見ていると、暗闇に飲まれそうになり寒気が走る。普通ならば、誰だってコレには関わりたくないと思うだろう。──呪いの人形。思わずそんなことまで考えてしまった。

　モランは慌てて余計な思考を振り払い、ミツバを上から見下ろして口を開く。

「……さて、君の面倒はこのタルク少尉が見てくれる。まだ若いが、経験豊富で優秀な男だ。更に少尉は士官学校歩兵科を実に優秀な成績で卒業している。年齢も私よりは近いから、話も合うことだろう。色々と勉強させてもらうといい」

　モランはそう言い切ると、タルクに視線を向ける。それに頷うなずくと、前へ一歩進み出て敬礼するタルク。

「私がタルク少尉です。ミツバ研修生、ローゼリアの治安を維持するのが我々治安維持局の役目です。ここはその最前線となります。君が将来どこの配属になるかは分かりませんが、この町での経験は必ず活いかすことができるはずです。一週間、共に頑張りましょう」

　タルクがにこやかに微笑ほほえみ、右手を差し出す。

　ミツバは僅かに口元を歪ゆがめると、その手を握り返した。

「ありがとうございます、少尉。少尉はとても『さわやか』な方なんですね」

「さわやか？　私の匂いがかい？　そんなことは初めて言われたけれども」

　タルクは自分の服をクンクンと嗅ぎはじめ、ミツバはそれを子供らしからぬ不敵な笑みを浮かべて眺めている。その理由がモランには読み取れない。自信過剰なのか、ただの馬鹿なのか、いずれにせよ生意気な子供だとモランは思った。タルクは穏やかな表情を変えていない。実に人間ができていると感心する。リトルベル市民からの信頼も厚い男であり、モランの後任を十分に継いでくれるだろう。既に後釜の指揮官として本部に推薦済みである。

「はい、間違いなくさわやかな人です」

「ははは、悪い気はしないけどね。しかしいくら私を褒めても何も出ないよ」

　そう軽く笑った後、こちらを振り返るタルク。

「大尉、もう昼食の時間も近いですし、あの食堂に連れていっても構いませんか？　最初ぐらい、歓迎も兼ねて御ご馳ち走そうといきたいのですが」

「ああ、構わんよ。私の目の届かないところで好きにやりたまえ」

「はっ、ありがとうございます。それじゃあ行こうかミツバ研修生。あの食堂の料理は絶品でね。その上値段もお手頃なんだ。近くの村々から届く美味しい野菜を使ってるかららしいけれど」

「そうなんですか。それはとても楽しみです」

「はは。子供は素直が一番だからね。腹ごしらえをしたら、早速町を案内しよう。他の隊員との顔合わせも行なわないといけないからね」

「ありがとうございます、少尉」

　実に和やかな雰囲気だ。タルクは特にミツバを不気味には思っていないようである。

　こちらに敬礼すると、二人仲良く出ていってしまった。もしかして、自分がおかしいのだろうかと、護衛についてきた魔術師たちに視線を向ける。

「いやはや、変わった子供──いや、研修生でしたな。実に変わっている」

「…………」

「それで、だ。一つだけお聞かせいただきたいのですが、何故あの若さで士官学校に？　些いささか非常識なことだと思うのですがね。しかも治安維持の最前線に投入などとは前代未聞だ」

「諸事情がありまして、その類いの質問には一切お答えできません。ご容赦を」

「ふん、これは手厳しいですな。まさか、ニコレイナス所長の隠し子とかですかな？　それならば話は分かりますがね」

　冗談がてら下げ賎せんなことを呟つぶやいてしまった。魔術師たちの表情がスッと変わる。怒らせてしまったかと思ったが、何かに脅えているようにも見える。

「……大尉殿。冗談でも、そのようなことは仰おっしゃられない方が宜しいかと。たった一週間の辛抱です。彼女を刺激するような言動は是非お控えください」

「それは一体どういう意味ですかな。なぜ大尉であるこの私が、たかが研修生の機嫌を取らねばならんのです。馬鹿馬鹿しい話だ」

　言葉に棘とげが混ざる。王魔研の魔術師、研究者たちは軍属ではないから階級はない。モランとどちらが偉いかなどというのは水掛け論だ。職権外の場ではお互いに尊重するということが慣例だ。そしてここはモランの持ち場、遠慮しなければならないのは相手である。

「私はただご忠告申し上げただけです。後は大尉のお好きになされれば宜しいかと。……それでは、我らはお暇いとまいたします。一週間後、何事もなければミツバ研修生を迎えに参ります。どうぞご無事で」

「おい、ちょっと待て。何事もなければとはどういう意味だ。この町は我らが心血を注いで治安を維持している。何事もあるはずがない。それをご無事でとは無礼であろうが！」

「とにかく我らはこれで失礼します。おい、引き上げだ！」

　吠ほえるモランを見向きもせず呟くと、護衛の魔術師たちは早足で退出してしまった。モランは訳が分からずに立ち尽くす。彼らの後ろ姿が、恐ろしい何かから逃げ出すかのように見えたからだ。

「なんだというのだ。全く、訳が分からん。さっぱり訳が分からんわ！」

　そして、苛いら々いらを吐き出すように咳せき払ばらいをしてから、乱暴に椅子に腰掛けるのであった。
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　リトルベル市での実地研修初日は無事に終わった。今は案内された宿の一室で休憩中だ。

　研修なのに宿舎ではなく普通の宿とはいかがなものかと思ったが、料理は美お味いしいしお風呂も結構綺き麗れいで不満はない。タルク少尉いわく、駐在所の宿舎に空きがないのが理由らしい。

「満腹だし、身体も温まったし、もう言うことなしです。せっかくだからサンドラも参加すればよかったのに。もったいない」

　気分はすっかり観光旅行である。目に映るものが新鮮で実に楽しい。

　が、一人なので全力で盛り上がれないのが難点だ。クローネがいたら楽しかっただろうに。そのクローネは予想通り陸軍に参加し、東部の国境地帯へと向かって行った。それはもうやる気いっぱいだったので、お土産みやげには期待できそうである。

「この一週間、どうなるかな？」

　期間限定で上司になるモラン大尉は、怖そうで厳いかついおじさんだったが、特に怒られたりはしなかった。忙しくて構いたくないという感じはありありだったけど。町の人たちも、最初は薄気味悪そうに私を見るが、次の瞬間にはパッと笑顔を作ってくれる。多分私が子供だからだと思う。今は子供だから大目に見てくれるけれど、このまま大人になったらとんでもないことになりそうで怖い。

　部屋に備え付けられた鏡を見る。虚うつろな青い瞳に死人のように白い顔、そして長い銀髪。そろそろ髪を切っても良いだろう。ふと思いついたので、長髪を全部前に下ろして、両手をだらりとゾンビみたいに垂らしてみる。

「──うわぁ」

　本当に呪い人形だった。調子に乗って白いシーツも身体に纏まとってみる。自分でドン引きしてしまった。このまま室外に出たら大騒ぎになり、研修先で同僚の皆さんから職務質問という、前代未聞の事態を起こしかねない。シーツを元に戻して、髪を元通りに掻かき分わける。これで何もかも安心だ。

　なんにせよ、この目が全部悪いんだと思う。誰かのと交換できたらいいのに。くり抜くわけにもいかないしどうしたものか。頑張って笑顔を作っても、この目のせいで不気味に嗤わらっているように思われるらしい。

　サンドラにずばりと指摘されたから私もしっかり理解した。クローネは別に気にしなくていいじゃないかと、適当に笑っていたけど。毎回初対面の人の好感度がマイナスからスタートなのは結構厳しい。せっかく賑にぎやかになりそうな世界なんだから、色々な人と関われた方が楽しいだろう。

「さてと、とにかく研修報告を書かないと。宿題を忘れたら後が大変です」

　一週間の研修後、提出するように教官から命じられている。いつ、どこで、何をやって、何を学び、何を感じたかを書くのである。つまり、今日は、リトルベルの町を『見回り』という名の観光をして、人々の平凡な暮らしを見て、平和だなぁと書けばいいのである。他にも武器の手入れとかこまごまとしたことはやったけど、他はとくになしだ。隊員の人ともそれなりの付き合いである。挨拶して、終わり。うん、短い！

「これで終了です。初日はこんなものかな。明日も早いからとっとと寝ましょう」

　既に夕食やらお風呂やらは済んでいるので後は寝るだけ。他の隊員の人は夜警やらもあるらしいが、私は研修生なので免除だ。せっかく選んでもらったのに、こんな堕落した一日を過ごしていては教官に顔向けできない様な気もする。明日からはもう少しだけ頑張ろうか。

　ところで、タルク少尉はとてもさわやかだったので、帰るまでになんとかしないといけないと思う。一応治安維持局に研修に来ているわけだし、仕事はしないといけない。でもなんとかすると言っても、将来有望な軍人さんでしかもこの駐在所の副長さんらしいからどうしたものか。一発で終わらして万々歳とはいかないと思うのだ。

　そんなことを皆で悩みながら、私たちは温かい布団に包まれて眠りにつくのである。
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　──翌日。なんだか朝から駐在所は騒がしかった。

　近くに住んでいるハルジオ伯爵とかいう人が駐在所に飛び込んできたからだ。私を見て一瞬怯ひるむが、見なかったことにしてモラン大尉に改めて怒鳴りかかったのは面白かった。胡う散さん臭くさいちょび髭ひげ紳士というのがピッタリである。

「モラン大尉ッ！　君は本当に真面目に働いていたのかね？　私の村に緑化教徒が潜んでいると報告が入ったぞ！」

「少しは落ち着いてください伯爵。さっきから埒らちが明きません。どういうことか、最初からきちんと説明していただきたい」

「馬鹿な！　こんなときに落ち着いていられるか！　今すぐ兵を率いて出向き、緑化教徒をひっ捕らえていただきたい！　私の土地にカビが蔓まん延えんしたらえらいことだ！」

「いきなり兵を出せと言われましても。まずは詳しいお話をと、先ほどから申しているではありませんか」

　興奮するハルジオ伯爵を何とかなだめ、何とか事態の把握に努めるモラン大尉。その顔はこれでもかと歪ゆがんでいたが、必死に堪こらえている。理不尽にも耐えるのが大人。モラン大尉は実に大人である。その忍耐力は私も見習いたい。見習うだけで、実行するとは言っていない。

「私の財産に損害が出てからでは遅いのだぞ！　その際は賠償責任を負ってもらうぞ！」

「ですから説明を──」

「さっさとなんとかしてくれッ！　緑化教徒どもが自爆してくるぞ！」

　全く話にならない。で、何が起こったかだけど。リトルベルから西に少し行ったところに、ハルジオ伯爵が所有する土地がある。そこに農奴たちが暮らす集落があり、ハルジオ村と呼ばれている。自分の名前を村名としてつけてしまうお茶ちゃ目めな伯爵が支配者だ。昨日も今日も明日も明後日あさっても、そのお茶目なハルジオ伯爵に搾取されるのが運命づけられている。そんな場所で、ハルジオ伯爵ご自慢のご子息が、緑化教徒を目撃したそうである。いつの間に緑化教が蔓延していたのか。このままでは善良な我々の命が危ない。恐怖と怒りで震える伯爵は、朝一番でこの駐在所に乗り込んできたわけだ。そんなことをさっきから延々と喚わめき続けている。

　で、モラン大尉も流石さすがに我慢の限界がきたのか、強引に肩を押さえつけて、椅子に座らせる。あくまで紳士的にだ。流石大人だ。

「伯爵、まずはお座りください。ええ、緑化教徒が潜んでいるという訴えはよく分かりました。で、その者が緑化教徒だとなぜお分かりになったのでしょうか。例えば、緑化教徒が所有する経典、緑の布、あるいは旗、連中が愛用する麻薬を入手したとかですかな？」

「そんなものはない。だが、我が愛する息子が言うのだから間違いない。早く向かって、不愉快なカビを始末していただきたい！」

「しかしですな。ただ闇雲に向かっても、『私が緑化教徒です』などとは誰も言いませんぞ。連中、拷問されてもしばらくは耐えるぐらい忍耐強さがありますからな。だからカビは厄介なのです。無実の人間を拷問するわけにもいきません」

「いや、全然構わん。なんなら数人殺していい！　拷問も許可する！」

「そんな無む茶ちゃ苦く茶ちゃを言わないでいただきたい。……もしや、御子息は誰がカビなのか分かっているのですか？　それならば話は別ですが」

「いや、緑化教を美化する声は聞こえたが顔までは見てないと言っていた。可哀かわい相そうに、さぞ脅おびえていたのだろうな。いいかね、君たちにはなんとかする義務があるぞ！」

「…………」

「とにかく、問答している暇があるなら早く兵を出してくれたまえ！　私は愛する国家に莫ばく大だいな税を納めている。故に保護される権利があるのだ。それを見捨てるというなら、直接治安維持局本部に怒鳴り込んでやるぞ！　そうなればどうなるか分かるだろうね！」

　ハルジオ伯爵が頭から湯気を出しそうな勢いでまた怒り出した。観念したモラン大尉は、タルク少尉に視線を送る。苦笑して頷うなずく少尉。私が全部上う手まくやるという合図だろう。

「……よく分かりました。我々の使命はこのリトルベル市一帯の治安を守ることです。直ちに隊員を向かわせましょう。編成は隊員十名と大砲一門です。些いささか過剰ともいえる戦力ですが、伯爵にここまで言われては、私も出し惜しむつもりはありません」

「おお、流石は大尉だ。実に話が分かる。しかも虎の子の大砲まで出していただけるとは。ありがたいお話ですな！」

「なに、丁度士官学校から研修生が来てましてね。大砲を使用した緑化教徒の処刑を見せてやりたいのですよ。実戦に勝る研修はありませんからな」

「ははは、それは実に豪快ですな。そのときは私と息子も出向かせていただきますぞ！」

　入ってきたときとは真逆の態度で、上機嫌で出ていく伯爵。スキップして空に飛んでいきそうな勢いだった。あの人は長生きできそうである。この先何もなければだけど。それより、今の話の流れだと私も行くことになるのだろうか。

「タルク少尉。隊員十名を選抜し、ミツバ研修生を連れてハルジオ村の集落へ出向いてくれ。今の話にあったとおり、大砲も持っていけ。恐らく緑化教徒は見つからんだろう。そのときは、適当に大砲を試射してみせて伯爵の機嫌を取ってくれ」

「了解しました。準備が整い次第出発します。しかし、そんなことのために高価な弾薬を使うのですか？」

「止やむを得えんだろう。あの勢いで本部に苦情でも入れられれば、私だけでなく君たちの査定に響く。ならば砲弾の一発や二発惜しくないわ。どうせこの町で使用することなどほとんどないのだからな」

　各駐在所には大砲が一門配備されているらしい。だが、普段の警けい邏ら任務では長銃しか持ち歩かない。重いし火力が過剰すぎるから。タルク少尉が昨日説明してくれたが、納得できる話だ。大砲と一緒に警邏とか意味が分からないし。問題は、誰が運ぶかだけれども。

「集落までの道はそれほど整備されていない。だが、砲兵科の君にとっては大したことではないだろう。これは良い訓練になる。是非頑張って押してくれたまえ」

「……はい、了解しました」

　意地の悪い顔でニヤリと笑う大尉。やっぱり押すのは私だった。というか、弾薬、器具、大砲全て私が持つのだろうか。それは結構大変である。面倒だから、ここでひとまず済ませてしまうのはどうだろう。でも、ズバッと言うと角が立つので、遠回しに聞いてみよう。

「大尉。一つだけよろしいでしょうか」

「なんだね、ミツバ研修生。遠慮なく言ってみたまえ」

「今回の任務は、緑化教徒を見つけて、処刑することですよね」

「その通りだ。本当に存在するかは疑わしいがな。証拠が何ひとつない」

「じゃあ、タルク少尉に聞いてみたらどうでしょう」

「なに？　なぜ少尉に聞くんだ？」

「タルク少尉、緑化教徒の居場所を知りませんか？　少尉は、もちろん知ってますよね？」

　私が見上げると、僅かに動揺したようなタルク少尉。

　だが、すぐに笑みを作ると手を振って否定してみせる。

「ははは。私が知るわけないよ。それをこれから調べに行くんだろう」

「全く、馬鹿な冗談を言っとる場合かね。ほら、早くしないと伯爵閣下がお怒りになるぞ。急ぎ準備せよ！」

「はっ！」

　タルク少尉に急せかされて部屋の外へと出される。そして大砲の用意を頼む、と倉庫に一人で向かわされた。まるで余計なことを言うなとでも言わんばかりだ。

　皆、各自の準備に入ってしまったので、仕方なく私も移動準備を整える。一時間ぐらいかけて大砲の荷物整理。保管場所も分からないのでかなり苦労させられる。誰も手伝いに来ないというのは、一体どういうことだろう。本当の本当に大砲は私一人で準備させて、運ばせるつもりらしい。

　この怒りはどこにぶつけるべきだろうか。やはりカビどもにぶつけるのが正解だろうか。多数決を取ると、そう決まった。私は溜ため息いきを吐つきながら、長銃を担ぎ、器具と弾薬の入った鞄かばんを背負い、大砲の砲身を後ろからえっさほいさと押していく。やっぱりだるい。

「……君、一人で押せるのか。一体どういう腕力の持ち主なんだい？」

「いえ、皆さんが手伝ってくれないので、仕方なくです。お気になさらず」

「いや、気にするよ。移動準備さえ整えてくれれば、手伝うつもりだったんだけど。……砲兵科って、皆一人で押せたりするのかい？」

「さぁ、どうでしょうか」

　タルク少尉を軽く睨にらみつけて、私はぐいぐい押していく。がらがらと大砲の車輪の音がなる。この野郎、後で覚えておけと思う。今は我慢して充じゅう填てん中。我慢も大事ということを忘れてはいけない。前を行く隊員も後ろめたそうだったが、手を出してはこない。私は後を無言でついていく。重いけど押せなくはないし。でもだるい。

「小さいのに力持ちなんだな。いやいや、感心してる場合じゃないね。おい、あと一人、そっちの車輪側を頼む」

「はっ、分かりました、少尉」

「今更ですが、手伝ってくれてありがとうございます」

「いやいや、元々一人なんて無茶だからね。つい見とれてしまって悪いことをした」

「全くだ。いやぁ、小さいのにすげぇな。少し見直したぜ」

　タルク少尉ともう一人が手伝ってくれた。多少怒りが収まったかと思いきやそうでもない。こう見えて意外と執念深いのである。大体諸もろ々もろの準備は全部私がしたわけだしね。相手がさわやかなのも相まって怒り百倍である。

　で、一時間も頑張って押した頃、ハルジオ村付近に到着した。村の門が見えるし、集落もあるし間違いない。近くには葡ぶ萄どう畑が広がっている。ワイン用だろうか。丁度秋ということで、収穫時期っぽい。たくさんの実がついている。美味しそうだが、ワイン用の葡萄って普通に食べられるのだろうか。うーん分からない。

「さて、私は先に行って事情を説明してくる。君たちはここで待っていてくれ。いきなり完全武装の上に、大砲まで見せたりしたら、村人が驚いてしまうだろうからね」

「了解しました、少尉」

　タルク少尉が村の中に入っていく。

　それを見届けると、思い思いに休息を取る隊員たち。面倒な交渉役はいつもタルク少尉なんだと、私に説明する隊員。それを聞きながら、私もとりあえず座り込む。さてこれからどうしたらいいだろう。といったものの、私が何を言おうとも、何にも変わらないと思う。なぜなら私はただの研修生であり余よ所そ者ものだから。私の言うことには説得力などないし、誰も信じてくれないのである。つまり、これから起こるであろう事態も、甘んじて受け入れなければならない。

　左右の葡萄畑から、緑の鉢巻を巻いた人間たちが姿を現す。ついでに緑の旗も静かにあがる。緑化教徒の皆さんである。目で合図しようとするが、煙草たばこをのんびりふかしたり、水を美味そうに飲んで一服している隊員たちはまださっぱり気がついていない。呑のん気きすぎるなぁと思うが、休憩中だから仕方ないのかな。それとも何もないと油断しきっているのか。あ、村の門周辺にもしっかり配置されているようだ。全員、屈かがみながら長銃を構えて照準を定めている。これはいけない。すっかり詰んでいた。

『──撃てッ!!』

　タルク少尉の掛け声とともに、多数の銃声が鳴り響く。悲鳴と血ち飛沫しぶきをあげて、隊員たちがばたばたと倒れていく。ついでに私も倒れる。運が良いのか悪いのか生き残ってしまった隊員は、慌てて銃を構えるが既に手遅れである。殺到した村人たちの農具が振り下ろされ、全身を耕されてしまった。やっぱり不幸だったようだ。

『一人残らず殺せ！　確実に止とどめをさせ！　緑の神への生いけ贄にえにするんだ！　徳を積み重ねれば、我々は必ず楽園に導かれるぞ！』

『緑の神よ、罪深き我らを導きたまえ』

『緑の神よ、我らを楽園に導きたまえ』

『緑の神よ、慈悲を求めぬ罪人たちに裁きを与えたまえ』

　私たちの死体の周りを、村人たちが取り囲む。そして、口々に不快な祝詞のりとを読み上げる。本当にさわやかで鼻につく臭いだなと、私はおぼろげに思った。腹立たしい限りだが、なんだか目が疲れてきたので、少し眠ることにする。──とりあえず、おやすみなさい。
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　元仲間を壊滅させた後、タルクたちは一息ついてハルジオ村へと戻っていく。

　家の中からは、事態を見守っていた妻のハンナや幼い子供たちが現れる。他の家族も同様に出迎えてくる。

「貴方あなた、お怪け我がはありませんか？」

「大丈夫さ。皆も無事だし、敵も全員始末した。大砲もこの通り奪ったよ」

「ああ、これも神のお導きでしょうね。貴方、本当におめでとう！」

「お父さん、おめでとう！　僕たち、これで楽園にいけるんだよね？」

「ああ、そうだとも」

　ハンナと子供たちが笑みを浮かべる。

　数年前、逃走中の緑化教徒だったハンナを匿かくまい、身分を偽らせてこの村に住まわせたのはタルクだ。『遠い縁戚の者が訪ねてきて困っている、なんとか働かせてもらえないだろうか』と、モラン大尉を通じて願い出た。搾取できる労働力が増えることに、ハルジオは否とは言わないことは分かっていた。当然農奴という立場だが、ぎりぎりで生きてはいける。最初はただ哀れだという同情心からだった。交流を重ねていくうちに、その教えに感銘を受け緑化教徒にタルクはなった。どんなに懸命に国のために働いても、傲慢な貴族が贅ぜいを尽くす一方、貧しい人々の生活は全く救われない。そんな人々を時には取り締まることに、タルクは激しい違和感を覚えていたからだ。

　緑の教えはすぐに村人に広まった。ハンナを通して、『神の慈悲』が支給されたことで村人たちは苦痛から逃れることができたのだ。密告する者はだれ一人としていなかった。王家や貴族連中は麻薬などと呼んで市民や農奴が使用するのを禁じている。神への冒ぼう涜とくなどと呼んでいるが、苦痛や絶望から救われている間、労働力が低下することが気に入らないだけだ。しかも教徒から取り上げた『神の慈悲』を隠れて使用している有様。ただの快楽目的のために。決して許されることではない。

「だが、傲慢になってはいけない。謙虚にそして誠実に、緑の神に祈りを捧ささげることが大事なんだ。そうだろう、ハンナ」

「ええ、貴方。神は常に私たちを見守っていらっしゃるもの」

　ハンナを抱きしめる。

　この村に匿ってしばらくの後、ハンナとは自然に結ばれ子供を儲もうけることになった。タルクは普段はリトルベルの駐在所で過ごし、時折ハルジオ村へは定期巡回と称して訪れている。村人たちは自分たちも苦しいというのに、親身に世話をしてくれた。当然、モランも含めて同僚連中で知る者などいない。ちなみに、町の食堂にも緑化教徒が潜り込んでおり、本部への連絡役となっている。食材のやりとりを通じて、『神の慈悲』や司祭からの通達を村に渡しているのだ。

「やったぞ！　俺たちで軍人を殺してやったんだ!!」

「あはは！　これも神のお導きだよ！」

　村人たちからも歓声があがる。

　緑化教徒は、緑の神のために働いて徳を積み重ねれば、死後に楽園での幸福な暮らしが保証されている。そのためには司祭から免罪符を貰もらわなければならない。死後であろうとも問題ない。司祭から授与されれば、彷徨さまよう魂も楽園へと導かれるのだ。それを手に入れるために、緑化教徒たちは陰でさまざまな活動に従事している。神の下僕を騙かたる不届きな連中や、不当に人々から搾取する連中に対抗する手段を得るためである。

「ほ、本当に長かった。苦しかった」

「俺たちにだって、できるんだ！」

　──我々は神の下で平等なのだ。誰にも支配されず、誰にも搾取されず、誰にも虐げられない。ただ緑の神への信仰を忘れず、日々をあるがままに過ごせば良い。徳は自然に積み重なり、死後に司祭から免罪符という赦ゆるしが与えられ楽園へと導かれるのである。これが緑化教の基本的な教えである。だが、これを弾圧する連中に対しては抵抗し、神への信仰を示さねばならない。見過ごすことは神に対する冒涜だ。徹底して立ち向かわなければならない。

　貢献の方法は様々である。金、食糧、土地、武器などを教会に提供する。布教活動を行ない、教徒を増やす。『神の慈悲』を栽培し、苦しむ教徒たちに配布する。敢あえて異教徒や冒涜者の懐に忍び込み、情報を入手する。あるいは、自らの命を以もって神への信仰を示すなどだ。

　不当な弾圧に打ち勝つために、緑化教徒は懸命に働いている。

「そうだ、大砲は大丈夫そうかい？」

「ああ、問題はなさそうだ。多少弾は当たったけど、壊れてはいないと思う」

「それは良かった。司祭も喜ぶだろう」

「なぁタルクさん。俺たちでもこれ使えるかな？　一発ぐらいあの糞くそ野郎の家にぶち込んでやりたいんだが」

「気持ちは分かるけど、砲弾の無駄使いはやめておこう。緑の教会に送れば私たちの勤めはひとまず終わるよ。後はハルジオの屋敷から物資を回収して、盛大に燃やせばいいさ」

　タルクは大砲の使い方を一応知っているが、人に教えられるほどではない。歩兵科だったため、実際に撃ったことは数える程度、実戦では一度も使ったことがない。長銃に関しては習熟しているため、ここの村人たちに技術を教え込んだ。大事なのは、狙いをつけることよりも数を揃そろえて撃ち込むことである。

「まぁ燃やすなら同じことか。よし、分かった。それじゃあ早速司祭様に連絡をつけるか。これからどうするにせよ、早く連絡しないとな」

「後で駐在所にも手紙を届けてくれるかな。『問題は無事解決しましたが、ハルジオ伯爵から歓待を受けており中々帰れそうにありません』と書く。それで数日はごまかせる。貴重な時間を稼げるはずだ」

「冴さえてるな、タルクさん。分かった、それも俺が届けよう」

　明日にはこの場所を引き払い、他の土地の仲間と合流しなければならない。もしくはここを橋きょう頭とう堡ほに勢力圏を広げるのか。それすらも今は分からない。ただ司祭の指示に従うのみだ。

　困難が待ち受けるのは確かだろう。何しろ、今回の件は急だったため、何の段取りもできていない。ただ、何かあったときの合図を決めておいたから、すんなりと対処はできた。最初に伯爵が駆け込んできた後、リトルベルに潜んでいる緑化教徒をこの村に走らせ、銃撃準備をさせておく。その後は、タルクの合図で始末するという寸法だ。止むを得なかったとはいえ、これでタルクの軍歴は終わりになってしまった。もう治安維持局からの情報を緑化教徒に流すことはできなくなる。

　本当は穏健に済ませたかったのだが、ここの村人には信心深い者が多い。緑化教徒であることを否定することは、神への冒涜に当たると考える者が少なからずいる。そうすれば、自らの手で処刑しなければならなくなる。タルクの軍歴、隊員の命と、志を共にする同胞とを天てん秤びんにかければ答えはすぐに出た。王国や軍などに未練などない。巻き込んでしまった隊員たちは可哀相だと思うが、仕方がない。彼らは緑化教徒ではないのだから。

「こいつらの死体はどうするんだ？」

「全部燃やして始末しようぜ。異教徒どもにとって、死体を燃やされることは許されざることらしいからな。せっかくだし、報復してやろうじゃないか」

　村人たちが、死亡した隊員たちを足あし蹴げにしながら中に運び込んでくる。どれも銃弾で血だらけだ。全員死亡しているのは確実だった。

　緑化教徒は死亡後の遺体の扱い方に決まりはない。ただ、神への信仰があればいい。

　だが、異教徒──大輪教徒は違う。時を経へて母なる大地にあるがままに還かえり、次の転生を待つのだそうだ。馬鹿馬鹿しく、実に愚かな話である。死体はやがて腐り、虫の餌になって終わりである。燃やして灰にするのと何が違うのか。その魂は決して救われないというのに。

「よし、油を持ってこい！」

「皆、少し待ってくれ。その子供にだけは慈悲をあげないか？」

「子供？　……ああ、こいつか」

　村人がミツバの死体を乱暴に引っくり返す。

　完全に絶命しているため身動きしない。しかし、死んでいるのにとても綺麗な顔だと思った。目は見開かれたまま、生きているときと表情が変わっていない。視線はただ空を見つめている。頭部と腹部に数発の銃弾を受けた痕がある。苦痛を感じずに即死できたのかもしれない。それだけが救いである。彼女に恨みはなかったが、仕方がなかった。

「異教徒とはいえ、子供には救われる機会があってもいいと思う。正しい神の教えがあることを、彼女は知る機会がなかったんだ。それは、とても哀れなことだと思うんだ」

「まぁ確かに同情するぜ。こんな歳としで軍隊に放り込まれるなんてひどすぎる。全く、本当にクソッタレな国だぜ。早く滅びればいいんだ。国王も貴族も全員死にやがれ！」

『神の慈悲』が練り込まれた煙草を吸っている村人。これを摂取すればたちまち気分が高揚し、恐怖が一切なくなる。解放感に満たされ、痛みすらも消してくれる。故にこれは神の慈悲。

　この男は従軍した際に負った傷の後遺症で苦しんでいたのだが、慈悲に触れてからは幸せな日々を過ごしている。国は禁忌の植物としているが、神に縋すがって何が悪いというのか。ならば代わりに救ってみせろというのだ。それもできないで、神から権利を授けられたなどとのたまい、国を治めているとは笑わせる。

「しかしよう、どうするんだ？　今更免罪符を貰うことはできないだろう。こいつはなんの徳も積んでねぇ」

「……このまま埋めてあげよう。もしかしたら、長い年月の果てに神が慈悲を与えてくれるかもしれない」

　彼女の視線がこちらを見ているような気がした。後ろめたい思いが湧き出てくる。タルクはその青い澄んだ目を、片手で閉じさせる。

「そんなことしたって、腐って終わりだ。大輪の教えなんて全部嘘うそっぱちだ。面倒だから燃やしちまった方がいい」

「分かってる。だけど、あまりに忍びない。どうかあの場所に埋めてあげてほしい」

「しかしよう……」

「無理にとは言わない。だが、頼む」

「あー、分かった、分かったよ。アンタが言うんじゃ仕方ない。じゃあ、こいつだけ特別に埋めてやるさ。他のは燃やして灰にしちまおうぜ」

　ミツバが背負っていた弾薬鞄を取り、村人に渡す。器具は村人が拾い上げ、既に回収を終えている。これが一式あればいつでも発射できる。司祭も喜んでくれるだろう。

　他の村人は穴を掘って隊員の死体を乱雑に放り込み、その上に油を撒まいて焼却準備に入った。

　タルクはミツバの死体を担ぐ。思ったよりも軽かった。そして、ハンナとともに村の外れにある墓地へやってくる。ここには、緑の教えを知る前に死亡した村人の死体が眠っている。村人たちは彼らの魂が救われるように、神が慈悲を与えますようにと毎日祈っていたのだ。その一番片隅に、タルクは穴を掘る。墓石は必要ないだろう。彼女のために祈る者は、誰もいない。

「こんな幼い子が、救われずに一人彷徨わなければならないなんて。この世はなんと救われないのでしょう」

「神の意思に逆らい、国などという概念で人々を縛り付ける連中が悪いのさ。でも、少しずつ世の中は変わっているよ。緑化教徒は勢いを増している。人々の不満を抑えつけるのも限界に近い。近いうちに必ず爆発する」

「私たちも今まで以上に教えを広めねばなりませんね、貴方」

「そうだね、ハンナ。いずれ、この世界に国なんてものはなくなるんだ。そうすれば王、貴族、市民の区別もなくなる。国同士の争いもなくなる。ただ、一人の人間として自由に生きていける。そう、緑の神は全てをお救いになる。この世は誰もが救われる楽園になるんだ」

　墓穴を掘り終えたタルクは、ミツバの死体をそこへ優しく入れる。ハンナと一緒に土を掛け、埋葬する。そして、最後にミツバが所持していた長銃を墓標代わりに突き立てた。

「これは彼女の罪の証あかしであり、救いの道標でもある。全ての銃が用済みとなり朽ち果てる頃、緑の神によって大いなる慈悲がもたらされますように」

「緑の神の、お導きがあらんことを」

　最初で最後の祈りを捧げる。そして、ハンナと共にみなの元へと戻る。

　これから忙しくなる。やることは多いが、タルクの顔には満ち足りたものがあった。軍服などという拘束具を脱ぎ捨てられる解放感、家族と常に一緒にいられるという幸福感からだった。
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「き、貴様ら!!　貴族たるこの私をこんな臭い場所に閉じ込めるとは！　後でどうなるか分かっているのか！」

「腐れ農奴ども、さっさと私をここから出せ！　本当に殺されたいのか!!」

「もう本当に臭いっ！　鼻が曲がりそうだわっ!!　誰か、なんとかして頂戴！」

　ハルジオ一家を拘束している豚小屋をタルクは訪れた。

　木箱に腰掛けていた見張りの男が笑みを浮かべる。

「お、タルクさん。こんなところに何か御用ですかい？」

「ああ。後は私が見ていよう。君は寝るといい」

「へへ、そいつは助かりますよ、こいつらピーピーうるさくて仕方がねぇ。じゃあ、神の慈悲に触れてから寝るとします。それじゃ、お先に」

　見張りの男はふらふらしながら立ち去っていった。木箱に腰掛け、ハルジオ一家を観察するタルク。こちらを見たハルジオ伯爵は目を剥むいて怒り出す。

「お前、タルク少尉か！　何をそこで突っ立っているのだ!!　早くここから助け出さんか!!　その後でカビどもを皆殺しにしろ！」

「はは、お断りしますよハルジオ伯爵閣下。貴方たちにはその場所が相応ふさわしいと思いますが」

「貴様、誰に向かってそんな口を利いているんだ!!　本部に報告して処分をくだして──」

「どうぞご自由に。まぁ、貴方にそんな機会は二度とこないと思いますが」

　タルクは薄く笑う。

　騒いでいたハルジオ一家の勢いが徐々に落ちていく。事態を飲み込み始めたのかもしれない。

「お、おい。まさか、き、貴様も、緑化教徒なのか？　嘘だろう」

「ええ、私は緑化教徒ですよ。この村に入れていただいた農奴がいたでしょう。彼女は私の妻なんです。彼女から教えを受けましてね」

　それを聞いたハルジオが口を開けて唖あ然ぜんとする。そして、顔を青あお褪ざめさせる。

「つ、妻だと。ま、待て。まさか、村の農民全てが、緑化教徒なのか？」

「ええ、その通りです。貴方が虐げすぎたせいで、皆すんなりと教えを受け入れてくれました。いやはや、貴方の馬鹿息子が騒いだと聞いたときは、心臓が止まるかと思いましたよ。どうせ、全部嘘だったんでしょうがね。そうでしょう、アルストロ上院議員さん」

　タルクがハルジオの息子アルストロに笑いかけると、バツが悪そうな表情を浮かべる。元はただの虚言だったのだ。緑化教徒が王都を騒がせていると聞きつけたこの息子は、ちょっと父親をからかってやろうと考え付いた。村人を虐いじめる理由が欲しかったのかもしれない。緑化教徒が隠れていると報告すれば、必ず騒ぎになる。だが、そのせいでタルクは決断し、村人は反乱を決意した。燃料は元々ばら撒かれていたが、最後に着火したのはこの息子だ。

「そ、そうなのかアルストロ？」

「え、ええ。生意気な農奴を甚いた振ぶるついでの冗談です。最近、やけに反抗的だったので。一人か二人、適当に懲らしめれば態度が改まるだろうと思って。し、しかし、こいつらが全員緑化教徒だったなんて、私は知らなかったんですよ！」

　アルストロと呼ばれた青年が怯おびえた表情を見せる。この愚にもつかない男が、国の中枢を担うべき上院議会の議員だというのだから実に救えない。この男が例外でないことは言うまでもない。この国の貴族は全て腐りきっている。

「虚言とはいえ、結果的には真実だったというわけです。で、そのまま放っておけなくなったので、こういう事態になりました」

「……なんということだ。だ、だが、事実とすればむしろ大手柄だ！　カビどもの巣を暴いたのだからな！　すぐにモラン大尉がやってきてくれる！」

「そのご心配には及びません。大尉には偽の報告を送ったので、数日の間は騒がれないでしょう。役目を終えた私たちは、貴方に歓待されていることになっていますので」

「ふ、ふざけるな、薄汚いカビどもめが！　今すぐ地獄に落ちろ!!」

「私たちをカビと呼ぶのですか。ですが、私から言わせれば、貴方たち貴族の方がよっぽど薄汚く腐れたカビですよ。弱者から限界を超えるほど搾取し、理由もなく痛めつけ、暴言を吐いては不快にさせる。もはや存在が冒涜に等ひとしいのです。今すぐ、この世界から消えてほしいですね」

「な、な、な」

　ワナワナと震えるハルジオ伯爵。息子のアルストロと夫人は途方に暮れて泣き崩れている。

「このまますぐに処刑しようと思ったのですが、貴方たちは教会本部に引き渡すことにします。どういう使われ方をするかは分かりませんが、死ぬのは確定なのでご安心を。私の予想では、見せしめのために公開処刑でしょうか」

「ま、待ってくれ。た、助けてくれるなら金はいくらでも──」

「私たちは金なんて要りませんよ。私たちが求めているのは救いですからね。それとも、まさか、貴方がくれるとでも言うんですか？」

「た、待遇改善を約束しよう。農奴たちには、少し厳しすぎたと反省している。か、金だけじゃなく自由もやる！　だ、だから許してくれ！」

「私も議会に提案する！　約束する！　だから、だから殺すのだけは待ってくれ！」

　今更泣き言を繰り返すハルジオとアルストロ。実に空虚な言葉であり、心には全く響かない。全てが嘘偽りに満ちている。

「全く信じられませんね。それに、今更少しばかりの待遇改善なんてされても困りますよ。どれだけ搾取してきたと思っているんですか。私たちは皆で楽園に行くのです。今までのことは徳を積むための試練と思うことにします」

「お、おい。少尉、待ってくれ。頼む、話を」

「そうそう、後で村の者がお礼をしたいそうです。是非親身になって聞いてあげてくださいね。多分、死ぬことはないと思いますよ？」

　あははと乾いた笑いを浮かべてから、タルクはこれからのことに思いを馳はせた。耳障りなはずの悲鳴が何故なぜか心地よい。これだけ徳を積んだのだから、免罪符を貰えることはほぼ確定している。後は、ただ神のために祈り、働き、楽園での暮らしを待てばいい。自分たちは必ず救われるのである。
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「親おや父じよお。俺は親不孝もんだ。結局親父に教えを信じさせることができなかった。なんであんなに頑固だったんだ。信じてさえくれてれば、親父にも免罪符をあげれたのによぉ」

　夜中。一人の男が、村はずれの墓地の前で麻薬を吸っていた。祝い事の日以外は飲むこともない酒も用意している。あと数日でこの救いのない村を出ていかなければならない。だから、最後の別れのつもりだった。

「へへ、ハルジオの糞野郎、豚小屋でみじめに泣き喚いてるんだぜ。親父が散々甚振られたあの糞野郎だ。後で徹底的にぶん殴ってやるぜ。親父は死ぬまで国王を信じてたが、奴やつは何もしてくれなかった。だが俺たちは神のお蔭かげで立ち向かう勇気を持てた。そして救いを得たんだ。どっちが正しかったか、今なら分かるだろ？　なぁ」

　そう言って、男は苔こけむした墓石に酒をかける。救いがありますようにと祈りを込めながら。だが、きっと救いはもたらされないだろうと思う。父は頑固であり、緑化教をただの世よ迷まい言ごとと断じていたからだ。最後まで頑固な男だった。頑固で頑固で誰よりも家族を愛していた。だから苦しんで絶望して死んだ。そのことをとても哀れに思う。

「俺は楽園で幸せになる。親父やお袋の分までな。そして、もし緑の神様に会えたら、親父の分も頼んでおいてやるよ。救ってやってくださいってな。それで親不孝のことは勘弁してくれよ」

　高揚感が身体を包んでいく。神の慈悲が脳を包んでいく感覚だ。愉快に世界がふらついてくる。

「……うん？」

　何か物音が聞こえたような。虫の音ではない。ザクザクという、なんだか乾いた音。夜中なので音がよく通る。男は周囲を見渡した後、一点を見つめる。長銃が突き立てられた場所である。

「……ああ。タルクさんが埋めてやった子供の墓か。なんだ、お前も飲みたいってのか？　へへ、子供のくせに生意気な奴め」

　笑い声をあげながら、そこに近づいていく。気分が良い。異教徒ではあるが、今日ぐらいは慈悲を与えてやってもいいだろう。自分は神の尖せん兵ぺいなのだ。救われるべき偉大な存在なのだ。

「へへ。子供にはちと早いが、大陸一の名酒だぜ。なぜなら俺様が飲んでいるからだ。わはははは！」

　片膝をついて、長銃にちびちびと酒を垂らしていく。子供にはこれで十分だろう。と、長銃が倒れてしまった。お代わりの催促かもしれない。だが、そこまでは寛容になれない。

「へっ。ガキにそこまではやれねぇなあ。さっさと虫に喰くわれて、魂だけで反省して──」

　そう言いかけて男は目を剥く。埋め立てた地面から、いきなり手が生えてきた。小さく、そして異様に白い手が。獲物を求めるように揺れた後、土が物もの凄すごい勢いで盛り上がっていく。
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「…………え？　え？」

　あの子供だ。地中から、子供の上半身が這はい出でてきた。タルクが埋めたはずの死体が、勝手に。その土まみれの死体は、歯を見せて嗤うと、こちらを見つめてくる。青が特徴的だった瞳が黒く虚ろに染まっている。更に地中から這い出ようと、死体は身体を揺り動かしている。その動きは人形のように不規則で、実に恐ろしい。これは、人間ではない。

「う、嘘だろ。た、ただの、ただの幻だろ!?　なんなんだよこれはッッ！」

　神の慈悲に触れると、気分の良い幻に包まれる。楽園生活を仮想体験できるのだ。それと同じ作用が働いていると男は信じたかった。だが、必死に頭を振り、目を擦っても目の前の光景は変わらない。むしろ、少女はあと少しで土から這い上がる寸前だ。

「あ、あああああああッ!!　く、くるなくるなくるなッ!!」

　恐怖に駆られた男は、腰を抜かしながらその場から逃れようとする。だが足が凍りついたかのように動かない。だから両手だけで、必死に逃げる。すぐに助けを呼ばなくては。タルクだ。あいつなら大砲が使える。大砲でこいつを粉砕しよう。やっぱり異教徒は燃やさなきゃ駄目だったんだ。だって神の敵なんだから。神の敵はすなわち悪魔である。だからこいつは悪魔なんだ。悪魔なんか埋葬するからこうなる！

「ひっ」

　──足首にヒンヤリとした感触。何かが、自分の右足を掴つかんでいる。ひいっと叫びながら、必死に振りほどこうとするが、離れてくれない。見てはいけない。それは分かっている。だが我慢できない。嫌な予感がしつつも、つい、後方を見てしまう。

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいッッ!!」

　完全に黒く変色し濁った目が、こちらを見つめていた。口からは黒ずんだ液体が垂れている。と、自分の右足にぞわぞわした感触が走る。それは下半身から腰へと範囲を広げている。何か分からないが、何かが自分の身体を浸食している。これは毒だ。ぞわぞわぞわ。魂が掻き毟むしられている。

「な、なん、なんだこで。お、おでの身体が、く、くさっで」

　腐っていく。生命力が吸われているのか、それとも死体が毒素をもぐり込ませているのか。分からない。だが、右足はもう原型を留とどめていない。徐々に下半身の感覚もなくなっていく。やがて、それは上半身へと。

「が、がみざま。だ、だずげて。おじひを。おでにおじぃひををををっ！」

　救いを必死に求める男。もう顔を動かすことができない。もがきながら、ひっくり返る。そして、空に手を伸ばす。神の慈悲がありますようにと。その哀れな手を、両手で優しく掴んでくれたのは。

「月が、綺麗ですね。良い夢、見れましたか？」

　ニヤリと嗤う少女の両手だった。腐食が両手からも急速に広がっていく。

「──ッッ!?　ウアアアアアッ!!」

　こんなはずじゃなかったと、声にならない叫びをあげ、男は紫色の泡を吐きながら最大級の苦く悶もんを味わって死んだ。その死に顔には、救いの手など一片のカケラすら残っていなかった。少女はそれをしばらく眺めた後、土まみれの長銃を拾い上げる。そして、腐食しきった男の頭部を踏み潰すと、明かりの灯ともる家々に向かいゆっくりと歩き始めた。
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　紫色の靄もやがかかった場所に私はゆらゆらしながら立っている。なんだか見覚えのある場所。

　そうだ、ここははじまりのあの場所だ。

　でもなんだか高いところにいるような浮遊感。高い場所から世界を見下ろしているような。でも下には何もない。そして、気がついたらとても見知った顔が二つあった。私も入れれば全部で三つ。私はとりあえず挨拶をすることにした。

「こんばんは、ですか？　こうやって面と向かって話すのは初めましてですかね」

「いつも一緒だからねー。とっても不思議で面白いね！」

「顔をつき合わせても私は私、だからどうでもいいよ。思考も最後は混ざるんだし」

「ここはなんなんです？」

「さぁ。しーらない」

「地獄じゃない？　天国はないけど地獄はあるってお母さんが言ってたし。だからここは地獄。私たちは地獄で生まれて地獄で死ぬの」

　碌ろくでもないことを言う私。こんなにも暗い世の中、少しは明るくいきたいものである。

「それはそれとして、また死んじゃいました。申し訳ないです」

「そうだねぇ。穴だらけで痛いよねー。どうしてこんな目に遭うのかな？　本当に嫌だなー」

「私が呑のん気きにしてるからだよ。いつも後手後手。先手を打って殺さないと駄目でしょ。だから死ぬんだよ」

　私たちからの駄目出し。痛いところを突かれた私は話を逸そらすことにした。

「ま、まぁまぁそう怒らないで。私だって死ぬぐらい痛かったんですから。ところでですね、この世界に神様はいるんですかね？」

「どうだろうねー。私には分からないよ。全然興味ないかなー」

「いないよ。どこにもいなかったもの。いたら殺せたのにね。残念だね。そうか、だから私は緑の連中が嫌いなんだね。いないモノをあんなに信じるなんて気持ち悪いし。あはは、気持ち悪いから全部殺さなくちゃ！」

　私たちは全員がミツバでありミツバじゃない。

　不運にも魂を複製された私。

　執念に束縛され消滅できなかった私。

　生まれでることが許されなかったバラバラな私。

　全部私だけど思想や思考はみんな違う。穏健主義なのがこの私、あちらが今が楽しければ良いという享楽派な私、こちらが頭のネジが全部すっとんでる過激派な私である。いわゆる三頭制で、穏健派なこの私が主体なのである。やったね。でも私は私なので結局同じことなのである。残念。

「じゃあ私はなんで生きてるんです？　何度も殺されたと思うんですけど」

「さぁー。でも生きてるからどうでもいいんじゃないかな。難しいことを考えると眠くなるよ」

「存在できているならどうでもいい。まだ、この世界で何もしてないし。まだまだこれからだよ。何もせずに消えるなんてありえない。そんなのは絶対に嫌」

　生と死への疑念を抱く哲学的な私に、どうでもいいと答える私たち。

「なんでかというとですね。死なないなら、もしかして私には神のご加護があるのかなって。それとも悪魔的な何かですか？　ほら、魔法っぽい変な能力使えたりするし。きっとそうですよね」

「あー、私は馬鹿なんだね。でもいいと思うよ！　馬鹿な方が人生楽しいよねー。分かる分かる」

「私たちは神でも悪魔でもないよ。加護なんてないし、もちろん勇者でも死神でも魔王とかでもない。私たちは人間じゃないけど人間っぽいなにか。あははは。じゃあ一体なんなんだろう！　いつかお母さんに聞いてみないとね！」

「……えっと。じゃあ、私は人間っぽいなにかとして。今までが超幸運で、そのうち死んじゃうってことですか？」

「さぁ。そんなの知ーらない。ふぁあーあ」

「何事にも代償は必要なんだよ。人を呪わば穴二つって言うんでしょ？　私たちはもっとたくさんの穴を作れるよね。でもね、お互いに呪われていることには変わりがない。だからね、そういうことだよ。早く制御しないと全部撃ち尽くしちゃうからね。でもこの腐った世界で制御できるのかなぁ？　あはははは！　でも悪意はたくさん渦巻いてるから補給し放題！　そう簡単には消えないし消えられない！」

　手を銃の形にしてご機嫌にバンバンやっている過激派な私。享楽派の私は横になって眠ってしまったようだ。この話に飽きたらしい。

「あのね、私は平和に生きたいんでしょう？　でも絶対に無理だよ。そんなのつまらないから私たちが許さないし。民主主義万歳だよね」

「……最後に一つだけ聞かせてください。結局、私に、どうしろっていうんですか？」

「あのね、この世界のいろんな人たちが私を作ってくれたんだよ。長い時間をかけて、血、肉、魂まで全部用意してくれたの。だからね、何もせずに消えるなんて嫌なんだよ。私もそうでしょう？」

「……………………」

「だから、これからは私ももっと頑張って起きているから。一緒に、この世界にたくさん刻み込もうね」

「世界に、刻む。いったい、何を？」

　返答はとても素敵な私の笑顔だった。ブツンと視界が途切れて、私は目が覚めた。
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「……うん？」

　見張りを続けていたタルクは、異変を察知した。夜だというのに、明るすぎるのだ。今日は確かに満月の夜だが、その類いの明るさではない。何かもっと赤くて不吉な──。

「か、火事だ!!　ディーガンの家が燃えてやがる！」

「早く水を汲くんでこい！　男連中は消火作業に当たれ!!　女は怪け我が人にんの手当てだ！」

　村で睡眠を取っていた大人たちが慌てて水の入った木き桶おけを持って、ディーガンの家に向かっていく。タルクもそれに加勢しようとしたが止められた。

「私も手伝いますよ！」

「いや、アンタはハルジオの野郎を見張っててくれ。この屑くずども、まだ諦めてないみたいだからな」

「し、しかし」

「逃げられでもしたらそれこそ大変だ。こういうのはアンタが一番適任だ」

「……分かりました。ですが、皆さんも気をつけてください」

「分かってるよ。しかし無事に避難してるといいんだが。全く、こんなめでたい日になんてことだ」

　見送った後、タルクは再び腰掛ける。そして、元豚小屋にぶち込まれているハルジオ一家を眺める。元というのは、家畜など食べてしまったため、とうの昔に存在しないからだ。今のこの村の生なり業わいは、葡ぶ萄どうや野菜の栽培と、『神の慈悲』の密造である。

「お、おい！　もしかして王国軍ではないのか？　私たちを助けに来たのでは」

「ははは。生あい憎にく、ただの小火ぼやですよ。ちょっとした火の不始末ですね。勝利した喜びで、つい気が緩んでしまったようで」

「ぼ、ぼや？　く、くそがっ！」

　顔面中に青あお痣あざが刻まれたハルジオが、口く惜やしそうに蹲うずくまる。

　息子は右足を圧へし折おられており、苦痛に呻うめくのみ。もう普通に歩くことは難しいだろう。夫人は髪を切り刻まれた挙句、全身に泥をぶちまけられている。ただ屈辱を与えるのが目的である。

　タルクが見張りを続けながら、少し離れた場所で行なわれている消火活動の様子を見守る。

「うん？　何だか声が」

　誰かの囁ささやくような声が、近くで聞こえた気がした。小さな女の子のような声だ。その直後、ドンと何かが破裂したような音が響く。──そして、ディーガン家が爆散した。

　消火活動に当たっていた大人たちは、一斉に地面に倒れ伏せ、悲鳴を漏らす。顔面には木片やら鉄片が食い込んでいる者もいる。四肢の一部が千切れた者もいる。

「……い、痛い。な、なんで、俺の腕が」

「ああああああ!!　か、顔が焼ける!!　助けてくれ!!」

「神様!!　お、お慈悲をッッ!!」

　続けて破裂音。轟とどろく爆発音。軽傷で救助に当たろうとしていた者たちが、再び吹き飛ぶ。タルクは唖あ然ぜんとしながら、それを眺めることしかできない。そして、ふと疑念が頭に過よぎる。

「み、皆。そ、それに今のは、砲弾。まさか、本当に王国軍がやってきたとでも」

　だがモラン大尉にそんな気概があるとは思えない。今回だって、適当に大砲の射撃を披露してやれと言っていたくらいだ。彼は現状維持することにしか興味がない。今までだって、緑化教徒をわざわざ捜索しようとはしてこなかった。こちらにも被害が出るから避けたいというのは明らかで、自爆を恐れているのも見て取れた。だからタルクは副長の地位を利用して、教徒のために色々と手を回してやったりもした。一々詮索してこないモラン大尉は実に理想的な上司であった。

　しかし、極めて信じがたいが、現実はこの惨状である。誰かは分からないが、敵方は容赦なしに砲弾を撃ち込んできている。タルクは慌てて立てかけておいた長銃を手に取る。そして、気持ちの悪い声で笑い始めたハルジオを睨にらみつける。

「は、はははっ。やはり国は私を見捨てなかった。お前ら全員皆殺しだ！　貴様ら、一人たりとて逃げ──ぐえっ!!」

「黙れッ！」

　檻おりを開けて、顔面を銃床で殴りつける。鈍い感触があったので、鼻の骨は折れているだろう。小うるさい口を足で踏みつけてやる。そのついでに、右足の折れている息子も蹴りつける。もちろん折れている足をだ。

「ぐああああッ！　あ、足がああああああああ!!」

「や、やへて。む、むすこだへは」

「この寄生虫どもが！　今度余計なことを喋しゃべったら頭を撃ち抜くッ!!」

　貴族の蔑称、寄生虫。これ以上ない名前である。このまま撃ち殺してやりたい。

　だが今はそんなことより、命を懸けて応戦しなくてはならない。倒れている人たちは可哀かわい相そうだが、助けている余裕はない。それよりも、一人でも多く道連れにするべきだ。それでこそ緑の神への貢献に──。

「……え？」

　タルクは一瞬己の目を疑ってしまった。

　燃え盛るディーガン家。その死角から、一門の大砲がのろのろと進み出てきたのだ。片手に呪紙棒を持っているのは、死んだはずの少女──研修生ミツバ。彼女は大砲を止めると、口元を歪ゆがめて着火点に呪紙を当てる。すると、破裂音とともに、今度は散弾が飛び出した。最後の力を振り絞り立ち上がろうとしていた者たちの身体が、一瞬で蜂の巣になる。断末魔の悲鳴すらあがらない。

「そ、そんな馬鹿な。あの子は、確かに、確かに死んでいた。何故なぜ生きている!?」

　混乱するタルク。ありえない。確かに死んでいたし、そして埋めてやった。祈りも捧ささげてやった。だから生きているはずがないのだ。それに見てみろ、彼女の軍服は現に土まみれだし、銃弾の痕もあるじゃないか。それが生きているのはおかしい。ありえない。

「……どうして。なんでだ？　一体何が起こっているんだ。か、神よ」

　幸い、ミツバはこちらに気付いていないようだ。

　と、何かを見つけたのか、その場に大砲を残して小走りで駆けていく。そして、縄と猿さる轡ぐつわで拘束された二人の人間を引き連れて戻ってきた。それはとてもよく見知った人たちで。

「どこかに隠れているタルク少尉、聞こえていたら今すぐに投降してください。さもないとこの人たちを殺します。貴方あなたの大事な家族ですよね？　これから十秒以内に出てこなかったら、まずこの子供から殺しますね」

「──な」

「それでは秒読みを開始します。10、９、８──」

　妻ハンナと愛息を強引に跪ひざまずかせると、その頭部に銃剣を突きつける。そして楽し気に秒読みを開始した。タルクは慌ててミツバに向かって照準を定める。この距離だ。当てるのは自分の腕なら難しくない。別に頭部じゃなくてもいい。どこかに当たれば隙ができる。だが、本当にアレを殺せるのかという疑問は尽きない。なぜなら、殺したのに生きているから。それはおかしいのだ。なら自分はどうするべきか。何を選択するべきなのか。

「当たる。当たるはずだ。そうすれば殺せる。緑の神が私たちを見捨てるはずがない。これは神が与えた試練なのだ。神よ我らを導きたまえ」

　手の震えが収まっていく。引き金に掛けた指に力を込めていく。そして、撃とうとした瞬間。ミツバと完全に目が合った。青い目じゃない。深遠な黒が広がる、その絶望を湛たたえた目。その目が、タルクを捉えている。

「──ッ!!」

「ああ、そこにいたんですね。やっと見つけました」

　ミツバは白い歯を見せて嗤わらうと、長銃を片手で構えて、引き金を引いた。
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　タルクたちは、ミツバ一人の手によって壊滅させられていた。何が何だか分からないうちにだ。

　そして、意識のない者もある者も村の広場に集められた。ゴミでも打ち捨てるかのように。

　ハルジオ一家は救出されたらしく、近くの椅子に座りながら肩で呼吸を行なっていた。

「た、助かったぞ。こ、今回のことは、国への大きな貸しになる。この落とし前は必ずつけてやる!!」

「伯爵伯爵、まだ何も終わってないですよ？」

「な、なに？　一体何がだ。反乱はこうして無事鎮圧」

「緑化教徒の処刑ですよ。全員連れては戻れないし、自爆されたら厄介です。短い人生、リスクは早めに摘み取らないと」

「お、おい。勝手な真ま似ねをせず応援を」

　動揺するハルジオを置いて、ミツバが一番近くの男に近づいていく。

「貴方は緑化教徒ですか？」

「…………」

「黙して語らずとは頭が良いですね。でもさわやかな臭いなので死刑です」

　流れるような動作で銃剣を男の頭部に突き刺した。血が迸ほとばしり、男は倒れ伏す。

　ハルジオもあまりの事態に茫ぼう然ぜんとしている。

「な、なんてことを!!」

　思わずタルクは声をあげる。右腕を撃たれ、更に両脚を拘束されているから、身動きすらできない。ハンナと息子を傍そばに引き寄せることぐらいしかできないのだ。

「心配しないでいいですよ、タルク少尉。私は緑化教徒を嗅ぎ分けられるんです。最初に言ったでしょう？　さわやかな人ですねって。麻薬のせいか、それとも緑化教を信じるとあの臭いがつくんでしょうか。分からないけど、もしただの麻薬常習者でも別にいいですよね。錯乱して自爆する迷惑な人間なんですから。巻き込まれたらいやですし、死んだ方が世の中のためです」

　笑いながら『神の慈悲』の花を握りつぶした後、ぐりぐりと踏みつけている。神への冒ぼう涜とくを聞いた怒りで思わず歯を食い縛るが、どうにもならない。どうしてたかが子供一人にここまでしてやられたのかも分からない。なぜこいつが生きているのかも分からない。分からないことだらけで、タルクは頭がどうにかなりそうだった。

「じゃ、どんどん行きましょう。貴方は、緑化教徒ですか？」

「そ、そうだけど、頼む、殺さないでくれ。お、俺は、まだ免罪符を」

「はい、死刑です」

　また見知った顔が殺された。続いてその妻、子供。真実を述べた者、嘘うそを吐ついた者、老若男女の区別なく、ミツバは銃剣を突き刺していった。何も答えることができない重傷者は、葡萄の実を潰す作業のように容易たやすく頭部を粉砕されていった。残りはミツバが抱えている赤子を除けば四名のみ。

「この赤ちゃんからは臭いがしません。ということで助けてあげます。ここの住民は貴方が管理するんですよね。はい、どうぞ」

　泣なき喚わめく赤子を、ハルジオへと差し出す。ハルジオは慌てて受け取るが、すぐに汚らわしいという表情で地面に投げ捨ようとするのを、ミツバが腕を掴つかんで制止する。

「なんで殺すんです？」

「ふ、ふん。は、反乱を起こした農奴の赤子など、生かしておいたところで！」

「赤ちゃんを殺したら許さない。何の罪もないのに。何もしてないのに。絶対に殺さないでください。……殺したら殺すぞ」

「ひ、ひいっ」

　声色を変えたミツバが強く念を押し、顔を近づける。ハルジオは赤子を抱いたまま腰を抜かして泡を吹いている。アルストロと夫人などは、跪いてミツバに対しひたすら祈りを捧げている始末。

　そして、ようやくタルクへと向き直り憐あわれみを帯びた視線を向けてきた。

「さて、いよいよタルク少尉の番ですね。何か言こと伝づてがあればモラン大尉に伝えますよ。もう話す機会はないでしょうし」

「……なぜ」

「はい、なんでしょう？」

「なぜ、お前は生きているんだ？　確かに死んでたはずなのに。何故死人が蘇よみがえる!?」

「さぁ。神様がいるなら、まだその時じゃないって追い返したんじゃないですかね。まぁいないんですけど」

「ふざけるなッ!!　お前の様な悪魔に、神が慈悲を掛けるわけがない!!　化け物め!!」

「自分だって仲間を殺したくせに、酷ひどい言い草ですね。それと唾を飛ばさないでください。そのさわやかな香りが頭に突き刺さるんです。さわやかすぎるのも鼻に悪いですよね。なんだか頭痛もしてきました」

　心底嫌そうにミツバが見下ろしてくる。さわやかな香りなど、知るわけがない。そんな香りは嗅いだこともない。ここにあったのは土と汗の臭い、そして今は血の臭いだけだ。

「こ、殺すなら殺すがいい。私たちは神に導かれ、楽園で過ごすんだ。徳は十分に積んだ。きっと救われる。私たちは救われる！」

「特別サービスで、良いことを教えてあげます」

「…………」

「天国なんてないんですよ。もちろん楽園なんて嘘っぱちです」

「黙れ!!」

「そんな大声を出して否定しても事実は変わりませんよ。貴方たちは緑化教の偉い人たちにいいように使われて搾取されてきただけ。まともな思考は麻薬で掻かき消けされちゃいましたか？　それにほら、死んだ後に救われるって言っておけば、誰も否定できませんから。死人に口無しですね、あはははははははっ！」

「う、煩うるさい!!　楽園はある！　神は確かに存在するんだ!!　だって、私はこの目で見たんだ!!」

　神の慈悲に触れたタルクは確かに見た。見たのだ。神は、いる。

　心の中に僅かに残っていた猜さい疑ぎ心しんの欠片かけらは、自分の弱さの表れ。そうに決まっている。そうじゃなければ、あまりに救われないではないか。

「麻薬のやりすぎで頭がイってたんじゃないですか？　そうか、だから自分の子供たちに麻薬を使っちゃったんですね。あははははは!!　おめでとうございます。少尉は地獄行き決定ですね！」

　拘束された身体でミツバに飛びかかったが、頭部に激しい衝撃を受け、タルクは意識を失った。ハンナと愛息が絶命する際にあげた悲鳴だけは、なぜか頭に飛び込んできてしまった。そして、上機嫌なミツバの笑い声。きっと全てが夢なんだと、タルクは思うことにした。そうしなければ、精神を保っていられなかったから。

「天国はないけど、地獄はあるんですよ。これからしばらくの間、存分に味わってください。そうしたら、解放される瞬間だけは救われた気分になれるかもしれません。本当、良かったですね」

　目の前で家族を失い、神の存在を悪魔に否定されたタルクの精神は完全に壊れてしまった。それが幸か不幸かは誰にも分からないし、もう本人にも判断できなかった。ただ、その表情はひたすら苦く悶もんが溢あふれているものだった。
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　靄のかかった意識が晴れてきた。朝焼け空がとても目に染みる。ついでに、大地は緑化教徒たちの死体で埋まっている。大体五十人くらいだろうか。それはもう見事に死んでいる。

「うーん。私がやったんですけどちょっとやりすぎたような。片付けが大変そう」

　ポリポリと頭を掻いて反省。反省だけなら猿でもできる。手には乾燥した赤茶けた血が付着している。ポンポンとはたくと、ペリペリと剥がれていく。近くには涎よだれを垂らしながら何かをぶつぶつ呟つぶやいているタルク少尉。愛する妻子の死で精神が崩壊してしまったようだ。それをやったのは私。記憶はしっかりある。でもまぁ同僚を殺した罰があたったということで。

「で、どうしたらいいと思います？　伯爵」

「ひ、ひいっ！」

「伯爵は緑化教徒じゃないでしょう？　だから大丈夫です。そんなことより、どうしたらいいか考えはありますか？」

　脅おびえる伯爵一家に近づき、意見を求める。赤子を抱えた伯爵は顔面蒼そう白はくだったが、目がイッてしまっている息子を見て口を開く。

「と、とにかく息子を、アルストロを医者に見せなければ。それに、妻も！　さっきから様子がおかしいのだ！」

「……ああ、女神様。どうか私たちをお救いください」

「女神様？　どこに女神さまが？」

　私に向かって拝んでいるご婦人に声を掛けるが、特に反応はない。一発ぶん殴れば治りそうだけど、やったら伯爵に怒られそうだからやめておこう。息子さんもほぼ一緒の症状。必死に拝んでいる。

「糞っ、どうして善良に生きてきた私たちがこんな目に遭わねばならん！」

「あの、伯爵の家に誰か残っていないんですか？」

「……全員裏切っていたのだ。あの薄情者どもめらが！」

「もしかして全員緑化教徒だったんですか？」

「違う！　金で懐柔されていたのだ！　私たちを嘲笑した挙句、見捨てていきおったわ！」

「あちゃー」

　私の予想だと給金を渋ったか、常日頃から嫌がらせをしまくったせいである。この自称善良な伯爵、ビックリするほど人望がなさそうだし。

　国のためを思うならここで死んでた方がいい気もするけど、別に潰さなくてもいいかもしれない。一匹寄生虫を潰しても、大して何も変わらないし。私に迷惑を掛けなければどうでもいいのである。むしろ生きててもらえれば、私が士官学校に戻ってから褒められるかもしれない。というわけで伯爵には生きて帰ってもらうとしよう。

「仕方ないです。じゃあ善良な伯爵様ご一家は私と一緒にリトルベルに帰りましょうか」

「わ、私たちに自分で動けというのか？　しかも今から？　この散々な有様を見てものを言っているのか？」

「別にここにいてもいいですけど。盗賊とか緑化教徒の残党が来て、皆殺しにされちゃっても文句言わないでくださいね。私は帰ります」

　私がキッパリと告げると、伯爵は顔を青あお褪ざめさせた。大変危険な状況にいることにようやく気がついたのかもしれない。別に気がつかなくても構わないけど。本当にどうでもいいからである。それに徹夜したせいか、普段の礼儀正しい対応ができていない。でも疲れてるから仕方ない。この人たちが勝手に死んでも仕方がないことにしよう。世の中そういうものだし。

「わ、分かった。分かったから見捨てないでくれ。頼むから、私たちを連れていってくれ！　死ぬのは嫌だ！」

「ちょ、ちょっと。顔が近いですから。そちらの奥様も近いですって。全員離れてください」

　ゾンビみたいに顔を近づけてきたので、手で押し返す。夫人もゾンビみたいに近づいてきたので、ハルジオ伯爵を盾にして回避。だって、泥まみれで汚いし。私も血まみれだけど。

「ぶ、無礼なと言いたいが、命の恩人に失礼なことは言えんか。しかし、まぁ、派手にやったものだ」

「ええ、見事に壊滅状態ですよね。崩壊って感じで！」

「ああ、鼻が折れて痛くてたまらん。それに死ぬほど頭が痛い。物理的にも精神的にも私の懐的にもだ。これから一体どうしたらいいのだ。誰が補償してくれるんだ……」

　死ぬ寸前だったのに呑気な伯爵。メンタルだけは強きょう靭じんなようだ。

「さぁー。それも私は知らないですし興味もないです」

　私は鞄かばんを背負い、器具を担ぎ、大砲を押しはじめる。

「お、おい。まさか、それを持っていくのか？」

「ええ。大砲は高いですからね。命令がない限り放棄は許されないと教えられました」

「……そ、そうか。最近の兵士は実に敢闘精神に溢れているのだな。……すまんが、アルストロを大砲に乗せてやれないだろうか。も、もちろん私も押すつもりだ。つもりはある」

「ええー」

　うっかり非常に嫌だという不満がもれてしまった。アルストロという青年は脂汗ダラダラで、今にも気絶しそうである。右足はなんだか凄すごい形に曲がってるし。伯爵も口ばっかりで手伝わないに違いない。

「頼む！　この通りだ！　後でもちろん礼はする！」

「わ、分かりましたから、あまり近づかないでください。死ぬほど邪魔なんで。器具が落ちちゃいます」

「ほ、本当に無礼な娘だな」

「戦場に無礼も非礼もないです。生きてるだけでラッキーですよね」

　私が言いきると、伯爵もしぶしぶ頷うなずいた。

　仕方なくアルストロを砲身に乗せ、縄で落ちないように身体を固定する。そのときの振動で悲鳴があがるかと思いきや、特になにもなし。その目は虚うつろで、何だかニヤニヤしていて気持ちが悪い。まぁ、これから地獄を味わうと思うので今は放置だ。道はそんなに整備されてなかったから、車輪はそうとう揺れる。振動はもろに伝わるわけで。それはもう超痛いだろう。

「よいしょ。これでできあがりですね」

「ああ、女神さまのお慈悲に触れることができるとは。もう、私は死んでも構いません！」

「……奥様はアルストロ君を横から支えてもらえます？」

「ええ、ええ。女神さまのお告げですわね。もちろん従いますわ」

「……そ、そうですか。伯爵、この人たち、頭大丈夫ですか？」

「私に聞かれてもな。無事戻ったら医者に診せるつもりだ。追い詰められて精神が少々まずいことになっているようだ」

「そうですか。じゃあ、伯爵がタルク少尉を見張ってください。これから一緒に砲身に括くくり付つけます。もちろん手足には枷かせをするので」

「わ、私が見張るのか？」

「他の二人はもう無理そうですし。宜よろしくお願いしますね。万が一悪さをしたら、このナイフで死なない程度にやっちゃってください」

「わ、分かった。任せておけ」

　タルクを乱暴に大砲に括り付ける。伯爵に拾ったナイフ、アルストロには、一応布を巻いた木の棒を渡しておく。

「多分、悲鳴をあげたくなるでしょうから、これをどうぞ」

「これは一体？」

「我慢できなくなったときに噛かみ締しめると、気が紛れるかもしれません」

「おお、女神さまのお慈悲……。ありがとうございます。ありがとうございます」

　木の棒で凄い感謝をいただいてしまった。彼には黄金の棒にでも見えているのだろうか。

「……そんなものより、連中の使っていたこの薬を使うのはどうだ？　痛みが紛れるだろう」

「駄目です。神の慈悲だろうがなんだろうが麻薬は駄目です。あ、緑化教に入信希望なら死刑です」

　伯爵の提案を即座に却下。そして差し出してきた神の慈悲とかいう麻薬を地面に落として踏みつぶす。

「麻薬の使用は許しません。いずれ成分が調整されて鎮痛剤として出回ったらいいですね。というわけでこれは駄目です」

　麻薬は、ダメ絶対である。なぜなら、麻薬をやる、頭がおかしくなる、緑化教徒になる、自爆する。この流れを止めないといけない。つまり、麻薬常習者は見逃さないし見逃せない。むしろ一度でも使ったら死刑にする法律にした方がいいと思う。サンドラにお願いしておこう。

　でもなぜ鎮痛剤になったら許されるのかというと。お医者さまの言う通りに服用する限り、人に迷惑を掛けないで済むからである。用法用量を正しく守りましょうということだ。

　いつか私もお世話になるかもしれないし。そういう研究がされているかは知らないけど。モルヒネとヘロインの違いと同じ。モルヒネ、条件付きで許可。ヘロイン、絶対に不許可。とても分かりやすい。いたいのはいやだからね。でもきょうふをごまかそうなんてゆるさないよ。

「じゃあそろそろ行きましょうか。しかし、なんだか酷い一日だった気がします」

「……全く同感だ。本当に酷い一日だった」

　大砲を押し始めると、タルク少尉の呻うめき声ごえと赤子の泣き声だけが響き始める。アルストロ君と夫人はなんだか讃さん美び歌かを歌い始めている。気持ち悪いのでこれ以上触れるのはやめておこう。赤子を背負った伯爵がヒーヒー言いながらタルク少尉を見張り、私は大砲をひたすら押している。意味が分からないが、これもある意味平等な社会かもしれない。サンドラが見たら手を叩たたいて称賛するに違いない。そんなことを思いながら、私は汗を拭いながら大砲を押すのであった。
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　リトルベルに戻ると、それはもう大騒ぎになった。赤子を抱えたハルジオ伯爵が、それはもう怒ど涛とうの勢いでモラン大尉に詰め寄り、盛大に罵声を飛ばしたり、夫人とアルストロ君がまた讃美歌を歌い出したり、赤ちゃんが大泣きしたりして面白かった。その後は、一家揃そろって案内された医者の下へ直行だ。多分そのお医者さんの専門は精神科に違いない。で、裏切者のタルク少尉はとりあえず牢ろう獄ごく行き。ぶくぶくと泡を吹いていたのがちょっと面白かった。そして、私は大尉直々に事情聴取である。

「……ミツバ研修生。伯爵が言っていたことは、その、本当なのか？　タルク少尉が裏切っていた、しかも言うに事欠いて緑化教徒だっただと？」

「はい間違いなく。本当の本当です」

「全く信じられん」

「でも本当です。伯爵も言ってた通りです。というか、伯爵が嘘つく理由がないですし」

　モラン大尉が黙り込んでしまった。やっぱり伯爵には生き残ってもらって正解だった。生き証人というのは重要である。

「…………」

「隊員の人は待ち伏せにあって全員死にました。私はたまたま生き残ったので、隙を見て大砲を奪って反撃したら上う手まくいっちゃいました。頑張りました」

「…………おお、神よ」

　私は頑張ったことを強調したが、モラン大尉は両手で頭を抱えている。可哀相だけど、きっと責任問題である。副長に緑化教徒を据えてしまい、その上隊員十人戦死させちゃいましたとは悲惨である。伯爵から治安維持局本部に激烈な苦情も入るだろう。悲哀を感じる中間管理職である。

　しかし、私にはそんなに関係ないので知ったことではない。むしろ撃ち殺されたこちらが被害者である。訴えてやりたい。でも誰に？　王様とかかな？

　そこに、兵隊さんがやってくる。運よく遠征に行かなくて済んだので、この人はラッキーな人である。私にもお裾分けしてほしい。

「大尉、準備が整いましたが……」

「ああ、嘆いていても始まらん。とにかく状況を調査し、直ちに本部に報告しなければ。話が本当ならば、部下の遺体も放置してはおけん」

「はっ」

　と、大事なことを一つ思い出したので口を挟むことにした。

「そうだ。この町の食堂の従業員さんにも、緑化教徒がいますよ。本部への連絡係だとかなんとか。さっきの大騒ぎで、逃げる準備をしてるかもしれないです」

「……食堂に直ちに兵を派遣しろ。村にも直ちに出発しろ！　怪しい奴やつは全員逮捕、歯向かったら撃ち殺して構わん!!　やられる前に殺せ!!」

「りょ、了解しました！」

　兵隊さんが飛び出ていく。モラン大尉の顔色は青くなったり赤くなったりと忙しい。

「……一つだけ尋ねたい。村人全員が緑化教徒だったのか？　生き残りは他にはいないのか？」

「あの赤ちゃん以外にはいませんね。全員処刑したので他の生き残りはいないです」

「全員、処刑しただと？　一体どういうことだ」

「はい。村の人全員に緑化教徒ですかと尋ねて、認めたら殺しました。認めなくても殺しました。だって、赤ちゃん以外は全員緑化教徒だったので。でもタルク少尉には証人として生き残ってもらいました。あんな感じで壊れちゃいましたけど。あはは」

　淡々と報告する。カビが消毒できてハッピー！　などとは言えない。降りかかる火の粉を払っただけである。そして、平和主義の私の意識はそのとき朦もう朧ろうとしていたので、あんまり自覚がない。完全に他ひ人と事ごとなのである。

「なんということだ。あの魔術師たちの言った通りになってしまったとは。……いや、むしろ救われたとでもいうのか？」

「…………なんです？」

「……とにかく、君の報告は了解した。悪いが今日は宿に戻って休んでくれ。状況を確認次第、追って連絡する」

「はい、了解しました」

　出ていっていいみたいだったので、とっととお暇いとますることにした。──と。

「待ちたまえ」

「はい？」

「……村の反乱事件を解決し、ハルジオ伯爵一家を救ってくれたこと、心より感謝する」

　しばらく苦渋の表情を浮かべていたモラン大尉がのそっと立ち上がり、私に敬礼してきた。私も慌てて振り返り、敬礼する。なんだか軍人になったみたいで格かっ好こよかった。背が小さいので、兵隊さんごっこに見えるだろうが、それは仕方がない。ついでに一つおねだりしてみようか。心から感謝してくれたのだからもしかしたら聞いてくれるかも。

「あの、一つお願いが」

「……何かね」

「お借りしていたあの長銃、もしよければくれませんか？　手放すにはちょっと名残惜しいので」

「……好きにするといい。隊員も少なくなってしまったからな。……研修終了後、持ち帰れるように取り計らおう」

「ありがとうございます！」

　私は最敬礼しておく。なんだかあの長銃に愛着が湧いてしまったのである。墓標になっていた銃なんて超レアものだし。倉庫には同じものが他にもあったけど、これは是非とも手元に置いておきたい。本当は大砲も欲しかったけど、それは堪こらえよう。何せ高いから。

「それでは、失礼します」

「……ああ」

　どっしりと座り込んで、上を向いてしまったモラン大尉。大変お疲れのようだ。それを一いち瞥べつした後、私は駐在所の外に出る。もう時間は夕方だ。美お味いしいシチューでも食べに行こうか。あれ、でも食堂には今兵隊さんが押し掛けていたっけ。じゃあ私の晩ご飯はどうしたらよいだろうか。そんなことを悩みながら外を適当に歩いていたら、町の人が凍りついた表情で私を眺めてきた。そして、絶句したまま逃げていってしまった。

「あ」

　結構大事なことを忘れていた。今の私の格好だ。私の軍服は血と土にまみれており、しかも穴まで開いている。表情は白いから、死体が動いているように見えたかも。長銃を担いだ少女のゾンビ。面白そうなので、このまま宿に行きたいところだが、これ以上大尉を追い込むと精神崩壊してしまうかもしれない。

　私はこっそりと駐在所に戻ると、モラン大尉にお願いして替えの軍服をもらうのであった。『心からの感謝』の貸しはこれでチャラになったにちがいない。なんだか腑ふに落ちないところもあるけど、世の中というのはそういうものなのだ。
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　一週間の研修を終えて、私は士官学校に帰ってきた。

　特に歓迎とかそういうのはなく、ガルド教官に報告書を提出して終わりである。かと思ったらいつも通り指導室へそのまま連行された。なんで私だけ。色々な文句を頭に浮かべながら出頭すると、頭が輝いてるパルック学長、無表情な事務官、難しい顔のガルド教官が待ち構えていた。

「いやいや、帰ってきて早々悪いとは思うが、色々と話すことがあってだね。まずは研修、本当にご苦労だったね。なんでも大変な活躍だったらしいとか……ははは」

「ええ、本当に大変でした。笑い事じゃなくて死ぬかと思いました」

「そ、そうかね」

　私は学長を睨にらみつける。

　本当に笑い事ではないのである。内通者がいたり待ち伏せをくらったり血まみれになったりと散々である。研修にしてはちょっとハードすぎる。これじゃ潜入捜査任務と同じだ。

「そう怒るな。リトルベル駐在所のモラン大尉からお前の働きに対し、感謝状が送られてきている。また、治安維持局本部からも名指しで称賛する書状が届いた。派手に名前を売れて良かったな」

　教官がひらひらとさせる書状をちらりと眺める。

　確かに褒められるのは嬉うれしいが特にご褒美はない。世の中というのは世知辛い。

「ありがとうございます。でもあまり勉強になった気がしないんですが。全然学べてないですし」

「細かいことは気にするな。こういうことは結果も大事だからな。経験も積めて訓練にはなっただろう」

「はぁ」

　研修っぽい感じだったのはタルク少尉に町を案内されたときぐらいだ。後はハルジオ村でドンパチやって、宿で適当に過ごしてくれと放置。モラン大尉たちは後始末で駆り出されて、私にかまってくれる暇な人はいなくなってしまったし。散歩しても余よ所そ者ものだからか、町の人は余所余所しい。嫌がらせも兼ねて、夜中に長銃を装備して黙々とランニングしてやったので良しとする。武装したゾンビが彷徨さまよう町ということでしばらくは話題になるだろう。

「しかし、お前とクローネは普通じゃ終わらないと思っていたが、予想以上だったな。軍関係者に士官学校の質の高さを見せつけられたと思う。……ああ、褒めちぎるのはこれくらいでいいですかね、学長」

「う、うむ、突然悪かったねガルド君。疲れているだろうから、長話もこれぐらいにしておこうか。というかだね、もうこの子は卒業させてしまっていいと思うんだが。これ以上ここで学ぶことなんてないだろう。私の胃もとても助かるし。ガルド君はどう思うかね。もちろん賛成かな？」

「いやいやいや、流石さすがに早すぎるでしょう。まだ戦も始まってないってのに、こんな子供を送り出したら、寛容派の議員たちに何を言われるか。ただでさえうるさい連中ですよ？　責められるのは学長ですし私は知りませんがね」

「そ、そうだったね。はは、軽い冗談だよ冗談。うん、なんだか私も疲れてきたし、そろそろ下がって構わんよ」

「あ、はい。では失礼します」

「明日からはまた通常の訓練に戻れ。多少は疲労もあるだろうが、もうすぐ冬期休暇がある。そこまでは気合で乗り切れ」

「はい、教官殿」

　なんだか投げやりな学長だったが、私は解放されたので一安心。

　冬期休暇とやらがあるのも初めて知った。正月休みのようなものかな。とりあえず、そのまま部屋に戻って荷物を片付けることにした。モラン大尉から頂戴した長銃は、後でこちらに送ってくれるそうだ。流石に研修生の身分で部屋に置いておくわけにはいかないので、ちゃんと士官学校の倉庫で保管する。卒業後にきっちりいただくことにしよう。




　そんな感じでだらだらと自分の部屋に入ると、クローネが待ってましたとばかりに出迎えてくれる。

「はは、おかえりチビ。いやぁ、首を限界まで長くして待ってたよ。流石にもう伸びないね」

「ただいまです。クローネは今日帰ってきたんです？」

「ああ、出発したのが結構早かったのさ。で、そんなことよりさ。そっちも派手にしでかしたんだって？　いやぁ、お互い大変だったよね」

「……そっちも？」

「うん。こっちは国境警備の研修中に、プルメニアの斥候部隊と鉢合わせしちゃってね。色々と微妙な地域だから、散発的な戦闘はよくあるらしいんだけどさ。ここなら弾なんて当たるわけがないとか、余裕ぶっこいてた指揮官殿は眉間に銃弾受けて戦死だよ。あれには笑ったね。腹がよじれるかと思った」

　眉間をツンツンとやるクローネ。そういうことはまれによくあるのである。

「それは本当についてないですね」

「だろう？　副長殿ときたら一人で逃げ出す有様だし。それでさ、情けない先輩方の代わりに私がうっかり指揮を取っちゃってね。最後は斥候部隊を返り討ちってやつさ。お互いに弾薬が切れちゃって、最後は地獄の白兵戦！　いやぁ、殺したり殺されたりで楽しかった」

「それは本当に凄すごいですね」

　指揮官が戦死した場合、部隊はほとんどの場合壊走するそうである。頼りになる副長がいれば話は別だけど、教育や訓練を受けていない兵ばかりだから、踏み止とどまって戦ったりしない。命大事と我先に逃げ出すのである。

　それを強引に押し止め、逆に返り討ちにしたのだからクローネは凄い。指揮力Ｓをプレゼントしよう。私は多分Ｄくらい。何故なぜかというと、私はたいてい嫌われるからである。だから、こうやって普通に話してくれる人たちは大事にするのである。

「そうそう、私も王国陸軍から感謝状とやらをもらったよ。チビとお揃そろいだね」

「私の方はたまたまだったので。運が良かっただけです」

　そう言って曖昧にごまかそうとしたが、クローネは背中をバシバシたたいてくる。よく見ると酒瓶が転がっている。一人で景気づけにワインを飲んでいたようだ。既にできあがる寸前だ。

「謙遜はいらないって。間抜けな貴族様ご一家を救出して、内通者を捕らえて、さらに緑化教徒は皆殺しだろ？　凄い働きだよ。卒業したら間違いなく治安維持局が勧誘に来るね。むしろ今すぐ来るべきだよ」

「そうなんですかね」

「そうなんですよ。それでさ、なんで連中が緑化教徒って分かったんだい？　緑布を偶然見つけたとか？」

「いえ。臭いで分かりました。最初はさわやかなんですけど、鼻につくんですよね。近くにいるとイライラしてくるというか」

『神の慈悲』とかいう麻薬のせいかと思ったけど、その植物からは強烈な臭いはしなかった。さわやかというか、香かぐわしい臭いだったし。というわけで、私の鼻は対緑化教徒選別機能がついているようだ。本能的にダメというか、生理的に受けつけないというやつだろう。私の生まれに関係があるのかも。やっぱりないのかも。前世で無政府主義を標ひょう榜ぼうするアレな信者にぶち殺されたとか。うーん、違う気がする。

「ほうほう。それも直感ってやつ？」

「そういうやつですかね。上う手まく説明できないんですが、なんとなく分かるんです」

「ふーむ。それじゃあ参考にはならないかぁ。ま、そのうち私にも身につくかもね」

　そう言ってワインを飲み干すクローネ。なんだか私も喉が渇いてきた。

「ところで、私もそれ、ご一緒してもいいですか？」

「ああ、もちろんだとも！　ちなみにどうでもいいだろうけど、サンドラの馬鹿は出迎えも忘れて、図書館で勉強中だよ。薄情な奴だねぇ」

「あはは、それはサンドラらしいですね」

　クローネがワインをマイグラスに注いでくれる。これは私が王都で買った日用品。

　ちなみに、士官学校で酒を飲むなんて本当はご法度である。だから、葡ぶ萄どうジュースということでごまかしてるけど、多分バレバレである。サンドラが教官に報告しないのは、自分も共和主義の本やらヤバいチラシをたくさん持っているからである。結局は同じ穴のムジナということなのだ。

「よーし、これでよしっと。実地研修終了と二人の大活躍を祝して乾杯っ！」

「乾杯！」

　二人で一気に飲み干す。これが勝利の美酒というやつ。なるほど、確かにいつもより美お味いしく感じられた。

　それから、小一時間ぐらいチーズと焼き豆をつまみに研修話で盛り上がっていると、サンドラが帰ってきた。

「……なんだ、もう戻っていたのか。……おい、いくらなんでも酒臭すぎるぞ」

「これはこれは、世に名高くなる予定のサンドラ議員様（仮）のお帰りかー。ほらほらローゼリアの英雄様たちのご帰還だぞ、とっとと陰険な祝福をしてくれたまえ！」

「本当に騒がしく面倒な奴だ。……だが、ローゼリア国境を脅かす外敵を屠ほふったのは褒められるべきだ。まだ研修生なのに、大したものだ。それだけは褒めてやろう。よくやったな」

「……あー、普通にイラッとしたよ。なんでそんなに偉そうにできるのかが、私にはさっぱり分からない。どこで練習すればそうなるのかな？」

「すまないが、過剰にへりくだるのは苦手なものでね」

「はっ、アンタがへりくだるところなんて私は一度も見たことがないよ」

　クローネが呆あきれながら豆を口に放り込む。そしてサンドラは私に向き直る。

「ミツバよ。貴族の救出などはどうでもいいが、村に蔓延はびこる愚かなカビを消し去ったのは素晴らしい働きだ。無政府主義を標榜する緑化教会と、私の目指す共和制は絶対に相あい容いれない。容赦なく断固とした処置で徹底的に排除するべきだ」

「あ、はい。そうですね」

　ワイングラス片手に適当に相あい槌づちを打つ。共和制でも王政でも帝政でもどうでもいいけど、緑化教徒はダメである。もう決めたのでダメ。

「しかしながら、軍人、しかも士官学校の卒業者にまでカビが繁茂しているとはな。……意外と根は深いのかもしれん」

「もっと見せしめみたいなのができればいいんですけど。緑化教徒はこんな目に遭うよ！　だから辞めようね！　みたいな」

「うぅむ。悪くはないと思うが、奴ら、免罪符のためなら死ぬことすら恐れないからな。それが厄介なのだ。名誉の死などと殉教扱いされては意味がない」

　普通に殺すだけではだめかもしれない。目を背けたくなるような処置ならどうだろう。例えば身体がボロボロに腐り落ちるとか？　そんなことができたら苦労はないのであった。

「とりあえず、サンドラが議員になったら、麻薬使用者、販売者、製造者は全員死刑になるようにしてくださいね。根は元から断たないと」

「えらく唐突だな。どれ、詳しく聞かせてもらおう」

「ええ、また今度で」

「いや、今すぐでいい」

　可哀かわい相そうにと同情の視線を向けてくるクローネ。でも助けてはくれなかった。

　仕方ないので、私はサンドラに麻薬の危険性を説明する。病状じゃなくて、社会に蔓まん延えんすることの危険性だ。どこぞの大きな国は、関わったら死刑と徹底している。指導者自ら排除に乗り出したりしてる国もあったし。ここではないどこかの知識だと思うけど、そんなに間違ってないと思う。麻薬に関わると人間は堕落していって、最悪の場合戦争が勃発してしまうと説明し、私は適当な解説を終えた。

「……確かに、リリーア王国が麻薬を植民地で製造させ、強引に輸出しているという噂うわさを聞いたことがある。なるほど、敵を内側から腐らせるために安価でバラ撒まいている可能性もあるか」

「リリーア？」

「植民地を多数保有する西に浮かぶ強国だ。とはいえ、無政府主義を標榜する緑化教と相容れるとは思えないがな。となると、緑化教会はどこから資金を入手しているのか。正気を失っているくせに、武装だけは整えてくるからな」

　そういえば、自爆用の弾薬やら、長銃やら、緑化教徒はよく持っていた。それらを揃えるための大本の資金はどこから流れてるんだろう。やっぱりリリーアなのかな？

「…………」

「なんにせよ、お前の考えは分かった。いつになるかは分らんが、同志には説明してみよう。善良な市民に蔓延してからでは遅いからな」

「そうですね」

「……では、私は自習をするから、お前たちは遠慮して静かにするように。邪魔をしたいなら外でやれ」

「はーい」

「なんだよなんだよ。遅れてきた勉強の虫が偉そうにさ」

　私は素直に頷うなずき、クローネは悪態をついた。またいつもの日常が戻ってきそうである。早く冬期休暇にならないかなぁ。と思ったけど、私には帰る場所はないし、遊ぶ人たちもそんなにいないのであった。残念。





◆






　──王国魔術研究所。ニコレイナスは珈琲コーヒーを片手に、ミツバの様子についての報告を受けていた。

　情報源はパルック学長の下にいる話の分かる事務官である。彼に手間賃を渡して成績やら授業態度やら近況やらを入手しているのである。ニコレイナスの最近の楽しみといえば、この報告を受ける時間である。

　彼女のやることなすこと、何もかもが驚きに満ちている。取り組んでいた研究が完成したときと同等、いやそれ以上に心が沸きたつのが分かる。今はハルジオ村反逆事件の顛てん末まつを副所長から聞いていたところである。

「ふんふんなるほど。それはまた、派手にやらかしたようで。私もこの目で現場を見たかったですねぇ」

「村は死体の後始末が大変だったようです。派遣された警備兵が惨状に泣き言を漏らしていたとか」

「それはそうでしょうね。平和の代償というのはいつも高いものですよ。で、治安維持局はなんて言ってるんです？」

「はい、タルク少尉については、正気を失っているために情報を得るのは難しいと。尋問による内通者の割り出しは困難なため、調査が終了次第処刑されるようです」

「いえいえ違いますよ。裏切者の顛末とか内通者とかどうでもよくてですね。ミツバに対して何か言っていましたか？　私が興味があるのはそこだけです」

「学生が一人で緑化教徒を壊滅させたことを訝いぶかしんでいるようです。ですが将来的には治安維持局に採用したいと称賛の声が大半です。ただ、ごく一部に身内切りの可能性があると疑う者がおりまして。信頼を得るために、用済みの緑化教徒を処分したのではと」

　それを聞いて、ニコレイナスは思わず吹き出した。見当外れにもほどがある。緑化教徒の連中が聞いても憤慨するに違いない。その一部の人間の頭を切り開いて脳を是非見てみたいものだ。

「あはははっ。それは中々愉快な発想ですが、絶対にありえませんね。彼女の反カビ思想の強烈さは間違いないようですから。とはいえ余計な疑いが掛かっては可哀相です。では王魔研所長の太鼓判つきの書状を送って差し上げなさい。絶対にありえないと」

「分かりました。しかし、彼女はなぜあそこまでカビどもを憎むのでしょうか。彼女と緑化教会に直接のつながりはないはずなのですが。今回はともかく、それまでは自爆現場を目撃した程度でしょう」

　副所長が眉を顰ひそめているが、別に大した問題ではない。

「何かを好きになったり嫌いになったりするのに、深い理由はいらないんですよ。直感でそう思ったなら、それでいいのです」

「王魔研所長ともあろうお方のお言葉にしては、少々短絡的な気がしますが」

「ふふ、不老の処置を行なっているとはいえ、私もただの人間ですからねぇ。奇人だの天才だのと人様から持ち上げられていますが、根っこはそうなのです。実は、私もか弱い女なんですよね」

「…………」

「今のは笑うか気の利いたことを言うところですよ？」

　ニコレイナスがおどけてみせるが、生真面目な副所長の表情に変化はない。こういうところがイマイチだと思うが、気に入っているところでもある。信頼がおけるから、全ての研究に携わらせている。ミツバの件も大体は知らせている。

　いずれは所長を任せてもいいと思っているが、本人は確実に辞退するだろう。生真面目で極めて沈着冷静に見えるが、馬鹿がつくほどニコレイナスへの忠誠心がある。研究のために死んでくれと言ったら、普通に死にそうである。──と思わせておいて裏切られても面白い結末だ。何が起こるか分からないというのは、この身をもって学んでいるのでどうでもよい。

「話を続けさせていただきます。彼女は対象が緑化教徒か判断がつくと言っているようです。なんでもさわやかで鼻につく臭いがすると」

「さわやか、ですか？　うーん、それはよく分からないですねぇ。連中、何か妙な香水でも使ってましたっけ？　それか嗅覚が犬並みに優れているとか」

「犬、ですか。その可能性は低いと思いますが」

　香水云うん々ぬんは適当に言っただけだ。もしかすると、染みついた魂の臭いで判断しているのか。もしくは、ミツバだけに分かってしまう何か。彼女の在り方を考えると、それも十分に考えられる。

「犬云々は冗談ですよ。ま、私も緑化教会が嫌いなんでいいじゃないですか。ええ、それはもう死ぬほど嫌いでしてね。嫌いすぎて優先的に実験材料に使いたくなるくらいです」

「……長い付き合いですが、そこまでお嫌いというのは初耳です」

「それは王国に逆らう罪人なんですから、憎んで当然でしょう？　実は話題に出すのも憚はばかられるほど嫌いですよ」

「所長がそこまで嫌いと断言するのは珍しいですね」

　ニコレイナスの信奉者である副所長の言葉には重みがある。これでいて妻子持ちだから世の中分からない。

「まぁ、緑化教との間には私も色々ありましてねぇ。そういうわけで、彼女には深い共感を持ちますね。どんどん隠れ教徒を見つけ出して始末してくれると嬉しいです」

　ミツバがカビを毛嫌いする理由は分かっている。憎悪の継承だ。だがそれを本人に伝えるつもりはない。自分で考え自分で判断して動くべきである。彼女は人形ではないのだ。

　彼女の人生を見守ることは、ニコレイナスの趣味であり、権利であり、義務なのである。だって彼女を構成する三つのうちの一つは、間違いなくニコレイナスが生み出したものなのだから。
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